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『「 テ クニ カル マス ター」 
シリ ー ズ と は ら 2 





| テク ニカ ル マ ス ター (TECHNICAL 
MASTER) | は 、 時 代 に 求め られ る テク 
ニカ ルス キル を 、 基 本 か ら や さ し く マス タ 
ー で きる 入門 書 の シリ ー ズ で す 。 ネッ トワ 
ー ク 、 サ ー バ 、 デ ー タ ベー ス 、 プ ログ ラミ ン 
グ 言 語 、Web 開 発 、 開 発 環境 な ど 、 専 門 
性 が 高く 難し いと 思わ れる テー マ を チョ イ 
ス し まし た 。 | は じ め て の | 方 に も 初歩 か 
ら 「 よ くわ か る | よう に 、 い ろ い ろ な 工夫 が 
盛り 込ま れ て いま す 。 


=F セ コソ ル / ま ュ ュ ルリ た に コ 
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3 に >:E 吉 を ヨ ピ 
ビュ コム アセン ル ア ル レル アル よい 


どこ を 読ん で も 大 丈夫 、 完 結 
し た 解説 の セク ショ ン 方 式 


必要 な ポイ ント が あら か 
じ め わ か る ポイ ント 方 式 


豊富 な 図版 と サン プル が 
理解 を 助け る 図解 方 式 














動 ま 意 

1. 本 書 は 、 著 者 が 独自 に 調査 し た 結果 を 出版 し た も の で す 。 

2. 本書 の 内 容 に つい て は 万 全 を 期し て 制作 し まし た が 、 万 一 、 ご 不審 な 点 や 誤り 、 記 入 漏 れ な ど お 気 付き の 点 が あり まし 
た ら 、 出 版 元 まで 書面 に て ご 連絡 下さ い 。 

3. 本 書 の 内 容 に 関し て 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は 、 上 記 2 項 に か か わら ず 責 任 を 負い か ね ます の で ご 了承 下さ い 。 

4. 本書 の 全部 ある い は 一 部 に つい て 、 出 版 元 か ら 文 書 に よる 許諾 を 得 ず に 複製 する こと は 、 法 律 で 禁じ られ て いま す 。 
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は じ め に テク ニカ ル マス ター 


本 書 「 はじめ て の C プロ グラ ミン グ 改 訂 第 三 版 ]」 は 、 こ れ か ら (C 言 語 に よる プロ グラ ミン グ 
を 学 ぼ うと する 方 の た め の 入 門 書 で す 。 プ ログ ラミ ング の 経験 が 全く な い 方 を 対象 と し て お 
り ま す の で 、 プ ログ ラミ ング や (言語 と は 何たる か と いっ た 基本 的 な と ころ か ら 、 学 習 環境 
の 準備 、 ソ ー ス コー ド の 書き 方 と いっ た プロ グラ ミン グ を する た め の 前 提 と な る 内 容 に 、 多 
く の ペ ー ジ を 割 い て 解説 を し まし た 。 ま た 、 プ ログ ラミ ング 言語 に 関す る 難し い 文 章 の 記述 
は 最小 限 に 留め 、 イ メー ジ 図 を 中 心 と し た 視覚 的 に 理解 し や すい よう に 考え て 構成 し て あり 
ます の で 、 す ん な り と 学習 を 進め る こと が で きる の で は な いか と 思い ます 。 


また 、 今 回 の 改訂 こ あ た り 、 サ ンプ ルプ ログ ラム の 見 直し と 、 例 題 の 解説 に つい て 強化 を 
し まし た 。 さ ら に 読者 の 皆様 か ら 問合せ が あっ た 個所 に つい て も 、 補 足 と し て 説明 を 追加 し 
て お り ま す 。 は じ め て プロ グラ ム を 学習 され る 方 に と っ て は 、 よ し 理解 し や すい も の に 仕上 
が っ た の で は な いか と 思い ます 。 


言語 は 非常 に 素直 な プロ グラ ミン グ 言 語 で す 。 プ ログ ラム を 組む 人 の レベ ル に よっ て 様々 
な 表現 を する こと が で きま す 。 知識 が 増え れれ ば 増え る ほど 、 テ クニ ッ ク が あがれ ば あがる 
ほど 、 よ い プ ログ ラム が 書け る よう に な り ま すし 、 よ い プ ログ ラム が 書け る よう に な る と 、 
プロ グラ ム を 組む の が も っ と 楽し く な り ま す 。 本 書 で 学習 し た こと を 通し て 、 満 足 の いく プ 
ログ ラミ ング が で きる よう に な り 、C 言 語 に よる プロ グラ ミン グ が 大 好き に な っ て いた だ け 
れ ば 幸い で す 。 


最後 に 、 本 書 出版 の きっ か け を 作っ て いた だ いた 小俣 光 之 氏 、 編 集 を 担当 し て くだ さっ た 
秀和 シス テム の 編集 担当 氏 に 感謝 いた し ます 。 


2007 年 10 月 
砂田 紀 一 郎 
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UIHB 本 書 に つい て 





。 
MIHE 本 書 に つい て 


本 書 は 、C 言 語 に よる プロ グラ ミン グ の 基礎 が 、「 は じ め て の 方 々 に も わか る よう に 構成 、 
記述 され て いま す 。 本書 を 書店 等 で 手 に 取ら れ た 方 、 ま た は 本 書 を 購入 され た 方 、 そ の い ず 
れ に も 必要 な 情報 が ここ に 書か れ て いま す 。 本 文 に 進む 前 に 、 ぜ ひと も ここ に 書か れ て いる 
こと に 目 を 通し て お いて 下さ い 。 


| CD-ROM に つい て 


本 書 に は 、 CD-ROM が 1 枚 付 属し て いま す 。CD-ROM の 内 容 は 、 以下 の と お り で す 。 





・Borland C+ Compiler 5.5( ボ ー ラ ンド 株 式 会 社 提供 ) (YSoftwareyBcc55 フォ ル ダ ) 
・Borland Turho Dehugger( ボ ー ラ ンド 株 式 会 社 提供 ) (YSoftwareYBcc55 フォ ル ダ ) 
・Borland Turbo C+ Explorer( ボ ー ラ ンド 株 式 会 社 提供 ) (YSoftwareYTurboCPPExp フォ ル ダ ) 
・ テ キス ト エ ディ タ (Y\Software\YEditors フォ ル ダ ) 

・ 本 書 掲載 サン プル プロ グラ ム (Y\Samples フォ ル ダ ) 


本 書 の 内 容 に 関し て ボー ラン ド 株 式 会 社 及 び 各 テ キス ト エ ディ タ の 制作 者 に 問い 合わ せる こと 
は ご 遠慮 下さ い 。 


“| ボー ラン ド 株 式 会 社 提供 の ソフ トウ ェ ア に つい て は 、 本 書付 属 CD-ROM 内 の \Software フォ ル ダ 











に ある readme.html に 説明 が あり ます 。 必要 に 応じ て 参照 珠 い ます 。 








較 Borland C 十 十 Compiler 5.5(\Software\Bcc55 フォ ル タ ダ ) 
本 書付 属 CD-ROM に は 、 ボ ー ラ ンド 株 式 会 社 の 提供 に よる C/C++ コン パイ ラ ソ フ 
トウ ェ ア で ある 、Borland C++ Compiler 55 が 収録 きれ て いま す 。 こ の コン パイ ラ 
セ モット を 使用 し て 本 書 掲載 の サン プル プロ グラ ム を コン パイ ル し 、 実 行 す る こと が で 
きま す 。 イ ンス トー ル や コン パイ ル の 方 法 に つい て は 、 本 書 の Appendix A と Chapter 
02 を 参照 し て 下さ い 。 
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・Borland C+ Compiler オ プシ ョ ン フ ァイル 
同じ く \Software\Bcc55 フ ォ ル ダ に は 、 オ プシ ョ ン フ ァイル BCC32.CFG., 
ILINK32CFG の サン プル が 収録 きれ て いま す 。 


較 Borland Turbo Debugger(\Software\Bcc55 フォ ル ダ ) 
賠 Borland Turbo C+ Explorer(\Software\TurboCPPExp フォ ル タ ) 
本 書付 属 CD-ROM に は 、 ボ ー ラ ンド 株 式 会 社 の 提供 に よる デバ ッ ガ プロ グラ ム で あ 
る Borland Turbo Debugger、 お よび 統合 開発 環境 で ある Borland Turbo C++ 
Explorer が 収録 され て いま す 。 た だ し 、 本 書 で は これ ら の ソフ トウ ェ ア の イン スト ー 
ル 方 法 、 こ れ ら の ソフ トウ ェ ア を 使用 し て の 開発 手順 に つい て は 触れ て いま せん 。 詳 
細 に つい て は 、 前 述 の readme.html フ ァイル 、 お よび ボー ラン ド 株 式 会 社 の 運営 する 
下記 の Web サイ ト を ご 参照 下さ い 。 


http://Www.codegear.c0m/jD 


較 テ キス ト エ ディ タ (\Software\Editors フォ ル ダ ) 
本 書付 属 CD-ROM に は 、C 言 語 の プロ グラ ミン グ に 便利 な 機能 を 備え た 、 テ キス ト 
エディ タ ソ フト ウェ ア を 収録 し て いま す 。 簡単 な 説明 に つい て は 、 本 書 の Appendix B 
を 参照 し て 下さ い 。 収録 ミ きれ た ソフ トウ ェ ア は 下記 の と お り で す 。 


さく ら エ ディ タ ( フ リー ソフ トウ ェ ア ) 
TeraPad( フ リー ソフ トウ ェ ア ) 
xyZzy( フ リー ソフ トウ ェ ア ) 

秀丸 エディ タ ( シ ェ ア ウ ェ ア ソ フト ウェ ア ) 
ViVi( シ ェ ア ウ ェ ア ソ フト ウェ ア ) 


| 記載 ルー ル に つい て 


較 ソ ー ス プロ グラ ム 
C 言 語 の ソー スプ ログ ラム の 内 容 を 紙面 で 表す と き は 、 以 下 の よ うに 色 の 付い た 綱 | 
の 上 に PEH 字 され ます 。 | 


監 3 も っ と も 単純 な サン プル プロ グラ ム (hello.c) 


#include <stdio.h> 


int main() 
{ 
printf ("こん に ち は 、 世界" ) : 


return ( 0) : 
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タイ トル 右 の 括弧 内 が 、CD-ROM 内 に お ける ファ イル 名 で す 。 フォルダ 名 は 省略 さ 
れ て いま す が 、「\Samples\ChapterXX」 と いう 形式 の フォ ル ダ (XX は 2 桁 の 章 番号 ) 
に 収納 され て いま す 。 

指示 の た め に 番号 や 説明 が 付く 場合 が あり ます が 、 そ れ ら は 色 文 字 や 太字 で 印字 き 
れ 、 プ ログ ラム と 区 別 で きる よう に し て いま す 。 

な お 、CD-ROM 内 に ソー スプ ログ ラム が 収録 ミ きれ て いな いも の に は 、 フ ァイル 名 の 
記載 が あり ませ ん 。 プ ログ ラム の 断片 な ど び 、 そ の まま で は コン パイ ル で き な い も の が 
この よう に な っ て いま す 。 ご 注意 下さ い 。 


周 コ マン ド プ ロン プ ト 及 び 実 行 結果 
コマ ンド プロ ンプ トト (DOS プロ ンプ ト ) に お ける コン パイ ル 、 サ ンプ ルプ ログ ラム の 
実行 結果 は 、 以 下 の よ うに 灰色 の 網 の 上 に 印字 され ます 。 
以下 は コン パイ ル の 実行 で す 。 左 の “C:\tmcs" は 、 本 書 で 便宜 上 に 定め た ソー ス フ ァ 
イル の 置き 場所 で す 。 実 際 に 入力 する 部 分 は 太字 の 下線 付き で 表示 され ます 。 ま た 行 
未 の [Enterl は 、 キ ー ボ ー ド の 【Enter】 キ ー を 入力 する と いう 意味 で す 。 


C:tmcs>jbcc32 -e test.exe prog.C 


以下 は 、 実 行 結果 で す 。 コ ン パ イル し て で きた 実行 形式 ファ イル を 実行 する よう す 
は 、 省 略し て いま す 。 


( 匹 う 実行 結果 
ABCDE と キー ボー ド か ら 入 力 
標準 出力 へ : ABCDE 
標準 エラ ー 出 力 へ : ABCDE 





ソー ス フ ァ イル と 同じ く 、 指 示 の た め の 文 字 に は 色 が 付い た り 太 字 に な っ て いた り 
と 、 入 力 ・ 表 示 内 容 と 区 別 さ れ ま す 。 遼 
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テク ニカ ル マス ター 


フロ グラ ミン ク と 【 


トス ノ ト ネ d た 6 還 は sd ノレ 4= レ ルレ た ネン シメ ソノ Ei 


し 


「 プロ グラ ミン グ と は 何 か ? | と いう 概念 に つい て 学習 し ます 。 

4 二 生 (バリ アル = レル た セン ン 4 ミイ 4 4 下さ 

C 言語 の 特徴 と C 言 語 で の プロ グラ ミン グ で の 長所 と 短所 を 理解 し ます 。 
この 章 の 内 容 は 、C 言語 で の プロ グラ ミン グ を 学習 する た め の 

下 準備 と な り ま す の で 、 し っ か り と 理解 し て 先 に 進み まし ょ う 。 


山 | 


ckS の 】 り 0 シ 4 ョ レル た ネン ン 居 っ 午 E ゴ : を で 多 を る | 
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[プロ グラ ミン グ の 考え 方 ] 


Section 


川 - 川 プロ グラ ミン グ の 概念 を 理解 する 


この セク ショ ン で は 、|「 プロ グラ ミン グ と は ? | と いう 疑問 に 応え る た め に 、 ま ず プ ログ ラミ 
ング の 概念 や 考え 方 を 学習 し ます 。 その後 、 プ ログ ラミ ング を 行う た め の 現 実 的 な 手段 で あ 
る プロ グラ ミン グ 言 語 に つい て 、 そ の 位置 付け を 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 





一 プロ グラ ミン グ と は コン ピュ ー タ に 仕事 を させ る た め に 、 コ ンピュータ に 与え る 命令 を 記述 する こと で 
ある 。 

回 コ ンピュータ は 基本 的 に は 0 と 1 か ら な る 機械 語 し か 理解 で き な い 。 そ こ で プロ グラ ミン グ 言 語 が 登 
場 する 。 

回 プロ グラ ミン グ 言 語 は 人 間 が 読み 書き し や すい よう に 書か れ て お り 、 最 終 的 に は 機械 語 に 変換 され 実 
行 され る 。 


(MJ プロ グラ ミン グ と は ? 


プロ グラ ミン グ と は 何で し ょ うか ? 

簡単 に 言い ます と 、 コ ンピュータ に 対し て の 命令 を 書く こと で す 。 例 えば 単純 な 例 
を 挙げ ます と 、 電 卓 が あり ます 。 電源 を 入れ て 、 数 字 ボ タン や + キ ー※ ェ ニテ ボ タン を 押 
す と 計算 結果 が 画面 に 表示 され ま す が 、 も ちろ ん 中 に 小 人 が 入っ て いて そろ ば ん を 弾 
き 、 結 果 を 電卓 の 内 側 か ら 書 いて いる わけ で は あり ませ ん 。 人 間 が 数 字 の マー ク が 入っ 
た ポタ ン を 押す と 、 そ の 数 字 を パネ ル に 表示 し 、+ ボ タン が 押さ れ た ら 足 し 算 を 行う 
と いっ た 具合 に 、 コ ンピュータ に 行わ せ た い 手順 を あら か じ め 記 録 し て ある か ら で す 。 
この 手順 が プロ グラ ム で あり 、 ど の よう な 手順 に すれ ば よい か を 考え る の が プロ グラ 
ミン グ と いう わけ で す 。 

つま り 、 プ ログ ラミ ング と は 、 コ ンピュータ に 仕事 を させ る た め に 人 間 が 指示 (命令 ) 
する こと と 言え ます 。 コ ンピュータ は 指示 を し た こと に 対し スピ ー デ ィ に 正確 に 仕事 
を こなし ます が 、 そ の 反面 指示 どおり に し か 動い て くれ ませ ん 。 例 えば 指示 自体 が 間 
違っ て いる と 、 そ れ が 例え 誰 に で も わか る よう な 簡単 な ミス だ と し て も 、 コ ン ピ ュ ー 
タ は 間違っ た 指示 を 忠実 に 守っ て 動作 し て し まい ます 。 
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皿 う 電卓 と プロ グラ ミン グ 





Y 鞭 





Action!「 


層 H 
3 2 
明 
(⑳ と う プ ログ ラミ ング する か ? 


で は 実際 に 、 ど の よう に プロ グラ ミン グ を 行え ば よい の で し ょ うか ? 


| VS 5 - 
た ! パネ ル に 表示 する 。 
イア 3 プロ グラ ミン グ に 
よっ て 動作 が 登録 
し て ある 。 





還 コン ピュ ー タ は 機械 語 し か 理解 で き な い 
[足し算 を し ろ ! 」 と 人 間 の 言葉 で 命令 する と 、 即 座 に コン ピュ ー タ が 理解 し て くれ 
れ ば 非常 に あり が た い の で す が 、 残 念 な が ら コ ンピュータ は 人 間 の 話す 言葉 を 、 直 接 
理解 する こと は で きま せん 。 人 間 の 言葉 どこ ろか コン ピュ ー タ が 理解 で きる の は 、 機 
械 語 と 呼ば れる 0 か 1 の 数 値 の と 並び だけ なの で す 。 
コン ピュ ー タ が 誕生 し た 当時 は 、 こ の 機械 語 を 使っ て コン ピュ ー タ に 対し 命令 を 行っ 
て いま し た 。 た だ し 機械 語 を 使っ て の 命令 は 、 暗 号 と も 思え る 0 と 1 の 並び を 理解 し な 
が ら 進 め る 必要 が あり 、 複 雑 な こと を や ら せ る た め に は 非常 に 多く の 労力 を 必要 と し 
まし た 。 ー 
そこ で 登場 し た の が プロ グラ ミン グ 言 語 で す 。 


史 


Il 








明 
監 3 人 間 が 機械 語 を 理解 する の は 大 変 
上 
の 010100001011011 
し 100001010100101 
010111000110101 
011110101010001 
101 デーー ニ ニニン 1 
難し い (意味 不明 ) 機械 語 の プロ グラ ム し ーー ムイ 
( ** ネ *.exe) ーーー 
ia 1 
較 プ ログ ラミ ング 言語 の 生い立ち 
プロ グラ ミン グ 言 語 と は 、 コ ンピュータ に 対す る 命令 を 機械 語 で 直接 行う の で は な トー デー 
く 、 人 間 が 理解 し や すい 言葉 か ら 行う た め の も の で す 。 つ まり 、 人 間 が プロ グラ ミン 13 
グ 言 語 で 命令 を 記述 し 、 プ ログ ラミ ング 言語 を 機械 語 に 変換 し て か ら 、 コ ンピュータ 
に 命令 する と いっ た 具合 に な り ま す 。 一 
プロ グラ ミン グ 言 語 の 中 で 最初 に 登場 し た の が アセ ン ブ リ 言語 と 呼ば れる も の で 、 ア 邊 


セン プリ 言語 は 機械 語 の 0 と 1 と の 組み 合わ せ を 、 単 語 に 置き 換え た だ け の 簡単 な も の 
で し た 。 ア セン プリ 言語 の 登場 で 多少 は プロ グラ ム を 組み や すく な り ま し た が 、 所 訟 
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農 


骨 Y 郊 





4 


は 機械 語 を 単語 に 置き 換え た だ け の も の で 、 複雑 な プロ グラ ム を 組む の は 難し い 状 況 
容 も 深 ぁ 


監 う アセ ン ブ リ 言語 の 登場 






push ebp フト 010100001011011 

mov ebp, esp に 100001010100101 の 
010111000110101 
011110101010001 
101 


理解 で きる 
アセ ン ブ リ 言語 機械 語 の プロ グラ ム (実行 で きる ) 
の プロ グラ ム (** ネ *.exe) 





多少 は マシ に な っ た けど … 


7 アセ ンプ リ 言 馬 の 


アセ ン ブ リ 言語 に は 、 情 報 処理 技術 者 試験 で お 馴染 み の 「CASL」、UNIX 用 に 作ら れ た 「as」 
「gas」、Microsoft 社 が 開発 し た 「MASM」 な どの 種類 が あり ます 。 








その 後 、 よ り 人 間 に 理 解 し や すい よう に 考え られ た 、Pascal( パ スカ ル ) 、Fortran 
(フォ ー ト ラン ) 、COBOL( コ ボル ) 、Basic( ベ ー シ ッ ク )、C、Java( ジ ャ バ ) な どの プロ 
グラ ミン グ 言 語 が 生み 出さ れ ま し た 。 


監 3 と う プ ログ ラミ ング する か ? 





#1nc1ude <stdio . ロ > 010100001011011 


void main() 100001010100101 
010111000110101 
011110101010001 
101 
に 必 プロ グラ ム が 
プロ グラ ミン グ 言 語 で 機械 語 に 変換 する 。 実行 で きる 。 
プロ グラ ム を 書く 。 
これ な ら わ か る ! 


較 プ ログ ラミ ング 言語 は 難し い ? 
言語 と いう と 難し そう で す が 、 考 えて み ま す と コン ピュ ー タ は 人 間 の 言葉 は 理解 で 
き な い が 、 プ ログ ラミ ング 言語 は 理解 で きま す 。 と いう こと は 、 少 な く と も 我々 の よ 
うに 普通 に 日 本 語 が 理解 で き 、 人 に よっ て は 2 ヶ国 語 、3 ヶ国 語 を マス ター し て いる こ 
と を 考え ます と 、 プ ログ ラミ ング 言語 を 理解 する こと が 、 そ ん な に 難し いこ と で は な 
いこ と が わか っ て いた だ ける と 思い ます 。 回 
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[プロ グラ ミン グ 言 語 の 種類 と 特徴 ] 
Section 


- プロ グラ ミン ング 言語 に つい て 


の セク ショ ン で は 、 本 書 の テー マ で ある C 言 語 の 性 質 を 理解 する た め に 、 さ まさ まな プロ 
ミン グ 言 語 の 種類 と その 特徴 に つい て 学習 し ます . 


量 Y 人 





グラ 


ソーン ルン ピス ソレ に 4 いか メッ: 
一 プロ グラ ミン グ 言 語 に は 、 プ ログ ラム が 実行 され る 形式 に 応じ て 、 主 に イン タプ ブリ タ 型 、 コ ン パ イラ 

型 、 中 間 コ ー ド 型 の 3 種類 が 存在 する 。 
較 コ ン バ イ ラ 型 言語 、 イ ンタ ブリ タ 型 言語 、 中 間 コ ー ド 型 言 語 に は 、 そ れ ぞ れ 特 徴 と 一 長 一 短 が ある 。 
回 コン バイ ラ 型 言語 は 、 プ ログ ラム を 実行 可能 な 形式 に 変換 する 。C, Pascal, Fortran, COBOL, 

C+ な ど は この タイ プ で ある 。 
回 イン タプ リタ 型 言語 は 、 プ ログ ラム を 実行 の 都度 変換 を する 。Basic, Perl な ど は この タイ プ で ある 。 
回 中 間 コ ー ド 型 言語 は 、 プ ログ ラム を 仮想 的 な 命令 の 集合 で ある 中 間 コ ー ド に 変換 する 。Java, C# な 

ど は この タイ プ で ある 。 


Qu プロ グラ ミン グ 言 語 の 種類 


プロ グラ ミン グ 言 語 に は 、 プ ログ ラム が 実行 され る 形式 に 応じ て 、 コ ン パ イラ 型 と 
イン タプ リタ 型 、 中 間 コ ー ド 型 の 3 種類 が 存在 し ます 。 こ れ か ら C 言 語 を 勉強 する に あ 
た り 、C 言 語 が コン パイ ラ 言 語 で ある と いう こと を 認識 し て お く こ と は 大 切な こと で 
す 。 で は 、 コ ン パ イラ 型 言語 、 イ ンタ プリ タ 型 言語 、 中 間 コ ー ド 型 言語 の 違い に つい 
て 順に 学習 し まし ょ う 。 





圏 コン バイ ラ 型 言語 

言語 な どの 人 間 が 理解 し や すい よう に 設計 され た 言語 を 、 コ ンピュータ が 解釈 で 
きる 形 に 変換 する こと を コン パイ ル と 呼び ます 。 コ ン パ イル と は 、 記 述 し た プロ グラ 
ム を コン ピュ ー タ が 解釈 で きる 形式 の ファ イル で ある 、 実行 形式 の ファ イル に 変換 す 
る 作業 の こと で す 。 こ の 変換 は コン パイ ラ と いう プロ グラ ム が 行い ます 。 こ の よう に 、 
記述 し た プロ グラ ム を コン パイ ラ に よっ て 実行 形式 の ファ イル に 変換 し 、 そ の 後に 変 
換 さ れ た 実行 形式 の ファ イル を 実行 する タイ プ の プロ グラ ミン グ 言 語 を 、 コ ン パ イラ 
型 の 言語 と いい ます 。 コ ン パ イラ 型 の 言語 に は 、C 言 語 の 他 に も Pascal、Fortran、 
COBOL、C++ (シー プラ スプ ラス ) な ど が あり ます 。 
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監 づ 3 コン バイ ラ 型 言語 


量 Y 部 


あら か じ め 用 意 し て お く 


し 


! 
プロ グラ ム コン バイ ル 実行 形式 の ファ イル ョ 





ーーーーー ニ ーーーー 





実生 形式 の ファ イル と は 、 例 えば 、Windows で は ファ イル の 拡張 子 が .exe で ある ファ イル で 、 | 


アプ リケーション と し て 直接 実行 で きる も の で す 。 コ ン パ イラ 自身 も 、 プ ログ ラミ ング 言語 で 
書か れ た プロ グラ ム で す 。 





還 イ ンタ プリ タ 型 言語 
人 が 記述 し た プロ グラ ム を 、 実 行 す る と き に その 都度 機械 語 に 変換 し な が ら 実 行 す 
る タイ プ の 言語 を 、 イ ンタ プリ タ 型 の 言語 と いい ます 。 こ の 変換 し な が ら 実 行 す る と 
いう 処理 は 、 イ ンタ プリ タ と いう 専用 の プロ グラ ム が 行い ます 。 コ ン パ イラ 型 言語 が 、 
事前 に 変換 を し て お く "“ 翻 訳 " と 考え る と 、 イ ンタ プリ タ 型 言語 は その 場 で 行う "通訳 " 
と 例え る こと が で きま す 。 イ ンタ プリ タ 型 の 言語 に は 、Basic や Perl( パ ー ル ) 、 
JavaScript( ジ ャ バス クリ プ ト )、PHP( ビ ピー・ エ イチ ・ ピ ビー) な ど が あり ます 。 


監 う イン タプ リタ 型 言語 





あら か じ め 用 意 し て お く 実行 環 境 
ーー ニーーー ーー。 ゝ 

1! 
1! 
1! 







プロ グラ ム 





中 ( 寺 = 最 近 の Basic で は ? 


Microsoft 社 の Visual Basic .NET 、Visual Basic 2005 は 、 イ ンタ プリ タ 型 言語 で は な く 、 下 
記 の 中 間 コ ー ド 型 言語 に な り ま し た 。 
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財 中 間 コ ー ド 型 言語 

最後 に 中 間 コ ー ド 型 で す が 、 プ ログ ラム を コン パイ ラ に よっ て いっ た ん 変換 する と 
ころ は コン パイ ラ 型 と 同じ で す 。 し か し 、 コ ン パ イラ に よる 変換 結果 は 、 コ ン ピ ュ ー 
タ が 実行 で きる 機械 語 で は な く 、 い っ た ん 特定 の OS( オ ペレ ー テ ィング シス テム ) や 
ハー ドウ ェ ア に 依存 し な い 形式 の 中 間 コ ー ド と 呼ば れる も の に な り ま す 。 変換 さ れ た 
中 間 コ ー ド は 、 プ ログ ラム を 実行 する と き に 、 専 用 の 実行 環境 に よっ て 近 次 機械 語 に 
変換 され ます 。 中 間 コ ー ド 型 言 語 の 代表 格 と し て は 、Java、C#( シ ー シ ャ ー プ ) な ど が 
挙げ られ ます 。 


漠 Y 例 





臣 3 中 間 コ ー ド 型 言語 





あら か じ め 用 意 し て お く 実行 環境 










010010 
110010 W 
010010 
111100 









I 
プロ グラ ム コン パイ ル バイ | 


ーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーー ニ ーーー 








し |)/( パ 及 = ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア 


ハー ドウ ェ ア と は 、 一 般 的 に 、 機 械 や 装置 な ど " 物 理 的 に 形 の ある も の "を 指し ます 。 具 体 的 
に は 、 パ ソコ ン の 本 体 ( メ モリ や CPU 等 )、 デ ィ ス プレ イ 、 キ ー ボ ー ド な ど を 呼び ます 。 対し 


て 、 プ ログ ラム な ど 、" 物 理 的 に 形 の な いも の "は ソフ トウ ェ ア と 呼ば れ ま す 。 
で = で 


| 各 プ ログ ラミ ング 言語 の 特徴 


プロ グラ ミン グ 言 語 に は 、 コ ン パ イラ 型 、 イ ンタ プリ タ 型 、 中 間 コ ー ド 型 の 3 種類 が 
あり 、 そ れ ぞ れ 一 長 一 短 の 特徴 を 持っ て いま す 。 

言語 を 代表 と する コン パイ ラ 型 言語 の 特徴 は 、 あ ら か じ め 機 械 語 に 変換 され て か 
ら 実 行き れる た め 、 プ ログ ラム を 高速 に 実行 で きる と いう こと で す 。 し か し 、 プ ログ 
ラム を 修正 する た びに コン パイ ル 作 業 が 必要 と な る た め 、 ち ょ っ と し た プロ グラ ム を 
作る と き に 、 修 正 ・ 実 行 と 繰り 返し な が ら 試し て みる と いう 形 で の プロ グラ ミン グ に は 
不向き で ある と いえ ます 。 

対し て 、 イ ンタ プリ タ 型 言語 の 場合 は 、 時 
て いく の で 、 コ ン パ イラ で 作成 し た プロ グラ ム よ り も 速度 が 遅く な り ま す 。 逆 に 、 
ログ ラム を 記述 し て すぐ に 実行 で きる と いう 手軽 きも あり ます 。 の 
じ め 機 械 語 に な っ て いる の か 、 プ ログラム の 実行 と 同時 に 機械 語 に 変換 され る か に あ 
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る と いう こと で す 。 昨今 、 イ ンタ ーネット が 普及 し て き て 、 さ ま ざ ま な OS や ハー ド 
ウェ ア 上 で 動作 する プロ グラ ム を 作成 する こと を 考え る と 、 両 者 の 違い は 小さ く あ り 
ませ ん 。 コンパ イラ 言語 で コン パイ ル し た 実行 形式 の ファ イル は 、 基 本 的 に 同じ OS や 
ハー ドウ ェ ア で し か 実行 で きま せん が 、 イ ンタ プリ タ な ら 一 度 書 いた プロ グラ ム を 、 そ 
の まま 他 の コン ピュ ー タ に 移し て 動か すこ と が で きる わけ で す 。 

この 両者 を 合わ せ た よ うな 特徴 を 持っ て いる の が 中 間 コ ー ド 型 の 言語 で す 。 コ ン パ 
イラ に よっ て 変換 され た 中 間 コ ー ド は OS や ハー ドウ ェ ア に 依存 きれ な い 形 に な っ て い 
ます 。 つ まり 、 一 度 コ ン パ イル を し て 中 間 コ ー ド さえ ぇ 作成 し て し まえ ば 、OS や ハー ド 
ウェ ア が 変わ っ て も 、 再 度 コ ン パ イル を する 必要 な く 、 実 行 で きる と いう こと で す 。 中 
間 コ ー ド は コン パイ ラ に よっ て シン プル な 形 に 変換 され 、 純 粋 な イン タプ リタ 型 言語 
より は 高速 に プロ グラ ム を 実行 で きる よう に な っ て いま す 。 





=* OS( オ ペ ベレー ティ ング シス テム ) と は ? 


オペ レー ティ ング シス テム と は 、 多 く の ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム か ら 共 通 で 利用 され る 
基本 機能 を 提供 する 基盤 と な る ソフ トウ ェ ア で す 。「 基 本 ソフ トウ ェ ア 」 と も 呼ば れ ま す 。OS 
と いっ て 真っ 先 に 思い 浮か ぶ の が 、 本 書 で も 学習 環境 と し て 挙げ て いる 、Microsoft 社 の 
「Windows」 で す 。 そ の 他 の OS と し て は 、 広 告 や デザ イン の 業界 で 人 気 の Apple 社 製 [ Mac 
OS」 や 、 企 業 や 学校 、 研 究 機関 な ど で 使わ れ て いる 「UNIX( ユ ニッ クス )」、「Linux( リ ナッ ク 
ス )」 な ど が あり ます 。 
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[C 言語 の 特徴 ] 


Section 


川 - I ] C 言語 に つい て 理解 する 


この セク ショ ン で は 、 本 書 の テー マ で ある プロ グラ ミン グ 言 語 で ある 、C 言 語 の 特徴 を 学習 
し ます 。 最 初 に C 言 語 が どの よう な 経緯 で 誕生 し た か を 取り 上 け げ け 、 そ の あと に 、C 言 語 の 特 
徴 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト >> > 
還 C 言 語 は UNIX と いう OS を 記述 する た め に 、B.W. カ ー ニ ハン 博士 と D.M. リ ッ チー 博士 に よっ て 開 
発 さ れ た 。 


回 C 言 語 は 構造 化 プ ログ ラミ ング を サポ ー ト し て いる 。 
回 C 言 語 は 関数 の 集まり で 構成 され て いる 。 


Qu C 言 語 の 誕生 と 推移 


C 言 語 は 、1972 年 に UNIX と いう OS を 記述 する た め に 、AT&T ベル 研究 所 の B.W. 
カー ニハ ン 博 士 と D.M. リ ッ チ ー 博 士 に よっ て 開発 され た プロ グラ ミン グ 言 語 で す 。OS 
その も の が C 言語 で 書か れ て いた た め に 、UNIX 上 で プロ グラ ム を 作成 する た め の 標 準 
的 な 言語 と し て 使わ れる よう に な り ま し た 。OS を 記述 する た めも あっ て 、 簡 単 な 処理 
か ら 複 雑 な 処理 まで どの よう な 記述 方 法 も 可能 に な っ て お り 、 そ の 結果 多く の コン 
ピュ ー タ で 使わ れる こと と な り ま し た 。 

C 言 語 は 当初 、 開 発 者 の 2 人 が 発行 し た 解説 書 [The C Programming Language」 の 
巻末 に 記さ れ て いる 言語 仕様 が 標準 で ある と し て 考え られ る こと に な り 、 世 間 で は こ 
れ を 2 人 の イニ シャ ル を と っ て K&R( ケ ー・ ア ンド ・ ア ー ル ) と 呼ぶ よう に な り ま す 。 そ 
の 後 、C 言 語 は UNIX 以外 の 色々 な OS・ コ ンピュータ 上 で 使わ れる よう に な り 、 そ れ 
と と も に 様々 な コン パイ ラ が 誕生 する こと と な り ま し た 。 現在 で は 、GNU プロ ジェ ク 
ト に よる 「gcc」、 本 書 に も 添付 し て いる Borland 社 の [C++ Compiler」、Microsoft 社 の 
「Microsoft Visual C++」 な ど が よく 使わ れ て いま す 。 

現在 の C 言 語 は 、 米 国 規格 協会 (ANSI: American National Standards Institute: ア 
ン シ ) に よっ て 標準 規格 に 制定 され て いま す 。 こ れ は 、ANSIC と 呼ば れ ま す 。gcc を は 
じ め と する C コ ン パ イラ は 、 す べ で て ANSI C に 対応 し て いま す 。 
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Chapter 01 プロ グラ 
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ング と は ? 





壮 
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| 構造 化 プ ログ ラミ ング 


C 言 語 が 誕生 し た と き に 画 期 的 だ っ た の は 、 構 造 化 プロ グラ ミン グ を サポ ー ト し て い 
た こと で す 。C 言 語 が 誕生 し た 当時 の プロ グラ ミン グ 言 語 で は 、 無 条件 に ジャ ンプ する 
命令 を 使う の が 主流 で し た 。 ど こ に で も ジャ ンプ で きる の で 簡単 に プロ グラ ム が 作れ 
る こと が で きま し た が 、 で き あ が っ た プロ グラ ム は 、 構 造 や 処理 の 流れ が な い 、 複 雑 
な も の と な っ て し まい まし た 。 そ の プロ グラ ム を あと に な っ て 修正 する と き に は 、 プ 
ログ ラム を 入念 に 解析 する こと が 必要 で 、 最 悪 の 場合 に は 、 一 か ら す べ て 作り 直さ な 
けれ ば な ら な いこ と も あり まし た 。 

そこ で 考え られ た の が 構造 化 プ ログ ラミ ング で す 。 構造 化 プロ グラ ミン グ は 、1960 
年 代 後半 に エド ガー・ ダ イク スト ラ 博 士 ら に よっ て 提唱 され まし た 。 構造 化 プロ グラ ミ 
ング の 考え 方 で は 、 処 理 を いく つか の 単位 に 分 け て 記述 し 、 そ れ ら を 論理 構造 に よっ 
て 組み 立て ます 。 構造 化 プ ログ ラミ ング の 考え を 取り 入れ る こと より 、 プ ログ ラム の 
流れ を 簡単 に 追え ん る よう に な り ま し た 。 構造 化 プ アロ グラ ミン グ を 取り 入れ る こと に よ 
り 、 分 割 さ れ た 機能 単位 で 他 の プロ グラ ム へ の 再 利用 を する こと が で きる よう に な り 、 
論理 構造 が 明確 と な る た め メ ン テ ナ ンス が 容易 と な り ま し た 。 


園 構造 化 プ ログ ラミ ング に よる 論理 構造 
構造 化 プ ログ ラミ ング で は 、「 順 次 ・ 分 岐 ・ 反 復 」 の 論理 構造 に より 、 プ ログ ラム を 記 
述 し ます 。 論理 構 造 と は 、 処 理 が 上 か ら 下 へ 順次 実行 され る 順次 実行 、 条 件 に よっ て 
分 岐 を 行う 条件 分 岐 、 処 理 を 条件 に よっ て 複数 回 繰り 返す 反復 処理 の こと で あり 、C 言 
語 で は 、 そ れ ら すべ て を 言語 仕様 と し て 表現 する こと が で きま す 。 


・ 上 か ら 下 へ 順次 処理 を 実行 する の は 「 順次 実行 」 
・ 条 件 に よっ て 処理 を 分 ける の は | 条件 分 岐 」 
・ 条 件 に よっ て 処理 を 繰り 返す の は | 反復 処理 ] 


監 3 3 つの 論理 構造 
9 
| 町 
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周 構 造 化 プ ログ ラミ ング に よる 機能 分 割 
C 言 語 の プロ グラ ム で は 、 構 造 化 プ ログ ラミ ング に 基づき 、 処 理 を いく つか の 単位 に 
分 け て 記述 し ます 。 こ の こと を プロ グラ ム の 機能 分 割 と 呼び ます 。C 言語 の プロ グラ ム 
で は 、 関 数 と 呼ば れる も の で 機能 分 割 を 行い ます 。 


| C 言語 の プロ グラ ム は 関数 の 集合 


C 言 語 の プロ グラ ム は 関数 の 集まり で で き て いま す 。 関 数 と は 「 何 ら か の 機能 を 持っ 
た 部 品 ] の こと で 、 プ ログ ラム を 小さ な 処理 の グル ー プ と する た め に 使わ れ ま す 。 一 般 
的 に よく 使う 関数 は 、 は じ め か ら 標 準 ラ イブ ラリ 関数 と し て 用 意 さ きれ て お り 、 文 字 列 
処理 、 フ ァイル 操作 処理 、 数 学 処理 な どの 関数 は 自分 で 作る 必要 は な く 、 用 意 さ れ て 
いる も の を 呼び 出す だ け で よい の で す 。 さらに 自分 で 関数 を 作る こと に よっ て 、 プ ロ 
グラ ム を 機能 の グル ー プ に まとめ る こと が で きま す 。 


虹 Y 章 








困 標準 ライ ブラ リ 関 数 の 解説 は 、Chapter 12「 標 準 ラ イブ ラリ 関数 ]( p.307) で 説明 し ます 。 ] 


| 文法 が シン プル 
入出 力 処理 な ど は 言語 仕様 と し て は 存在 せ ず 、 関 数 と し て 実現 し て いま す 。 そ の た 
言語 の 文法 と し て は シン プル で コン パク ト と な っ て いま す 。 





想う (言語 は 関数 の 集まり 


プロ グラ ム 
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Chapter 01 プロ グラ ミン グ と は ? 





ェ Lu C 言 語 の その 他 の 特徴 


・ デ ー タ を まとめ て 操作 で きる 配列 、 デ ー タ の アド レス を 操作 で きる ポイ ンタ が 用 意 
され て いる (Chapter 09| 配列 と ポイ ンタ |(Pp.191) ) 。 
・0S その も の を 記述 する こと が 生い立ち と な っ て いる た め 、 ビ ッ ト 操 作 ( デ ー タ の 最 
小 単 位 ) な ど ハ ー ド ウェ ア に 密着 し た 記述 が 可能 で ある 。 
・ 複 数 の 異な る 種類 の デー タ を ひと まとめ に し て 扱う 構造 体 、 共 用 体 と いう も の が ある 。 


| Qu C 言語 の 長所 と 短所 の まとめ 


ヤマ 長所 

文法 が シン プル で 覚え や すい 。 

構造 化 プ ログ ラミ ング が 可能 で ある 。 

関数 の 単位 で 機能 分 割 が 可能 で ある 。 

構造 体 、 共 用 体 な どの デー タ 型 が ある 。 

コン パイ ラ 型 言語 で ある た め 、 動 作 が 高速 で あり 、 消 費 す る リソー ス も 少な い . 


に 


1 番目 に 挙げ て いる 「 文 法 が シン プル で ある 」 と いう 点 は 、 初 め て プロ グラ ミン グ を 始 
め る 方 に ぴっ た り の 言語 と いえ る の で は な いか と 思い ます 。 5 番目 の 特徴 と し て の 高速 
動作 か つ 少 な い リ ソー ス ( メ モリ 、CPU の 性 能 、 ハ ー ド ディ スク 容量 ) で の 動作 が 可能 
と いう 点 で は 、 例 えば 高度 な コンピュータ を 搭載 し て いな い 家 電 製 品 の よう な 分 野 で 

、 今 後 も 使わ れ て いく こと が 予想 され ます 。 


マヤ 短所 

1. ポイ ンタ 操作 を 失敗 する と プロ グラ ム が 暴走 し て し まう 。 

2. C+, Java,C# の よう な オブ ジェ クト 指向 言語 で は な い . 

3. プロ グラ ム の 書き 方 に 制約 が 少な いた め 、 プ ログ ラマ の 技量 に よっ て は 複雑 怪奇 
な も の が で き あ が っ て し まう 。 


C 言 語 の プロ グラ ム の 短所 は 、 プ ログ ラム を 組む 人 の 理解 度 ・ 技 量 次 第 で プロ グラ ム 
の 出来 が 大 きく こと な る と いう こと で す 。 き ちん と 理解 を し て か ら プ ログ ラム を 作成 
| し な いと 、 簡 単に 誤っ た プロ グラ ム が で き て し まい ます 。 そ し て 、 誤 っ た プロ グラ ム 
| を 動作 させ た と き の 被 害 も 大 きい で す 。 本 書か ら C 言 語 の 考え 方 を 学習 し 、 正 し い プ 
ログ ラム を 書く 力 を 身 に つけ まし ょ う 。 





以降 の 章 で 、C 言 語 に よる プロ グラ ミン グ の 世界 を 見 て いく こと に し まし ょ う 。 
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テク ニカ ル マス ター 


Chapter 
II IE 


けり ] 大 E 


フロ グ クラ ム の 作成 と 実 : 


トノ 才 df 四 は 1 デマ アル ェ レル レダ ペク ルコ: ネン) 
実行 まで の 手順 に つい て 学習 し ます 。 

言語 の ソー スプ ログ ラム を 打ち 込ん で 、 

コン パイ ラ に よっ て 実行 形式 の ファ イル を 作成 し 、 
レル = レル アセ キト を 下 あ /: 

順 を 追っ て 学習 し て いき ます 。 


山 」 


63 の 】0 シ 4 ョ レル た ネン ン 馬 っ ビッ: 年 シー 多 を とう] 





Chapter 02 プロ グラ ム の 作成 と 実行 





[プロ グラ ム 作 成 の 手順 ] 


Section 


プロ グラ ム の 作成 か ら 実行 まで 
旧 -I] low を 


の 流れ を 知る 


(言語 の プロ グラ ム を 作成 する た め に は 、 プ ログ ラム の 作成 か ら 実行 まで の 流れ を 理解 し て い 
か な けれ ば な り ま せん 。 こ の セク ショ ン で 、 ま ず は プロ グラ ム 作 成 の 手順 を 学習 し まし ょ う 。 


この セク ショ ン の ボイン ト 
請 C 言 語 の ソー スプ ログ ラム を 作成 し 、 ソ ー ス ファ イル に 保存 する 。 


罰 ソ ー ス ファ イル を コン バイ ラ に よっ て コン バイ ル し 、 リ ンカ に よっ て 実行 形式 の ファ イル に 変換 する 。 
回 実行 形式 の ファ イル は 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 実 行 す る こと が で きる 。 


| C 言語 の ソー スプ ログ ラム 


Chapter 01「 プ ログ ラミ ング と は ?」(Pp.1) で 、「C 言 語 は コン パイ ラ 型 の 言語 で あ 
る 」 と 学習 し まし た 。 コ ン パ イラ 型 の 言語 で は 、 人 が 記述 し た プロ グラ ム を コン パイ ラ 
に よっ て 実行 形式 の ファ イル に 変換 し 、 そ の 後に 変換 され た 実行 形式 の ファ イル を 実 
行 し ます 。 こ の 過程 で コン パイ ラ に よっ て 変換 され る 前 の 、 人 が 記述 し た プロ グラ ム 
を C 言 語 の ソー スプ ログ ラム と いい ます 。 





監 う ソー スプ ログ ラム の 例 


#1nclude <sEdio .h> 


1nt main (void) 
{ 
printf ("こん に ち は 、C 言 語 \n" ) : 


て return 0: 


| C 言語 の プロ グラ ム の 作成 手順 


C 言 語 の プロ グラ ム を 作成 する た め に は 、 ま ず 、 最 初 に ソー スプ ログ ラム を 作成 し ま 
す 。 ソ ー ス プロ グラ ム が で きた ら 、 コ ン パ イラ に よっ て 実行 形式 の ファ イル に 変換 し 
ます 。 最 後に プロ グラ ム を 実行 し ます 。 コ ン パ イル 作業 や 、 実 行 作業 の と き に は プロ 
グラ ム の 間違い を 修正 する デバ ッ グ 作業 を し ます 。 
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[プロ グラ ム 作成 の 手順 ] Section 02-01 





つま り 、 プ ログ ラム を 作り あげ る 手順 は 、 次 の よう に な り ま す 。 


C 言 語 プ ログ ラム の ソー スプ ログ ラム を 作成 (セク ショ ン 02-02) 
コン パイ ラ に よる ソー スプ ログ ラム の コン パイ ル ( セ クシ ョ ン 02-03) 
プロ グラ ム の 実行 (セク ショ ン 02-04) 

プロ グラ ム の デバ ッ グ (セク ショ ン 02-05) 


1. 
2. 
3. 
4. 


臣 3C 言 語 プ ログ ラム の 作成 手順 


IEPEEZZZZXTT5T 和 | 


骨 Y 男 








|| 2 フ ロッ ラム の コン バイ ル | | | 4 フロ クラ 4 の テ バッ ク 





1 :zzzose 1 


プロ グラ ム 完 成 ! 


それ で は 、 プ ログ ラム の 作成 か ら 、 コ ン パ イル 、 実 行 、 そ し て デバ ッ ク を する 方 法 
に つい て 、 順 を 追っ て 学習 し て いき まし ょ う 。 


HB 
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Chapter 02 プロ グラ ム の 作成 と 実行 





[ソー スプ ログ ラム の 作成 ] 


Section 


M ロー I E ソー スプ ログ ラム を 作成 する 


骨 Y 評 


この セク ショ ン で は 、C 言 語 の ソー スプ ログ ラム を 作成 する 方 法 を 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 





唐 C 言 語 の ソー スプ ログ ラム を 記述 し た ファ イル を ソー ス フ ァ イル と いう 。 
回 ソー ス フ ァ イル の 作成 は 、 テ キス ト エ ディ タ と 呼ば れる ソフ トウ ェ ア に て 行う 。 
回 ソー ス フ ァ イル の 拡張 子 は ".c" と する 。 


| ソー スプ ログ ラム と テキ スト エディ タ 


C 言 語 の ソー スプ ログ ラム は 、 一 般 的 に テキ スト エディ タ と 呼ば れる ソフ トウ ェ ア を 
使用 し て 作成 し ます 。 

テキ スト エディ タ と は 、 テ キス ト フ ァイル を 作成 し た り 、 変 更 を する た め に 編集 し 
た り 、 フ ァイル と し て 保存 し た りす る こと の で きる ソフ トウ ェ ア で す 。C 言 語 の ソー ス 
プロ グラ ム は テキ スト 形式 で 作成 する 必要 が ある た め 、 こ の テキ スト エディ タ を 使っ 
て 作成 し ます 。 

代表 的 な テキ スト エディ タ と し て は 、「 メ モ 帳 ] が あり ます 。「 メ モ 帳 ] は Windows に 
は じ め か ら 付 属し て いま す 。 

本 書 の Appendix B「 テ キス ト エ ディ タ の 紹介 」(p.371) で 、 筆 者 が お 勧め する テキ 
スト エディ タ を 紹介 し て いま す 。C 言 語 の ソー スプ ログ ラム を 作成 する た め に 役立つ 機 
能 を 持っ て いま す の で 、 好 み の テ キス ト エ ディ タ を 選ん で 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 作成 
し て いき まし ょ う 。 








回 テキ スト ファ イル と は 、 文 字 デ ー タ だ け で 構成 され た ファ イル の こと で す 。 (言語 の ソー ス フ ァ 
| イル は テキ スト ファ イル で す 。 テ キス ト フ ァイル と 対 と な る も の に バイ ナリ ファ イル と いう も 
| の が あり ます 。 C 言 語 の 実行 形式 の ファ イル や 、 ビ ッ ト マ ッ プ の 画像 ファ イル 、 音楽 ファ イル 、 
| 動画 ファ イル 等 は バイ ナリ ファ イル で す 。 
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Qu ソー ス フ ァ イル に つい て 


C 言 語 の ソー スプ ログ ラム を 記述 し た ファ イル を ソー ス フ ァ イル と 呼び ます 。 


出 Y 還 


較 ソース ファ イル の 名 前 
ソー ス フ ァ イル を 作成 する 際 に 付け る ファ イル 名 は 、 基 本 的 に は 自由 で す が 拡 張子 
は 必ず *.c" に し ます 。 た と えば 、sample.c の よう に 拡張 子 "c" を 付け ます 。 














拡張 子 と は 、Windows が ファ イル の 種類 を 識別 する た め に 使う も の で 、 フ ァイル 名 の 未 尾 の "" 
以下 の 部 分 の こと を いい 、3 一 4 文字 で 表 さ れ ま す 。 た と えば 、 テ キス ト 形 式 の ファ イル な ら 
ば 、 拡 張子 は ".txf" で す 。 ホ ー ム ペー ジ な ど で 使 われ る HTML ファ イル は 、 拡 張子 "html"'.htm" 
な ど が 使わ れ ま す 。 

ちな み に 、 エ クス プロ ー ラ か ら フ ァイル を ダブ ルク リッ ク し た と き に 開く アプ リケーション は 、 
この 拡張 子 に よっ て 決ま っ て いま す 。 








いい ( 志 =y 拡張 子 の 表示 

購入 時 の Windows の 設定 で は 、 エ クス プロ ー ラ で 拡張 子 が 表示 され な い 設 定 に な っ て いま 
す 。 拡 張子 が 表示 され な いと 正しい ファ イル 名 が わか ら ず 、 何 か と 不便 で す の で 、 拡 張子 を 表 
示さ せま し ょ う 。 

「 マ イ コン ピュ ー タ 」 を 開き 、「 メ ニュ ー バ ー」 か ら 「 ツ ー ル 」 か ら 「 フ ォ ル ダ オ プ ショ ン 」 を 選択 
し ます 。「 フ ォ ル ダ オ プ ショ ン 」 画 面 が 表示 され ます の で 「 表 示 」 タ ブ を 選択 し ます 。「 詳 細 設 定 」 
の 「 登 録 さ れ て いる ファ イル の 拡張 子 は 表示 し な い 」 の チェ ッ ク を 外し ます 。 さ ら に 、「 フ ァ イ 
ル と フォ ル ダ の 表示 」 で 「 すべ て の ファ イル と フォ ル ダ を 表示 する 」 を 選択 し ます 。「OK」 ボ タン 


を クリ ッ ク し ます 。 こ れ で 、 フ ァイル の 拡張 子 が 表示 され ます 。 
ES ・ 





還 ソ ー ス プロ グラ ム の 入力 
C 言 語 の ソー スプ ログ ラム を 作成 し ます 。 次 の サン プル プロ グラ ム を 入力 し て 下さ 
い 。 こ の サン プル プロ グラ ム は 、 画 面 に [こん に ち は 、C 言語] を 表示 する も の で す 。 


監 3 サン プル プロ グラ ム (sample.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main(void) 
{ 
printf ("こん に ち は 、 で 言語 ま n" ) : 


return 0: 
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還 ソ ワー スプ ログ ラム を 書く 文字 

ソー スプ ログ ラム を 記述 する 際 は 、 全 角 文 字 を 使わ ず 半 角 文 字 で 入力 する と いう 点 
に 気 を 付け て 下さ い 。1 文字 で も 全角 文字 が 含ま れ て いる と 、 コ ン パ イル 時 に 大 量 に エ 
ラー メッ セー ジ が 出力 され て し まい ます 。 特 に 記号 や 空白 文字 は 、 全 角 文 字 と 半角 文 
字 の 違い が 見 た 目 に 気付 き に くい の で 、 十 分 に 注意 し まし ょ う 。 本 書 の Appendix B 
「 テ キス ト エ ディ タ の 紹介 」(P p.371) で 紹介 し て いる テキ スト エディ タ に は 、 空 白 や 記 
号 を 色分け し て 表示 し て くれ る も の も あり ます 。 こ れ ら を 活用 する こと で 、 記 述 の 間 
違い を 減ら すこ と が で きる と 思い ます 。 


回 後述 する コメ ント や 、 文 字 列 の 定数 の 中 で は 、 全 角 文 字 を 使用 する こと が で きま す 。 


還 ソ ー ス ファ イル の 保存 先 
ソー スプ ログ ラム を 入力 し た ら ソ ー ス ファ イル と し て 保存 し ます 。 保 存する フォ ル 
ダ は どこ で も 構い ませ ん が 、 本 書 で は 、C:\tmcs フォ ル ダ に 保存 し た も の と 仮定 し て 
進め させ て いた だ きま す 。 








臣 3 ソー スプ ログ ラム を 作成 





#1nc1ude <stdio.h> 


int main (Vo1d) 


{ 


printE(" こ ん に ち は 、 で 言語 \n") : 
return 0: 





ソー ス フ ァ イル と し て 


保存 する 。 
テキ スト エディ タ で ソー スプ ログ ラム を 書く 。 
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Section 


| I ] ソー スプ ログ ラム の コン バイ ル を 行う 


に る る 





この セク ショ ン で は 、 ソ ー ス ファ イル と し て 保存 され た ソー スプ ログ ラム を コン パイ ル す る 
手順 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 

古 コ ン バ イ ル は 、 コ マン ド プ ロン プ ト (DOS プロ ンプ ト ) を 開い て 行う 。 

回 コン バイ ル の た め の コ マン ド は 、bcc32 コマ ンド で ある 。 

回 bcc32 コマ ンド の パラ メー タ に ソー ス フ ァ イル 名 を 与え て 実行 する と 、 拡 張子 が .exe に 変更 され た 6 
実行 形式 の ファ イル が 作成 され る 。 症 

回 コン バイ ル は 無事 終了 する と は 限ら ちら ない 。 エ ラー メッ セー ジ が 出 た ら 原 因 を 突き 止め 問題 を 除去 する 
必要 が ある 。 


| コン バイ ラ の 準備 


ソー スプ ログ ラム の コン パイ ル は 、C 言 語 の コン パイ ラ を 使用 し ます 。 本 書 で は 、 
Borland C++ Compiler 5.5 と いう コン パイ ラ を 使い ます 。Appendix A「 学 習 環境 を 作 
る 」(pp.358) を 参照 の うえ 、 事 前 に イン スト ー ル を 済ま せ て お いて 下さ い 。 


| コン パイル の 実行 3 


Borland C++ Compiler 55 コ ン パ イラ は 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 呼 び 出 し ます 。 





上 


較 コ マン ド プ ロン プ ト を 開く 
Windows Vista で は 、【 ス ター ト 】 一 【 す べ て の プロ グラ ム 】 一 【 ア クセ サリ 】ー【 コ マン 
ド プ ロン プ ト 】 と 、 順 に メニ ュー を 選択 し ます 。 
Windows 2000, Windows XP で は 、【 ス ター ト 】 一 【 プ ログ ラム 】 一 【 ア クセ サリ 】ー【 コ 
マン ド プ ロン プ ト 】 と 、 順 に メニ ュー を 選択 し ます 。 
Windows 95/98/Me で は 、【 ス ター ト 】 一 【 プ ログ ラム 】 一 【 ア クセ サリ 】 一 【DOS プロ 
ンプ ト 】 と 、 順 に メニ ュー を 選択 し ます 。 
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回 





コマ ンド プロ ンプ ト と は 、 コ マン ド ( 命 令 ) を キー ボー ド か ら 入 力 し て Windows を 操作 する 機能 
で す 。 コ マン ド プ ロン プ ト を 起動 する と 、 背 景 の 黒い 画面 が 表示 され 、“C:\Documents and 
SettingsYname>" と いっ た 文字 と 、 白 い 四角 が 点 減 し ます 。 こ の 状態 で 、 キ ー ボ ー ド か ら コ マン 
ド を 入力 する こと で Windows を 操作 する こと が で きま す 。 コ マン ド プ ロン プ ト で 操作 され る プ 
ログ ラム は 、 一 般 的 に CUI (Character-based User Interace) プロ グラ ム と 呼ば れ ま す 。 対し て 、 マ 
ウス に よる 操作 を する プロ グラ ム は 、GUI(Graphical User Interface) プロ グラ ム と 呼ば れ ま す 。 
Windows 上 で 動作 する 大 多数 の プロ グラ ム は 、 こ の GUI プロ グラ ム で す 。 BorlandC+ Compiler 5.5 
コン パイ ラ や 、 本 書 で 作成 する C 言語 の プロ グラ ム は 、CUI プロ グラ ム で す の で 、 コ マン ド プ 
ロン プ ト か ら 操 作 する 必要 が あり ます 。 

な お 、 コ マン ド プ ロン プ ト を 開く と 表示 され る 、"C:\Documents and Settings\Yname>" は 、 プ ロ 
ンプ ト と いう も の で 、「 入 力 す る こと が で きま す よ 」 と いう 合図 で す 。 プ ロン プ ト の 左側 の 部 分 
に は 、 今 開い て いる フォ ル ダ が 表示 され ます 。 こ の 場合 は 、“C:\Documents and SettingS\Yname" 
が 開い て いま す よ 、 と いう 意味 で す 。 








賠 ソ ー ス ファ イル を 保存 し た フォ ル ダ に 移動 する 


ソー ス フ ァ イル を 保存 し た フォ ル ダ に 移動 し ます 。 コ マン ド プ ロン プ ト で 、 フ ォ ル 


ダ を 移動 する に は 、「cd」 コ マン ド を 使い ます 。 本 書 で は 、C:\tmcs に sample.c を 保存 
し た の で 、「cd c:\tmcs」 と コマ ンド を 打ち 込み ます 。 


C:\>Cd C: ま tmCS [Enter] 








Enterl は 、 キ ー ボ ー ド の 【Enter】 キ ー を 押す と いう 意味 で す 。 ま た 、 下 線 の 付い て いる 箇所 の み 入 
力 し て 下さ い 。 





一 コン バイ ラ を 起動 する 


Borland C++ Compiler 55 の コン パイ ラ を 起動 し ます 。Borland C++ Compiler 5.5 


の コン パイ ラ の コマ ンド 名 は 、「bcc32」 で す 。bcc32 コマ ンド で は 、 コ マン ド 名 に 続い 
て 、 ソ ー ス ファ イル 名 を 指定 し ます 。 


C:\tmcs>bcc32 ソー ス フ ァ イル 名 [Enter] 


前 の セク ショ ン で 作成 し た 、samplec と いう ソー スプ ログ ラム を コン パイ ル し て い 





ます 。[Enterl キ ー を 押す こと で 、 コ ン パ イル の 処理 が 実行 され て 、 結 果 が 画面 に 表示 
され ます 。 


七 3 コン パイ ル 結 果 


C:\Emcs>bcc32 sample. で [Enter] 
Bor1and C++ 5.5.1 For Win32 Copyright (c) 1993, 2000 Borl1and 
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[コン バイ ィ イル] Section 02-03 





Samp1e.C: 
Turbo Tncrementa] Link 5.00 Copyright (c) 1997, 2000 Bor1and 


コン パイ ル が 終了 する と 、 ソ ー ス ファ イル 名 か ら 拡 張子 c を 取り 除き 、 替 わり に 拡張 
子 .exe が 付い た 実行 形式 の ファ イル が 生成 され ます 。 こ の 場合 は sample.exe と な り ま 
す 。 ち な み に 、 コ ン パ イル し て 、 ソ ー ス ファ イル か とら 実 行 形式 の ファ イル を 作成 し て 
も 、 元 の ソー ス フ ァ イル が 消え て し まう こと は あり ませ ん 。 何 度 で も 修正 し て 試す こ 
と が で きま す 。 


削 Y 部 








|)/( 憶 =w 実行 ファ イル 名 の 指定 


bcc32 コマ ンド は 、 コ ン パ イル 時 に 実行 形式 の ファ イル 名 を 指定 する こと が で きま す 。 実行 
ファ イル 名 の 指定 は 、bcc32 コマ ンド の -e オプ ショ ン を 使用 し ます 。 次 の 例 で は 、sample.c と 
いう ソー ス フ ァ イル を コン パイ ル し 、 test.exe と いう 名 前 の 実行 形式 ファ イル を 作成 し て いま す 。 


C:\Emcs>DbCC32 -etest.exe Sample.C [Emter 


-etest.exe で 、 作 成す る 実行 形式 ファ イル 名 を 指定 し て いま す 。-e と プロ グラ ム 名 の 間 に ス 
ペー ス を 入れ て は いけ ませ ん 。 
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Section 


M 回 中 プロ グラ ム を 実行 する 


この セク ショ ン で は 、 コ ン パ イル し て で き 上 が っ た 実行 形式 の プロ グラ ム を 、 実 際 に 動作 さ 
せ て み ま し ょ う 。 


この セク ショ ン の ボイン ト >>> 
田 プロ グラ ム の 実行 は 、 コ ン バ イ ル と 同様 に コマ ンド プロ ンプ ト (DOS プロ ンプ ト ) 上 で 行う 。 


回 まず 、 実行 形式 の ファ イル が きち ん と 作成 され て いる か 、dir コマ ンド で 確認 する 。 
回 存在 を 確認 で きた ら 、 フ ァイル 名 を 入力 、 ま た は 拡張 子 を 除い て 入力 し て プロ グラ ム を 実行 する 。 








| 実行 形式 ファ イル の 確認 


プロ グラ ム の 実行 は 、 コ ン パ イル 時 と 同じ く コ マン ド プ ロン プ ト (DOS プロ ンプ ト ) 


上 で 行い ます 。 


プロ グラ ム を 実行 する 前 に 、dir コマ ンド を 使っ て 、 前 の セク ショ ン で 作っ た 実行 


ファ イル が 存在 し て いる か を 確認 し まし ょ う 。 





回 - dir コマ ンド は 、 フ ァイル の 一 覧 を 表示 する コマ ンド で す 。 





以下 の よう に 表示 され れ ば 、 実 行 フ ァイル の 作成 が 成功 し て いま す ( 日 時 や サイ ズ の 


数 値 は 異な り ます )。 


C:\tmcs>dir samp]e.exe 
2007/09/10 01:29 52,224 sample.exe 

1 個 の ファ イル 52,224 バイ ト 

(0 個 の ディ レク トリ 7,492.091.904 バイ ト の 空き 領域 
C: ま EmC8> 


な お 、 次 の よう に 表示 され た と き は 、 コ ン パ イル の 失敗 等 で 実行 ファ イル が 作成 さ 


れ て いま せん 。 


C:\Emcs>dir sample.exe 
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[実行 ] Section 02-04 
ファ イル が 見 つか り ま せん 


C:\EmCS> 


ファ イル が 見 つか ら な い 場 合 は 、 コ ン パ イル が 正しく 行わ れ て いな いこ と が 考え ら 
れ ま す 。 コ ン パ イル が うま く で きた か どう か を 確認 し まし ょ う 


Q プロ グラ ム の 実行 


正しく 、 実 行 フ ァイル が 作成 され て いる こと が 確認 で きま し た の で 、 プ ログ ラム を 
実行 し て み ま す 。 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 、"sample.exe" と 入力 し て みて 下さ い 


骨 Y 夢 





(区 実行 結果 (sample.exe) 
C:\tmcs>sample .exe [Enterl 


こん に ち は 、 で 言語 
C: ま EmCS> 
プロ グラ ム を 実行 する 際 に 、 後 ろ の ".exe" の 入力 を 省略 する こと が で きま す 
3 実行 結果 (sample.exe) 


C:\tmcs>sample [Enter 


こん に ち は 、C 言 語 


C:\ ぼ EmCS> 


画 コ マン ド プロンプト - ロ | x| 





| 
| 
| 
| 





この よう に 、 無 事 プ アロ グラ ム が 実行 され まし た 
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IO 
Section 


は ee 


プロ グラ ム を 作成 する 過程 で は 、 コ ン パ イル で エラ ー が 発生 し 、 実 行 し て も 期待 し て いる 結 
果 が 得 ら れ な いこ と が あり ます 。 そ の よう な と き に は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 修正 し 、 エ ラー 
を 除去 し 、 プ ログ ラム が 正しく 動く よう に し ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 こ の よう な デバ ッ 
グ の 方 法 に つい て 学習 し ます 。 







ュー シン ルン ピス ソレ に ジス いみ 

一 プ ログ ラム ミス が あり 、 コ ン バ イ ル が 正常 に 終了 し な い 状 態 の とこ と を コン バイ ル エ ラー と いう 。 

回 コン パイル エラ ー が 発生 し た 場合 は 、 表 示さ れ て いる エラ ー メ ッ セ ー ジ の 情報 を 元 に 修正 を し て 再度 
コン バイ ル す る 。 

回 プロ グラ ム が 期待 どおり に 動作 し な いこ と を プロ グラ ム の バグ と いう 。 

回 プロ グラ ム の バグ を 取り 除く こと を デバ ッ グ と いう 。 










| コン パイ ル エ ラー 


ソー スプ ログ ラム を コン パイ ル し た と き に 、 入 力 間違え や プロ グラ ム ミ ス が ある と 、 
コン パイ ラ は エラ ー を 出力 し ます 。 こ の よう な 状態 の こと を 、 コ ン パ イル エラ ー と 呼 
び ま す 。 コ ン パ イル エラ ー が 発生 し た 場合 は 、 画 面 に エラ ー の 原因 と な っ た メッ セー 
ジ 表 示さ れ ま す 。 


Bor1and C++ 5.5.1 for Win32 Copyright (c) 1993, 2000 Bor1and 

GrY1 。 で < 

エラ ー E2379 err1.cC 6: ステ ー ト メン ト に セミ コロ ン ( : ) が な い ( 関 数 main ) 一 ーーーーーーーー メッ セー ジ 
警告 W8070 err1.c 7: 関数 は 値 を 返す べき (関数 main ) 

*** ネ 1 GrrorS in Comp1i1e ** ネ 


コン パイ ラ が 出力 し た エラ ー の 内 容 が 表示 され ます の で 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 正 し 
く 入 力 し な お し て エラ ー の 原因 を 取り 除き 、 再 度 コ ン パ イル を 実行 し ます 。 
今回 の エラ ー は 、 以 下 の 行 で "\n" と“)" の 間 に "" が 足り な いた め に 発生 し まし た 。 


printf ( "こん に ち は 、C 言 語 \n ): 


は じ め て の C プロ グラ ミン グ 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 





[デバック] Section 02-05 
| 
そこ で 、 以 下 の よ うに 書き 換え ます 。 ソ ー ス プロ グラ ム を 修正 し た と き は 、 必 ず 保 
存 し まし ょ う 。 


printfF( "こん に ち は 、C 言 語 \n" ): 


山 Y 男 一 


プロ グラ ム の 間違い を 直し て 、 再 度 コ マン ド プ ロン プ ト か ら コ ン パ イル を や り 直 す 
と 、 エ ラー が 消え て 、 正 常に コン パイ ル が 終了 し ます 。 こ の よう に コン パイ ル で エラ ー 
が 発生 し た 場合 に は エラ ー が な く な る まで 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 修正 と コン パイ ル を 
繰り 返し て 、 プ ログ ラム を 完成 さき せ て いき ます 








困 ] プロ グラ ム の な か に 書か れ て いる "\n" は 、 改行 を 表す も の で 、prinf 関数 の 中 に 記述 し て プロ グ 
ラム を 実行 する と 、 画面 上 で 改行 に 置き 換わり ます 。 セ クシ ョ ン 04-04「 決 まっ た 値 を 使用 する | 
[定数 ]」( p.72) で 、 詳 し く 解 説 し ます 。 


Qu 実行 時 の エラ ー( バ グ ) 


コン パイ ル は うま くい っ た の に 、 実 行 し て みる と 期待 する 結果 が 出 な か っ た り 、 プ | 
ログ ラム が 異常 終了 し て し まっ た りす る こと も あり ます 。 こ れ を プロ グラ ム の バグ と | 





呼び ます 
プロ グラ ム に バグ が ある と 、 プ ログ ラム を 実行 し た と き に 正しい 結果 が 得 ら れ な か っ 
た り 、 下 記 の 例 の よう に 異常 終了 し た り し て し まい ます 





Windows Vista で は 、 キ ー ボ ー ド か ら の 入力 を 受け 付け な く な り ま す 。 こ の よう な 
と き は 焦ら ず 、[Ctr] キー と アル ファ ベッ ト の [Cl] の キー を 同時 に 押し て 下さ い 。 プ ロン 
プ ト が 復帰 し ます 。 
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画 コ マン ドブ プロ ンプ ト に ロ に | 





Ctrl+C を 押し て 、 プ ロン プ ト を 復帰 し て 下さ い 。 | 


骨 Y 夢 一 


Windows XP で は 、 エ ラー が 発生 し た こと を 示す ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され ます 


1 お 13 (3 骨 う < ゴ 
問題 が 発生 し た た め 、firststep exe を 終了 し ます 。 ご 不便 を お か けし て 申し 訳 あ 
り ませ ん 。 
作業 人達 中 で あっ た 場合 、 そ の 情報 は 失わ れ た 可能 性 が あり ます 。 


この 問題 を Microsoft に 報告 し て くだ さい 。 


革 に 送信 する た め の エ ラー 報告 が 作成 され まし た 。 旦 社 で は 、 この を 富 名 の 和 
玉 情 報 ヒ し て 投 い ます 。 較 


エラ ー 報 告 に 含ま れる デー タ の 参照 ここ を リッ ク し て くだ さい 。 


エラ ー 報 告 を 送信 する ⑮) | | ※ ] 送信 し な い を 押す 。 





この よう な と きも ソー スプ ログ ラム を 見 直し 、 間 違っ た と ころ が な いか を 見 直し ま 
す 。 ソ ー ス プロ グラ ム の 誤り を 見 つけ て プロ グラ ム を 修正 し て 、 再 度 コ ン パ イル し て 
実行 し て みて くだ さい 。 こ の よう な バグ を 取り 除い て く 作 業 を デバ ッ グ と 呼び ます 


| プロ グラ ム 修 正中 の エラ ー に つい て 


- 度 コン パイ ル が 正常 に 行わ れ た プロ グラ ム に 対し て 修正 を 加え 、 そ の 後 コ ン パイ 
ル エ ラー に な っ た 場合 、 修 正 前 の 実行 形式 ファ イル を 実行 し て いて 気付 か な い ケ ー ス 
が あり ます 。 プ ログ ラム を 修正 し た は ず な の に 動き が 変わ ら な いと いう ケー ス で は 、 ま 
ず コ ン パ イル が 正常 に 行わ れ た か を チェ ッ ク す る よう に し て 下さ い 。 


エラ ー メ ッ セ ー ジ と 対処 法 
コン パイ ル エ ラー の 時 の エラ ー メ ッ セ ー ジ に は 、 


W0000 と いっ た "W" で 始ま る ワー ニン グ ( 警 告 ) と 、 
E0000 と いっ た "E" で 始ま る エラ ー( 誤 り ) の 、 


| 98 は じ め て の C プ ログ ラミ ング 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 


[デバ ッ ク ] Section 02-05 





2 種類 が 存在 し ます (WOOOO0E0000 は 、Borland C++ Compiler 55 コン パイ ラ の 例 で す )。 


ワー ニン グ と は 警告 の 意味 で あり 、 実 行 形式 の ファ イル は 作成 され る が 、C 言 語 の 文 
法 上 好ま し く な い 書 き 方 が され て いる 場合 な ど に 発生 し ます 。 こ の まま で も 正常 に 動 
く 可 能 性 が あり ます が 、 基 本 的 に は 誤り で す の で 修正 する よう に し まし ょ う 。 

エラ ー と は 文字 どおり 誤り の 意味 で あり 、 コ ン パ イル が 正常 に 行わ れず 実行 形式 の 
ファ イル が で き な い と いう 致命 的 な エラ ー で す 。 エ ラー の 原因 を 調べ て プロ グラ ム を 
修正 し 、 再 度 コ ン パ イル し な お し まし ょ う 。 


量 Y 純 








回 コン パイ ル を し て みる と 、 一 度 に た くさ ん の エラ ー が 出る こと が あり ます 。 こ の よう な と き は 
パニ ッ ク に な ら ず 、 画面 の 上 の ほう に 出 て いる エラ ー か ら 1 つ 1 つ 確 認 し て 、 直 し て いき まし ょ 
う 。 間 違い を 一 箇所 直し た だ け で 、 す べ て の エラ ー が 解決 する ケー ス も あり ます 。 


Mu コン パイ ル エ ラー の 例 還 


いく つも プロ グラ ム を 入力 し て いる と 、 い ろ い ろ な パタ ー ン の エラ ー が 発生 する と 
思い ます 。 こ こ で は 、 コ ン パ イル エラ ー の 例 と エラ ー メ ッ セ ー ジ の パタ ー ン の 主 な も 
の を まとめ て み ま し た 。 





較 エラ ー 例 ① : 文 の 最後 に セミ コロ ン ( : ) が 抜け て いる 
printf の 文末 に セミ コロ ン (:) が な いた め に コン パイ ル エ ラー と な り ま し た 。 文 未 
に セミ コロ ン を 入れ る こと で 正しく コン パイ ル で きま す 。 





罰 ] セク ショ ン 03-02「C 言 語 プ ログ ラム の 構成 を 理解 する (1) [ 文 ]]( p.37) を 参照 し て 下さ い 。 ] 





printf 関数 の 最後 に セミ コロ ン が な い (err2.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


int main (void) 
{ 





printEF( "こん に ち は 、C 言 語 \n" ) セミ コロ ン が な い 


return 0: 
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監 3 コン バイ ル 結 果 
"he11o.C" : E2379 ステ ー ト メン ト に セミ コロ ン ( : ) が な い ( 関 数 main ) 行 6 
"he11o .C" : W8070 関数 は 値 を 返 すべ き ( 関 数 main ) 行 7 
*** 1 errorS 1n ComDp11e *** 
BCG32XF ラ ー の で 終 Tzos 所 ラー っ 選 3 
エラ ー の た め ビ ルド は 取り 消さ れ ま し た 


に ある 





printf 関数 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 12-02「 ラ イブ ラリ 関数 の 種類 を 知る [ライ ブラ リ 関 数 の 種類 ]」 
(pp.315) を 参照 し て 下さ い 。 





還 エ ラー 例 ② : プロ グラ ム 中 に 全角 文字 を 入力 し た 場合 
関数 名 の main を 全角 文字 で 記述 し て いる た め コ ン パ イル エラ ー と な り ま し た 。 関数 
名 は 半角 文字 で 記述 する 必要 が あり ます 。 





セク ショ ン 02-02「 ソ ー ス プロ グラ ム を 作成 する [ソー スプ ログ ラム の 作成 ]]( p.16) を 参照 し て | 
下さ い 。 





葉 3 main を 全角 文字 で 入力 (err3.c) 


#include <stdio.h> 





int malin(Void) 全角 文字 
{ 


return 0: 


監 3 コン パイ ル 結 果 
"he11o.c" : E2206 不正 な 文字 'm' (0x828d) 行 3 
"he11o.c" : E2206 不正 な 文字 'a' (0x8281) 行 3 
"he11o.c" : E2206 不正 な 文字 'i' (0x8289) 行 3 
"he11o.c" : E2206 不正 な 文字 'n' (0x828e) 行 3 
"he11o.c" : E2040 宣言 が 正しく 終了 し て いな い 行 3 
* メ * 5 error5 im Comp1i1e *** 
BCC32: メ ビラ 0 で 詩 江 552L ラ フー に よこ 
エラ ー の た め ビ ルド は 取り 消さ れ ま し た 


28 は じ め て の C プ ログ ラミ ング 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 
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園 エ ラー 例 ③) : 二 重 引用 符 ( " ) の 対応 が と れ て いな いと き 
"Hello Worldl! の 後ろ の 二 重 引用 符 (" ) が 記述 され て いな いた め コ ン パ イル エラ ー 
と な り ま し た 。 正しく は 、"Hello World!" を 記述 し ます 。 





量 Y 


困 ] セク ショ ン 04-04「 決 まっ た 値 を 使用 する [定数 ]](p.72) を 参照 し て 下さ い 。 





臣 う "Hello World!! の "が 閉じ られ て いな い (err4.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main(Vo1d) 


{ 





printf ("He11o Wor1d! ! ) : ピ ーー、 ィ ca 閉じ て いな い 


return 0: 


臣 3 コン バイ ル 結 果 
"he11o.c" : E2380 文字 列 また は 文字 定数 が 閉じ て いな い ( 関 数 main ) 行 5 
"he11o.c" : E2121 関数 呼び 出し に ) が な い ( 関 数 main ) 行 6 
"he11o .c" : W8070 関数 は 値 を 返す べき (関数 main ) 行 7 
* メ * 2 errorS 1nm Compi1le *** 
BCC32 エラ ー で 均 了 = エラー コー ド :。 1 
エラ ー の た め ビ ルド は 取り 消さ れ ま し た 





文字 列 の 定数 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 04-04「 決 まっ た 値 を 使用 する [定数 ]]( p.72) を 参照 し て 
下さ い 。 








較 エ ラー 例 ④ : 中 括弧 ( { } ) の 対応 が と れ て いな いと き 
中 括弧 (|| ) の 対応 が と れ て いな いた め コ ン パ イル エラ ー と な っ て いま す 。 





困 ] セク ショ ン 03-03「C 言語 プロ グラ ム の 構成 を 理解 する (2) [ブロ ッ ク ]](p p.43) を 参照 し て 下さ い 。 





監 3 printf の 次 の 行 の } が 抜け て いる (err5.c) 


#include <sdio .h> 


int mainm (void) 
{ 
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1nt n=0: 
1f (n==0 ) { 
printf ( "He11o Wor1d!!" ) : 





} が 抜け て いる 
return 0: 


量 Y 還 


監 3 コン バイ ル 結 果 
"he11o.c" : E2134 複合 文 に } が な い ( 関 数 main ) 行 9 
"he11o.c" : W8070 関数 は 値 を 返す べき (関数 main ) 行 9 
*** 1 errorS in Comp11e ** ネ 
BCC32 > ギラ ー で 終了 ラー コー ド :: 1 
エラ ー の た め ビ ルド は 取り 消さ れ ま し た 


賠 エラ ー 例 ⑤: main 関数 の 名 称 が 違う と き 
main 関数 を 書 こ うと し て 、 誤 っ て mian と 書い て し まい まし た 。 main 関数 が プロ グ 
ラム の 中 に ひと つも 存在 し な いた め コ ン パ イル エラ ー と な っ て いま す 。 





罰 ] セク ショ ン 03-01「C 言 語 の プロ グラ ム は main か ら 始ま る [main 関数 ]](p.34) を 参照 し て 下さ い 。 ] 





監 づ main 関数 の 名 称 を mian と 書い て いる (err6.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 





int mian (void) 一 一 一 main で な い 
{ 
printf ("He11o Wor1d!!") : 


return 0: 


監 3 コン パイル 結 果 
Error: 未 解決 の 外部 参照 ' main' が C:\CBUTLDERX\LTB\CO0X32 .OBJ か ら 参照 され まし た 
TLTNK32 エラ ー で 終了 - エラ ー コ ー ド : 2 
エラ ー の た め ビ ルド は 取り 消さ れ ま し た 





町 関数 に つい て は 、Chapter 03「C 言語 プロ グラ ム の 基本 」(p p.33) を 参照 し て 下さ い 。 」 
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固 エラ ー 例 (⑥: 変 数 名 称 が 違う と き 
プロ グラ ム の 中 で 使っ て いる 変数 の 名 称 が 誤っ て いま す 。 は じ め に n と いう 名 前 で 
宣言 し た 変数 を m と いう 名 前 で 使 お うと し て し まっ て いま す 。 エ ラー メッ セー ジ と し 
て は 、「 未 定義 の シン ボル 」 が 使わ れ た と いう メッ セー ジ と し て エラ ー が 報告 きれ ます 。 


購 Y 益 








[ セク ショ ン 04-03「 変 数 を 使用 する [変数 宣言 ]]( p.65) を 参照 し て 下さ い 。 





臣 3 n と 書く と ころ を m と 書い て いる (err7.c) 


#include <stdio.h> 
int main (void) 
{ 


int n=0: 


printf ("も d",m): 





jn でない 
return 0: 


監 3 コン パイ ル 結 果 


"he11o.c": E2451 未定 義 の シン ポル m( 関 数 main ) 行 7 
*he11o.c" : W8004 'n' に 代入 し た 値 は 使わ れ て いな い ( 関 数 main ) 行 9 
*** 1] GrrorS in ComD1]le *** 

BCC32 エラー で 和 終 了 = エラ ー コ ー ド : + 

エラ ー の た め ビ ルド は 取り 消さ れ ま し た 





困 変数 に つい て は 、Chapter 04「 型 と 定数 」(p p.53) を 参照 し て 下さ い 。 ] 





賠 エ ラー 例 ⑦: ス ペー ス に 全角 文字 を 使用 し て いる 。 
プロ グラ ム 内 で スペ ー ス (空白 ) を 書く と き に 、 誤 っ て 全角 の 空白 を 使っ て し まっ た 
た め コ ン パ イル エラ ー と な っ て し まっ て いま す 。 こ の 間違い は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 
見 た だ け で は 発見 し ば らい の で 注意 が 必要 で す 。 エ ラー メッ セー ジ を よく 読ん で 対処 
比 二 も ょ う 。 





| セク ショ ン 02-02「 ソ ー ス プロ グラ ム を 作成 する [ソー スプ ログ ラム の 作成 ]」( p.16) を 参照 し て 
下さ い 。 
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Chapter 02 プロ グラ ム の 作成 と 実行 





監 3 スペ ー ス に 全角 文字 を 使用 し て いる (err8.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


int main (vo1d) 


{ 





量 Y 講 


printf ( "He11o Wor1d! ! ) : 全角 空白 を 使用 


return 0: 


想う コン バイル 結果 


"he11o.c" : E2206 不正 な 文字 ' ' (Ox8140) (関数 main ) 行 5 
"he11o.c" : E2206 不正 な 文字 ' ' (Ox8140) (関数 main ) 行 5 
*he11o.c" : E2206 不正 な 文字 ′ ' (0x8140) (関数 main ) 行 5 


"he11o.c" : E2380 文字 列 また は 文字 定数 が 閉じ て いな い ( 関 数 main ) 行 5 
"he11o.c" : E2121 関数 呼び 出し に ) が な い ( 関 数 main ) 行 6 
"he11o.c" : W8070 関数 は 値 を 返す べき (関数 main ) 行 7 

** ォ 5 errorS 1n Compi]e *** 

エラ ー の た め ビ ルド は 取り 消さ れ ま し た 


同様 の 間違い に 、 二 重 引用 符 が 半角 ["」 で は な く 全 角 ["]」 に な っ て いる 、 一 重 引用 符 が 
半角 「'」 で は な く 全 角 「'」 に な っ て いる 、 な ど が ある の で 注意 し まし ょ う 。 


この 章 で は 、C 言語 に よる プロ グラ ム の 作成 か ら 実 行 まで の 手順 を 学習 し まし た 。 次 


の 章 で は 、C 言 語 の プロ グラ ム の 中 身 を 作成 し て いく た め に 、 最 低 限 守ら な けれ ば な ら 
な い 約 束 ご と に つい て 学習 し ます 。 
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ガガガ リ 衣 /// だ イリ 6 


テク ニカ ル マス ター 


Chapter 


al 1 


言語 プク フラ ム の 基本 


C 言語 の プロ グラ ム を 記述 する に は 、 


いく つか の 決め ご と が あり ます 。 

この 章 で は 、C 言語 の プロ グラ ム を 作成 する た め に は 

最低 限 守ら な けれ ば な ら な い 、「 お 約束 」 に つい て 学習 し ます 。 
次 章 以 降 の 解説 を 理解 する た め の 基 礎 知 識 と な り ま す の で 、 
し っ か り と マス ター し まし ょ う 。 


山 」 


Cy の Up4 ョ レル た ネン シン した ンー を とう | 





Chapter 03 (言語 アロ グラ ム の 基本 





[main 関数 ] 


Section gg 本 
3- 上 Tn か ら 和 ま る 


C 言 語 の プロ グラ ム は 、main 関数 か ら 実 行 さ れ ま す 。 main 関数 の 書き 方 に は 、 決 め ら れ た 記 


骨 Y 餅 


述 方 法 が あり ます 。 こ の セク ショ ン で は 、C 言 語 の プロ グラ ム の 基本 と な る main 関数 に つい 
て 学習 し まし ょ う 。 


と の セク ショ ン の ボイン ト > 





加 C 言 語 の プロ グラ ム は 、main 関数 か ら 実 行 さ れる 。 
回 main 関数 が 終了 する と き に プロ グラ ム も 終了 する 。 
回 プロ グラ ム を 作成 する 場合 は 、 ま ず main 関数 の 中 に 処理 内 容 を 書き 加え る 。 


| C 言語 プロ グラ ム に お ける 関数 


C 言 語 の プロ グラ ム は 関数 の 集まり で ある と 、 セ クシ ョ ン 01-03「C 言語 に つい て 知る 
[C 言 語 の 特徴 ]](Pp9) に て 学習 し まし た 。 で は 、 関 数 と は 何で し ょ うか ? 関数 と いう 
こと ば で 、 最 初 に 思い つく の が 、 数 学 の 授業 で 勉強 する 一 次 関数 、 二 次 関数 、 三 角 関 数 
な ど で は な いか と 思い ます 。C 言 語 の 関数 も それ ら と 同じ 考え 方 で す 。 何 ら か の 変化 す 
る 情報 を 与え て 呼び 出し 、 そ の 情報 に 合わ せ て 結果 を 入手 し ます 。 例 えば 、「 文 字 を 入力 
する 機能 ] を 持っ た getchar、「 結 果 を 出力 する 機能 ]」 を 持っ た printt な ど が 、 関 数 で す 。 C 
言語 で は main を 始め 、 こ れ ら の 関数 が 集まっ た も の が プロ グラ ム と な り ま す 。 








関数 に つい て は 、Chapter 09「 ユ ー ザ 定義 関数 ](p p.225) 、Chapter 12「 標 準 ラ イブ ラリ 関数 」 
(Pp.307) に て 解説 し て いま す 。 





| main 関数 と は ? 


C 言 語 の プロ グラ ム の 基本 と な る の は 、main( ){ } と 書か れる main 関数 で す 。main 
関数 と は 、 そ の 名 の と お り 、 プ ログ ラム の メイ ン と な る 関数 で す 。C 言 語 の プロ グラ ム 
は 関数 の 集まり で で き て いる と 学習 し まし た が 、1 つの プロ グラ ム と し て 実行 する に は 、 
それ ら 関 数 の 集まり を まとめ る 仕組 み が 必 要 と な り ま す 。 そ の 役目 を 担う の が 、「main 
関数 ] と な り ま す 。 プ ログ ラム は main 関数 か ら 処 理 が 始ま り 、main 関数 が 終わ る と き 
に プロ グラ ム も 終了 し ます 。 つ まり プロ グラ ム の 中 に は 、 必 ず 1 つ の main 関数 を 作成 
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[main 関数 ] Section 03-01 





する 必要 が ある と いう こと で す 。 こ の よう に 、main 関数 は 、C 言 語 の 関数 の 中 で も 特 
別 な 存在 で ある と 言え ます 。 遇 


監 3 C 言語 の プロ グラ ム の 基本 形 (main-1.c) 


#1nclude <stdio .h> I 





int main (Void) 


{ 


に. ちる 


return 0: 





= 
ドコ 


これ は 、C 言 語 の プロ グラ ム で は あり ます が 、main 関数 の み を 記述 し て いて それ 以外 
の 処理 は まっ た く 記 述 し て いな い プ ログ ラム で す 。main の 前 に 書か れ て いる "int" と い 
う の は 、 関 数 の 戻り 値 を 意味 し ます 。 main の 後ろ に 書か れ て いる “void" は 、 関 数 の 引数 
を 指し ます 。main の ]| の 中 に 書か れ て いる “return' と いう の は 、 関 数 の 実行 結果 を 返す 
た め に 記述 し ます (main 関数 で は 、 通 常 0 を 返す よう に 記述 し ます )。 プ ログ ラム と し て 
は 成り 立ち ます の で 、 コ ン パ イル は 正常 に 完了 し ます が 、 実 行 し て も 何 も 起こ り ま せん 。 
実際 の プロ グラ ム で は 、 こ の main 関数 の 中 に 処理 を 書き 加え て いく 形 に な り ま す 。 


H 


昭 


臣 3 実行 結果 (main-1.exe) 


II 
(な に も 起こ り ませ ん ) 





- 


関数 の 戻り 値 "nt" に つい て は 、Chapter 04「 型 と 変数 |( p.53) 及び 、Chapter 09「 ユ ー ザ 定義 関 昌 
数 I(yp225) で 学習 し ます 。 
関数 の 引数 "oid" に つい て は 、Chapter 09「 ユ ー ザ 定義 関数 ]( p.225) で 学習 し ます 。 


M main 関数 が な いと ? . 


1 つの プロ グラ ム に は 必ず 1 つの main 関数 を 記述 する 必要 が あり ます 。 そ れ は 、main 
関数 が な いと 、 プ ログ ラム が どこ か ら 開 始 す る か わか ら な いか ら で す 。 例 えば 、 次 の プ 
ログ ラム で は main 関数 を 書い て いま せん の で 、 コ ン パ イル を する と エラ ー が 発生 し ます 。 ] 
C 言 語 の プロ グラ ム で は 最低 限 main 関数 は 必要 だ と いう こと を 覚え て お いて 下さ い 。 














臣 3 main 関数 が 存在 せ ず 、 別 の 関数 (mew_func) の み が あ る (main-2.c) IE 
#inc1ude <stdio.h> 
main 関 数 が な い 
int new_func(void) 肛 


{ 
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明 


吊 


明 


| 
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量 Y 凍 


36 





return 0: 


監 3 コン パイ ル エ ラー の 内 容 


Error: 外部 シン ポル '_main' が 未 解決 (C :\BORLAND\BCC55\LTB\CO0X32 .OBJ が 参照 ) 


C 言 語 の プロ グラ ム で は 、 大 文字 と 小文字 は 別 な も の と 解釈 し ます 。 下 記 の 書き 方 
で は manm 関数 が 定義 きれ て いな いも の と 解釈 され て し まい ます 。 


監 3 main 関数 を アル ファ ベッ ト の 大 文字 (MAIN) で 書い た (main-3.c) 


#inc1ude <stdio .h> 





int MATN(void) 大 文字 の MATN 
{ 


return 0: 


監 3 コン パイ ル エ ラー の 内 容 
Error: 外部 シン ポル '_main' が 未 解決 (C:\BORLAND\BCC55\LTB\COX32 .0BJ が 参照 ) 


ひと つの プロ グラ ム の 中 に 、 複数 の main 関数 を 記述 する こと も で きま せん 。 それは 、 main 
関数 が 2 つ あ っ た 場合 、 ど ちら の main 関数 か ら 開 始 し て よい か が わか ら な いか ら で す 。 


皿 う 複数 の main 関数 を 記述 し た 例 (main-4.c) 


#inc1ude <stdio.h> 








int main (void) 1 個 目 の main 
{ 

return 0: 
# 
int main (vo1d) 2 個 目 の main 
{ 

return 0: 


監 3 コン バイ ル エ ラー の 内 容 


エラ ー E2238 main-4.cC 9: "main' の 宣言 が 複数 見 つか っ た 
エラ ー E2344 main-4.C 3: 一 つ 前 の 'main' の 定義 位置 
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[ 文 ] Section 03-02 





” Seciion 
「 C 言語 プロ グラ ム の 構成 を 
IE て SU 久 


この セク ショ ン で は 、C 言 語 の プロ グラ ム を 書い て いく 上 で も っ と も 基本 と な る 、 文 の 書き 


方 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト >>> 

右 C 言 語 で は 命令 を 文 で 書く 。 

回 文 の 終わ り に は 、 セ ミコ ロン ( : ) を 記述 する 。 

回 1 個 の 文 を 複数 行 に わた っ て 書く こと が で きる が 、 変 数 名 ・ 関 数 名 の 途中 、 文 字 列 の 途中 で は 改行 で き 
な い 。 

回 文 の 間 に は 適宜 空 行 を 入れ て 、 見 や すい プロ グラ ム と な る よう に する 。 

回 プリ プロ セッ サ 文 に は 、 セ ミコ ロン ( : ) は 不要 で ある 。 


加 文 と は ? 


C 言 語 の プロ グラ ム は 、 命 令 を 文 と し て 書き ます 。C 言 語 で は 、 文 を 繰り 返し 書い て 
いく こと に よっ て 、 プ ログ ラム を 書い て いき ます 。 基 本 的 に セミ コロ ン (:) が 、 文 の 終 
わり を 示し ます 。 文 の 途中 に 改行 が 入っ て も 構い ませ ん 。 








いう 3 Sm 生き SE で 本 5 


1 行 に 複数 の 文 を 書く こと も 可能 で す が 、 見 や すさ を 考慮 し 、1 行 1 文 を 基本 と し ま 
じ よ ゆ 。 


監 3 1 行 に 2 つの 文 を 記述 し た 例 
printf (" 文 1 で す \n" ) :printf ( " 文 2 で すぎ \n" ) : 


| 文 の 書き 方 の 例 


ちょ っ と 極端 な 例 で す が 、2 つ の プロ グラ ム を 見 て みて 下さ い 。 
1 つめ の サン プル プロ グラ ム は 、1 行 に 1 つの 文 を 記述 し て いま す 。2 つ め の サ ンプ ル 
プロ グラ ム で は 、#include の 行 以外 の 文 を 1 行 に まとめ て 書い て いま す 。 
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Chapter 03 C 言 語 プ ログ ラム の 基本 





監 3 文 の 例 ①(un-1.c) 


#1nc1ude <stdio .h> 


int main (void) 
{ 


1nt num: 





printf ( "これ が 文 の 書き 方 の サン プル で す 。" ) : 


量 Y 部 


return 0: 


区 実行 結果 (bun-1.exe) 
これ が 文 の 書き 方 の サン ブル で す 。 


区 3 文 の 例 ②(bun-2.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 
int main (void) { int num: printf ("これ が 文 の 書き 方 の サン プル で す 。" ) : return 0:} 


回 1 莉 nclude は 特別 で 、 他 の 文 と 同じ 行 に 書く こと は で き な い た め 、 全 体 で 2 行 と な っ て いま す 。 


ぃ 








臣 う 実行 結果 (bun-2.exe) 
これ が 文 の 書き 方 の サン プル で す 。 


2 つの サン プル プロ グラ ム の 実行 結果 は 同じ で す が 、① と ② の プロ グラ ム を 比較 する 
と 、 断 然 ① の 方 が わか りや すい と 思い ます 。 一度 作成 し た プロ グラ ム は 、 あ と で 修正 す 
る こと が あり ます し 、 他 の 人 に 見 せる こと も あり ます の で 、 見 や すさ を 考え て 書く よう 
に し まし ょ う 。 


| 文 と 改行 に つい て 


文 の 途中 で 改行 を 入れ る こと は 、 基 本 的 に 可能 で す 。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 文 の 途中 に 改行 を 入れ て いま す 。 int と num の 間 、 
printi( と "の 間 、" と ): の 間 に そ れ ぞ れ 改 行 が 入っ て いま す 。 こ の よう な 書き 方 で も コン 
パイ ル エ ラー に は な ら ず 、 正 常に 実行 され ます 。 サ ンプ ルプ ログ ラム ⑨② の 改行 を 入れ 
な い 例 と 比較 し て み ま し ょ う 。 
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[ 文 」 Section 03-02 





臣 3 改行 の 例 ①(kaigyou-1.c) 


#inc1ude <sEdio.h> 


int main (vo1d) 
{ 


1nt 

















int の 後ろ に 改行 を 入れ る 
num: 
性 
printf (一 ー printf (の 後ろ に 改行 を 入れ る 
* 文 の 途中 に 改行 を 入れ ます 。* ーー 文字 列 の 後ろ に 改行 を 入れ る 


returm 0: 


監 3 実行 結果 (kaigyou-1.exe) 
文 の 傘 中 に 改行 を 入れ ます 。 


こち ら は 、 改 行 を 入れ な い 例 で す 。 改 行 の 例 ① と 基本 的 に 同じ 実行 結果 と な り ま す 。 


臣 う 改行 の 例 ②(kaigyou-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


1nt main (void) 
{ 


int num: 
printf ( " 文 の 途中 に 改行 を 入れ ませ ん 。" ) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (kaigyou-2.exe) 
文 の 途中 に 改行 を 入れ ませ ん 。 


同 改 行 を 入れ る こと が で き な い ケー ス 


文 の 途中 で 改行 を 入れ る こと が で きる と 説明 し まし た が 、 変 数 名 や 関数 名 の 途中 、 文 
字 列 の 定数 の 中 で 改行 を 行う こと は で きま せん 。 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 文 字 列 の 定数 の 中 で 改行 を し て いま す が 、 誤 っ た 書 
き 方 と な り ま す の で 、 コ ン パ イル で エラ ー が 発生 し ます 。 
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文字 列 の 定数 と は 、 文 字 列 を ダブ ルク ォ ー テ ーション (“") で 囲ま れ て いる "Mojiretu' の 箇所 で す 。 
文字 列 の 定数 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 04-04「 決 まっ た 値 を 使用 する [定数 ]](P p.72) を 参照 し て 
下さ い 。 








監 改行 の 例 ③(kaigyou-3.c) 


#include <stdio.h> 


山 Y 苑 


1nt main (void) 
{ 
int 


TUTmm: 





printf( 次 行 に て 、 文 字 列 の 定数 内 で 改行 し て いる 
"Mo 
iretsu" 
) : 


return 0: 


この 場合 、 以 下 の よ うな コン パイ ル エ ラー が 発生 し ます 。 


皿 3 コン パイル 結果 
エラ ー E2380 kaigyou-3 .c 9: 文字 列 また は 文字 定数 が 閉じ て いな い ( 関 数 main ) 
エラ ー E2121 kaigyou-3 .c 10: 関数 呼び 出し に ) が な い ( 関 数 main ) 
エラ ー E2380 kaigyou-3 .c 10: 文字 列 また は 文字 定数 が 閉じ て いな い (関数 main ) 


正常 に コン パイ ル す る た め に は 、 以 下 の よ うに 修正 し ます 。 


監 3 改行 の 例 ④(kaigyou-4.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


int main (void) 
{ 
1nt 


num: 


printf ( 
"Mo]iretsu" 文字 列 の 定数 内 で 改行 し な い 。 
) : 
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return 0: 


監 う 実行 結果 (kaigyou-4.6xe) 


jo]1retsu 





賠 プロ グラ ム 中 の 空 行 は 無視 され る 
C コ ン パ イラ は 空 行 を 無視 し 、 空 行 が な いも の と し て 判断 し ます 。 
次 の プロ グラ ム を 見 て 下さ い 。 プ ログ ラム の 2 行 目 、5 行 目 、7 行 目 は 、 空 行 に な っ 
て いま す が 、 空 行 が 入っ て いて も な いも の と し て 扱わ れ ま す 。 


骨 Y 索 














臣 う 改行 の 例 ⑤(kaigyou-5.c) 
#include <stdio .h> 
に 空 行 
int main(void) 
{ 
空 行 
printf ("こん に ち は 、 世 界 \n" ) : 
に ンジ こっ 草 持 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (kaigyou-5.exe) 
こん に ち は 、 世 界 


この よう に 、C 言 語 の プロ グラ ム で は 、 自 由 に 空 行 を 入れ る こと が で きま す 。 空 行 を 
入れ る こと に よっ て 、 実行 結 果 は 変わ ちこ と は あり ませ ん の で 、 プ ログ ラム の 読み や 
すさ を 考え て 、 適 宜 空 行 を 入れ る こと に し まし ょ う 。 


Qu 文末 の セミ コロ ン の 例外 事項 


本 章 セ クシ ョ ン 03-02「C 言語 プロ グラ ム の 構成 を 理解 する (1)[ 文 ]」(P p.37) の 解説 で 、 
文 の 最後 に は 、 セ ミコ ロン ( : ) を 付け る と 説明 し まし た 。 し か し 、 こ れ に は 例外 が あ 
り 、「 プ リプ ロ セ ッ サ 」 と 呼ば れる 行 に は セミコロン を 付け て は いけ ませ ん 。 

た だ し 、 セ ミコ ロン を 付け て も コン パイ ル エ ラー に は な り ま せん し 、 実 行 結果 も 正 
し いも の と な り ま す 。 
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| プリ プロ セッ サ の 行 と は 、 攻 nclude で 始ま る 行 な ど を 指し ます 。 プ リプ ロ セ ッ サ に つい て は 、 
Chapter 10「 プ リプ ロ セ ッ サ ]」( p.251) に て 学習 し ます 。 


1 





監 3 プリ プロ セッ サ の 例 ④(pre-1.c) 
#1nclude <stdio.h>: 
int main (void) 
{ 


printf ("こんにちは 、 世 界 \m" ) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (pre-1.exe) 
こんにちは 、 世 界 


は じ め て の C プロ グラ ミン グ 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 


プリ プロ セッ サ の 行 に は 、 セ ミコ ロン は : を 付け て は いけ な い 


[ブロ ッ ク ] Section 03-03 









Section 
C 言語 プロ グラ ム の 構成 を 


| 理 す る (②) 


この セク ショ ン で は 文 に 引き 続き 、 プ ログ ラム の 中 の 文 を まとめ て 取り 扱う ブロ ッ ク に つい 
て 学習 し ます 。 


















骨 Y 半 


この セク ショ ン の ボイン ト > 

騙 複 数 の 文 を 中 カッ コ ( { } ) で くく っ て まとめ た も の を ブロ ッ ク と 呼ぶ 。 

回 main 関数 の 実行 文 な ど 、 複 数 の 文 を まとめ て 扱う 必要 の ある と き に 、 ブ ロッ ク を 設け る 。 

回 文 が 1 個 の 場合 は ブロ ッ ク に する 必要 は な い が 、 プ ログ ラム の 読み や すさ を 考慮 し て で きる だ け ブ ロッ 
ク に すべ き 。 

較 イ ン デ ント は 、 ブ ロッ ク を 見 や すく する た め の テ クニ ッ ク で ある 。 











UM ブロ ッ ク と は ? 


いく つか の 文 の か た まり を 中 カッ コ ( | 1 ) で 囲っ た も の を 、 ブ ロッ ク と 呼び ます 。 例 
えば 、main 関数 を 例 と する と 、main() の 次 の 行 と プロ グラ ム の 最後 の 行 の と ころ に 、 
中 カッ コ (| | ) が 記述 され て いま す 。 こ れ は main 関数 の 中 に 実行 し た い 文 が 複数 あっ た 
の で 、 プ ロッ ク と し て まとめ て いる の で す 。 


葉 3 main 関数 に お ける ブロ ッ ク 
1nt main (Vo1d) 


{ ブロ ッ ク の 開始 








} ーーーーーーーーーーーーーーー ブロ ッ ク の 終了 








この よう に “| に で 囲む こと に より 、 文 法 上 は 単 一 の 文 と し て 扱う こと が 可能 と な り 
ます 。 こ こ で の プロ ッ ク は 、 関 数 の 有効 範囲 (関数 と し て 含ま れる 範囲 ) を 示し て いま 
す 。 "|" で ブロック の 始ま り を 示し 、“ ド "で プ ブロック の 終わ り を 示し ます 。 も し 、“『 か F 
の どちら か を 書き 忘れ た りす る と 、 プ ロッ ク の 革 了 が どこ か ら ど こま で な の か が わか 
ら な く な っ て し まい ます 。 そ の よう な 場合 は 、 コ ユン パイ ル 中 に エラ ー が 発生 する こと 
と な り ま す 。 


TECHNICALMASTER 43 








Chapter 03 言語 アロ グラ ム の 基本 





Qu イン デン ト と は ? 


イン デン ト ( 字 下げ ) と は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 読み や すく 美しく 書く た め の テ クニ ッ 
ク で す 。 ソ ー ス プロ グラ ム を ブロ ッ ク の 単位 で 右 に ずら し て 記述 し 、 左 側 に 余白 を 設 
け ま す 。 

例え ば 、 次 の サン プル プロ グラ ム で は 、"“printf("「 こ ん に ち は 、 世 界 \n"):" の 位置 が 、 
上 の 行 の "|" と 比べ る と 、 右 に ずれ て いま す 。 





品 Y 二 


区 3 イン デン ト の 例 ①(indent-1.c) 


#include <stdio.h> 


int main (vo1d) 
6 

printf ("こんにちは 、 世 界 \n" ) : 
1 右 に イン デン ト す る 


return 0: 


監 3 実行 結果 (indent-1.exe) 
て ん に ち は 、 世界 


この よう に 、 イ ン デ ント を 使っ て 関数 の 処理 部 分 な ど で 段差 を み 付 け ま す 。 こ れ に よっ 
て 、 プ ログ ラム を 読み や すく し まし ょ う 、 と いう こと で す 。 イ ン デ ント は あく まで も 
記述 上 の テク ニッ ク で す の で 、 プ ログ ラム の 実行 に は 何 の 影 響 も 与え を ませ ん 。 





イン デン ト の 入力 に は 、 通 常 は [Tab] キー を 使い ます 。 





園 イ ン デ ント を いつ すべ きか ? 
イン デン ト ( 字 下げ ) を する の は 、 関 数 の 中 の プロ ッ ク 、 実 行 の 流れ が 変わ る 条件 分 
岐 や 繰り 返し を 使う と き な ど で す 。 人 簡単 な 覚え 方 は 、 中 括弧 ( | ) が きた ら 、 次 の 行 で 
イン デン ト を し て 、 中 括弧 ( | ) の 前 の 行 で イン デン ト を 戻す 、 と な り ま す 。 
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葉 3 関数 の 中 の ブロ ッ ク 


#include <stdio.h> 


int main (vo1d) 
{ 
し 」 こ こ か ら 関 数 の ブロ ッ ク 
printf ( "こんにちは 、 世 界 \n" ) : 





return 0: 
ーー」 こ こま で 関数 の ブロ ッ ク 
} 


骨 Y 芝 





葉 条件 分 岐 if・switch の ブロ ッ ク 


#inc1ude <sEdio.h> 


int main(Void) 
{ 
Liint 1=0。 
1f (==0 ) { 
し 」 こ こ か ら 条 件 分 寺 の ブロ ッ ク 
printf ( "インデント の テス ト で す 。 \n" ) : 





イン デン ト 2 





if 文 に つい て は セク ショ ン 06-02「2 つの 処理 を 分 ける [if 文 ]](Pp.136) を 、switch 文 に つい て は 
セク ショ ン 06-04「2 つ 以 上 の 処理 を 分 ける ②[switch 一 case 文 ]」(P p.148) を 、 そ れ ぞ れ 参 照 し 
て 下さ い 。 








TECHNICALMASTER 45 








Chapter 03 C 言 語 ア ログ ラム の 基本 








動 Y 疹 


66 


証 3 標 り 返し while ・for・do 一 while の ブロ ッ ク 


#inc1ude <stdio.h> 


int main (Void) 
{ 
し に _」1nt i=0: 
whi1e(i<0) { 
」 こ こ か ら 繰 り 返 し の ブロ ッ ク 
printf ("イン デン ト の テス ト で す 。 \n" ) : 


イン デン ト 2 イン デン ト 1 













参照 し て 下さ い 。 


while 文 に つい て は セク ショ ン 07-02「 条 件 が 真 の 間 繰 り 返 す [while 文 ]( p.164) を 、 for 文 に つ 
いて は セク ショ ン 07-03「 カ ウン タ 付 き で 繰り 返す [for 文 ]]( p.168) を 、do 一 while 文 に つい て 
は セク ショ ン 07-05「 繰 り 返 し の 条件 判定 を 最後 に 行う [do 一 while 文 ]( p.174) を 、 そ れ ぞ れ 





プロ グラ ム を 作成 し て いる と 、 中 括弧 [日 を 


記述 する の を 忘れ て し まい 、| | の 組 が 


合わ な く な る こと に より 、 コ ン パ イル エラ ー が 発生 し た り 、 ま た 、 プ ログ ラム を 実行 
と き に 思う よう に 動か な か っ た り し ます 。 プ ロッ ク ご と に イン デン ト す る こと で 、 こ 
の よう な エラ ー を 出 に くく し 、 出 た と し て も 発見 し や すく する こと が で きま す 。 

次 の 2 つの 例 を 比較 し て みれ ば 、 イ ン デ ント の 有効 性 が わか る か と 思い ます 。 


監 3 イン デン ト を まっ た くし て いな い プ ログ ラム の 例 (indent-2.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 
int main (vod) 

{ 

1nt check=0 : 

int =0: 

if (check) { 

for (=0:1<10:++) ( 
printf ( "イン デン ト を まっ た くし て いな い ブ ログ ラム " ) : 
} 

return 0: 

} 
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監 3 コン バイ ル エ ラー の 内 容 


エラ ー E2134 imdent-2 .c 11: 複合 文 に } が な い ( 関 数 main ) 
警告 W8070 indent-2 .c 11: 関数 は 値 を 返す べき (関数 main ) 


監 3 イン デン ト を し た プロ グラ ム の 例 (indent-3.c) 

#1nmc1ude <stdio.h> 
1nt main (Vo1d) 
{ 

1nt check=0 : 

1nt i=0: 

if (check) { 

for (1=0:1<10: ュ ++) { 


printf ("イン デン ト を し た ブ プログラム") : 





イン デン ト を する こと で 閉じ る 括弧 }) が 足り な いこ と が わか っ た ! 
return 0: 


監 3 コン バイ ル エ ラー の 内 容 
エラ ー E2134 indent-3.c 11: 複合 文 に ) が な い (関数 main ) 
警告 W8070 ndent-3 .c 11: 関数 は 値 を 返す べき (関数 main ) 


この よう に イン デン ト を し て お け ば 、| |! の 組 が 合っ て いな いこ と が 一 目 で わか り ま す 。 


固 イ ン デ ント と 構造 化 プ ログ ラミ ング 
C 言 語 は 構造 化 プ ログ ラミ ング に 対応 し た プロ グラ ミン グ 言 語 で ある と 学習 し まし た 
が 、 そ の 構造 を ソー スプ ログ ラム か ら 見 て 明確 に わか る よう に 、 字 下げ を する こと が 
大 切 で す 。 構 造 を 明確 に する と いう 意味 で 、 関 数 の 中 、 条 件 分 岐 処理 、 繰 り 返し 処理 
で イン デン ト を する わけ で す 。 


監 3 イン デン ト 


main ( ) 

{/* 構 造 ム */ 
int check=0: 
nt i=0: 


Eor( ミ =0:<10: ュ ++) { /* 構 造 C+/ 
printf ( "tes 上 * ) : 
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Section 


I ]- I 吊 プロ グラ ム に メモ を 入れ る 





この セク ショ ン で は 、 プ ログ ラム の 中 に 記述 する こと の で きる コメ ント に つい て 学習 し ます 。 
コメ ント を 記述 する 方 法 と 、 ど と の よう な と き に コメ ント を 記述 すべ きか を 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト >>> 攻 
副 コ メン ト は 、 コ ン バ イ ル で 完全 に 無視 され る 部 分 で ある 。 
回 無視 され る の で 、 自 由 に 内 容 を 書く こと が で きる 。 
コメ ント に は 、 プ ログ ラム や 関数 の 説明 な ど を 記述 する 。 
コン パイ ル し た く な い 文 を 一 時 的 に 作る と き に も 使用 で きる 。 


| コメ ント と は ? 


プロ グラ ム を 書い て いく 上 で 、 コ メン ト (注釈 ) を 記述 する こと が で きま す 。 コメ ン 
ト に する こと で コン パイ ル の 対象 外 と する こと が で きま す 。 コメ ント の 開始 に は 、 /* 
を 記述 し 、 コ メン ト の 終了 に は 、 ツ / を 記述 し ます 。 プ ログ ラム を 書く 上 で の 、 ち ょ っ 
と し た メモ や 情報 な ど を コメ ント と し て 入れ て お く と 、 後 で ソー スプ ログ ラム を 読む 
と き に 役に立ち ます 。 ま た 、 一 時 的 に コン パイ ル し た く な い 文 は 、 い き な り 削除 を し 
て し まう の で は な く 、 一 時 的 に コメ ント に し て お く と こと で 、 い つ で も も と に 戻す こ 
と が で きる よう に し て お きま す 。 


| コメ ント の 書き 方 


も っ と も ゃ 単純 な コメ ント の 例 で す 。 


骨 Y 癌 





監 3 コメ ント の 例 ① 


/ で コメ ンド よみ / 
コメ ント は 、 複 数 行 に 渡っ て 記述 する こと も 可能 で す 。 
監 3 コメ ント の 例 ② 


/* 
コメ ント 
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[コメ ント ] Section 03-04 





ly 


よく 見 か ける コメ ント の 例 で す 。 


監 3 コメ ント の 例 ③ 
Mk 


** コ メン ト ** 


3 


漠 Y 偽 


ネネ キネ ネオ キオ ネネ ネオ / 


例 ③ で は 、* が 続い て いて 紛らわしく 見 えま す が 、 き ちん と /* で 始ま り ソ で 終わ っ て 
いる の が わか る と 思い ます 。 

コメ ント は 、 文 の 後ろ や 、 文 の 途中 に 入れ る こと が で きま す 。 

文 の 説明 と し て 、 対 象 と な る 文 の 後ろ ク に コメ ント を 入れ ます 。 


監 3 コメ ント の 例 ④ 
avqg = 100/2: /* 計算 結果 を avg に 入れ る */ 


文 の 途中 の コメ ント を 使っ て 、 プ ログ ラム の 一 部 を コン パイ ル の 対象 外 と し ます 。 


監 3 コメ ント の 例 ⑤ 


1nt xocx,/* YYY, */ZZZ: こ ー yyy の 宣言 を コメ ント と し て コン バイ ル の 対象 外 と する 





較 コメ ント の 使用 上 の 注意 
た だ し 、 コ メン ト の な か に コメ ント を 書く こと (入れ 子 ) は で きま せん 。 
次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 最 初 の /*" の あと に 再び /* が 出現 し て いま す 。 丸 印 の 
と ころ で コメ ント の 終了 と みな され 、 コ ン パ イル エラ ー に な っ て し まい ます 。 


葉 3 誤っ た コメ ント の 例 


/** ネ 
日 


た) 


日 


ォ ネ ネネ / 
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| コメ ント の 用 法 


コメ ント を 利用 し て プロ グラ ム の 説明 や 関数 の 説明 を 入れ る こと が あり ます 。 次 の 
例 で は 、 プ ログ ラム の 内 容 と 作成 者 、 作 成 日 、 バ ー ジ ョ ン 、 変 更 履歴 を ファ イル の 冒 
頭 に 入れ て いま す 。 コメ ント の 中 に 書き 込む 内 容 は 自由 で す が 、 例 の よう に プロ グラ 
ム の 簡単 な 説明 を 入れ る こと に よっ て 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 内 容 を 読み 直す こと な く 
プロ グラ ム の 内 容 が わか る よう に な り 、 後 日 ソー スプ ログ ラム を 読み 直す 際 に 役立ち 
ます 。 





に るる 


監 3 コメ ント の 例 ⑥ 

/** 
* 説明 : この プロ グラ ム は カロ リー 計算 を する も の で す 。 
* 作者 : 砂田 紀 一 郎 
* 作成 日 : 2008.10.01 
* バー ジョ ン : 1.1 
* 変更 履歴 : 計算 ロジ ッ ク の 変更 (2009 .01 .20) 
* 

7 

#1nc1ude <stdio .h> 


int main (Vo1d) 
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Il]- 目 サン プル プロ グラ ム を 理解 する 1 


この セク ショ ン で は 、 こ の 章 の まとめ と し て 、 セ クシ ョ ン 02-02「 ソー スプ ログ ラム を 作成 す 


に る る 


る [ソー スプ ログ ラム の 作成 ] | で 入力 し た プロ グラ ム を 、 順 を 追っ て 確認 し ます 。 こ の プロ 
グラ ム が どの よう に し て 画面 に 文字 を 表示 し た か と いう こと を 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 見 な が 
ら 説 明 し ます 。 








この セク ショ ン の ボイン ト > 


頭 C 言 語 の プロ グラ ム で は 、main 関数 が 必須 で ある こと を 確認 する 。 
回 文 の 構成 を 確認 する 。 
回 ブロ ッ ク の 構成 に つい て 確認 する 。 





| サン プル プロ グラ ム の 説明 


ここ で は 、C 言 語 の プロ グラ ム が どの よう に 書か れ て いる の か を 1 行 ご と に 解説 し ま 
す 。 セ クシ ョ ン 02-02「 ソ ー ス プロ グラ ム を 作成 する [ソー スプ ログ ラム の 作成 ]](* p.16) 
で 入力 し た プロ グラ ム を 見 な が ら 確 認 し て いき まし ょ う 。 

な お 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 行頭 に は 、 解 説 の た め に 、 行 番号 を 付加 し て あり ます 。 


監 3 サン プル プロ グラ ム (sample.c) n 


01 #include <stdio .h> 

02 

03 int main (void) 

04 { 

05 printf ( "こん に ち は 、C 言 語 \n" ) : 
06 return 0: 

07 } 


いろ いろ 初め て の 用 語 が 出 て きま す が 、 後 続 の 章 で 学習 し ます の で 、 こ こ で は ざっ 
と 読ん で みて 下さ い 。 


01 #include <stdio .h> 


ライ プラ リ 関 数 printf に 対す る 、 プ ロト タイ プ 宣 言 を 組み 込む た め に 記述 し ます 。 
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Chapter 03 C 言 語 プ ログ ラム の 基本 















プロ ト タ イ プ 宣 言 に つい て は セク ショ ン 09-02「 関 数 を 作っ て みる [関数 定義 ]](P p.228) を 、 
莉 nclude に つい て は セク ショ ン 10-03「 別 の ファ イル を 取り 込む [者 nclude]」(P p.265) を 、 ラ イブ 
ラリ 関数 に つい て は Chapter 12「 標 準 ライ ブラ リ 関 数 ]( p.307) を 、 そ れ ぞ れ 参 照 し て 下さ い 。 











03 int main(void) 


プロ グラ ム の メイ ン 関 数 で す 。C 言 語 の プロ グラ ム は 関数 の 集合 で で き て お り 、 必 ず 
main 関数 を 記述 し な けれ ば な り ま せん 。main 関数 は プロ グラ ム の 最初 に 実行 され 、 
main 関数 の 終了 と と も に プロ グラ ム が 終了 し ます 。 プ ログ ラム に は 「main は 絶対 に 必 
要 だ 」 と 覚え て お いて 下さ い 。 


骨 Y 郊 


04 { 


C 言 語 の 文法 で 、 こ の 場合 は 関数 の 内 容 の 開始 を 意味 し ます 。 
05 primtf(" こ ん に ち は 、 で 言語 wn*) : 


ずばり 、 画 面 に 表示 され た 文字 で す 。printf は "標準 出力 に デー タ を 出力 する 標準 関 
数 "な の で す が 、 こ こ で は デー タ を 画面 表示 する も の と 考え て お いて 下さ い 。 も し この 
行 が な いと し た ら 、 画 面 に は 何 も 表 示さ れ ま せん 。 





prinf 関数 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 12-02「 ラ イブ ラリ 関数 の 種類 を 知る [ライ ブラ リ 関 数 の 種類 ]」 
(Pp.315) を 参照 し て 下さ い 。 





06 return 0: 


main 関数 を 終了 し て 、0 を 戻り 値 と し て 返却 する と の 意味 で す 。 


関数 の 戻り 値 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 09-01「 ユ ー ザ が 関数 を 作る と は [ユー ザ 定 義 関数 ]」(P p.226) 
を 参照 し て 下さ い 。 


07 } 








言語 の 文法 で 、 関 数 の 内 容 の 終了 を 意味 し ます 。 こ こ で は main 関数 の 終了 を 示し 
て いま す 。C 言語 の プロ グラ ム は 、main 関数 の 終了 と と も に プロ グラ ム が 終了 し ます 。 


ここ まで で 、C 言 語 の プロ グラ ム を 作成 する た め ル ー ル を マス ター し まし た 。 次 の 章 
か ら は 、C 言 語 プ ログ ラム の 具体 的 な 文法 に つい て 学習 し て いき ます 。 
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Chapter 


C 言語 で 扱う デー タ は すべ て 型 を 持っ て いま す 。 


トノ ト ャ トレ オー レル た セン ル レル ま 玉 ミッ を : 枯 
デー タ を 保持 する 方 法 に つい て 解説 し ます 。 

6 言語 で 扱う こと が で きる デー タ の 型 と 、 

その 使い 方 を 学習 し て いき まし ょ う 。 


山 | 


24 の yk の Ip4= レ ルン ルン 人 っ だ シル と を と] 
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Section 


I 昌 - 川 デー タ の 型 に つい て 理解 する 


C 言 語 の プロ グラ ム で は 、 文 字 、 整 数 、 実 数 な ど さ ま ざま な 種類 の 情報 を 扱う こと が で きま 
す が 、 あ ら か じ め そ の 種類 を 決め て お く 必 要 が あり ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 さ まさ まな 
種類 の デー タ を 扱う た め に 必要 な 、 デ ー タ の 型 に つい て 学習 し ます 。 





イリ エー シル ンチ - ピス ソレ に と の ンス 、 償 >>: 
右 デ ー タ を 扱う と き に は 、 ど の 種類 の 情報 で ある か を あら か じ め 決 め て お く 。 
回 基本 的 な デー タ 型 に は 、 整 数 、 実 数 、 文 字 が ある 。 
回 C 言語 に は 、 基 本 的 な デー タ 型 と し て int, double, char の さ 3 つの 型 が ある 。 
| 回 整数 型 を 扱う と き に は int を 用 いる 。 
回 実数 型 を 扱う と き に は double を 用 いる 。 
回 文字 型 を 扱う と き に は char を 用 いる 。 


(uu デー タ 型 と は ? 


プロ グラ ム で デー タ を 扱う と き に は 、 そ の デー タ の 種類 を 決め て お く こ と が 必要 で 
す 。 デ ー タ の 種類 に は 、 整 数 、 実 数 、 文 字 な ど が あり ます 。 


量 平 礁 





123, -66 な どの 数 字 は 整数 と いい ます 。 
3.14, 1.41421356 な どの 小数 点 を 扱う 数 字 を 実数 と いい ます 。 
A,X な ど は 文字 と いい ます 。 

この よう な デー タ の 種類 の こと を デー タ 型 と 呼び ます 。 


想う データ 型 と は ? 





デー タ の 種類 に 応じ て 、 
異な る 型 を 使い 分 ける 。 
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デー タ の 型 は 、 次 モク ショ ン で 学習 する 変数 や 、 ほ か に も 関数 な ど あ ら ゆ る 場合 に 
関わ っ て きま す の で 、 そ の 考え 方 を 理解 し て お く こ と は 非常 に 重要 で す 。 


(JJ デー タ 型 の 種類 


整数 値 を 扱う デー タ 型 は int 型 、 実 数 値 を 扱う デー タ 型 は double 型 、 文 字 を 扱う デー 
タ 型 は char 型 と いっ た よう に 、 型 に は いく つか の 種類 、 性 質 が あり ます 。 以 下 の 表 は 、 
基本 的 な 型 と C 言 語 に お ける 表記 の 形式 で す 。 








監 3 デー タ 型 一 覧 門 
デー タ 型 。 名 前 
整数 型 int 
実数 型 float, double 
文字 型 char 





回 (言語 で は 、 同 じ く 数 値 を 表す も の で も 、 整 数 値 と 実数 値 は 別 の 型 と し て 扱い ます 。 





それ ぞ れ の デー タ 型 で 扱え る 値 に は 範囲 が 決め られ て お り 、 デ ー タ 型 に よっ て その 
範囲 が 異な っ て いま す 。 


園 整数 型 一 int 中 

整数 型 (int) は 、1. 2. 3. … な どの 整数 値 を 表現 する デー タ 型 で す 。 整 数 型 nt の 場合 

は 、 使 用 する コン パイ ラ 、 コ ンピュータ に よっ て 値 の 範 囲 が 異な り ま す 。 整数 型 int は 

使用 する コン ピュ ー タ が も っ と も 扱い や すい デー タ の 型 で あり 、 高 速 に 扱え ます 。 本 

書 が 取り 上 げ て いる コン パイ ラ [「Borland C++ Compiler 5.5」 を 使用 し た 場合 は 、 以 下 
の 表 の よう に な り ま す 。 


臣 コ 整 数 型 の 表現 範囲 
デー タ 型 最小 値 最大 値 
int 型 -2.147,483.648 2.147.483.647 
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整数 を 表現 する た め の デ ー タ 型 


軒 実 数 型 一 double・float 
実数 型 (double, float) は 、0.5, 10.5, 100.5, … な どの 実数 値 を 表現 する デー タ 型 で す 。 
float 型 と double 型 の 違い は 、 扱 える 値 の 範男 で す 。 整 数 型 int と 比べ て より 広い 範囲 
の デー タ を 扱う こと が で きま す が 、 そ の 分 コン ピュ ー タ に と っ て は 高度 な 処理 を 要求 
し ます 。 整数 の み を 扱う デー タ で は int 型 を 用 い 、 実 数 デー タ や 広い 範囲 の デー タ を 扱 
うと き に は float. double 型 を 使用 する よう に し まし ょ う 。 


臣 う 実数 型 の 表現 範囲 
デー タ 型 最小 値 3 
float 型 約 -3.4E+38 約 3.4E+38 
double 型 。 約 -1.7E+308 約 1.7E+308 


float 型 より は 、double 型 よ り も 扱え る 値 の 範囲 が 狭く な っ て いま す 。 そ の 代わ り 、 
多少 計算 は 速い 場合 が あり ます 。 最近 の コン ピュ ー タ で は 、 計 算 は も と も と 非常 に 高 
速 で す の で 、 よ ほど 速度 優先 と いう 場合 以外 は 、 扱 える 範囲 が 広い double 型 を 使用 す 
る の が 無難 で し ょ う 。 


葉 3 douhle 型 ・float 型 


EE 


実数 を 表現 する た め の デ ー タ 型 








@⑥ 
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園 文 字 型 一 char 
文字 型 (char) は 、A, B, C, … な ど 文 字 を 表現 する デー タ 型 で す 。「 あ 」 や 「 漢 」 な どの 
全角 文字 は char 型 で は 表現 で きま せん 。A 一 ZZ、a 一 z、0 一 9 な ど 半 角 の 1 文字 だ け 
が 表現 で きま す 。 取 り 得 る 値 の 範囲 は 、 以 下 の 表 の よう に な り ま す 。 


臣 う 文字 型 の 表現 範囲 
デー タ 型 。 最小 値 最大 値 
char 型 -128 127 








|)/ (用 = 文字 型 の 表現 範囲 に つい て 

文字 型 の 表現 範囲 は 、-128 一 127 で ある と 説明 し まし た 。 文字 な の に -128, 127 と いう 数 値 
で 表現 し て いる こと に 疑問 を 感じ られ た か と 思い ます が 、 実 は 、A 一 Z, a 一 z, 0 一 9 な どの 文 
字 は 、 文 字 コ ー ド と し て 数 値 に 割り 振ら れ て いま す 。 例 えば 、 文 字 の A は 数 値 の 65、 文 字 の 9 
は 数 値 の 57 に 割り 当て られ て いま す 。 さ ら に 、 文 字 の 中 に は アル ファ ベッ ト や 数 字 文 字 以 外 
に も 制御 文字 と 呼ば れる も の が あり ます 。 そ れ ら を 含め て -128 一 127 の 間 に 割 り 振 られ て いる 
の で す 。 文字 と 文字 コー ド の 数 値 の 対応 は 、Appendix D「ASCII 文字 コー ド 表 」(P p.377) を 確 
認 し て 下さ い 。 


骨 平 鶴 





ン 
"リー 


文字 を 表現 する た め の デ ー タ 型 








全角 の 文字 を 扱う 場合 は 文字 型 配列 を 使用 し ます 。 詳し く は Chapter08「 配 列 と ポイ ンタ 」(pp.191) 
を 参照 し て 下さ い 。 
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| デー タ 型 の まとめ 


ここ まで で 、 int, double. float, char の それ ぞ れ の デー タ 型 に つい て 解説 し まし た 。 
デー タ の 型 に よっ て 扱え る デー タ の 表現 範囲 が 異な っ て いま す の で 、 適 切な デー タ 型 
を 使用 し て プロ グラ ム を 作り 上 げ て 下さ い 。 


整数 の 数 字 の デー タ を 扱う 場合 は int 型 
実数 の 数 字 の デー タ を 扱う 場合 は douhle 型 
文字 を 扱う 場合 に は char 型 


デー タ の 型 に よっ て 、 使 用 する メモ リ の サイ ズ も 異な り ま す 。 そ の デー タ 型 で 扱え 
る 値 の 範囲 が 広く な れ ば な る ほど 、 使 用 する メモ リ の サイ ズ も 大 きく な り ま す 。 


ee 大 
char 型 <int 型 <douhle 型 


皿 3 デー タ 型 と メモ リサ イズ 
char 型 1 バイ ト 
int 型 4 バイ ト 
double 型 8 バイ ト 


char 型 は 、 基 本 的 に 文字 を 表現 する た め の デ ー タ 型 で す が 、 内 部 的 に は -128 一 127 
の 範囲 の 数 値 を 取り 得る 型 と な っ て いま す 。 そ の た め 、char 型 と int 型 、double 型 、 
float 型 と の 値 の や り 取 り が 可能 で す 。char 型 は int 型 、float 型 、double 型 と 比べ て 扱 
える 表現 範囲 が 狭く な っ て いま す が 、 そ の か わり に 使用 する メモ リ 領 域 も 少な く な っ 
て いま す 。 大量 で デー タ 範 囲 の 狭い デー タ を 扱う と き に は 、char 型 を 使う の も 1 つの 
方 法 と し て 覚え て お きま し ょ う 。 

例え ば 、100 点 満点 の テス ト を 100 万 人 分 扱う こと を 考え た 場合 、 テ スト の 点数 で 必 
要 な デー タ の 範囲 は 0 一 100 まで で すか ら 、 整 数 型 int を 使う まで も な く 、 デ ー タ の 表 
現 範 囲 の 狭い char 型 で 足り て し まい ます 。 使う 内 容 の 内 容 に よっ て 適切 な デー タ の 型 
を 選ぶ よう に し まし ょ う 。 
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臣 3 char 型 で 間に合う 場合 


\! 








int 型 は 多く の メモ リ を 消費 し て し まう 。 


生生 


Char | Char | Char | Char | Char 拓 … | 


固 還 国 
char 型 を 使え ば 少な い メ モリ で 多く の デー タ 数 を 扱え る 。 


いい = 情報 の 単位 と メモ リサ イズ 


C 言 語 に 限ら ず 、 プ ログ ラミ ング 言語 を 扱う に あたり 、 情 報 の 単位 に つい て 理解 し て お く 必 
要 が あり ます 。 こ こ で は 、 情 報 の 単位 を 示す も の の 中 か ら 代 表 的 な も の と し て 、 ビ ッ ト と バイ 
ト に つい て 解説 し ます 。 
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・ ピ ッ ト (bit) 
ビッ ト と は 、 コ ンピュータ が 扱う 情報 の 最小 の 単位 で す 。 コ ンピュータ の 中 で は 、 情 報 は 0 
と 1 の 2 つの 値 で 表現 され て いま す 。0 と 1 の 情報 を 表現 する 単位 を ビッ ト と よび ます 。 


・ バ イト (byte) 
バイ ト と は 、 コ ンピュータ の 世界 で 、 も っ と も 一 般 的 に 使わ れる 単位 で す 。 ほ と ん どの 場合 、 
1 バイ ト は 8 ビッ ト と な り ま す 。 こ の 場合 、 表現 で きる デー タ の 範囲 は 、1 ビット (=2) の 8 乗 で 


256 と な り ま す 。 
ISSE 、 埋 
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Section 


I 上 - I 変数 に つい て 理解 する 


C 言 語 の プロ グラ ム で は 、 数 値 や 文字 なむ どの デー タ は 、 変 数 と 呼ば れる “名 前 を 持っ た 箱 "に 
入れ て 使い ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 変 数 に つい て 学習 し て いき ます 。 





この セク ショ ン の ポイ ント 
男 デ ー タ を 格納 する 場所 を 変数 と 呼ぶ 。 


回 変数 は 保持 する 情報 の 種類 に 応じ た 型 を 持つ 。 
回 変数 は プロ グラ ム の 実行 に より その 内 容 を 変化 させ る 。 


Qu 変数 と は ? 


C 言 語 の プロ グラ ム で は 計算 な ど さ ま ざま な 処理 を する こと が で きま す が 、 そ の 途中 
経過 や 結果 を 保存 し て お く 場 所 が 必要 と な る こと が あり ます 。 そ れ ら の 情報 を 一 定期 
間 保 存 し て お く 場 所 の こと を 変数 と 呼び ます 。 変 数 と は 、 プ ログ ラム で 使用 する 結果 
や 途中 経過 の 値 を し まっ て お く た め に 使う 、 箱 の よう な も の と 考え て 下さ い 。 
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臣 う 変数 と は ? 


/@ 
| 変数 の 使い 方 の 例 


で は 、 変 数 を 使っ て 、 プ ログ ラム の 途中 経過 を 保存 する 例 を 示し ます 。 
次 の サン プル プロ グラ ム で は 、num と いう 名 前 の 変数 を 用 意 し て 、 そ の 中 に 100 を 
入れ て いま す 。 そ の あと 、 変 数 num の 値 を 画面 に 表示 し て いま す 。 
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想う 変数 を 用 いた 例 (Variable-1.c) 


#include <stdio .h> 


int main(Void) 
{ 
/* int 型 の 変数 と し て 、num と いう 名 前 の 変数 を 用 意 する */ 


int num: 


num = 100: 
/* 変数 mum の 内 容 を 画面 に 表示 する */ 
printf ( "num=$d\n" , num) : 





出 平 害 


return 0: 





臣 う 実行 結果 (variale-1.exe) 
100 


対し て 、 次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 変 数 を 使わ ず に プロ グラ ム を 記述 し て いま す 。 


監 コ 変数 を 使わ な い 例 (variahle-2.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main (void) 則 
{ 
/* 変数 を 使わ ず に 、 数 値 100 を 画面 に 表示 する */ 
printf ("%d\n",100) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (Variable-2.exe) 
100 


2 つの プロ グラ ム の 実行 結果 は まっ た く 同 じ に な り ま す が 、 変 数 を 使わ な い 方 法 で 
は 、100 と いう 固定 の 値 を 直接 表示 し て いる だ け で 、 プ ログ ラム で 演算 処理 な ど を し た 
結果 を 使う こと は で きま せん 。 変数 を 使わ な いこ と で プロ グラ ム の 用 途 が 限ら れ て し 
まい ます 。 

次 に 、 も う 少 し 具体 的 な 例 を 挙げ て み ま す 。 次 の プロ グラ ム は 、100. 200.300.400.500 
と 100 飛ば し で 数 値 を 表示 する も の で す 。 
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62 





最初 に 、 変 数 を 使わ な いで プロ グラ ム を 作っ た 例 を 挙げ ます 。 


監 3 変数 を 使わ な い 例 (variahle-3.c) 


#include <stdio.h> 


int main (void) 

{ 
printf("*d\n",100): 
printf ("dd\n" ,200): 
printf ("*%d\n" ,300) : 
printf ("も d\n" , 400) : 
printf ( "%d\n" ,500) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (variable-3.6xe) 
100 
200 
300 
400 
500 


上 の 書き 方 で は 、 プ ログ ラム を 作成 する 人 間 が 頭 の な か で 足し 算 し て し まい 、 プ ロ 
グラ ム に 計算 を させ て いま せん 。 こ れ で は 、 プ ログ ラム を 作る 意味 が あり ませ ん ね 。 

次 の サン プル プロ グラ ム は 、 結 果 は 変数 を 使わ な い 例 と 同様 で す が 、 プ ログ ラム の 
な か で 変数 を 使っ て 計算 処理 を し て いま す 。 


臣 う 変数 を 用 いた 例 (variahle-4.c) 


#include <stdio.h> 


int main(Void) 
{ 
/* int 型 の 変数 と し て 、num と いう 名 前 の 変数 を 使う */ 


1nt num: 


num = 100: 

printf ( "も d\n" , num) : 

/* 計算 処理 : 変 数 num に 100 を 加え る 。 */ 
num = mum + 100: 

printf ( "も d\n" , num) 

/* 計算 処理 : 変 数 num に 100 を 加え る 。 */ 
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num =num+ 100: 

printf ( "も d\n" , num) : 

/* 計算 処理 : 変 数 mum に 100 を 加え る 。 */ 
num =num+ 100: 
printf ( "も d\n" ,num) : 

/* 計算 処理 : 変 数 num に 100 を 加え る 。 */ 
num =num+ 100: 


printf ( "も d\n" , mnUm) : 





return 0: 


削 平 鶴 





監 3 実行 結果 (Variable-4.6xe) 


100 
200 
300 
400 
500 


プロ グラ ム の 中 で は 、100 を 足す と いう 処理 を 記述 し 、 結 果 を 「 変 数 ] に 格納 し て いま 
す 。 足し算 の 処理 は 、 プ ログ ラム 側が 行っ て いま す 。 こ の よう に 、「 変 数 ] と は デー タ 
を 格納 する た め に 用 いる 場所 で あり 、 プ ログ ラム 内 で その 内 容 を 変化 させ る こと が で 
きま す 。 





町 | 計算 処理 に つい て は 、 Chapter 05[ 演 算 子 」( と p.87) で 説明 し ます 。 ] 








いい っ brintf 数 に よる 画面 表示 


プロ グラ ム を 作成 する に あたり 、 変 数 に 格納 され て いる デー タ の 内 容 を 確認 し た く な る こと 
が あり ます 。 そ の よう な 場合 は 、「print 関数 ] を 使用 し て 画面 に 結果 を 表示 する の が 手軽 で す 。 
printf 関数 と は 書式 付き で 標準 出力 に デー タ を 出力 する ライ ブラ リ 関 数 で す 。 

詳し く は 、Chapter 12「 標 準 ライ ブラ リ 関 数 ](Pp.307) で 学習 し ます が 、 プ ログ ラム の 実行 
結果 の 確認 の 方 法 と し て 、 簡 単に 説明 し ます 。 


監 3 printf 関数 を 呼び 出す 書式 


printf(" 
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変換 する 書式 変数 


肌 9%d int 型 の 変数 
| %f double 型 の 変数 
9%c char 型 の 変数 
過 
ーー 臣 3 サン プル (ariable-adv.c) 


#include <stdio.h> 





int main (void) 
{ 
inti=0: 
double d = 0.0: 
char c = 'A': 
printf ("1 は %d で す 。\n" ,1) : 














由 printf ("は FE で す 。\n" ,d) : 
ー printf ("Cc は も C で す 。 \n" , で ) : 
貼 return 0: 
) 
山 臣 う 実行 結果 (variahle-adv.exe) 
ュ は 0 で す 。 
d は 0.000000 で す 。 
明 で は A で す 。 
屋 crefs の 、 
『 
昌 


4 は じ め て の C プ ログ ラミ ング 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 





[変数 宣言 ] Section 04-03 





ii 


| Section 
Meeees 


プロ グラ ム で 変数 を 扱う 場合 は 、 使 用 前 に 宣言 を 行う 必要 が あり ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 
変数 宣言 の 方 法 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > > 


骨 平 鶴 


大 必要 な 変数 は 、 事 前 に 宣言 し て 準備 し て お く 必 要 が ある 。 

回 必要 な 変数 の 型 は プロ グラ マ が 選択 する 。 

回 変数 に は 、 変 数 名 と いう 名 前 を 付け る 。 

回 変数 の 宣言 は 、 ブ ロッ ク の 先頭 で 行う 。 具 体 的 に は " { "の 直後 。 

国 変 数 は 、 単 独 で 宣言 し た り 、 ま と め て 宣言 し た り 、 初 期 値 を 付け て 宣言 する こと が で きる 。 


| 変数 宣言 は な ぜ 必 要 か ? 


プロ グラ ム の 中 で 変数 を 使う と き に は 、「 変 数 を 使い ます 」 と いう 宣言 を 事前 に し て 
お く こ と が 必要 で す 。 こ の こと を 、 変 数 宜 言 と いい ます 。 変数 宜 言 を する と き に は 、 
デー タ 型 と 変数 名 を 指定 し ます 。 デ ー タ 型 を 指定 する こと で 、 ど の よう な 種類 の デー 
タ を 入れ る か を 決め ます 。 さ ら に 、 そ の 変数 を 識別 する た め に 名 前 を 付け ます 。 そ の 
名 前 の こと を 、 変 数 名 と いい ます 。 

ここ まで で 紹介 し た サン プル プロ グラ ム の 中 で も 変数 宜 言 は 登場 し て いま し た が 、 こ 
こ で は 変数 宣言 の 部 分 を ピッ クア ッ プ し て 確認 し ます 。 

例え ば 、 





int num: 


と 宣言 し た 場合 に は 、 最 初 の "int" と いう 部 分 が デー タ 型 と な り 、 整 数 型 の 箱 を 使う と 
いう 意味 と な り ま す 。 そ れ に 続く “num” が 変数 名 で 、 そ の 箱 を num と いう 名 前 を 付け 
て 使い ます よ 、 と いう 意味 と な る の で す 。 

また 、 デ ー タ の 型 は プロ グラ ム の 内 容 に よっ て 適切 な も の を 選択 し て 下さ い 。 整数 
型 を 扱う と き は int 型 、 文 字 型 を 扱う と き は char 型 と いう よう に 、 ど の デー タ 型 を 使 
うべ き な の か を 考え る こと が 必要 で す 。 
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| 変数 宣言 の 形式 


変数 宜 言 行う た め の 、 も っ と も 基本 的 な 書式 は 以下 の と お り で す 。 





(区 基本 的 な 変数 宣言 の 書式 








int 型 の 変数 と し て 、 変 数 名 varint を 宣言 する 場合 は 、 以 下 の よ うに 書き ます 。 





1nt Varint: 


骨 平 鶴 


同様 に double 型 の 変数 と し て 変数 名 vardbl を 宜 言 する 場合 は 、 以 下 の よ うに 書き ます 。 


doub]e vardD] : 
char 型 の 変数 と し て 、 変 数 名 varchr を 宣言 し て み ま す 。 


Char VarChr: 





変数 の 名 称 は ルー ル に 従っ た も の で あれ ば 自由 に 付け る こと が で きま す が 、 一 般 的 に その 変数 
が どの よう に 使わ も れ る の か が わか る よう な 、 意 味 の あ る 名 前 と し ます 。 上 記 の 例 で は 、 変 数 


(variable) に ちな ん で 、var 一 と いう 変数 に し て いま す 。 
変数 の 名 称 の ルー ル に つい て は 、 セ クシ ョ ン 04-03「 変 数 を 使用 する [変数 宣言 ]]( p.65) を 参照 


し て 下さ い 。 
ノ 


| 変数 宣言 を 行う 場所 


変数 の 宣言 は 、 プ ロッ ク ま た は 関数 の 先頭 で 行い ます 。 い ま は [「“|" の 直後 に 行う と 
覚え て お いて 下さ い 。 定 言 文 の 最後 に セミ コロ ン (: ) を 付け る の を 忘れ な いよ うに し ま 





し よう 。 





困 ] 関数 に つい て は 、Chapter 09「 ユ ー ザ 定義 関数 ]( p.225) で 詳し く 説明 し ます 。 





臣 3 基本 的 な 変数 宣言 の 例 (decvar-1.c) 


#inc1ude <stdio .h> 
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int main (vo1d) 
( 員 
/* デー タ 型 3nt の 変数 を 変数 名 Yar1nt で 宣言 する */ | 


1nt varint: 


return 0: 


Pr で] 


3 実行 結果 (decvar-1.exe) 
(な に も 表示 され ませ ん ) 


| 変数 宣言 の 例 


次 の プロ グラ ム で は 、 い ろ い ろ な デー タ 型 の 変数 を 宣言 し て いま す 。 








江 平 鶴 





Il 


監 変数 宣言 の 例 (decvar-2.c) 


#1nclude <stdio.h> 


帆 


int main (void) 

( 員 
/* デー タ 型 int の 変数 を 変数 名 Yar1nt で 宣言 する */ 
1nt varint: 
/* デー タ 型 doub1e の 変数 を 変数 名 Yardb1 で 宣言 する */ 川 | 
doub1e vardD1 : 
/* デー タ 型 char の 変数 を 変数 名 Yarchr で 宣言 する */ - 
Char YarcChr: 


return 0: 


監 3 実行 結果 (decvar-2.exe) 
(な に も 表示 され ませ ん ) 


デー タ 型 が 同じ 場合 は 、 カ ンマ ( , ) で 区 切っ て 、 一 度 に 複数 の 変数 を 宣言 する こと ー 
が で きま す 。 





区 3 複数 宣言 を 行う 場合 の 書式 = 
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葉 3 変数 宣言 の 例 (decvar-3.c) 


#include <stdio.h> 


int main (Void) 

前 3 { 

/* デー タ 型 doub1e を 変数 名 d1 , d2 で 宣言 する */ 
double d1.,d2: 


return 0: 





監 う 実行 結果 (decvar-3.xe) 
(な に も 表示 され ませ ん ) 


Q 変数 の 名 称 


由 変数 の 名 称 は 、 英 数 字 な ら ば 基本 的 に 自由 に 決め る こと が で きま す 。 漢字 な どの 全 
角 文 字 を 使用 する こと は で きま せん (この セク ショ ン の アド バン ス を 参照 の こと )。 
変数 名 は 、a, b., c の よう に 適当 な も の で も 構わ な い の で す が 、 プ ログ ラム の 内 容 に 
昌 よっ て は 意味 の ある 名 前 を 付け た 方 が よい で し ょ う 。 例 えば 、 最 大 値 を 表す 変数 名 を 
max と する の と 、 単 に n と する の で は 、 プ ログ ラム の 読み や すさ が 全然 違っ て きま す 。 


| 変数 の 初期 人 


変数 宣言 と 同時 に 初期 値 と し て 値 を 入れ て お く こ と も で きま す 。 デ ー タ を 格納 する 
場所 に 初期 状態 で デー タ を 与え て お く と いう こと で す 。 こ れ を 変数 の 初期 化 ( し ょ きか ) 
と 呼び ます 。 








葉 う 初期 化 を 行う 場合 の 書式 


変数 の 型 変数 名 = 定数 値 : 





区 3 変数 宣言 の 例 (decvar-4.c) 


#include <stdio.h> 


int main (void) 
{ 
/* デー タ 型 3nt を 変数 名 num で 宣言 し 、 同 時 に 5 を セッ ト す る */ 


int num = 5: 
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printf ( "num=*d\n" , num) : 


return 0: 


匹 3 実行 結果 (decvar-4.exe) 


num=5 





上 記 の 例 で は int 形 の 変数 を 官 言 し 、 同 時 に 初期 値 と し て 整数 5 を セッ ト し て いま す 。 


複数 の 変数 宣言 と と も に 変数 の 初期 化 を する 


複数 の 変数 家 言 を 同時 に し て 、 さ ら に 初期 値 を 入れ た い 場 合 は 次 の よう な 書き 方 を 
し ます 。 


監 う 複数 の 変数 宣言 と 初期 化 の 例 (decvar-5.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


int main(Vo1d) 
{ 
/* デー タ 型 int を 変数 名 w1dth で 宣言 し 、 同 時 に 10 を セッ ト す る 
併せ て デー タ 型 int を 変数 名 he1ght で 宣言 し 、 同 時 に 20 を セッ ト す る */ 
int width = 10,height = 20: 
printf ( "width=*d height=*d\n" ,w1dth, height ) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (decvar-5.exe) 


width=10 height=20 





(6 才 = 識別 子 に つい て 
識別 子 と は 、 変 数 や 関数 に 付け る 名 前 の こと で す 。 
次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 num, moji が 識別 子 に な り ます 。 





int num: - num が 華 別 子 
char mo〕i: mo が 甘 別 子 
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0 





識別 子 の ルー ル は 、 次 の よう に 決め られ て いま す 。 
1. 英 字 、 数 字 、 ア ンダ ー ス コア ( _ ) で 構成 し ます 。 


int work1: 


char word_f]qg: 


2. 先 頭 文字 は 英字 か アン ダー スコ ア で な けれ ば な り ま せん 。 数 字 を 先頭 文字 と 








し て 使用 する こと は で きま せん 。 
int size_30_byte: ーー 先頭 文字 は 英字 な の で 正しい 
nt 30。Dyt6: ニー ョ 先頭 文字 は アン ダー スコ ア な の で 正しい 
int 30_byte: - 先頭 文字 が 数 字 な の で 誤り 





た だ し 、 先 頭 文 字 が アン ダー スコ ア (_) で 始ま る も の は 、 コ ン パ イラ 内 部 の 定義 値 と し て 予 


約 さ れ て お り 使え な いこ と が ある の で 、 な る べく 使わ な いよ うに し まし ょ う 。 
ero 


| 変数 の 使い 分 け の 復習 


ここ で は 、 変 数 の 使い 方 の うち 、 デ ー タ 型 に よる 使い 分 け に つい て 復習 し ます 。 セ 
クシ ョ ン 04-01「 デ ー タ の 型 に つい て 理解 する [デー タ 型 ]](P p.54) で 、 デ ー タ の 種類 に 
より 、int 型 、double 型 、char 型 を 使い 分 ける と 学習 し まし た が 、 間 違っ た 使い 方 を 
し て し まう と どう な る か を 見 て み ま し ょ う 。 





整数 の 数 字 の デー タ を 扱う 場合 は int 型 
実数 の 数 字 の デー タ を 扱う 場合 は douhle 型 
文字 を 扱う 場合 に は char 型 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 円 周 率 を 画面 に 表示 し ます 。 円 周 率 は 3.14.. と 続く 実 
数 の デー タ で す の で 、 プ ログ ラム で 扱う に は 、 実 数 型 の double( も し く は float) を 使う 
必要 が あり ます 。 こ こ で 間違っ て 整数 型 の int を 使っ て し まう と どう な る で し ょ うか ? 


(区 3 円 周 率 を 画面 に 表示 する 例 (decvar-6.c) 


#inc1ude <stdio.h> 
int main (Void) 


{ 
/* int 型 変数 pa を 宣言 する */ 
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nt pai: 
/* 整数 型 の pai に 実数 の 3 . 14 を 入れ よう と する */ 
Dai=3 .14: 


printf ( "円 周 率 は dQ で す 。" , pa ) : 


return 0: 





匹 う 実行 結果 (decvar-6.exe) 
円 周 率 は 3 で す 。 


漠 平 窟 





この よう に 、3.14 を 入れ た は ず が 、 変 数 の 中 身 を 表示 し て みる と 3 に 変わ っ て し まっ 
て いま す 。 これ で は 正確 な 計算 は で きま せん ね 。 こ の よう に 、C 言 語 の プロ グラ ム で は 
扱い た い デ ー タ の 内 容 に よっ て 、 宜 言 する 変数 の 型 を 考え な けれ ば な り ま せん 。 回 





還 ] ct と es 


C++ と は 、1983 年 に デン マー ク 生 まれ の コン ピュ ー タ 科学 者 ビ ャ ー ネ ・ ス トロ ヴ ス トル ッ プ 
が 開発 し た プロ グラ ミン グ 言 語 で す 。 ク ラス と いう 概念 が 言語 仕様 と し て 盛り 込ま れ て お 
り 、 言 語 仕様 と し て オブ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ が サポ ー ト され て いま す 。 ク ラス の 
他 に 、 仮 想 関数 、 継 承 、 テ ンプ レー ト 、 関 数 や 演算 子 の オー バー ロー ド 、 参 照 型 、 型 検査 
機構 、 例 外 処 理 な ど オ ブ ジ ェクト 指向 言語 と し て の 機能 を サポ ー ト し て いま す 。 C+ は C 
言語 の 拡張 と し て 生み 出さ れ た 言語 で す が 、 数 々 の 機能 拡張 に より 、 現 在 で は (言語 と 
C++ と の 間 に は 厳密 な 互換 性 は な く な っ て いま す 。 C++ の 処理 系 と し て 最も 有名 な の は 、 
Microsoft 社 の Visual C せ + で し ょ う 。Visual Studio と いう 開発 環境 と 一 体 化す る こと で 、 初 心 
者 で も と っ つき 易い も の に な っ て いま す 。 
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Section 


月 - 旧 決ま っ た 値 を 使用 する 


この セク ショ ン で は 、 プ ログ ラム で 定め られ た 値 を 使う と き に 用 いる 、 定 数 に つい て 解説 し 
ます 。 定 数 の 書き 方 は 、 数 値 、 文 字 、 文 字 列 な どの 種類 に より 書き 方 が 異な り ま す 。 そ れ ぞ 
れ の 書き 方 に つい て 学習 し て いき まし ょ う 。 





この セク ショ ン の ボイン ト > 

誕 定 数 と は 、 プ ログ ラム の 実行 中 に 内 容 の 変化 し な い 値 の こと で ある 。 

回 数 値 の 定数 は 、 整 数 値 、 実 数 値 を その まま 記述 する こと に よっ て 表現 する 。 

回 文字 の 定数 は 、 シ ング ルク ォ ー テ ーション ( ' ) で て 文字 を 囲っ て 表現 する 。' 自 身 を 使う 場合 に は \ を 前 
に 置く 。 

回 文字 列 定数 は 、 ダ ブル クォーテーション ( " ) で 文字 列 を 囲っ て 表現 する 。 "自身 を 使う 場合 に は \ を 前 
に 置く 。 

回 変数 宣言 時 に const 修 飾 子 を 前 に 付け る こと に より 、 名 前 付き の 定数 が 宣言 で きる 。 


(Qu 定数 と は ? 


定数 と は 、 プ ログ ラム 内 で 中 身 を 変更 する こと の な い 値 の こと で す 。 決ま っ た 値 を 
扱い た いと き に 使用 し ます 。 整 数 定数 、 実 数 定数 は その まま 数 字 を 記述 し 、 文 字 定 数 
は シン グル クォーテーション ( ' ) で 囲ん だ 形 で 表現 し ます 。 以 下 で 詳し く 見 て いき ま 
し 人 





同 整 数 定数 
整数 定数 は 、 整 数 の 数 字 を その まま 書く こと に よっ て 表現 し ます 。 
次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 整 数 定数 18 を 、 変 数 age に 入れ て 、 変 数 age の 内 容 
を 画面 に 表示 し て いま す 。 


監 3 定数 の 例 ①(const-1.c) 


#include <stdio.h> 


int main (void) 
{ 
/* nt 型 変数 age を 宣言 する */ 


int age: 
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/* 変数 age に 整数 の 定数 18 を 入れ る */ 
age=18: 
printf ("わた し は も d 才 で す 。 \n" , age) : 


return 0: 





監 う 実行 結果 (const-1.exe) 
わた し は 18 オ で す 。 
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周 実 数 定数 
実数 定数 は 、 実 数 の 数 字 を その まま 書く こと に よっ て 表現 し ます 。 
次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 実 数 定数 3.14 を 、 変 数 pai に 入れ て 、 変 数 pai の 内 容 
を 画面 に 表示 し て いま す 。 


臣 う 定数 の 例 ②(const-2.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main (void) 

{ 
/* doub1e 型 変数 pa を 宣言 する */ 
doub1e pa : 


/* 変数 pa1 に 実数 の 定数 3 . 14 を 入れ る */ 
pai=3.14: 


printf ( "円 周 率 は sg で す 。 \m" , Dai ) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (const2.exe) 
円 周 宮 は 3 .14 で す 。 


| 変数 の 初期 化 に 定数 を 使う 


セク ショ ン 04-03「 変数 を 使用 する [変数 宮 言 ]]( p.65) で 、 変 数 を 宣言 する と き に 、 
同時 に 初期 化 を する 方 法 を 学習 し まし た 。 
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次 の サン プル プロ グラ ム で は 、double 型 の 変数 marathon を 宣言 し 、 初 期 値 と し て 
実数 定数 42.195 で 初期 化し て いま す 。 


臣 3 定数 の 例 ③(const-3.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


1nt main (void) 

{ 
/* double 型 変数 marathon を 宣言 し 、 初 期 値 に 42 .195 を 入る */ 
double marathon = 42.195: 


printf ( "マラ ソン は *gikm で 争い ます 。" , marathon) : 


return 0: 


区 実行 結果 (const-3.xe) 
マラ ソン は 42 . 195km で 争い ます 。 


| 文字 定数 


文字 定数 は 、 文 字 シ ング ルク ォ ー テ ーション ( ' ) で 囲む な こと に よっ て 表現 し ます 。 
例え ば 、 文 字 定 数 A の 表現 は 'A'、 文 字 定 数 1 の 表現 は 11 の よう に な り ま す 。 


( コ 定数 の 例 ④①(const-4.c) 


#1nc1ude <stdio .h> 


int main (void) 

{ 
/* char 型 変数 b1ood1 , b1ood2 , Chi1dren を 宣言 する */ 
char blood1 ,b1ood2 , chi1dren: 
/* 変数 b1ood1 に 文字 定数 の A を 入れ る */ 


bl1ood1 = 'A': 
/* 変数 b1ood2 に 文字 定数 の B を 入れ る */ 
b1ood2 = 'B': 


/* 変数 chi1dren に 文字 定数 1 を 入れ る 。 */ 
chi1dren = "1': 
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printf ( "両親 の 血液 型 は を c と も c で す 。 子供 は も c 人 で す 。" , b1ood1 , b1ood2 , ch11dren) : 


return 0: 


区 3 実行 結果 (const-4.xe) 
両親 の 血液 型 は A と B で す 。 子供 は 1 人 で す 。 








文字 と し て シン グル クォーテーション (' ) そ の も の を 使用 する 場合 は \ を 、 \ を 使用 する 場合 は 
\\ を 指定 する 必要 が あり ます 。 












出 平 鶴 





@ シ ング ルク オォ オー テ ー シ ョ ン を 文字 定数 と する と き 
"" 一 誤り 
\" 一 正しい 





を 文字 定数 と する と き 
\。 一 誤 り 
W\\ 一 正しい 





監 3 定数 の 例 ⑤(const5.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main(vo1d) 
{ 
/* char 型 変数 mo]11 ,mo]12 を 宣言 する */ 


char mo]ji1,mo]12: 


/* 変数 mo] ふ 1 に 文字 定数 の * を 入れ る */ 
一 表 り LU 
/* 変数 mo]12 に 文字 定数 の \ を 入れ る */ 
mo]12 = ' 衝 !: 


printf ( "mo]11= も C mo]12= も Cc" ,mo]11 ,mo]12 ) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (const-5.exe) 


mmO]11=' mo]12= 光 
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| 文字 列 定数 


文字 列 定数 は 、 文 字 列 を ダブ プル クォーテーション (" ) で 囲む こと に よっ て 表現 し ます 。 
例え ば 、 文 字 列 ABC を 定数 で 表現 する 場合 は 、"ABC" と し ます 。 





是 | 文字 列 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 12-04「 文 字 列 を 操作 し て みる (1) [文字 列 ]」(p p.332) を 参照 し て 
下さ い 。 











葉 う 文字 列 定数 の 例 ①(const-str-1.c) 


#1nc]ude <stdio .h> 
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int main (void) 
{ 
printf ( "アル ファ ベッ ト は *\s で 始ま り ま す " , "ABC" ) : 


return 0: 


3 実行 結果 (conststr-1.exe) 
アル ファ ベッ ト は ABC で 始ま り ます 


文字 列 中 で ダブ ルク ォ ー テ ーション ( " ) そ の も の を 使用 する 場合 は “を 、\ を 使用 する 場合 は 
\\ を 記述 し ます 。 


⑯ ダ ブル クォーテーション を 文字 列 定数 と する と き 
で 語り 
\" 一 正しい 





を 文字 列 定数 と する と き 
"\ て 誤り 
WV 一 誤り 








臣 3 文字 列 定 数 の 例 ②(const-str-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


int main (Void) 

{ 
printf ("文字 列 1: 和 SWm" "まり の ) 
printF ( "文字 列 2 : も S\n" , "ぼぼ" ) 
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return 0: 


盲 3 実行 結果 (const-str-2.exe) 


文字 列 1:* 
文字 列 2 :\ 


| 拡張 表記 


この 章 で 出 て きた “\"" や “\ ま "な ど は 拡張 表記 と 呼ば れ ま す 。 こ こま で の サン プル プ 
ログ ラム 内 で “\n" と いう 表現 が 文字 列 の 中 に 出 て きた と 思い ます が 、 こ れ は 改行 文字 
を 示す 拡張 表記 で 、printf 関数 の 中 に 記述 し て プロ グラ ム を 実行 する と 、 画 面 上 で 改行 
に 置き 換わり ます 。“"\n" の ほか に よく 使わ れる 拡張 表記 と し て は 、 水 平 タ ブ 文字 を 表 
す “\(" が あり ます 。 
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3 拡張 表記 の 例 (schar-1.c) 


#include <stdio.h> 


int main (void) 

{ 
/* 拡張 表記 の 改行 \n を 使う */ 
printf ( "はじめ まし て 。\n XXX と 申し ます 。 \n" ) : 


/* 拡張 表記 の 水平 タプ \t と \n を 使う */ 
printf("O\E 1\n") : 
printE("OO\E 1\n") 
printf("OOO\t 1\n* ) : 


return 0: 


匹 3 実行 結果 (schar-1.exe) 
は じ め まし て 。 
XXX と 申し ます 。 
O | 
oo | 
OOO | 


ここ で は 、C 言 語 の プロ グラ ム で 使わ れる 代表 的 な 拡張 表記 を まとめ まし た 。 
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臣 3 代表 的 な 拡張 表記 
\ 文字 ' 
" 文字 " 
\\ 文字 \ 
\n 改行 
\ 水平 タブ 





1 | 0Y 還 3 const 修 飾 子 に よる 定数 表現 
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変数 を 宣言 する 際 に 、 型 の 前 に const と 記述 する と 、 名 前 付き の 定数 と し て 扱う こと が で き 
ます (修飾 子 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 04-05「 扱 える 値 の 範囲 を 指定 する 」(pp.180) を 参照 し て 
下さ い )。 


う const 修 飾 子 の 例 ①(const-adv-1.c) 


#1nc1ude <stdio .h> 


/* const 修飾 子 を 使う */ 
ConsSt int ONE_WEEK=7 : 


int main (void) 
1 


printf ( "一 週間 は *d 日 で す 。" , ONE_WEEK) : 


return 0: 


想う 実行 結果 (const-adv-1.exe) 
一 週間 は 7 日 で す 。 


この 場合 は 、 変 数 ONE_WEEK は 定数 と し て 扱わ れ 内 容 を 変更 する こと は で きま せん 。 上 記 
の よう に 1 週間 の 日 数 な ど 、 固 定 の も の を 扱う と き に 使用 する の が よい で し ょ う 。 

const で 定義 され た 定数 に 値 を 設定 し よう と する と 、 以 下 の よ うな コン パイ ル エ ラー が 発生 
し ます 。 


臣 3 const 修 飾 子 の 例 (②(const-adv-2.c) 


#include <stdio.h> 


ConSt int ONE_WEEK=0: 


は じ め て の C プロ グラ ミン グ 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 


[定数 ] Section 04-04 
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int maim (void) 

{ 
/* const で 定義 され た 定数 は 変更 で き な い の で コン バイ ル エ ラー と な る */ 
ONE_WEEK = 7: 
printf ( "一 週間 は も d 日 で す 。" , ONE_WEEK) : 


return 0: 





想う コン バイ ル 結 果 


エラ ー E2024 const-adv-2.C 8: Const オブ ジェ クト は 変更 で き な い (関数 main ) 











テ 請 C で オブ ジェ クト 指向 は 無理 ? 

オブ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ 言 語 と し て 代表 的 な も の は 、C++、Java、Ruby、C# な ど 
が あり ます 。 通常 、 オ ブ ジ ェクト 指向 に 基づく プロ グラ ム を 作成 する と き に は 、 前 記 の オ 
ブ ジ ェクト 指向 プロ グラ ミン グ 言 語 を 使用 する わけ で す が 、C 言 語 で オブ ジェ クト 指向 の 
プロ グラ ム を 作る こと は で き な い の で し ょ うか ? 実は 、 初 期 の C せ + せ は プリ プロ セッ サ で い 
っ た ん (言語 の ソー スプ ログ ラム に 変換 され て いま し た 。 つ まり 、C 言 語 で オブ ジェ クト 
指向 の プロ グラ ム を 表現 する こと は 不可 能 で は あり ませ ん 。 C++ が 流行 り だ し た ころ 、 筆 
者 も C 言 語 で オブ ジェ クト 指向 的 な プロ グラ ム を 書い て みた り 、C++ の プリ プロ セッ サ が 
吐き 出し た C 言 語 の ソー スプ ログ ラム を 研究 し た り し た こと も あり まし た 。 し か し 、 そ の 
ソー スプ ログ ラム で は 、 キ ャ スト を 多用 し 、 関 数 の ポイ ンタ を 「 こ れ で も か ! 」 と いう ぐら 
い 使う も の で 、 決 し て 可読性 の 高い も の で は あり ませ ん で し た 。 結局 の と ころ 、 オ ブ ジ ェ 
クト 指向 プロ グラ ム と し て の メリ ッ ト は 、 ま っ た く 感 じ ら れ ませ ん で し た 。 オ ブ ジ ェクト 
指向 の プロ グラ ム を 書く と き に は 、 素 直 に オブ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ 言 語 を 使い ま 
し ょ う 。 
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Sectiom 
MLH5 


C 言 語 の デー タ 型 に は 、 そ れ ぞ れ の 扱え る 数 な と の 範囲 が あり ます が 、 さ ら に 、 変 数 を 宣言 
する と き に は その 範囲 を 指定 する こと が で きま す 。 この セク ショ ン で は 、 変 数 宣言 時 に デー 
タ の 範囲 を 指定 する 方 法 に つい て 学習 し ます 。 





この セク ショ ン の ポイ ント > 


量 平 鶴 


唐 変 数 宣言 に は 表現 範囲 な ど を 指定 する 型 修飾 子 を 付け る こと が で きる 。 

回 符号 を 持つ 場合 に は signed を 、 符 号 を 持た な い 場合 に は unsigned を 変数 宣言 の 前 に 置く 。unsigned 
で は 負 の 値 を 扱え を な い が 、 そ の 代わ り 正 の 値 の 扱え る 範囲 を 大 きく で きる 。 

回 short を 置く と 整数 の 扱え る 範囲 が 狭く な り 、long を 置く と 広く な る 。 た だ 本 書 で は 、int も long 
int も 同じ と な る 。 


| 変数 と 符号 


C 言 語 で は 、 変 数 の 内 部 で 正負 (+ -) の 情報 を 符号 情報 (符号 ビッ ト ) と し て 持つ こ 
と が で きま す 。 符号 情報 を 持つ か どう か は 、 変 数 を 宣言 する と き に 型 修飾 子 と し て 指 
定 す る こと が で きま す 。 正負 の 値 を 扱う 場合 は signed を 指定 し 、 正 の 数 だ け を 扱う 場 
合 は 、unsigned を 型 修飾 子 に 指定 し ます 。 





想う 型 修飾 子 signed と unsigned 
signed 正負 の 値 を 扱う 
unsigned 正 の 数 だ け を 扱う 





四 「 修飾 子 と は 、 宣 言 の 前 に 置い て 、 宣 言 内 容 の 細か な 指定 を 行う た め の も の で す 。 





unsigned を 指定 し て 宣言 し た 場合 は 負 の 値 を 扱う こと が で きま せん が 、 替 わり に 正 
の 値 で 扱え る 範囲 が 広く な り ま す 。 
例え ば char 型 の 例 で す と 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 


unsigned char 012……… 254 255 
signedchar 012……… 127, -128 -127 ………… - 2 -1 
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int 型 の 場合 も 同様 に 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 


unsignedint 012……… 4294967294 4294967295 正 の 整数 
signedint 012……… 2147483647, -2147483648 ……… -| 2 -1 正負 両 方 対応 


double. float 型 で は unsigned. signed の 指定 は で きま せん 。 








unsigned double d メ 誤 り 。 unsigned を 指定 する こと は で き な い 
signed double d X 誤 り 。signed を 指定 する こと は で き な い 
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signed, unsigned を 省略 し た 場合 は 、signed が 指定 され た も の と し て 解釈 され ます 。 


int n Signed nt n と 同じ 意味 と な る 
char c signed char で と 同じ 意味 と な る 








また 、signed や unsigned を 指定 し た 場合 、 デ ー タ 型 int に 限り 型 名 を 省略 する こと 





が で きま す 。 
unsigned n unsigned nt n と 同じ 意味 と な る 
signed n 1nt n と 同じ 意味 と な る 








KM その 他 の 型 修飾 子 


還 Short 
short は 、int 型 より も 小さ い 範 囲 の 整数 値 を 表現 する 待 号 付き デー タ 型 を 宣言 する 
た め の 修 節子 で す 。int 型 を 修飾 する 形 で 使わ れ ま す 。 


想う 形 





Short int 芝 数 名 





short を 修飾 し た 場合 は 、int を 省略 する こと が で きま す 。 
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臣 う 形式 


Short 著 雪 名 : 











short int の 表現 で きる 範囲 は 、「Borland C++ Compiler 5.5」 の 場合 は 、 以 下 の よ う 
に な り ま す 。 


最小 値 -32,768 
最大 値 32.767 


short で 修飾 され た int 型 は 、 そ う で な い int 型 より も メモ リ に 占め る サイ ズ が 小さ く 
て 済む と いう 利点 が あり ます 。 使 用 可能 な 数 の 範囲 が 狭く て も よい 場合 、short を 使う 
と 使用 メモ リ 量 を 減ら すこ と の で きる 可能 性 が あり ます 。 


還 long 


long は 、int 型 よ り も 大 きい 範囲 の 整数 値 表 現す る 符号 付き デー タ 型 を 言 する た 
め の 修 節子 で す 。 int 型 を 修飾 する 形 で 使わ れ ま す 。 


思う 形式 


1ong int 計数 名 : 





long を 修 節 し た 場合 は 、int を 省略 する こと が で きま す 。 


想う 形式 


long int の 表現 で きる 男 囲 は 、「Borland C++ Compiler 5.5」 の 場合 は 、 以 下 の よ うに 
な り ま す 。 


最小 値 -2,147,483.648 
最大 値 2,147,483,647 


つま り 、int 型 と 同じ と いう こと に な り ま すね 。 short で な いこ と (long 型 で ある こと ) 
を 明示 し た い 場 合 に 指定 し ます 。 
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| 型 修飾 子 を 組み 合わ せる 


型 修飾 子 を 組み 合わ せ て 、unsigned short, signed long な どの 記述 も 可能 で す 。 た だ 
し 、short long な どの 矛盾 し た 指定 は で きま せん 。 例え ば 、unsigned short で は 、 表 
現 で きる 範囲 は 以下 の よう に な り ま す 。 


最小 値 0 
最大 値 65,.535 





豊平 才 





フロ グラ ミン グ が 上 違 す る 方 法 

最近 、「 プ ログ ラミ ング を 上 達する に は どう すれ ば よい の ? 」 と いう 相談 を 受け る こと が あ 
る の で す が 、 そ の よう な と き は 、「 た くさ ん プロ グラ ム を 組み な さい 。] と アド バイ ス し ま 
す 。 プ ログ ラミ ング と いう も の は 、 人 に 教わっ た り 、 本 を 読ん だ り し た だ け で は 、 理 解 し 
た つも り で あっ て も 、 本 当 は わか っ て いな いこ と が 多い の で す 。 自 分 自身 で プロ グラ ム を 
組む こと で 、 見 えて くる も の が 沢山 あり ます 。 ま ず は 、 本 書 の 課題 や 、IPA の 情報 処理 技 
術 者 試験 の 過去 の 問題 あたり を 片っ端 か ら 解い て いき まし ょ う 。 さ ら に お 勧め な の は 、 良 
質 の ソー スプ ログ ラム を 読ん で 、 真 似 を し て プロ グラ ム を 組む こと で す 。 有 能 な プロ グラ 
マ の ソー スプ ログ ラム は 、 そ の プロ グラ ム を 読む だ け で 大 変 勉強 に な り ま す 。 学生 の 方 で 
し た ら 学 校 の 先生 が 書い た プロ グラ ム を 参考 と する の が よい で し ょ う 。 社会 人 の 場合 は 、 
先輩 の 作っ た プロ グラ ム が 参考 に な り ま す 。 そ れ 以 外 に も 、 書 籍 に 載っ て いる ソー スプ ロ 
グラ ム を 真似 よる の も よい で すし 、 イ ンタ ーネット で 良質 な も の を 探し て 参考 と する 手 も 
あり ます 。 た だ し 、 イ ンタ ーネット を 参考 と する と き に 注意 を し て 欲し い の が 、 イ ンタ ー 
ネッ ト 上 に 公開 され て いる プロ グラ ム は 、 す べ て 正しい も の で は な いと いう こと で す 。 プ 
ログ ラミ ング を 始め た ば か り の 初心 者 が 、 誤 っ た 内 容 や 重要 な 部 分 が 欠落 し た も の を 公開 
し て いる ケー ス が あり ます 。 イ ンタ ーネット 上 の プロ グラ ム を 参考 と する 場合 は 、 そ の 作 
成 者 が 十分 に プロ グラ ム を 理解 し て いる こと を 確認 し て か ら に し まし ょ う 。 
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[まとめ と 義昌 | lilo 


[WI 








* | Chapter 04 の まとめ 


1. デー タ 型 に は 、 整 数 型 、 実 数 型 、 文 字 型 が あり 、 そ れ ぞ れ 扱 える 値 の 範囲 が 決め 
られ て いる 。 

プロ グラ ム の 結果 や 途中 経過 を し まっ て お くも の を 変数 と 呼ぶ 。 

変数 は 必ず 宣言 し て か ら 使用 する 。 

整数 型 、 実 数 型 の 定数 は その まま 書く こと が で きる 。 

文字 型 の 定数 は シン グル クォーテーション ( ") で 囲む 。 

文字 列 の 定数 は ダブ ルク ォ ー テ ーション (" ) で 囲む . 

変数 の 宣言 に は 、 負 の 値 を 扱う こと が で きる signed と 、 正 の 数 だ け を 扱う unsigned 
の 2 種類 が ある 。 

8. short を 付け る と 扱え る 範囲 が 狭く な り 、long を 付け る と 扱え る 範囲 が 広く な る 。 


IS 


この 章 で は 、 プ ログ ラム の 中 で デー タ を 保持 する 方 法 と し て 、 型 と 変数 、 定 数 に つ 
いて 学習 し まし た 。 型 に は その 用 途 に より 、 色 々 な 種類 が ある こと を 学び まし た が 、 き 
ちん と 理解 で きま し た で し ょ うか ? 次 の 章 で は 、 四 則 演 算 な ど プ ログ ラム の 中 で 計算 
を する 方 法 を 学び ます 。 


| Chapter 04 の 課題 


還 課 題 ① 一 整数 型 変数 の 宣言 
整数 型 変数 nm を 宣言 し な さい 。 


#1nclude <stdio.h> 


int main (Void) 
{ 


printf ( "n=$d" ,n) : 
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return 0: | 


還 課 題 ② 一 実数 型 変数 の 宣言 と 初期 化 
実数 型 変数 d を 宣言 し 、 初 期 値 と し て 3.14 を 入れ な さい 。 


#include <stdio.h> 





int main (void) 
{ 


[ ] 


printf ( "d=*d" ,d) : 
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return 0: 


同 課 題 ③ 一 文字 型 変数 を 複数 宣言 
文字 型 変数 ab を 1 行 で 宣言 し な さい 。 


#1nclude <stdio.h> 


int main (Void) 
{ 
トニー ニニ ーー ニー デー ニー ニーー==| 


prinf ( "a= も C D= も Cc" ,a,D) : 


return 0: 


還 課 題 ④② 一 文字 型 変数 の 宣言 と 初期 化 
文字 型 変数 x を 宣言 し 、 初 期 値 と し て 文字 A を 入れ な さい 。 


#1nclude <stdio .h> 


1nt main (vo1d) 
{ 
[ ] 


printf ( "x= も C" ,X) 








return 0: 
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上 時 課題 ⑤ 一 整数 型 の 値 の 範囲 
整数 型 変数 1 を 家 言 し 、 初 期 値 と し て 500000000 を 入れ な さい 。 


#1nc1ude <stdio .h> 


1nt main (Void) 
{ 


printf ("1=$1d" , 1) : 


return 0: 


} 


| Chapter 04 の 解答 例 


同 課 題 ① 一 整数 型 変数 の 宣言 





ーー ーー 避 数 数 を 宣言 


園 課題? 一 実数 型 変数 の 宣言 と 初期 化 


doub1e d=3 .14: 一 








還 課 題 ③ 文字 型 変数 を 複数 宣言 

char ab: ーーーーーー ニー ニー テー デュ ーー キー ーーーーー 文字 型 変数 ぁ /b を 1 行 で 宣言 
還 課題 ④ 一 文字 型 変数 の 宣言 と 初期 化 

char ='A': ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 文字 型 変数 を 宣言 し 初期 値 と し て 文字 を 入れ る 
還 課 題 ⑤ 一 整数 型 の 値 の 範囲 

1ong 1=500000000: 一 ーー 束 数 型 変数 1 を 宣言 し 初期 條 と し て 500000000 を 入れ る 


思 
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7ec77/Z2/ gs76/ 


テク ニカ ル マス ター 


Chapter 
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トノ ト を dr レル ュ レル た セン ルス ェ シレ だ ネン ゴゴ ノル <- を の 
計算 処理 の 方 法 に つい て 学習 し ます 。 

計算 処理 は コン ピュ ー タ の 得意 分 野 で す 。 

計算 処理 の 記述 方 法 を 正しく 理解 し て 使い こなし 、 

難し い 計 算 は コン ピュ ー タ に 任せ る よう に し まし ょ う 。 
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プロ グラ ム の 中 で は 、 さ まさ ざま な 処理 を 演算 子 を 使っ て 四則 演算 や 代入 な どの 処理 を し ます 。 


C 言 語 に は 、 他 の 言語 と 比べ て 多く の 演算 子 が 用 意 さ れ て いま す の で 、1 つ 1 つ 確 実に 覚え て 
C 言 語ら し い ス マー ト な プロ グラ ム を 書け る よう に な り ま し ょ う 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > - 学 
表 プ ログ ラム の 中 で 使用 する 式 と 演算 子 の 意味 を 理解 する 。 
回 計 算 に 使う 十 一, 三 な どの 記号 を 演算 子 と 呼ぶ 。 
回 計算 に は 、 四 則 演 算 の ほか 代入 な ど が あり 、 異 な る 演算 子 が 用 意 さ れ て いる 。 
回 演算 子 に は 、 計 算 対象 の 数 に 応じ て 単項 演算 子 、 二 項 演算 子 、 三 項 演算 子 の 3 種類 が ある 。 


(MuJ 式 と は ? 


セク ショ ン 03-02「C プ ログ ラム の 構成 を 理解 する (1)[ 文 ]」(P p.37) に て 、「 文 ] に つい 
て 学習 し まし た が 、 文 に は 「 変 数 宣言] と 、 計 算 や 関数 の 呼び 出し を する 式 が あり ます 。 
言語 プア ログ ラム に お ける 式 と は 、 演 算 子 や 変数 値 、 定 数 値 、 関 数 な ど を 組み 合 
せ た も の で す 。 
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演算 子 に つい て は 、 当 セク ショ ン に て 学習 し ます 。 
変数 、 定 数 に つい て は 、Chapter 04「 型 と 変数 ](P p.53) に て 学習 し まし た 。 | 
関数 に つい て は 、Chapter 09「 ユ ー ザ 定義 関数 ]( p.225) 、Chapter 12「 標 準 ライ ブラ リ 関 数 ] | 


(Pp.307) に て 説明 し ます 。 | 


ノ 











int n: - 文 の 例 変数 宣言 : 恋 数 を 宣言 する 
n = 0: お ーー ーー W ーー ニー 式 の 例 
nt+:ー ーー ーー ーーーーーーーー 式 の 例 る 





演算 子 と は ? 


演算 子 と は 、 計 算 の と き に 使う 「+ (足し算), - (引き算 ), = (代入 )」 な ど 、 コ ン 
ピュ ー タ に 対し て 演算 を 指示 する 記号 の こと で す 。 演算 子 に は 四則 演算 、 代 入 な どの 
用 途 ご と に 、 さ ま ざ ま な 種類 が 用 意 さ れ て いま す 。 次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 値 
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の 代入 に 演算 子 = を 、 加 算 に 演算 子 + を 使用 し て いま す 。 還 記 


う 演算 子 の 例 (pr-1.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


上 
1nt main (Void) 
{ ーーーー 王 
int nz: 
昌 
/* 演算 子 = を 使っ て 、 変 数 nm に 0 を 入れ る */ 
n=0: 
printf ( "n=d\n" ,n) 上 吊 


/* 演算 子 十 を 使っ て 、 変 数 nm に 1 と 2 を 加算 し た 結果 を 入れ る */ 

















ロ =1+2: 卓 
printf ( "n=*d\n" ,n) : H 
returm 0: 
}) 川 
臣 3 実行 結果 (pr-1.exe) a 
n=0 
n=3 
叩 
四 代入 (だ い に ゅ う ) と は 、 宣 言 を し た 変数 に 対し て 、 デ ー タ を 関連 付け る こと を いい ます 。 本 書 | ーー 
| 内 の 表現 と し て 、「 変 数 に 値 を 入れ る 」 と 解説 し て いる の は 、 代 入 と 同意 に な り ま す 。 | 
! 


Q 演算 子 の 種類 「 


演算 子 に お いて は 、 対 象 が 1 つの 単項 演算 子 、 対 象 が 2 つの 二 項 演算 子 、 対 象 が 3 つ 
の 三 項 演算 子 の 3 種類 が あり ます 。 次 の サン プル プロ グラ ム は 、++ と いう 演算 子 に 対 
し て 変数 nm が 対象 と な っ て いる の で 、「 単 項 演算 子 ] で す 。 1 


臣 う 単項 演算 子 の 例 (opr-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 18 


nt main (Vo1d) 


1 1 


nt n=0: 





printf ( "n= も d\n" ,n) : 
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上 


昌 


昌 


肥 
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/* 単項 演算 を 使っ て 、 変 数 m に 1 を 加算 し た 内 容 を た 入れ な お し て いる */ 


n++: 
printf ( "n= も d\ ぎ mn",n) : 


return 0: 


葉 実行 結果 (opr-2.exe) 
n=0 
n=1 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、/ と いう 演算 子 に 対し て 変数 n1. n2 の 2 つが 対象 と な り 
ます の で 、「 二 項 演算 子 ] で す 。 


量 平 塞 


臣 3 二 項 演算 子 の 例 (pr-3.c) 
#include <stdio.h> 
int main (Void) 
{ 


int n1.n2.n3: 


n1=100: 
n2=5: 


printf ( "n1: も d n2:*d\n" ,n1.n2) : 


/* 二 項 演算 / を 使っ て 、100 割る 5 の 計算 結果 を 変数 n3 に 入れ る */ 
n3=n1/n2: 


printf ( "n3=%d\n" ,n3) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (opr-3.exe) 


n1:100 n2:5 
n3=20 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、“? "と いう 演算 子 を 使っ て いま す 。 この 演算 子 で は 、 変数 
result、 定数 "等 し い "、 定数 "等 し く な い " の 計 3 つ が 対象 と な り ま す の で 「 三 項 演算 子 ] で す 。 
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区 3 三 項 演算 子 の 例 (opr-4.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


int main (Vo1d) 
{ 


int a,b, resu1t: 


a=1 : 
D=2: 


printf ("a:d D:*d\n" ,a,D) : 
reSu1t = (a==D) : 
/* 三 項 演算 ? : を 使っ て 、a と b が 等 し いか を 判定 する */ 


printE("a と b は *s\n" , resu1t? "等しい" : "等 し く な い " ) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (opr-4.exe) 
ai1 b:2 
a と b は 等 し く な い 


| 演算 子 の 一 覧 


演算 子 に は 、 代 入 演算 子 、 算 術 演算 子 、 比 較 演 算 子 、 複 合 代入 演算 子 、 論 理 演算 子 、 
イン クリ メン ト 演 算 子 ・ デ クリ メン ト 演 算 子 、 キ ャ スト 演算 子 、sizeof 演 算 子 等 の 演算 


子 が 存在 し ます 。 
臣 う 演算 子 の 一 覧 
演算 子 意味 
代入 演算 子 (> セク ショ ン 05-02) 0 と ン 
代入 
算術 演算 子 (> セク ショ ン 05-03) 
+ 加算 
減算 
押 乗算 
/ 除算 
% 剰余 算 
単項 の + ” "オペ ラン ド の 値 そ の まま _- 
単項 の - オペ ラン ド の 人 負 の 値 
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中 


遇 








史 
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比較 演算 子 (> セク ショ ン 05-04) 


と 小さ い 
> 大 きい 
<= 小さ いか 等 し い 
>= 大 きい か 等 し い 
ニニ 等 し い 
に 等 し く な い 
複合 代入 演算 子 (を セク ショ ン 05-04 アド バン ス ) 
+ ニ 和 の 代入 
= 差 の 代入 
*= 積 の 代入 
た = 商 の 代入 
%= 剰余 の 代入 
&= (本 書 で は 取り 上 げ ま せん ) 
ト (本 書 で は 取り 上 げ ま せん ) 
^= (本 書 で は 取り 上 げ ま せん ) 
<<= (本 書 で は 取り 上 げ ま せん ) 
>> ニ = (本 書 で は 取り 上 げ ま せん ) 
論理 演算 子 (を セク ショ ン 05-05) 
&& 論理 生 - 
I 論理 和 
! 否定 
イン クリ メン ト 演 算 子 ・ デ クリ メン ト 演 算 子 (と セク ショ ン 05-06) 
++n 1 加算 
n ロ ++ 1 加算 
ーn 1 減算 
nー 1 減算 


キャ スト 演算 子 (> セク ショ ン 05-07) 
sizeof 演算 子 (> セク ショ ン 05-07 アド バン ス ) 
ビ ピット 演算 子 (本 書 で は 取り 上 げ ま せん ) 


& ビッ ト 上 単位 の AND 
| ビッ ト 単 位 の OR 
^ ビッ ト 単 位 の 排他 的 論理 輪 
<< ビッ ト 上 単位 の 左 シ フト 
>> ビッ ト 上 単位 の 右 シ フト 
ビッ ト 単 位 の 補 数 
条件 演算 子 (本 書 で は 取り 上 げ ま せん ) 


オペ ラン ド A ? オペ ラン ド B: オ ペラ ンド C_ 
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表 の 中 に 出 て くる オペ ラン ド (operand) と は 、 演 算 を する と き に 影響 が ある 対象 の 変数 や 定数 の 
こと を 指し ます 。c=a+1 と いう 文 を 例 と し た 場合 は 、c,a, 1 が オペ ラン ド で 、 そ れ ぞ れ =,+ の 式 
と な り ま す 。 








| Q⑪vam 思 3 Sizeof 演算 子 と は 


sizeof は 、 デ ー タ 型 や 変数 を 指定 する こと に より 、 そ の デー タ の 大 き さ を 求め る 演算 子 で す 。 
書き 方 は 関数 に 似 て いま す が 、 関 数 で は な く 演算 子 で す 。 


想う 理 式 


S1zeof ( 変数 名 また は 








sizeof (int) = 演算 子 nt 型 の バイ ト 数 を 求め る 


削 平 究 





char buff[256] 
s1zeof (buff) 変数 buff の バイ ト 数 を 求め る 





区 う 三 項 演算 子 の 例 (opr-adv-1.c) 


#1nclude <stdio .h> 


int main (void) 
{ 
char buff[256] : 


/* 変数 buffF の バイ ト 数 を 求め る */ 

printf ( "int 上 型 の メモ リサ イズ は 、\*dQ バ イト で す 。 \n" , sizeof (int) ) : 

/* 変数 buEf の バイ ト 数 を 求め る */ 

printF ( "変数 buEf の メモ リサ イズ は 、*d バ イト で す 。 \n" , sizeof (Duff) ) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (opr-adv-1.exe) 
imt 型 の メモ リサ イズ は 、4 バイ ト で す 。 
変数 buff の メモ リサ イズ は 、256 バ イト で す 。 





演算 子 の それ ぞ れ の 意味 と 使い 方 に つい て は 、 次 セク ショ ン 以 降 で 学習 し て いき ます 。 
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漠 平 定 


94 




















和信 導 和 ii 
Section 


ers 


(言語 で は さま ざま な 計算 処理 を 行う こと が 可能 で す が 、 こ の セク ショ ン で は それ ら の 結果 
を 変数 に 入れ る と き に 必要 な 、 代 入 演算 子 に つい て 学習 し ます 。 





シル レス ノル レス 








訓 変数 へ の 値 の 代入 に は 、 代 入 演算 子 三 を 使用 する 。 
回 代 入 演算 子 を 使っ て 、 定 数 を 変数 に 代入 で きる 。 
回 代入 する も の は 、 変 数 で も よい 。 た だ し 、 定 数 に 対し て 代入 を する こと は で き な い 。 


M 代入 演算 子 ニ 


値 の 代入 に は 、 代 入 演算 子 三 を 使用 し ます 。 代 入 演算 子 は 、 等 号 (= ) の 右側 の 値 を 、 
左側 の 変数 に 代入 し ます 。 噛み 砕い て 言い ます と 、 右 側 に 書い た も の を 左側 に 入れ る 
どい うこ と で す 。 


代入 演算 子 の 使用 例 (assign-1.c) 
#include <stdio.h> 
int main (void) 
{ 
/* 整数 型 変数 num を 宣言 する */ 


1nt num: 


/* 代入 演算 子 = を 使っ て 、 変数 num に 1 を 代入 する */ 


num=1 : 
printf ( "num=*d" , num) : 


return 0: 


(克実 行 結果 (assign-1.exe) 


num=1 
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監 う 変数 に 定数 を 代入 


レー 





Q 変数 か ら 変 数 へ の 代入 


変数 の 内 容 を 変数 に 入れ る こと も で きま す 。 右側 に 書い た 変数 の 内 容 が 左側 に 書い 
た 変数 に コピ ー さ れ ま す 。 こ の と き 、 石 側 に 書い た 変数 の 内 容 に 変化 は あり ませ ん 。 


骨 平 鶴 





葉 3 代入 演算 子 の 使用 例 (assign-2.c) 


#include <stdio.h> 


int main (void) 

{ 
/* 整数 型 変数 mum1, num2 を 宣言 する */ 
1nt num1,num2: 


/* 代入 演算 子 = を 使っ て 、 変数 mum1 に 1 を 代入 する */ 
num1=1 : 


printf ( "num1=*d\n" ,num1 ) : 


/* 代入 演算 子 = を 使っ て 、 変 数 mum2 に num1 の 内 容 を 代入 する */ 
num2=numl 

/* この と き 、 num2 の 中 に は 1 が 入っ て いる */ 

printf ( "num2=*d\n" , num2 ) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (assign-2.exe) 
num1 =1 
num2=1 
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区 3 変数 か ら 変 数 へ の 代入 
変数 の 内 容 は 「1」 が 新しい 内 容 と 
1 。 NN 





変数 本 
num1 了 


式 か ら 変数 へ の 代入 


式 の 内 容 を 変数 に 入れ る こと が で きま す 。 








監 3 代入 演算 子 の 使用 例 (assign-3.c) 
#inc1ude <stdio .h> 
int main (void) 
{ 
/* 整数 型 変数 num1 を 宣言 する */ 
/* num1 の 初期 値 は 3 と する */ 


1nt num1=3: 


/* 代入 演算 子 = を 使っ て 、 式 (num1 * 2) の 結果 を 代入 する */ 
num1=num1 * 2: 


printf ( "num1=*d" , num1 ) : 


return 0: 


区 3 実行 結果 (assign-3.xe) 


num1=6 
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区 3 さか ら 変数 へ の 代入 


に (|) [6」 が 新しい 内 容 と 
ra 6 km され る 。 
変数 
num2 


定数 に 対し て 代入 する こと は で きま せん 。 











革 
次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 定 数 1 に 対し て 変数 num の 内 容 を 代入 し よう と し て 葛 
いま す が 、 こ れ は 誤り で す 。 コ ン パ イル を し た と き に エラ ー が 発生 し ます 。 


臣 3 定数 へ の 代入 演算 子 の 使用 (assign-4.c) 


#1nc1ude <stdio .h> 
int main(void) 
{ 


1nt num: 


/* 間違い : 定 数 1 に num の 内 容 を する こと は で き な い */ 


1=num: 


return 0: 


監 3 コン パイ ル エ ラー 
エラ ー E2277 assign-4.c 8: 左辺 値 が 必要 (関数 main ) 
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加 平 鶴 





Section 


I ロー Il ] 四則 演算 を 行う 


この セク ショ ン で は 、 計 算 処 理 の うち も っ と 基本 的 な も の と いえ る 四則 演算 を 行う 、 算 術 演 
算 子 に つい て 学習 し ます 。 





この セク ショ ン の ポイ ント > 


訓 算 術 演算 子 と は 、 加 減 乗 除 の 四則 演算 に 剰余 算 を 加え た も の を いう 。 

回 加算 に は 加算 演算 子 十 を 、 減 算 に は 減算 演算 子 一 を 、 乗 算 に は 乗算 演算 子 * を 、 除 算 に は 除算 演算 子 
を 用 いる 。 

回 剰余 算 に は 剰余 演算 子 % を 用 いる 。 除 算 で は 端数 の 出る 場合 と 、 際 数 が 0 で ある 場合 に 注意 する 。 

回 演算 子 に は 計算 の 優先 順位 が ある の で 、 そ れ を 意識 し て 式 を 記述 する 。( ) カ ッ コ を 使え ば 計算 順 を 変更 
で きる 。 


| 算術 演算 子 と は ? 


算術 演算 子 と は 、 足 し 算 、 引 き 算 、 掛 け 算 、 割 り 算 の よう な 計算 を 行う 演算 子 の こ 
と を いい ます 。 算術 演算 子 に は 、 四 則 演 算 を 行う キー* ネ や 、 割 り 算 の 余り を 求め る % 
な ど が あり ます 。 











回 1 足し 算 は 加算 、 引 き 算 は 減算 、 掛 け 算 は 乗算 、 割 り 算 は 除算 、 割 り 算 の 余り は 剰 余 算 と いい ます 。 





臣 う 算術 演算 子 
演算 内 容 演算 子 
足し 算 (加算 ) 十 
引き 算 ( 小 算 ) ー 
掛け 算 ( 乗 算 ) *※ 
割り 算 (除算 ) ノン 
剰余 算 (剰余 算 ) % 
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| 加算 演算 子 十 


C 言 語 で 足し 算 ( 加 算 ) を 行う と き は 、 加 算 演算 子 十 を 使い ます 。+ は プラ ス 記 号 で す 。 
加算 arD a に h を 加え る 。 


臣 3 加算 演算 子 の 例 (add-1.c) 


#inmclude <stdio.h> 


int main (Void) 
{ 


1nt n: 


/* 加算 演算 子 を 使っ て 、 1 + 2 を 計算 し 、 結 果 を n に 代入 する */ 


ロニ 1+2 : 


骨 平 客 





printf ( "n=*d" /n) : 


return 0: 


監 3 実行 結果 (add-1.exe) 


nm=3 


Qu 減算 演算 子 一 


C 言 語 で 引き 算 ( 減 算 ) を 行う と き は 、 減 算 演算 子 一 を 使い ます 。 一 は マイ ナス 記号 
(ハイ フン ) で す 。 


減算 必 a-b a か ら bh を 引く 。 


皿 う 減算 演算 子 の 例 (sub-1.c) 


#inmclude <stdio.h> 
int main (void) 
{ 
int nz 
/* 減算 演算 子 を 使っ て 、2 - 1 を 計算 し 、 結 果 を n に 代入 する */ 


ロニ 2-1 : 
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printf ( "n=%d" ,n) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (suh-1.exe) 


n=1 


| 乗算 演算 子 * 


C 言 語 


で 掛け 算 ( 乗 算 ) を 行う と き は 、 乗 算 演算 子 *※ を 使い ます 。※ は アス タリ スク 
記号 で す 。 





乗算 必 a*h a に bh を 掛け る 。 


匹 う 乗算 演算 子 の 例 (mul-1.c) 


#inc1ude <stdio.h> 
int main (void) 


{ 


int n: 


/* 乗算 演算 子 を 使っ て 、2 * 3 を 計算 し 、 結 果 を n に 代入 する */ 
mn=2*3 : 


printf ( "n= も d" ,n) 


return 0: 


区 3 実行 結果 (mul-1.exe) 


n=6 


| 除算 演算 子 / 


C 言 語 で 割り 算 ( 除 算 ) を 行う と き は 、 除 算 演 算 子 を 使い ます 。 プ は スラ ッシュ で す 。 
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乗算 飛 a/D a を hD で 割る 。 


想う 除算 演算 子 の 例 ①(div-1.c) 


#1nclude <stdio .h> 
int main (void) 
{ 


int nz 


/* 除算 演算 子 を 使っ て 、4 / 2 を 計算 し 、 結 果 を n に 代入 する */ 
n=4/2: 


printf ( "n=%d" ,n) : 


return 0: 


骨 平 究 





臣 3 実行 結果 (div-1.exe) 


n=2 


時 除算 と 変数 の 型 
割り 算 に 関し て は 、 変 数 の 型 に 注意 する 必要 が あり ます 。int 型 は 整数 を 扱う 変数 で 
す の で 、 例 えば 5/2 を 行っ た 場合 は 、 結 果 は 小数 点 以下 が 無視 され 整数 の 2 に な っ て し 
まい ます 。 


馬 コ 除算 演算 子 の 例 ②(div-2.c) 
#inmclude <stdio.h> 
int main(void) 
{ 
int ni 
/* 小数 点 以下 は 無視 され 、n に は 2 が 入る */ 
n=5/2 


printf ( "n= 多 d" ,n) 


return 0: 


監 う 実行 結果 (div-2.exe) 


ロー2 
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5/2 の 計算 結果 で 2.5 と いう 値 ( 実 数 値 ) を 求め た い 場 合 は 、double 型 の 変数 を 利用 し 
も よ う 。 


皿 う 除算 演算 子 の 例 ③(div-3.c) 


#1nc1ude <stdio .h> 


1nt main (vo1d) 
{ 
doub1e d: 


/* 実数 を 扱え る doub1e 型 を 使え ば 、2 .5 が 求め られ る */ 
d=5 .0/2.0: 


printf ( "d=*g" ,d) : 


return 0: 


量 平 鶴 


臣 3 実行 結果 (div-3.exe) 
d=2.5 


園 0 に よる 隊 算 
算数 で 習っ た こと と 思い ます が 、 何 か の 値 を 0 で 割る 計算 を 行う こと は で きま せん 。 
プロ グラ ム で 0 に よる 除算 を 行う と 、 プ ログ ラム が 異常 終了 し て し まい ます 。 


区 除算 演算 子 の 例 ③(div-4.c) 


#include <stdio.h> 
int main (void) 
{ 
1nt n1.n2.n3: 
n2=10: 
n3=0: 
/* 0 に よる 除算 を する (異常 終了 する ) */ 
n1=n2 /n3: 


printf ("も d" ,n1) 


return 0: 
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臣 3 実行 結果 (div-4.exe) (Windows Vista の 場合 ) 
陳 コマ ンド ブロ ンプ ト - div-4 =-I ロ | xl 








Ctrl+C を 押し て 、 プ ロン プ ト を 復帰 し て 下さ い 


臣 実行 結果 (div-4.6xe) (Windows XP の 場合 ) 


2 は 見 チ ィ コ 


問題 が 発生 し た た ゆ 、div-4 exe を 終了 し ます 。 ご 不便 を お か けし て 申し 訳 あり ま 
せん 。 


作業 途中 で あっ た 場合 、 その 情報 は 失わ れ た 可能 性 が あり ます 。 


山 平 鶴 一 コ 


この 問題 を Microsoft に 報告 し て くだ さい 。 


計る た め の エ ラー 朝 告 加 5 れ まし た 。 遇 で G、 こ の 報告 の 
補 情 報 と し て 字 し 





エラ ー 執 告 に 含 まれ る デー タ の 参照 ここ を クリック し て くだ さ ( い 








エラ ー 報 告 を 送信 する ⑮) | | 送信 し ない ⑪) ーー 送信 し な い を 押す 。 | 


ーー 」 


Qu 剰 奈 算 演算 子 % 


C 言 語 で 割り 算 の 余り (剰余 ) を 求め る と き は 、 剰 余 算 演 算 子 % を 使い ます 。% は 、 
パー セン ト 記 号 で す 


剰余 算 選 a9%6h a を hb で 割っ た 余り 
次 の サン プル プロ グラ ム で は 、5 割 る 2 の 余り を 画面 に 表示 し て いま す 


監 剰余 算 演算 子 の 例 ①(mod-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 

1nt main(Void) 

( 
1nt n: 
/* 剰余 算 演算 子 を 使っ て 、5 / 2 の 余り を 計算 し 、 結 果 を n に 代入 する */ 
ロニ 5 も 2 : 


printf ( "n=*d" ,n) : 


return 0: 
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骨 平 鶴 一 
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臣 3 実行 結果 (mod-1.exe) 


n ロ =1 





自 [ 除算 同様 、0 で 割っ た 余り を 求め る 計算 を 行う と プロ グラ ム が 異常 終了 し ます 。 注意 し まし ょ う 。 


] 





想う 午 余 算 演算 子 の 例 ②(mod-2.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main (Void) 


{ 


1nt n1,n2,n3: 


/* n3 に は 0 が 入っ て いる の で 、0 に よる 責 算 と な る (異常 終了 する ) */ 
n2=10: 

n3=0: 

n1=n2$n3: 

printFf ("も d" ,n1) : 


return 0: 


証 3 実行 結果 (mod-2.6xe) (Windows Vista の 場合 ) 


還 コマ ンド プロ ンプ ト - mod-2 





臣 3 実行 結果 (mod-2.exe) (Windows XP の 場合 ) 





問題 が 発生 し た た め 、 mod-2exe を 続 了 し ます 。 ご 不便 を お が けし て 申し 訳 あり ま 
せん 。 


作業 途中 で あっ た 場合 、 そ の 情報 は 失わ れ た 可能 性 が あり ます 。 

この 問題 を Microsoft に 報告 し て くだ さい 。 

苦 社 に 送信 する た ゆめ の エラ ー 報 告 が 作成 され まし た 。 軸 社 で は 、 こ の 報告 を 甘 名 の 枝 
空 情報 と し て 扱い ます 。 


エラ ー 報 告 に きま れる デー タ の 参照 ここ を が リック し て くだ さい 。 


エラ ー 報 告 を 送信 する G⑤) | |[ 居 信 し な CO 
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| 送信 し な い を 押す 。 
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(単項 演算 子 の 上 と 。 


単項 演算 子 に は 、+ と -ー と いう も の が あり ます 。 単項 演算 子 +. の それ ぞ れ の 機能 


と 書式 は 次 の 通り と な り ま す 。 

(区 3 単項 演算 子 
演算 子 機能 し 9 演算 内 容 
十 単項 の 十 +A A に +1 を 掛け た の と 同等 。 
計 単項 の 一 -A A に -1 を 掛け た の と 同等 。 


それ で は 、 単 項 演算 子 の + と を 使っ た サン プル プロ グラ ム を 見 て み ま し ょ う 。 int 
型 の 変数 s の 値 に 対し て 、 単 項 演算 子 の + と - を 使っ た 結果 を 画面 に 表示 し ます 。 


葉 単項 演算 子 +,- を 使用 し た サン プル プロ グラ ム (ope-arith1-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 


漠 平 鶴 





に | 


int main(Void) 
{ 
int a=100: 


printf ( "+a は *d ま mn", +a) : 
printfF( "-a は *d\n", -a): 


return 0: 


区 3 実行 結果 
+a は 100 
-a は -100 


演算 子 の 優先 順位 


演算 子 に は 、 演 算 の 優先 順位 が あり ます 。 式 の 中 に 現れ た 演算 子 が どれ か ら 先 に 演 
算 き れる か が 、 優 先 順位 に よっ て 決め られ て いま す 。 


1+2*3 


この よう な 四則 演算 の 場合 、2Y3 の 計算 が 最初 に 行わ れ 、 そ の 結果 に 対し て 1+ が 
算 さ れ ま す 。 これ は 算数 の 授業 で 習っ た も の と 同じ で す の で 、 理 解 し や すい の で は な 
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骨 平 鶴 
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いか と 思い ます 。 た だ し 括弧 [ ( ) を 使え ば 、 囲 まれ た 中 身 が 先 に 計算 きれ ます 。 こ れ 
も 算数 で 習っ た こと と 同じ で すね 。(1+2)*3 で は 、1+2 の 計算 が 先 に 行わ れ 、 次 に "3 が 
計算 され ます 。 


監 う 演算 子 の 優先 順位 の 例 (①(prior-1.c) 


#inc1ude <stdio .h> 


int main (void) 
{ 


1nt n: 
/* 2*3 が 先 に 計算 され 、 次 に 1+6 が 計算 され る 。 */ 
=1+2 メ 3 : 


printf ( "n= も d" ,n) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (prior-1.exe) 


n=7 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、 優先 順 位 の 低い 足し 算 に 括弧 を 付け て 、 先 に 計算 させ 
て いま す 。 


監 う 演算 子 の 優先 順位 の 例 ②(prior-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 

int main (void) 

{ 
int ni 
/* 1+2 が 先 に 計算 され 、 次 に 3*3 が 計算 され る 。 */ 
ロ = (1+2) *3: 


printf ( "n= も d" ,n) : 


return 0: 


う 3 実行 結果 (prior-2.exe) 


n=9 
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| 演算 子 の 結合 規則 


優先 順位 が 同じ 演算 子 が 式 の 中 で 2 つ 以 上 並ん で いる 場合 に 、 右 と 左 の どちら の 演 
算 子 を 先 に 演算 する か を 決め る の が 結合 規則 で す 。 


4962*3 


例え ば 、 こ の よう な 四則 演算 の 場合 を 考え て いま す 。 演算 子 の 優先 順位 は 、% と * で 
同じ で す が 、 結 合 規則 が 、「 左 か ら 右 」] と 決め られ て いま す の で 、49%2 の 計算 が 最初 に 
行わ れん 、 そ の 結果 に 対し て *3 が 計算 きれ ます 。 な お 、 括 弧 | () 」 を 使う こと で 、 計 算 順 
を 変え る こと が で きる の は 、 優 先 順位 の と き と 同 様 で す 。 


区 3 演算 子 の 結合 規則 の 例 ①(joint-1.c) 


#include <stdio.h> 


削 平 鶴 





1nt main(Void) 
{ 


int n: 
/* 4$2 が 先 に 計算 され 、 次 に 2*3 が 計算 され る 。 */ 
ロニ 4$2*3 : 


printf ( "n=%d" ,n) : 


return 0: 


匹 う 実行 結果 (joint-1.exe) 


n=6 





| 演算 子 の 優先 順位 と 結合 規則 に つい て は 、Appendix C「ASCII 文字 コー ド 表 ]( p.375) を ご 覧 下 
さい 。 
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和義 湯 人 | 


Sectian 
IT 


値 の 比較 は 、 次 の Chapter06 で も 取り 上 げ る 条件 分 岐 を 行う 場合 な と どの 判断 材料 と も な る 重要 
な 演算 で す 。 こ の セク ショ ン で は 、2 つの 値 を 比較 し その 結果 を 得る た め に 、 比 較 演 算 子 に 


つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 





台 比 較 演算 子 と は 、2 つの 値 を 比べ て その 結果 を 返す 演算 子 を いう 。 

回 比較 演算 子 に は 、 等 し い ・ 等 し く な い (ニニ , ! 三 ) 、 小 さい ・ 大 きい (<, >) 、 小 さい が 等 し い ・ 大 きい が 等 
し い (< ニ , >=) が ある 。 

回 比較 演算 子 は 、 セ クシ ョ ン 06-02 で 取り 上 げ る if 文 や 、 セ クシ ョ ン 08-02 で 取り 上 げ る while 文 等 
で 、 主 に 使用 され る 。 


豊平 究 





| 比較 演算 子 と は ? 


2 つの 値 を 比べ る に は 、 比 較 演 算 子 を 使用 し ます 。 比 較 演 算 子 に は 等 号 (=)、 不 等 号 
)、 大 小判 定 ( く >) を 行う 場合 と し て 、 以 下 の よ うな 演算 子 が 用 意 さ れ て いま す 。 等 
し いか どう か を 比較 する に は ==( イ コー ル 2 個 ) を 、 等 し く な いか どう か を 比較 する に 
は !=( 感 嘆 符 キイ コー ル ) を 、 値 の 大 小 を 比べ る 際 は く ( 小 な り ), >( 大 な り ), く =( 小 
な り + イ コー ル ), >= (大 な り + イ コー ル ) を 、 そ れ ぞ れ 使 用 し ます 。 


臣 3 比較 演算 子 

演算 内 容 演算 子 
等 し い ーー 
等 し く な い 1 三 
より 小さ い 3 
より 大 きい > 
以下 (より 小さ いか 等 し い ) < く ー 
以上 (より 大 きい か 等 し い ) > 
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Mu 比較 演算 子 ニニ 


等 し いか 比較 > a==D a が bh と 等 し いか どう か 。 


回 == と 、 等 号 ( = ) を 2 つ 並 べ て 書く 形式 で ある こと に 注意 し て 下さ い 。 


証 3 等 し いか 比較 する 比較 演算 子 の 例 (cmpeq-1.c) 


#1nclude <stdio .h> 





int main (void) 
{ 


int n1,n2: 


量 平 害 


n1=5: 
n2=5: 





printf ( "n1 : も d n2:*d\n" ,n1,n2) : 


/* 比較 演算 子 = ニニ を 使っ て 、 変 数 n1 と n2 の 内 容 が 等 し いか を 比較 する */ 
if (n1==n2 ) { 
printf ( "n1 と n2 は 等 し い " ) : 


return 0: 


匹 3 実行 結果 (cmpeq-1.xe) 
n1:5 n2:5 
n1 と n2 は 等 し い 


等 し いか どう か は 、 等 号 (= )2 つ で 調べ ます 。= が 1 つ だ と 等 号 で は な く 代 入 を 表す 
演算 子 に な り ま す 。 間 違 え や すい の で 注意 し て 使い まし ょ う 。 





ここ の サン プル プロ グラ ム で 出 て きた "Wif(n1== n2)" の if は 、「 変 数 n1 と n2 が 等 し いか どう か ?] | 
を 調べ る 文 で す 。 詳 しく は 、 セ クシ ョ ン 06-02「2 つの 処理 を 分 ける [if 文 ]]( p.136) を 参照 し て | 
下さ い 。 
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| 比較 演算 子 ! = 


等 し く な いか 比較 選 al=D a が bh と 等 し く な いか どう か 。 


監 3 等 し く な いか 比較 する 比較 演算 子 の 例 (cmpneq-1.c) 
#1nc1ude <stdio.h> 
int main (void) 
{ 


1nt n1.n2: 


n1=1 : 
n2=2: 


printf ( "n1 : も d n2: も d\n",n1,n2): 


便 平 鶴 


/* 比較 演算 子 ! = を 使っ て 、 変 数 nm1 と n2 の 内 容 が 異な る か を 比較 する */ 
if(n1!=n2){ 
printf ( "n1 と n2 は 等 し く な い " ) : 


return 0: 


監 3 実行 結果 (cmpneq-1.xe) 
n1:1 n2:2 
n1 と n2 は 等 し く な い 





順序 を 逆 に し た =! で は コン パイ ル エ ラー に な り ま す の で 注意 し て 下さ い 。 











X 誤り 
〇 正しい 


Mu 比較 演算 子 く 


小さ いか 比較 補 a<h a が D よ り 小 さい か どう か 。 





n1=!n2 
n1!=n2 






監 3 小さ いか 比較 する 比較 演算 子 の 例 (cmplt-1.c) 


#include <sEdio.h> 
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int main (Vo1d) 
{ 


1nt n1,n2: 


n1=1 : 
n2=2.: 


printf ( "n1 : n2: 和 も d\n" ,n1,n2) : 


/* 比較 演算 子 く を 使っ て 、 変 数 n1 と n2 の 内 容 の 大 小 を 比較 する */ 


if (n1<n2) { 
printf ( "n1 が n2 より 小さ い " ) : 


return 0: 


加 平 鶴 





臣 う 実行 結果 (cmplt-1.exe) 
n1:1 n2:2 
n1 が n2 より 小さ い 


MM 比較 演算 子 > 


大 きい か 比較 azh a が b よ り 大 きい か どう か 。 


葉 3 小さ いか 比較 する 比較 演算 子 の 例 (cmpgt-1.c) 


#include <stdio.h> 
1nt main (vod) 
{ 


int n1,n2: 


n1=2 : 
n2=1: 


printf ( "n1 : も d n2: も d\n" ,n1,n2) : 
/* 比較 演算 子 > を 使っ て 、 変数 n1 と n2 の 内 容 の 大 小 を 比較 する */ 四 


if (n1>n2) { 
printf ( "n1 が n2 は より 大 きい " ) : 
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return 0: 


臣 3 実行 結果 (cmpgt-1.exe) 
n1:2 n2:1 
n1 が n2 は より 大 きい 


| 比較 演算 子 ベ ニ 


小さ いか また は 等 し いか 比較 la<=Dh  a が bh より 小さ いか が 等しい 。 


臣 3 小さ いか また は 等 し いか 比較 する 比較 演算 子 の 例 (cmplte-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 





int main (Vo1d) 
{ 


1nt n1,n2.n3: 


n1=5: 
n2=5: 
n3=10: 


printf ( "n1 : も d n2: も d n3:%d\n",n1,n2,n3) : 


/* 比較 演算 子 ベ = を 使っ て 、 変 数 n1 と n2 の 内 容 の 大 小 を 比較 する */ 
if (n1<=n2 ) ( 

printf ( "n1 が n2 より 小さ い が 等 し い 。 \n" ) : 
} 
/* 比較 演算 子 く = を 使っ て 、 変 数 n1 と n3 の 内 容 の 大 小 を 比較 する */ 
if (n1<=n3 ) { 

printf ( "n1 が n3 より 小さ いかが 等 し い 。" ) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (cmplte-1.exe) 
n1:5 n2:5 n3:10 


n1 が n2 より 小さ いか 等 し い 。 
n1 が n3 より 小さ い が 等 し い 。 
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順序 を 逆 に し た => で は コン パイ ル エ ラー に な り ま す の で 注意 し て 下さ い 。 





X 誤り 
〇 正しい 


n1=<n2 
n1<=n2 















Mu 比較 演算 子 > ニ 


大 きい か また は 等 し いか 比較 層 a>=Dh  a が b よ り 大 きい が か 等しい 。 


監 3 大 きい か また は 等 し いか 比較 する 比較 演算 子 の 例 (cmpngte-1.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main (void) 
{ 


1nt n1,n2,n3: 


n1=5: 
n2=5: 
n3=1: 


printf ( "n1 :d n2: も d n3: も d\n" ,n1,n2,n3) : 


/* 比較 演算 子 > ニ を 使っ て 、 変 数 nm1 と n2 の 内 容 の 大 小 を 比較 する */ 
if (n1>=n2 ) { 

printf ( "n1 が n2 より 大 きい か 等 し い 。 \n" ) : 
} 
/* 比較 演算 子 > ニ を 使っ て 、 変 数 n1 と n3 の 内 容 の 大 小 を 比較 する */ 
if (n1>=n3) { 

printf ( "n1 が n3 より 大 きい か が 等しい 。" ) : 


return 0: 


区 3 実行 結果 (cmpgte-1.exe) 
n1:5 n2:5 n3:1 
n1 が n2 より 大 きい か 等 し い 。 
n1 が n3 より 大 きい か 等 し い 。 


漠 平 鶴 
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順序 を 逆 に し た => で は コン パイ ル エ ラー に な り ま す の で 注意 し て 下さ い 。 





n1=>n2 XX 誤り 
n1>=n2 〇 正しい 









『)/( 科 =w 複合 代入 演算 子 
代入 演算 子 と 算術 演算 子 は 、 以 下 の ひよ うに まとめ た 形 で 記述 する こと が 可能 で す 。 こ れ は 複 





合 代入 演算 子 と 呼ば れ ま す 。 
想う 複合 演算 子 
演算 子 機能 | を る と 1 
に a+=b 和 の 代入 a = arb 
ロ a-=b 差 の 代入 a=a-b 
a"=b 積 の 代入 a=ga'b 
@=b 商 の 代入 a=ab 
a%=b 剰余 の 代入 a= a%b 
に テン ニキ 
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ii ュ 
Section 


ee 


この セク ショ ン で は 、 論 理 演算 子 に つい て 学習 し ます 。 条件 の 判断 を 行う に あたり 、1 つ の 
式 だ け で 表せ な い 場 合 も 少な く は あり ませ ん 。 複数 の 条件 を 組み 合わ せ て 判定 する た め に 必 
要 な 論理 演算 子 と 、 論 理 演算 の 結果 を 反転 する 論理 演算 子 に つい て の 学習 を 行い ます 。 








この セク ショ ン の ボイン ト > 








訓 論 理 値 と は 、「 真 (true)」 と 「 偽 (false)」 と いう 2 つの 値 を 表す 。 

回 C 言語 で は 、0 以 外 の 値 を 真 (true)、0 の 値 を 偽 (false) と し て 扱う 。 

回 論理 演算 子 ! は 、 否 定 の 演算 子 で ある 。 論 理 値 を 反転 させ る 場合 に 使う 。 論 理 値 が 真 で あれ ば 偽 に 、 信 
で あれ ば 真 に 演算 結果 が 変化 する 。 

回 複合 条件 が 「 こ て か つて 」 と いう 場合 に は 、 論 理 演算 子 && を 使う 。 こ の よう な 条件 の 論理 演算 は 、 論 理 積 
と 呼ば れる 。 

回 条 件 が 「 て また は て 」 と いう 場合 に は 、 論 理 演算 子 || を 使う 。 こ の よう な 条件 の 論理 演算 は 、 論 理 和 と 

呼ば れる 。 





平 宮 


Lu 論理 値 と は ? 


論理 値 と は 、「 真 (true)」 と 「 偽 (false)」 と いう 2 つの 値 を 表す も の で 、「 プ ブー ル 値 ]「 プ ー 
リア ン 値 ] な ど と も 呼ば れ ま す 。C 言 語 で は 、0 以外 の 値 を 真 (true)、0 の 値 を 偽 (false) 
と し て 扱い ます 。 


臣 3 値 の 論理 値 
真 (true) 0 以外 の 値 
偽 (false) 0 


| 論理 値 と 条件 式 の 値 


条件 式 は 、 式 の その も の が 値 を 持ち ます 。 例 えば a<b の 判定 で 、a<b が 成立 し た ら 
真 を 、 成 立 し な か っ た ら 偽 の 値 を 持つ と いっ た 形 で す 。 





回 ] 式 の 値 が 真 、 偽 どちら の 状態 か 判断 する こと を 、 式 を 評価 する と いい ます 。 プ ログ ラム の 世界 | 
| の で 注意 し まし ょ う 。 


で は よく 使わ れる 言い 回 し で す が 、 一 般 的 に 使わ れ て いる 「 善 悪 の 評価 ] と は 意味 が 異な り ま す | 
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葉 3 論理 値 を 表示 させ る 例 ①(condval-1.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


1nt main (vo1d) 
{ 
int a,b: 


a=3: 
D=4 : 
printf ("a:*d D: も d\n", a,D) : 


/* a<b の 論理 値 を printf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a<b は *d\n" , a<D) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (condval-1.exe) 
ai:3 b:4 
a<b は 1 


上 記 の 例 で す と a<b が 成立 し た た め 、 真 (0 以外 ) の 値 を 返し て いる の が わか る と 思い 


ます 。 い ろ い ろ な 式 の 演算 結果 を 見 て み ま し ょ う 。 


臣 3 論理 値 を 表示 させ る 例 ②(condval-2.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main (void) 
{ 


int a,b: 


a=3: 
b=4: 
printf ("a: も d D:d\n", a,D) : 


/* a<Db の 論理 値 を printf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a<b は $d\n" , a<D) : 

/* a<=D の 論理 値 を pr1ntF 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a<=b は * ゃ d\nm " , a<=D) : 

/* a==D の 論理 価 を printf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a==b は *d\n" , a==D) : 

/* a>=D の 論理 値 を printf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
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printf ( "a>=D は も dQ\m" , a>=D) : 
/* a>D の 論理 値 を printf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a>b は *d\nm" , a>b) : 


return 0: 


3 実行 結果 (condval-2.exe) 
a:3 b:4 
a<b は 1 
a<=b は 1 
ョ ==b は 0 
a>=b は 0 
a>b は 0 


| 論理 演算 子 ! (否定 ) 


論理 値 を 操作 する た め の 演 算 子 を 論理 演算 子 と いい ます 。 

論理 演算 子 ! は 、「 一 で は な い 」 と いっ た 場合 に 使用 し ます 。 例えば"a<b で な いと き "”" 
と いっ た 場合 は 、“!(a<b)" の よう な 形 で 記述 し ます 。a<b を 括弧 で 囲ん で いる の は 、 議 
理 演算 子 ! よ り も 比較 演算 子 < の 方 が 優先 順位 が 低い か ら で す 。 


骨 平 





監 う 論理 演算 子 ! の 例 ①(not-1.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


int main (vo1d) 
{ 


int a,Db: 


a=10: 
b=5: 
Printf ("a: も d D: も dm" , a,D) : 


if (a<b) { 
printf ( "a<b で す 。\n" ) : 
} 
else( 
printf ( "a<b で は あり ませ ん 。 \n" ) : 
} 
/* 論理 演算 子 ! と 使い 、a<b の 論理 値 の "否定 "を 1 文 で 判定 する */ 
if(! (a<b) ) { 
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printf (" ! (a<b) で す 。 \n" ) : 
} 
else{ 
printf (" ! (a<b) で は あり ませ ん 。 \n" ) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (not-1.exe) 
a:10 bz5 
a<b で は あり ませ ん 。 

! (a<b) で す 。 


それ ぞ れ の 比較 演算 子 で ! を 使っ た 場合 、 使 わな か っ た 場合 を 演算 結果 の 値 と と も に 
見 て みる と わか りや すい で し ょ う 。 





i3 論理 演算 子 ! の 例 ②(not-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


int main (vo1d) 
{ 
int a,b: 


a=3: 
=4 : 
printf("a:$ も d b: を d\n", a,D) : 


/* a<b の 論理 値 を pr1ntf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a<b は *d\n" , a<D) : 

/* a<=Db の 論理 値 を printf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a<=b は *d\n" , a<=D) : 

/* a==b の 論理 値 を pr1ntf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a==b は も d\n" , a==D) : 

/* a>=D の 論理 値 を pr1ntf 関数 を 使っ て 表示 する */ 

- printf ( "a>=b は *d\n" , a>=D) : 

/* a>b の 論理 値 を printf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a>b は *d\n" , a>b) : 

/* a<b の 論理 値 の 否定 を pr1ntf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a<b の 否定 は も d\n" , ! (a<b) ) : 

/* a<=b の 論理 値 の 否定 を printf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a<=b の 否定 は も d\n" , ! (a<=b) ) : 
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/* a==b の 論理 値 の 否定 を printf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
PrintF ( "a==b の 否定 は も d\n" , ! (a==D) ) : 

/* a>=D の 論理 値 の 否定 を pr1ntf 関数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a>=b の 否定 は も d\n" , ! (a>=D) ) : 

/* a>D の 論理 値 の 否定 を pr1ntF 関 数 を 使っ て 表示 する */ 
printf ( "a>b の 否定 は も d\n" , ! (a>D) ) : 


return 0: 


区 3 実行 結果 (not-2.exe) 
a:3 b:4 
a<b は 1 
a<=b は 1 
a==b は 0 
a>=b は 0 
az>b は 0 
a<b の 否定 は 0 
a<=b の 否定 は 0 
a==b の 否定 は 1 
a>=b の 否定 は 1 
a>b の 否定 は 1 





豊平 宴 





上 記 の 実行 結果 か ら わ か る よう に 、! を 付け た 場合 と 付け な い 場 合 で は 、 結 果 が 逆 (0 
人 ⑤1) に な り ま す 。 
し た が っ て 、 次 の 2 つ で は 書き 方 は 異な り ま す が 、 同 じ 意 味 と な り ま す 。 


1f (1!=]) { 


if (! (==] ) ) { 


| 論理 演算 子 &&( 論 理 積 (AND)・ か つ ) 


例え ば 、「 整 数 変数 n が 1 か ら 100 の 間 に あ る か ? 」 と いっ た 条件 を 判断 する 場合 、 以 
下 の 2 つ の 条件 を 同時 に 満た し て いる 必要 が あり ます 。 
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・n が 1 より 大 きい 。 
・n が 100 よ り 小 さい 。 


これ を 同時 に 表現 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 
[nm が 1 より 大 きい | かつ 「n が 100 より 小さ い 」。 


この よう な 2 つ 以 上 の 条件 を 評価 し た い 場合 、 論 理 演算 子 && を 使用 し ます 。 こ の よ 
うな 演算 は 論理 積 (AND) と いい ます 。 論理 演算 子 && は 論理 積 を 行う 演算 子 で す 。 


n>1 gg n <100 


臣 3 論理 演算 子 && の 例 ①(and-1.c) 


#inc1ude <stdio .h> 


骨 平 鶴 


int main (Vo1d) 
{ 


int n: 

n=50: 

printf("n: も d\n", n) 

/* 演算 子 gg を 使っ て 、 変数 n の 内 容 が 1 から 100 の あい だ に ある か を 判定 する */ 


if(n>1 sg n<100) ( 
printf("n は 1 か ら 100 の あい だ で す ") : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (and-1.6xe) 
n:50 
n は 1 か が から 100 の あい だ で す 


&& 演 算 子 は 、 大 小 の 比較 以外 に も 使う こと が で きま す 。 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 数 値 変数 nm が 1 で 、 か つ 文 字 変数 c が 文字 の 1 か どう 
か を 調べ て いま す 。 
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匹 う 論理 演算 子 && の 例 ②(and-2.c) 


#include <stdio .h> 昌 


int main (void) 
int nz 


Char C: 


n=1 : 


で = "1「: 
printf ("mn: も d Cc:*c\m", n, で ) : 
/* 演算 子 gg を 使っ て 、 変 数 n の 内 容 が 1 か つ 変 数 c が 文字 の ' 1 ' か を 判定 する */ 


1f (n==1 gg c=='1') { 
printf ( "数 値 変数 n は 1 , 文字 変数 c は ' 1 ' で す 。 \n" ) : 





return 0: 


監 う 実行 結果 (and-2.exe) 
痢 AG 
数 値 変数 nm は 1 , 文字 変数 c は 1 ' で す 。 


Tl 論理 演算 子 || (論理 和 (OR)・ ま た は ) 


「 変 数 の 内 容 が 1 また は 3 の と き は A の 処理 を 行う ] と いっ た 、 ど ちら か 一 方 の 条件 が 
適合 する か どう か を 判断 し た い 場 合 は 、 論 理 演算 子 上 | を 使用 し ます 。 こ の よう な 演算 
は 論理 和 (OR) と いい ます 。 筐 理 演算 子 上 | は 論理 積 を 行う 演算 子 で す 。 





回 1 論理 和 | は 、 パ イプ 記号 (| ) を 2 個 つ な げ て 記述 し ます 。 





監 う 論理 演算 子 || の 例 (or-1.c) 


#include <stdio .h> 
int main (vo1d) 


{ 


1nt ni 
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ロー3 : 


printE("n: も d\n", n) 


/* 演算 子 | | を 使っ て 、 変 数 nm の 内 容 が 1 また は 3 か を 判定 する */ 
ょ E(n==1 | | n==3){ 
printf ( "n は 1 か 3 で す ") : 


return 0: 


(区 う 実行 結果 (or-1.6xe) 
ni3 
は 1 か 3 で す 





司 ] プロ ト タ イ ビン グモ デル 


プロ グラ ム を 作り 上 げ て いく 手法 の ひと つ に 、 プ ロト タイ ビン グモ デル と いう も の が あり 
ます 。 プ ロト タイ ビン グモ デル で は 、 プ ログ ラム の 完成 形 を いき な り 作り 出す の で は な く 、 
まず モッ クア ッ プ と し て コン パク ト な 形 で 作り 上 げ ま す 。 モ ッ ク ア ッ プ で 作っ た プロ グラ 
ム か ら 、 ア イデ ア の 欠点 や 問題 点 を 検証 し 、 反 復 型 で プロ グラ ム を 作り 上 げ て いき ます 。 
プロ グラ ム を 作成 する と き に 、 い き な り 完璧 な 完成 形 を 目指 す の で は な く 、 ま ず ソ コソ コ 
の 機能 を 実現 し た も の を 作成 し 、 早 い 段 階 で 実現 性 を 検証 し な が ら 、 徐 々 に 完成 に 近づけ 
て いく わけ で す 。 読 者 の 皆様 も 、 複 雑 な プロ グラ ム を 作る と き は 、 い き な り 完成 形 を 目指 
す の で は な く 、 理 解 で きる 範囲 で 少し ずつ 作っ て いく の が よい で し ょ う 。 
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Section 
I ロ - I [ 加減 算 演算 子 の 記述 方 法 を 知る 






加算 と 減算 に は 、 十 と 一 を 記述 する 単純 な 記述 方 法 の ほか に 、1 を 加減 算 す る と き の た め の 
特殊 な 記述 方 法 が 用 意 さ れ て いま す 。 こ の セク ショ ン で は 、 加 減算 の 特殊 な 記述 方 法 で ある 、 
イン クリ メン ト 演 算 子 と デ ク リ メン ト 演 算 子 に つい て 学習 し ます 。 


| この セク ショ ン の ボイン トク III 

右 加 減算 に は 、 十 1, -1 の み を 行い た い 場合 の た め に イン クリ メン ト 演 算 子 ・ デ クリ メン ト 演 算 子 が 用 意 
され て いる 。 

較 イ ンク リ メ ン ト 演 算 子 は 対象 を 十 1 し 、 デ クリ メン ト 演 算 子 は 対象 を -1 する 。 

回 イン クリ メン ト 演 算 子 ・ デ クリ メン ト 演 算 子 は 変数 の 前 後 の ど ちら に 置い て も いい が 、 代 入 を 含む 、 式 
の 中 で 使う に は 評価 順に 注意 する 必要 が ある 。 












削 平 鶴 






イン クリ メン ト 演 算 子 ・ デ クリ メン ト 演 算 子 


加算 ・ 減 算 の 別 な 表現 方 と し て 、 イ ンク リ メ ン ト 演 算 子 ++、 デ クリ メン ト 演 算 
子 ー 一 が あり ます 。 そ れ ぞ れ 1 ずつ 加算 ・ 減 算 を 行う 演算 子 で 、C プ ログ ラム で は 多用 
する こと に な る の で 覚え て お きま し ょ う 。 





回 ] イン クリ メン ト 演 算 子 ・ デ クリ メン ト 演 算 子 は 、 単 項 演算 子 で す 。 





イン クリ メン ト 演 算 子 ++ a++ また は ++a a=a+1 と 同じ で 、a に 1 を 加算 
デ ク リ メン ト 演 算 子 - a-- ま た は --a a=a-1 と 同じ で 、a か ら 1 を 減算 





監 3 イン クリ メン ト 演 算 子 ・ デ クリ メン ト 演 算 子 の 例 (①(incdec-1.c) 


#1nclude <stdio .h> 


1nt main (vo1d) 
{ 


1nt n1,n2: 


n1=5: 
n2=5: 
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printf ( "n1= も d n2=*d\n" ,n1,n2) : 


/* イン クリ メン ト 演 算 子 を 使っ て 、 変 数 n1 の 内 容 に 1 加算 する */ 
n1++: 

/* デ ク リ メン ト 演 算 子 を 使っ て 、 変数 n2 の 内 容 を 1 減算 する */ 
n2--: 

printFf ( "n1=%d n2=d" ,n1,n2) : 


return 0: 


想う 実行 結果 (incdec-1.exe) 
n1=5 n2=5 
n1=6 n2=4 


| 演算 子 を 先 に 書く か 後に 書く か ? 


イン クリ メン ト ・ デ クリ メン ト を 上 記 の よう に 単独 で 用 いる 場合 に は 、++ と -- を 変 
数 の 前 に 置い て も 後に 置い て も 同じ 動作 を し ます 。 し か し 、 他 の 式 と 組み 合わ せ て 書 
いた 場合 、 例 えば a=b++: と a=++b: で は 結果 が 異な っ て きま す 。 


加 平 鶴 


a=b++: 


これ を 2 行 に 分 解す る と 、a=b を 評価 し て か ら b を +1 す る の で 、 


a=b: 


と な り ま す 。a に は +1 す る 前 の b の 値 が 入り ます 。 対 し て 、 


a ニ ++D: 


を 2 行 に 分 解 し ます と 、b に +1 し て か ら a=b を 評価 し ます の で 、 


++D: 


a=b: 


と な り ま す 。 こ れ で す と 、a に は +1 し た 後 の b の 値 が 入り ます 。 
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臣 3 イン クリ メン ト 演 算 子 ・ デ クリ メン ト 演 算 子 の 例 (②(incdec-2.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main (Vo1d) 
{ 


int a,b: 


D=5: 

printf ( "D=*d\n" ,D) : 

/* イン クリ メン ト 演 算 子 十 で 計算 する 前 の 変数 b の 値 を 変数 a に 代入 する */ 
/* その あと 、 変 数 b に 1 加算 し た 結果 が 入る */ 

a ニ ++D: 


printf ( "a=*d b=*%d\n" ,a,D) : 


D=5: 
/* イン クリ メン ト 演 算 子 上 で 計算 され た 後 の 変数 b の 値 を 変数 a に 代入 する */ 
a=D++: 


printf ( "a= も d D=d\n" ,a,D) : 


豊平 鶴 





return 0: 


監 3 実行 結果 (incdec-2.6xe) 
b=5 
a=6 b=6 
a=5 b=6 


ご らん の と お り 、b を 1 増やし て か ら a に 入れ る か 、 増 や す 前 に a に 入れ る か の 違い 
で す 。 イ ンク リ メ ン ト ・ デ クリ メン ト 演 算 子 を 式 と 一 緒 に 使用 する と き は 、 順 序 に つい 
て 考慮 に 入れ て お か な いと 、 予 想 外 の バグ に つなが り ま す 。 イ ンク リ メ ン ト ・ デ クリ メ 
ント 演算 子 を 、 式 と 一 緒 に 使う の は 理解 を 深め て か ら に し まし ょ う 。 - 
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Section 


日 - 異な っ た 型 を 扱う と き は 


計算 は 、 同 じ デ ー タ 型 同士 で 行わ れる と は 限り ませ ん 。 異な る デー タ 型 で 計算 を 行う と き に 
は 、 結 果 が それ に よっ て と どの よう な 影響 を 受け る か 知っ て お く 必 要 が あり ます 。 こ の セク 
ショ ン で は 、 異 な る デー タ 型 に お ける 計算 を 行っ た 場合 に つい て 学習 し ます 。 





この セク ショ ン の ポイ ント > 


訪 変 数 代入 時 に 左辺 と 右辺 の デー タ 型 が 異な る 場合 、 式 の 中 に 異な る デー 人 タ 型 の 変数 ・ 定 数 が 存在 する 場 
合 、 型 の 変換 が 行わ れる 。 

回 自動 的 に 行わ れる 型 変換 は 暗黙 の 型 変換 と 呼ば れ 、 基 本 的 に サイ ズ の 大 き な 型 に 合わ せ て 変換 され る 。 
回 明示 的 な 型 変換 は キャ スト 演算 子 で 行う 。 整 数 を 強制 的 に double と し て 扱い た い 場合 な ど に 使う 。 


(】 弄 変換 と は ? 


変数 の 代入 を 行う 際 に 、 左 辺 値 と 右辺 値 の デー タ 型 が 異な っ て いる 場合 や 、 式 の 中 
に 異な る デー タ 型 が 存在 する 場合 は 、 型 変換 の 処理 が 行わ れ ま す 。 型 変換 は 、 自 動 的 
に 行わ れる も の と 、 プ ログ ラマ が 明示 的 に 行う も の の 2 種類 が あり ます 。 


| 自動 的 に 行わ れる 変換 (暗黙 の 型 変換 ) 


コン パイ ラ が 自動 的 に 行う 型 変 換 の こと を 暗黙 の 型 変換 と いい ます 。 


量 平 鶴 











園 代入 時 
代入 時 、 左 辺 値 と 右辺 値 の デー タ 型 が 異な っ て いる 場合 は 、 左 辺 値 の 型 に 暗黙 の う 
ち に 変換 され ます 。 
Char C: 
int nz: 
double d: 
n ロ =C ーー = ーー ーーーー c は int 型 に 変換 され る 
d=n 5 = ~- n は double 型 に 変換 され る 
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Cc=n n は char 型 に 変換 され る 
n=d d は nt 型 に 変換 さ ぐ れ る 





ここ で 注目 すべ き 点 は 、double 一 int 型 の 変換 で す 。double 型 は 小数 点 以下 を 扱う 
こと の で きる 浮動 小数 点 型 で す が 、int 型 は 整数 を 扱う 型 で す 。 こ の 場合 は 、 小 数 点 以 
下 の 切り 捨て が 行わ れ ま す 。 


臣 3 浮動 小数 点数 値 を 整数 変数 に 代入 する 例 (typeconv-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main(void) 
{ 
double d1,d2: 


int n1.,n2: 


骨 平 定 





d1=3 .14: 
d2=-50.5: 


/* double 型 の 変数 1 の 値 を int 型 の 変数 n1 に 代入 する */ 
n1=d1 : 

/* doub1e 型 の 変数 d2 の 値 を int 型 の 変数 n2 に 代入 する */ 
n2=d2 : 

printf ("n1=*d\n" ,n1) : 

printf ("n2=*d\n" ,n2) : 上 


return 0: 


葉 う 実行 結果 (typeconv-1.exe) 
n1=3 
n2=-50 


次 に 、 型 変換 の 機能 を 利用 し て 、 四 捨 也 入 し て み ま し ょ う 。 

型 変換 で は 小数 点 以 下 が 切 り 捨て られ る の で 、0.5 を 足し た あと に 型 変換 を すれ ば 四 
捨 也 和信 が で きま す ( マ イナ ス 値 の 場合 は 引き 算 を する )。 

次 の サン プル プロ グラ ム は 、 実 数 型 の 変数 d1 の 値 を 四捨五入 し て いま す 。 


想う 四捨五入 処理 の 例 (typeconv-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 
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int main (vod) 
{ 
double d1.,d2: 


1nt ni 


/* 実数 型 変数 d1 に 3.5 を 代入 する */ 
d1=3.5: 


if (d1>=0 .0) { 
/* 実数 型 変数 d1 に 0.5 を 加え る */ 
d1+=0.5: 
} 
else{ 
/* 実数 型 変数 d1 か ら 0.5 を 引く */ 
d1 -=0.5: 
} 
/* 実数 型 変数 d1 を 整数 に 型 変換 し て 小数 点 以下 を 切り 捨て る */ 
n=d1 : 
d2=n: 
printf ( "*g を 四捨五入 す る と *%q に な り ま す 。\n" , 3 .5,d2) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (typeconv-2.exe) 
3 .5 を 四捨五入 する と 4 に な り ま す 。 





型 変換 を 使用 し た 四捨五入 で は 、 単純 に 切り 捨て る の で は な く 、 正 の 場合 は 、0.5 を 加え 、 負 
の 場合 は 、0.5 を 減ら す 必要 が あり ます 。 






固 式 の 中 で 行わ れる 変換 
異な る 型 を 式 の 中 で 使っ た 場合 、 デ ー タ 型 の メモ リサ イズ が 大 きい も の に 変換 され 
ます 。 
例え ば 、 実 数 型 の double と 整数 型 の int の 変数 の 計算 式 で は 、 デ ー タ 型 の 大 きい 
double 型 と し て 計算 され ます 。 
型 の 大 き さ は 、 以 下 の 順 に な っ て いま す 。 


double(floa)) > int > char 





罰 デー タ 型 の メモ リサ イズ に つい て は 、Chapter 04「 型 と 変数 ]( p.53) で 学習 し まし た 。 
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葉 3 式 の 中 で 型 変 換 を 行う 例 (typeconv-3.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


1nt main(Void) 

{ 
int n1,n2: 
double d1.,d2,dd: 


n1=10: 

d1=10 .0: 

n2=4: 

d2=4.0: 

/* int 型 同士 の 計算 な の で 、 型 変換 は され な い */ 

dd=n1 /n2 : 

printf ("int/int: も q\n" , dd) : 

/* doub1e 型 と int 型 の 計算 で は 、double 型 に 型 変換 され る */ 
dd=d1 /n2 : 

printf ("double/int : *g\n" , dd) : 

/* doub1e 型 と int 型 の 計算 で は 、doub1 e 型 に 型 変換 され る */ 
dd=n1/d2: 

printf ("int/double: g\n" , dd) 


還 平 鶴 





return 0: 


監 実行 結果 (typeconv-3.6xe) 
int/int:2 
double/int:2.5 
int/doub1e:2.5 


Qu 明示 的 な 型 変換 (キャ スト ) 


プロ グラ マ が 明示 的 に 型 変換 を する こと を キャ スト と いい ます 。 プ ログ ラム の 中 で 
キャ スト を する と き に は 、 キ ャ スト 演算 子 を 使い ます 。 キ ャ スト 演算 子 は 型 名 を 括 線 
で 囲ん だ 形式 で す 。 


監 3 キャ スト 演算 子 の 例 ①(cast-1.c) 


#include <stdio.h> 


int maim (Void) 


{ 
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double d1.,d2: 


d1=2.5: 

d2=d1: 

printf ( "doub1e : sq\n" ,d2) : 

/* 実数 型 変数 d1 を int 型 に キャ スト し 、 実数 型 変数 d2 に 入れ な お す */ 
d2= (int) d1 : 

printf (" (int) doub1e : も q\n" ,d2 ) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (cast1.xe) 


double:2.5 
(int) double:2 


監 3 キャ スト 演算 子 の 例 ②(cast-2.c) 


#inc]ude <stdio.h> 


int main(void) 
【 
int n1.n2: 
double dd: 


n1=10: 

n2=4: 

dd=n1 /n2: 

printf ("nt/1int : も g\n" ,dd) : 


/* 整数 型 変数 nm1 を doub1e 型 に キャ スト し た 後 、 整 数 型 変数 n2 と 割り 算 を し 、 


実数 型 変数 dd に 入る */ 
dd= (doub1e) n1 /n2 : 
printf (" (double) int/1nt : も q\n" , dd) : 


return 0: 


匹 う 実行 結果 (cast-2.exe) 
int/int:2 
(double) int/int:2.5 
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MM Chapter 05 の まとめ 


足し 算 、 引 き 算 、 割 り 算 な ど を 行う 命令 を 演算 子 と いう 。 

値 の 代入 を 行う に は 代入 演算 子 を 使う 。 

四則 演算 を 行う に は 算術 演算 子 を 使う 。 

2 つの 値 を 比較 する に は 比較 演算 子 を 使う 。 

代入 や 演算 時 に 変数 の 型 が 異な っ て いる 場合 は 、 メ モリ の 大 きい 方 に 合わ せ て 自 
動 的 に 型 変換 が 行わ れる 。 

6. 明示 的 な 型 変換 は 、 キ ャ スト 演算 子 を 利用 する 。 


量 平 鶴 





mp ょ の eSー 


この 章 で は 、 式 と 演算 子 に つい て 学習 し まし た 。 式 と 演算 子 を 使い こなす こと で 、 計算 
処理 を 盛り 込ん だ プロ グラ ム を 作る こと が で きる よう に な っ た の で は な いか と 思い ます 。 次 
の 章 で は 、 プ ログ ラム の 制御 構造 の ひと つ で ある 、 条 件 分 岐 に つい て 学習 し ます 。 


Q Chapter 05 の 課題 


周 課 題 〇 一 消費 税 の 計算 
ある 商品 の 価格 は 、 整数 型 変数 price の 中 に 入っ て いる 。 この 商品 の 消費 税 を 求め 、 結 
果 を 変数 result に 入れ た い 。 [の 中 を 埋め て 完成 させ よ ( 消 費 税率 は 、 59% と する )。 


監 3 課題 ① の 問題 (kadai1-q.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


int main(Void) 
{ 
1nt reSu]: 
int price = 2000: /* 商品 価格 */ 


reSu]1t = 1 


printf ( " %d 円 の 消費 税 は も d 円 で す 。 \n " , pr1ce , reSu1) : 
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return 0: 


周 課 題 ② 一 円 の 面積 の 計算 
半径 は 、 実数 型 の 変数 rad に 入っ て お り 、 円 周 率 は 実数 型 の 変数 pai に 入っ て いる 。 こ 
の 円 の 面積 を 求め 、 結果 を 変数 result に 入れ た い 。 [の 中 を 埋め て 完成 させ よ 。 


臣 う 課題 ② の 問題 (kadai2-q.c) 


#inc1ude <stdio .h> 


int main (void) 

{ 
double pai=3 .14: /* 円 周 率 */ 
double rad=20.0: /* 半径 */ 
double resu]t: 


骨 平 鶴 


reSu1t = 


printf ( "円 の 面積 は を sg で す 。\n" , resu1) : 


return 0: 


| Chapter 05 の 解答 例 


還 課 題 ① 一 消費 税 の 計算 


resu]t = price*0.05: 
また は 、 
reSu1t = price*5/100: 


解説 
消費 税 は 、59% な の で 、0.05( ま た は 5/100) を 掛け 算 す る 。 


上 課 題 ② 一 円 の 面積 の 計算 


reSu1 = rad*rad*pai : 


解説 
円 周 率 は 、 半 径 x 半径 円 周 率 で ある 。 
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Chapter 


2 て 4 みん ふ 中 計 
ラ だ 1 二 ブ 区 


この 章 で は 、 プ ログ ラム の 制御 構造 の うち の 1 つ 、 


分 岐 処理 に つい て 学習 し ます 。 
条件 判断 と 分 岐 構造 は プロ グラ ミン グ の 基本 で す の で 、 
じっくり と 読み 進め て 、 マ スタ ー し て いき まし ょ う 、。 


c97k さ の 】 り シル ョ レル た ネン シン 作っ ゴリ 生玉 多 と る 1 
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人 INS ii 


ED 


この セク ショ ン で は 、 あ る 条件 が 成り 立つ か を 判断 し 、 そ の 結果 に よっ て 処理 の 内 容 を 変え 
る こと の で きる 、 条 件 分 岐 処理 に つい て 学習 し ます 。 


ルン ルレ ピス ノル ジス の 


条 件 分 岐 を 使え ば 処理 の 流れ を 変え る こと が で きる 。 
回 条件 分 岐 は プロ グラ ム で 「 も し て な ら ば … す る 」 と いう 判断 を する 場合 に 用 いる 。 
回 C 言語 で は 、if 文 と Switch 文 の 2 種類 の 条件 分 岐 文 を 使う こと が で きる 。 


| 条件 分 岐 と は ? 


プロ グラ ム は 通常 、 関 数 の 単位 で 上 か ら 下 に 単純 な 一 本 道 の 処理 と し て 実行 され ま 
す 。 こ れ を 順次 構造 と 呼び ます 。 順 次 構造 に 対し て 、「 あ る 条件 が 満た され て いる の 
か ? ] を 判断 し 、 そ の 後 の 処 理 を する よう な 処理 を 、 条 件 分 岐 と 呼び ます 。 例 えば 、「 変 
数 の 内 容 が 1 だ っ た ら 処 理 A を 実行 し 、2 だ っ た ら 処理 B を 実行 する ] と いっ た 形 で す 。 








削 平 鶴 











想う 条件 分 岐 

| 見 始 | 肌 始 | 
III| Fmm 
|| 。 %m2 | 

ms 1 

1L* テ イエ L* ァ 日 
上 か ら 下 に 実行 され る 処理 の 流れ を 変え る 

順次 構造 条件 分 岐 
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条件 分 岐 は プロ グラ ム の 流れ の 中 で 、「 も し 一 な ら ば … す る 」 と いう 判断 を し ます 。 プ 
ログ ラム の 中 で は 、「 も し 一 な ら ば 」 の 条件 に 従っ て 、「… す る 」 の 内 容 を 実行 し ます 。 

この よう な 条件 分 岐 を 行う こと に よっ て 、 処 理 の 順序 を 変更 する よう な 、 よ り 高 度 
な 処理 を 記述 する こと が で きま す 。 





リリ / い ( 補 =* 制御 文 と は ? 
処理 の 流れ を 記述 する こと は 、 プ ログ ラミ ング を する 上 で も っ と も 重要 な 要素 の 1 つ で す 。 
C 言 語 に は 処理 の 流れ を 制御 し 、 ま と まっ た (構造 化 ) プロ グラ ム を 書く た め の 方 法 と し て 制御 
文 が 備わっ て いま す 。 制御 文 に は 、 本 章 で 学習 する 「 条 件 分 岐 ] と 、 次 章 で 学習 する 「 繰 り 返し 


が あり ます 。 
ROSSTS 6 








な お C 言 語 に は 、 正 文 と switch 文 の 2 種類 の 条件 分 岐 構文 が あり ます 。 


臣 う 条件 分 岐 構文 


削 平 鶴 





に 上 上 委 」 


人 





次 の セク ショ ン か ら 、 そ れ ぞ れ の 構文 の 使い 方 を 学習 し て いき ます 。 
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(oees 


この セク ショ ン で は 、C 言 語 で 条件 分 岐 を 行う た め の も っ と も 基本 的 な 構文 で ある ii 文 に つ 


いて 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト 
条 件 分 岐 の 基本 は 、if 文 で ある 。 
回 if 文 に は 、 条 件 成立 時 に の み 処 理 を 実行 する 書式 と 、 条 件 が 非 成立 の と き に 別 の 処理 を 実行 する else 


節 を 用 いた 書式 が ある 。 
回 else if を 使っ て 非 成立 の と き に 別 の 条件 を 評価 させ て 、 細 か く 分 岐 を する こと が で きる 。 


"uif 文 の 形式 


前 モク ショ ン 「 条 件 で 処理 を 分 ける 」 で 説明 し た と お り 、「 も し 条件 つ 〇 な ら ば 処理 A 
を 実行 する ] と いう 処理 を し た い 場 合 に 、if 文 を 用 いま す 。 正文 で は 、( ) の 中 の 条件 を 
記述 し 、 そ の 条件 に 該当 し た と き 、 続 く | | の 中 の 文 が 実行 され ます 。 直文 に は 、 い く 
つか の 形式 が あり ます の で 、 順 番 に 取り 上 げ ま す 。 








還 も し 条件 〇 〇 な ら は 処理 を 実行 する 


想う if 文 の 形式 ① 








臣 3 ii 文 の 形式 ① 





も し 、 条 件 が 成立 し た な ら ば 、 
処理 を 実行 する 。 
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較 も し 条件 〇 〇 な ら ば 処理 A を 行い 、 そ う で な けれ は 処理 B を 実行 する 。 


監 3 if 文 の 形式 ② 








No も し 、 条 件 が 成立 し た な ら ば 、 
処理 A を 実行 する 。 


Yes 


Fs 本 sm 





骨 平 鶴 





形式 ② で は 、if の あと に else が 付い て いま す 。 else と は “その ほか "の 意 で 、 下 文 に 
else を 付け る と 、「 も し 条件 〇 〇 な ら ば 処理 A を 実行 する ] が 、「 も し 条件 つ 〇 な ら ば 処 
理 A を 実行 する 。 そ の ほか の 場合 は 処理 B を 実行 する 。」 と いう よう に な り ま す 。 


還 も し 条件 1 な ら は 処理 A を 行い 、 そ う で な けれ ば 条件 2 を 判断 し 、 条 
件 2 なら ば 、 処 理 B を 行い 、 そ う で な けれ は 処理 C を 実行 する 。 


臣 3i 文 の 形式 ③ 


else if( 条 件 2){ 


加 理 ( 条 折 う に 該 加 
処理 B (条件 2 





形式 ③ で は 、else に で さら に 条件 式 を 付け 加え て いま す 。 こ の 場合 は 、「 も し 条件 
〇 〇 な ら ば 処理 A を 実行 する 。 そ の ほか で 条件 へ へ の 場合 は 処理 B を 実行 する ] と いう 
形 で す 。 最 後に else を 付け れ ば 「 そ れ ら 以外 の 場合 は 処理 C を 実行 する 」] と いう 処理 に 
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臣 3 if 文 の 形式 ③ 


も し 、 条 件 1 が 成立 し た な ら 
ば 、 処 理 A を 実行 する 。 


そう で な い 場 合 は 、 条 件 2 を 
判断 し 、 処 理 B か 処理 C を 実 
行 す る 。 





する こと が 可能 で す 。 ま た 、else 下 の 部 分 を いく ら で も 続け て 書く こと が で きま す 。 








臣 3 if 文 の 形式 ③ 











例 と し て 、 文 字 型 変数 の 内 容 を 条件 判定 する プロ グラ ム を 見 て み ま し ょ う 。 
ここ で は 正文 を 使っ て 、「 文 字 型 の 変数 moji の 内 容 が a か ? 」 を 条件 判定 し て いま す 。 


Q if 文 の 例 


区 3 if 文 の 書式 の 例 ①(if-1.c) 


#inc1ude <stdio .h> 


int main (Vo1d) 


{ 
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Char mo]〕1: 

mo]1 = "'a': 

/* if 文 を 使っ て 、 文 字 型 変数 mo]1 の 内 容 が a か を 条件 判定 する */ 
直人 00OH 二 a ニ Sa 


prinEf ( "ifF 文 の 中 に 入り まし た 。\n" ): 
} 
else { 
printE( "else 文 の ほう に 入り まし た 。 ま n" ): 


return 0: 


思う 実行 結果 (if-1.exe) 
1f 文 の 中 に 入り まし た 。 


次 に 、 整 数 型 変数 の 内 容 を 条件 判定 する プロ グラ ム を 見 て み ま す 。 
この 例 で は 、 王 文 を 使っ て 、 整 数 型 の 変数 num の 内 容 を 条件 判定 し て いま す 。 最初 
の 文 で 10 以上 か を 判定 し 、 次 の else 下 文 で 5 より 大 きい か ? を 判定 し て いま す 。 


臣 3 if 文 の 書式 の 例 ②(if-2.c) 


#include <stdio.h> 


int main (vod) 
【 


int num: 


num = 10: 
/* if 文 を 使っ て 、 整 数 型 の 変数 num の 内 容 が 10 以上 か を 条件 判定 する */ 
1f (num>=10) ( 
printf ( "if 文 の 中 に 入り まし た 。\n" ): 
} 
/* e1se 一 if 文 を 使っ て 、 整 数 型 の 変数 num の 内 容 が 5 より 大 きい か を 条件 判定 する */ 
else if (num>5) { 
printE( "el1se if 文 の 中 に 入り まし た 。\n" ): 
} 
elset 


printE( "else 文 の 中 に 入り まし た 。 \n" ): 


return 0: 
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臣 う 実行 結果 (if-2.xe) 
1f 文 の 中 に 入り まし た 。 


下 一 else 下 文 に よる 条件 分 岐 で は 、 上 か ら 順 に 判定 を 行っ て いき ます 。 条 件 に 一 致し 
た 時 点 で 、 そ れ 以 降 の 判定 は 行わ れ ま せん 。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 num の 値 に 10 を 設定 し て いま す の で 、 条 件 1num>1)、 
条件 2(num>2) の 両方 に 該当 し ます 。 し か し 、 else 下 文 で は 、 上 か ら 順 に 判定 を し 
て いま す の で 、 条 件 1 の 判定 に あて は まっ た 時 点 で 条件 2 は 判定 され ませ ん 。 


想う ii 文 の 書式 の 例 ③(if-3.c) 


#inc1ude <stdio .h> 


int main (void) 
{ 


1nt num: 


num = 10: 
/* 条件 1 */ 
1f (num>1) { 
Pa 
printf (" 文 1 が 実行 され まし た 。\n" ) : 
} 
/* 条件 2 */ 
else if(num>2.) { 
4/ 
printf (" 文 2 が 実行 され まし た 。 \n" ) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (if-3.exe) 
文 1 が 実行 され まし た 。 


上 記 の 例 で は num に 10 が 入っ て いる た め 、 条 件 1、 条 件 2 と も に 条件 に 一 致し ます 
が 、 条 件 1 の 時 点 で せ ーelse 一 else に 判定 され た こと に な り ま す の で 、 文 1 の み が 実 行 
され ます 。 両 方 実行 し た い 場 合 は 、 下 else 正文 で は な く 別 々 の 文 と し て 記述 を する 
必要 が ある わけ で す 。 


想う ii 文 の 書式 の 例 ④(i-4.c) 


#1nclude <stdio .h> 
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int main (void) 
{ 


1nt num: 


num = 10: 

/* 条件 1 */ 

if (num>1 ) { 
2 
printF (" 文 1 が 実行 され まし た 。\n" ) 

} 

/* 条件 2 */ 

if (num>2) { 
て:y4 
printf(" 文 2 が 実行 され まし た 。\n" ) : 


return 0: 





骨 平 客 


監 う 実行 結果 (if-4.xe) 


文 1 が 実行 され まし た 。 
文 2 が 実行 され まし た 。 








(6 志 =w if 文 の 注意 点 
if 文 の ( ) の 中 で 、== を = と 書き 間違え な いよ うに 注意 し まし ょ う 。『f 文 の ( ) の 中 の 式 は 、 ど の 
よう な 式 で も 文法 的 に は 構わ な い の で 、 


if( a=b ) 


と いう 具合 に = を 1 つ に し て "代入 "に し まっ て も 、 エ ラー も な く 実 行 形式 の ファ イル が 作成 で 
き て し まい ます 。 た だ し 、 結 果 は 代入 文 を 評価 し た 形 (0 か 0 以外 ) に な る の で 、 意 図 し た と お 
り に 動作 し な い の で す 。 


監 3 i 文 の 条件 判定 の 注意 点 (if-adv-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 
1nt main (Void) 
{ 


int a, b: 


a= 0: 
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b = 0: 
/* a と b を 比較 する (間違い ) */ 
if (a=b) { 
/* 実行 文 +/ 
printf ( "a=d = も dd",a,D) : 


returm 0: 


臣 3 実行 結果 (if-adv-1.exe) 
(な に も 表示 され ませ ん ) 


これ は 、 プ ログ ラム の 勉強 を 始め た ば か り の 方 や 、 他 の 言語 か ら 入 っ て きた 方 に 多く 見 られ 
る ミス で す 。 わ た し も CC 言語 と Visual Basic の プロ グラ ム の 作業 を 並行 し て 進め て いた と き は 、 
た び た び この ミス を お か し て いま し た 。「C 言 語 で 、 一 致 か どう か の 比較 文 は 、= で は な く == 
だ ! 」 と いう こと を 頭 に 叩き 込ん で お きま し ょ う 。 

本 書 で 使用 し て いる Borland C++ Compiler で は 、 親 切な こと に 警告 メッ セー ジ で 「W8060 
お そら く 不 正 な 代入 」 と 表示 し て くれ ます 。 他 の コン パイ ラ で は 、 エ ラー メッ セー ジ が 表示 さ 
れず 、 コ ン パ イル が 正常 終了 する こと も あり ます の で 、 十 分 に 注意 し まし ょ う 。 


監 3 コン パイ ル 結 果 


著 告 W8060 if-adv-1 .c 10: お そら く 不 正 な 代入 (関数 main ) 
警告 W8004 1E-adv-1.c 7: 'a' に 代入 し た 値 は 使わ れ て いな い (関数 main ) 
つら マ NN 








リリ /( 鐘 = if 文 に お ける { } の 省略 
if 文 の 条件 成立 時 に 実行 され る 文 が 1 行 の み の 場 合 は 、{ } を 省略 する こと が 可能 で す 。 





区 3 条件 成立 時 の 文 が 1 行 の と き の 形式 
| :F( 和 人 ) 条件 に 有 当 し た と き の 和 | 








回 | 実行 文 が 1 行 で は な く 複 数 行 ある 場合 は 、{} を 省略 する こと は で きま せん 。 | 





想う if 文 の 実行 文 が 1 行 た け の 例 (i-5.c) 


#1nc1ude <sEdio .h> 


は じ め て の C プロ グラ ミン グ 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 


[if 文 ] Section 06-02 





int main (void) 
{ 


intn = 10: 


/* if 文 の {) を 省略 し た 書き 方 */ 
if (n==10 ) printEf("n は 10 で すぎ \n" ) : 


return 0: 
臣 3 実行 結果 (if-5.xe) 
n は 10 で す 


た だ し 、 プ ログ ラム の 読み や すさ を 考慮 し て 、 実 行文 が 1 行 だ け の 場合 で も {} を 付け る こと 
を お 勧め し ます 。 





臣 3 else 文 の 実行 文 に は を 付け た 例 (if-6.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


還 平 鶴 





1nt main (vo1d) 
{ 
int n = 100: 


/* if 文 の {) を 省略 し た 書き 方 */ 

if (n==10) printf("n は 10 で す \n" ) : 
/* e1se 文 の {) は 省略 し な い */ 
else{ 


printf ("n は 10 で は あり ませ ん \n" ) : 


return 0: 
監 う 実行 結果 (if-6.exe) 
n は 10 で は あり ませ ん 


上 記 の 例 は 、if の 実行 文 を {} を 省略 し た 形 で 書き まし た が 、 と て も 読み に くく は な いで し ょ う 
か ? if 文 の 範囲 を わか りや すく する た め に 、{ } を 付け る よう に すべ き で す 。 
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[if 文 の 入れ 子 構造 ] 


| F Secition 


I h- M ] 2 つ 以 上 の 処理 を 分 ける (1 ) 


if 文 の 実行 文 は 、 単 純 な 計算 な どの 処理 で ある と は 限り ませ ん 。 さらに 複雑 な 処理 を させ る 
た め 、 さ ら に If 文 を 入れ る 可能 性 も あり ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 間 文 の 中 に i 文 を 書く 、 
いわ ゆる 入れ 子 構造 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト 2>> 
回 if 文 の 処理 の 中 で さら に 証文 を 書い て いく よう な 構造 を 入れ 子 ( ネ スト ) 構 造 と いう 。 
回 入れ 子 は 、 複 数 の 条件 が 関係 し て いる 判断 を 行う よう な 場合 に は 、 必 然 的 に 使う こと に な る 。 


回 単 一 な 条件 で 処理 が 済ま せら れる 場合 は むし ろ ま れ で 、 条 件 分 岐 を いく つも 重ね て 処理 する 場合 が 多 
数 な の で 、 入 れ 子 構造 の 書き 方 を マス ター し て お く こ と が 大 切 で ある 。 


| if 文 の 入れ 子 構造 


プロ グラ ム の 中 で 分 岐 処理 を 行っ て いる と 、 分 岐 処理 の 中 で きら に 分 岐 を する こと が 
必要 と な る ケー ス が あり ます 。 そ の よう な と き に 使う の が 、 入 れ 子 構造 (ネス ト ) で す 。 








葉 3 if 文 の 入れ 子 構造 
1f (条件 1) ( 
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臣 3 if 文 の 入れ 子 構造 











| 和 人 1 に 生 当 し た と き の 和 | 


入れ 子 構造 


| 2 に 計 当 し た と き の 処理 | | 





| 入れ 子 構造 の 例 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、int 型 の 3 つの 変数 ab.c の 大 小関 係 を 下 文 の 入れ 子 構 。 田 
造 を 使っ て 判定 し て いま す 。 


平 守 





臣 3 if 文 の 入れ 子 構造 の 例 (ifnest-1.c) 


#include <stdio .h> 


int main (void) 
{ 
int a, b, C: 


a = 1: 
b = 2: 
=!3 
if (a<b) { 
/* 入れ 子 構造 を 使っ て 、1f 文 を ネス ト す る */ 
if (b<c) { 
printf ( "変数 a, D,C の 中 身 の 大 小関 係 は 、a<b<c で す 。\n" ) : 
} 
else{ 
printf ( "変数 a,b,C の 中 身 の 大 小関 係 は 、a<b>c で す 。 \n" ) : 
} 
} 
else{ 
/* 入れ 子 構造 を 使っ て 、1f 文 を ネス ト す る */ 
if (b<c) { 
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printf ( "変数 a,b,C の 中 身 の 大 小関 係 は 、a>b<c で す 。 \n" ) : 
} 
else{ 


printf ( "変数 a,b,C の 中 身 の 大 小関 係 は 、a>b>c で す 。 \n" ) 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (ifnest-1.xe) 
変数 。,b,C の 中 身 の 大 小関 係 は 、a<b<c で す 。 


続い て 、 変 数 の 内 容 の 大 き さ と 偶数 ・ 奇 数 を 判定 する サン プル プロ グラ ム を 見 て み ま 
お の a 

入れ 子 の 外側 の 正文 で 変数 n が 100 以上 か を 判断 し 、 内 側 の 正文 で 偶数 ・ 奇 数 を 判断 
し て いま す 。 








想う if 文 の 入れ 子 構造 の 例 (ifnest-2.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


int main (Void) 
{ 


int n=0: 


/* if 文 を 使っ て 、 整 数 型 変数 n が 100 以上 か を 判定 する */ 
if (n>=100) ( 
/* 剰余 算 演 算 子 % の 結果 を 1f 文 で 判定 し 、 束 数 型 変数 n が 偶数 が 奇数 を 調べ る */ 
if (n$*2) ( 
printf ( "n は 100 以上 の 奇数 で す 。 まき n* ) : 
} 
elset 


printf ( "n は 100 以上 の 偶数 で す 。 \n" ) : 


} 
elset 
if (n*2 ) { 
printf ( "n は 100 未満 の 奇数 で す 。 \n" ) : 
ーーーー } 
else( 


printf ( "n は 100 未満 の 偶数 で す 。 \n" ) : 
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return 0: 


証 3 実行 結果 (ifnest2.exe) 
n は 100 未満 の 偶数 で す 。 





較 [ 剰余 算 の 演算 に つい て は 、Chapter 05「 演 算 子 」( p.87) で 学習 し まし た 。 








豊平 鶴 








自作 の ライ ブラ リ の スス メ 

プロ グラ ム に は 、 似 た よう な 機能 や パタ ー ン が 存在 し ます 。 例 えば 、 文 字 列 操作 や 、 日 付 
操作 、 ソ ー ト アル ゴリ ズム な ど は 一 度 作成 し て し まえ ば 、 何 度 で も 使い まわ すこ と が で き 
ます 。 こ の よう な も の は 、 頭 の 中 だ け で 記憶 し て お く の で は な く 、 自 分 用 の ライ ブラ リ と 
し て ソー ス フ ァ イル を まとめ て お きま す 。 過去 の 資産 や ノウ ハウ を 目 に 見 える 形 で 残し て 
お く の で す 。 こ の よう に お け ば 、 次 に プロ グラ ム 作 成 に か か る 時 間 を 短縮 する こと が で き 
ます し 、 な お か つ 、 一 度 テス ト 済み の 部 品 を 使う こと で 、 信 頼 性 も 高く な り ま す 。 さ ら に 
作成 する ライ ブラ リ は 、 後 で 再 利 用 する こと を 考え ます の で 、 自 然 と 流用 し や すい 汎用 性 
の 高い も の に し よう と 心がけ ます 。 結果 的 に 、 プ ログ ラミ ング の 技術 力 が アッ プ し ます の 
で 、 一 石 二 鳥 と いう わけ で す 。 











TECHNICAL MASTER 147 





Chapter 06 条件 分 岐 





Section 


| h- I 中 2 つ 以 上 の 処理 を 分 ける (2) 


多く の 条件 を 使っ て 処理 分 岐 さ せる 場合 に は 、if 文 だ なけ で は か な り 複 雑 な 書き 方 に な っ て し 
まい ます 。 その よう な と き に は 、switch 一 case 文 が 使え る 場合 が あり ます 。switch 一 case 文 
は 、if 一 else if と 同様 に 複数 条件 で の 分 岐 を 判断 し た いと き に 使用 し ます 。 こ の セク ショ ン 
で は 、switch 一 case 文 の 使い 方 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト 
訓 switch > case 文 を 使う と 、 複 雑 な 条件 分 岐 を スッ キリ と 書く こと が で きる 。 


回 Switch 文 に は 式 を 与え て 、case 文 の 定数 式 で それ を 受け 取る 。 
回 Switch 文 の な か の 各 case 文 の 実行 は 、 繰 り 返し と 同様 に break 文 で 中 止 す る 。 


Qu Switch ~ case 文 の 形式 


switch 一 case 文 は 、 複 数 条件 で 分 岐 する 際 に 利用 し ます 。switch 文 内 に 式 を 、case 
文 に 分 岐 条 件 を 記述 し ます 。 

各 case 文 に は 、 ラ ベル と 呼ば れる 定数 式 を 記述 し ます 。 ラ ベル と は メモ 書き の よう 
な も の で 、“ 定 数 式 :" の よう に 記述 し ます 。switch 一 case 文 の ( ) 内 式 に は 、 整 数 式 、 
case 式 に は 定数 式 を 使用 し ます 。 対 応 する 処理 が な い 場 合 は 、default と いう 特別 な ラ 
ベル に 書か れ た 実行 文 が 実行 され ます 。default ラベ ル は 省略 する こと が で きま す が 、 
少な く と も 1 つ 以 上 の case ラベ ル は 必要 で す 。case や default ラベ ル の 中 で 処理 が 
break 文 に 達する と 、switch 一 case 文 を 抜け ます 。 








・Switch 一 case 文 は switch 文 と case 文 の 2 つ で 構成 され ます 。 
・switch 文 の 式 に は 整数 式 、case 文 に は 定数 式 を 使用 し ます 。 
・ そ の 他 の 条件 に は default: ラ ベル を 使用 し ます 。 
・Dreak 文 に 達する と 、switch 一 case 文 を 抜け ます 。 


葉 3 switch 一 case 文 の 形式 


Switch( 式 ) { 
case 定数 式 1: 実行 文 1: 
break: 


Case 定数 式 2: 実行 文 2: 


break: 
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CaSe 定数 式 


break: 


defau1t: 





臣 3 switch 一 case 文 の 形式 














購 平 窟 





Qu Switch ~ case 文 の 例 


次 の サン プル プロ グラ ム は switch 文 を 使っ て 、 複 数 条件 で 分 岐 し て いま す 。 


臣 3 switch 一 case 文 の 例 (switch-1.c) 


#include <stdio.h> 


int main (Vo1d) 
{ 


int sw: 


Sw=0: 
/* switch 文 を 使っ て 、 複 数 条件 分 岐 を する */ 
Switch (sw) { 
case 0: 
printf ("sw は 0 で す 。 \n" ) : 
break: 
Case 1: 
printf ("sw は 1 で す 。 \n" ) : 


break: 
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return 0: 


臣 3 実行 結果 (switch-1.exe) 
Sw は 0 で す 。 


実行 式 に break 文 が な い 場合 は 、 下 の 行 の 実行 文 も 処理 し て し まい ます 。 こ こ で の 
break 文 は switch 文 の 中 の 処理 を 抜け る 働き が あり ます 。break 文 を 記述 し な いと 処 
理 を 抜け ず に 、 そ の まま 下 の case 文 を 実行 し て し まう 点 に 注意 し て 下さ い 。 


葉 3 break 文 が な い switch 一 case 文 の 形式 


Switch ( 王 ) { 


Case 式 1: 実行 文 1 
case 式 2: 実 


Case 式 3: 





Case 式 n: 実行 文 : 


山 平 鶴 


defau1t: 





次 の サン プル プロ グラ ム を 見 て 下さ い 。 最初 の case 文 の case 0'、 次 の case 文 の case 
T の 実行 式 に は break が あり ませ ん の で 、case 2 の 実行 文 に 処理 が 移動 し ます 。 こ の 
書き 方 は 、 複 数 の 条件 に 対し 同一 の 処理 を し た い 場 合 に 利用 し ます 。 


葉 3 hreak 文 が な い switch 一 case 文 の 例 (switch-2.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


int main (Void) 
{ 
char C: 


printfF( "数 字 を 入力 し て くだ さい > " ): 
c=getchar ( ) : 
switch(c) { 
case '0': /* 実行 式 に break が な い */ 
case '1': /* 実行 式 に break が な い */ 
case '2': /* 実行 式 に break が な い */ 
printf ( "入力 し た の は 、0 か 1 か 2 で すぎ \n" ): 
break: 
Ca8e-「'3!< 


case !4": 
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printE( "入力 し た の は 、3 か 4 で す \n" ): 
break: 

defau1t : 
printE( "入力 し た の は 、0 一 4 以外 で す \n" ): 


break: 


return 0: 





ここ で 初め て 出 て きた getchar は 、 標 準 入力 (キー ボー ド ) か ら 文字 を 入力 する 関数 で す 。 セ ク | 
ショ ン 11-01「 ス トリ ー ム 入出 力 と は ? [スト リ ー ム 入出 力 ]」(p p.280) を 参照 し て 下さ い 。 





(区 3 実行 結果 (switch-2.exe) 


数 字 を 入力 し て くだ さい > 1 キー ボー ド か ら 1 を 入力 
入力 し た の は 、0 か 1 か 2 で す 








骨 平 鶴 


同様 の 処理 を 下 文 で 書く と 、 下 記 の よう に な り ま す 。 


諾 switch 一 case 文 を if 文 で 書き 換え た 例 (switch-3.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main(void) 
{ 
char Cz 


printE( "数 字 を 入力 し て くだ さい > " ): 
c=getchar ( ) : 
1f(c==*0'| |c=='1 "| lc=="27){( 

printE( "入力 し た の は 、0 か 1 か 2 で す \n" ): 
} 
else if(c=='3'| |c=='4') {( 

printE( "入力 し た の は 、3 か 4 で すき \n" ): 


elset 


printE( "入力 し た の は 、0 一 4 以外 で す \Wn" ): 


return 0: 
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監 う 実行 結果 (switch-3.exe) 
数 字 を 入力 し て くだ さい > 1 キー ボー ド か ら 1 を 入力 
入力 し た の は 、0 か 1 か 2 で す 





switch 文 を 使う 場合 と 、 下 文 を 使う 場合 の 相違 点 を ピッ クア ッ プ し ます 。 文 で は 、 
1.2 の ケー ス の 判断 を 、 論 理 積 演算 子 (| ) を 使用 し て いま す 。 


監 3 switeh 文 
case '0': 
Case "1': 


Case "2': 


臣 3i 文 


if(c=='0'| |c=='1 "| |c=='2)【 








回 switch 一 case 文 と 一 elseif 文 と の 違い に つい て は 、 次 の セク ショ ン で 詳し く 解 説 し ます 。 」 


本 認 全 DaPoobek 


break 文 は 、switch 一 case 文 の 他 に も 、for 文 、while 文 な どの 繰り 返し 文 か ら 脱出 する と 


き に も 使わ れ ま す 。 
詳し く は 、 セ クシ ョ ン 07-06「 繰 り 返 し を 制御 する [break 文 ・continue 文 ]」(P p.178) を 参照 


し て 下さ い 。 
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ーー [switch ~ case 文 の 特徴 ] 


Section 


昌 - else i『 文 と の 導い を 知る 


if 文 と switch 一 case 文 は 、 似 て いる よう で 大 き な 違 い が あ り ま す 。 こ の セク ショ ン で は 、iif 
文 と switch 一 case 文 の 違い に つい て 学習 し ます 。 ii 文 と switch 一 case 文 の 機能 を 比較 し て 学 


習 し 、 適 切な 条件 分 岐 文 を 選択 で きる よう に な り ま し ょ う 。 





この セク ショ ン の ボイン ト > 


証 switch 文 で は 、1 個 の 条件 評価 で いく つも の バターン へ の 分 岐 が 可能 で ある 。if 文 で は 、2 方 向 の 分 


岐 が 行え る だ け 。 
回 if 文 で は 、 条 件 に は 任意 の 式 を 書く こと が で きる が 、switch case 文 で は 式 の 使用 に か な り の 制限 


が ある 。 
右 if 文 と switch ~ case 文 は 、 ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で 使い 分 け て いく 必要 が ある 。 


Mu if 文 と Switch 文 の 比較 


せ 文 の 場合 は 「 け も し 一 な ら ー す る 。 そ れ 以 外 な ら ー を する 」 と いう よう に 、1 回 の 処理 
で は 2 方 向 へ し か 分 岐 で きま せん で し た 。 そ れ に 対し switch 文 の 場合 は 、1 回 の 処理 で 
いく つも の 分 岐 が 可能 で す 。 








山 平 宏 





葉 3 switch 文 を 使っ た 整数 値 09 の 分 岐 の 例 (switchif-1.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main (void) 
{ 


1nt n: 
n=5: /* 例 と し て 、 変 数 m に 5 を セッ ト す る +*/ 


switch (n) { 
Case 0: 
/* ここ に 、 変 数 nm が 0 の と き の 処 理 を 記述 する */ 
printf ("変数 n の 値 は 0 で す 。 ぎ \n"): 
break: 
Case 1: 
/* て こ に 、 変 数 n が 1 の と き の 処理 を 記述 する */ 
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printf ( "変数 n の 値 は 1 で す 。\n") : 
break: 

Case 2: 
/* ここ に 、 変 数 n が 2 の と さき の 処理 を 記述 する 
printf ( "変数 n の 値 は 2 で す 。\n") : 
break: 

CaSe 3: 
/* ここ に 、 変数 n が 3 の と き の 処 理 を 記述 する 
printf ( "変数 n の 値 は 3 で す 。\n"): 
break: 

case 4: 
/* ここ に 、 変 数 nm が 4 の と き の 処 理 を 記述 する 
printf ( "変数 n の 値 は 4 で す 。 テ \n"): 
break: 

Case 5: 
/* ここ に 、 変 数 n が 5 の と き の 処 理 を 記述 する 
printf ("変数 n の 値 は 5 で す 。\n") : 
break: 

case 6: 
/* ここ に 、 変 数 nm が 6 の と き の 処 理 を 記述 する 
printf ("変数 n の 値 は 6 で す 。\n"): 
break: 

Case 7: 
/* ここ に 、 変数 nm が 7 の と き の 処 理 を 記述 する 
printf ("変数 n の 値 は 7 で す 。\n"): 
break: 

case 8: 
/* ここ に 、 変 数 nm が 8 の と き の 処 理 を 記述 する 
printf ("変数 n の 値 は 8 で す 。\n"): 
break: 

case 9: 
/* ここ に 、 変 数 n が 9 の と き の 処 理 を 記述 する 
printf ("変数 n の 値 は 9 で す 。\n") : 


break: 


return 0: 


区 3 実行 結果 (switchif-1.exe) 
変数 n の 値 は 5 で す 。 
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監 3 if 一 else if 文 を 使っ た 整数 値 0 一 9 の 分 岐 (switchif-2.c) 


#1nclude <stdio.h> 遇 


int main (Void) 
{ 


1nt ni 
n=5: /* 例 と し て 、 変 数 nm に 5 を セッ ト す る */ 


1f (n==0) { 
/* 変数 n が 0 の と き の 処理 を 記述 する */ 
printf ("変数 n の 値 は 0 で す 。\n"): 
} 
else if(n==1) { 
/* 変数 n が 1 の と き の 処理 を 記述 する */ 


IE 
Drintf ("変数 n の 値 は 1 で す 。 \n"): gs 





} 

else 1f(n==2) { 
/* 変数 nm が 2 の と き の 処 理 を 記述 する */ 
printf ( "変数 n の 値 は 2 で す 。\n") : 


骨 平 鶴 





} 
else 1f(n==3) { 
/* 変数 nm が 3 の と き の 処 理 を 記述 する */ 
printf ("変数 n の 値 は 3 で す 。 き \n"): 
} 
else if(n==4) ( 昌 
/* 変数 nm が 4 の と き の 処理 を 記述 する */ 
printf ("変数 n の 値 は 4 で す 。 \n") : 
} 
e1se if (n==5) { 
/* 変数 nm が 5 の と き の 処 理 を 記述 する */ 
printf ("変数 n の 値 は 5 で す 。 き \n"): 
) 吊 
else if(n==6) { 
/* 変数 nm が 6 の と き の 処理 を 記述 する */ 
printf ("変数 n の 値 は 6 で す 。 \n"): 
else if (n==7) { ュー モコ 
/* 変数 n が 7 の と き の 処 理 を 記述 する */ 
printf ("変数 n の 値 は 7 で す 。 まき n"): 
} 
else 1f (n==8) { 
/* 変数 nm が 8 の と き の 処 理 を 記述 する */ 肛 
printf ( "変数 n の 値 は 8 で す 。 き n"): 
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} 

else if (n==9) { 
/* 変数 n が 9 の と き の 処 理 を 記述 する */ 
printf ( "変数 n の 値 は 9 で す 。\n") : 


= ニー デー return 0: 


臣 う 実行 結果 (switchif-2.6xe) 
変数 n の 値 は 5 で す 。 


switch 文 は 、 条 件 に より 多 方 向 に 分 岐 ( ス イッ チ ) さ せる の に 対し 、“ せ 一 else 導 一 
else 文 "の 場合 は 、 上 の 正文 か ら 順 々 に 条件 判定 を し て いく こと に より 、 結 果 と し て 多 
方 向 に 処理 を 分 け て いく と いっ た イメ ー ジ に な り ま す 。 多 方 向 分 岐 の 条件 が 文字 や 整 
数 の 判定 の 場合 に は 、switch 一 case 文 を 使っ た 方 が シン プル な プロ グラ ム に な り ま す 。 


| Switch 文 が 使え な い ケ ー ス 


switch 一 case 文 と 一 else 下 文 で は 、 実 は 重要 な 人 違い が あり ます 。 文 で は 分 岐 ご 
と に 条件 式 を 書く こと が で きま し た が 、switch 一 case 文 で は 式 の 結果 に 対す る 整数 定 
数 を も っ て 分 岐 を し ます 。switch 一 case 文 の 式 に は 整数 式 を 使用 し 、case 式 に は 定数 
式 を 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 

つま り 、switch 文 の 式 に 、 演 算 子 や 実数 型 定数 、 実 数 型 変数 を 使う こと は で きま せ 
ん し 、case 式 に は 、 変 数 や 演算 子 、 実 数 型 変 数 を 使う こと は で きま せん 。 





賀 平 鶴 

















臣 3 誤っ た switch 文 の 例 

double d: 

int ni 

switch(n>0) { 演算 子 は 使え な い 
switch(3.5) { 実数 型 定数 は 使え な い 
switch(d) { 実数 型 変数 は 使え な い 
CaSe n: 変数 は 使え な い 
Case n>0: 演算 子 は 使え な い 
case 1.5: 実数 型 定数 は 使え な い 





この よう な 条件 分 岐 が 必要 な 場合 は 、 下 文 を 使用 し て 下さ い 。 
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SN、 [まとめ と 課題 ] 


Section 





| Chapter 06 の まとめ 


条件 分 岐 の 処理 は if 文 を 使う 。 

if 文 の 中 の 処理 は 」 の 中 に 記述 する 。 

else を 使う と 、 条 件 が 成立 し な か っ た と き の 処理 を 記述 で きる 。 

elseif を 使う と 、 条 件 が 成立 し な か っ た 場合 に さら に 条件 分 岐 さ せる こと が で きる 。 
if 文 の { } は 文 が 1 個 だ け の 場合 は 省略 で きる 。 else も 同様 。 た だ 、 読 みや すさ の 
点 か ら 言 えば 記述 すべ き 。 

条件 判定 の 分 岐 処理 内 で さら に i 文 を 記述 する こと も で きる (入れ 子 構造) 。 
複数 条件 で の 分 岐 を 判断 し た いと き は 、switch 文 を 使用 する 。 

if 文 は 2 方 向 に 分 岐 、switch 文 は 複数 方 向 に 分 岐 する 。 

cases ブロ ッ ク で は 、hreak 文 を 入れ な いと 下 の 条件 に スル ー し て し まう 。 





Lo oo に っ 生 に 





の In 


この 章 で は 、 条 件 分 岐 の 構文 と し て 、 文 、switch 文 を 中 心 に 学習 を し まし た 。 条 
件 分 岐 を 使い こなす こと で 、 プ ログ ラム の 流れ を 意識 的 に 変え る こと が で きま す 。 こ 
の 章 で 学ん だ 「 条 件 分 岐 」] と 次 の 章 で 学習 する 「 繰 り 返 し 」 を 理解 する こと で 、 よ り 高 度 
な プロ グラ ム を 作成 する こと が で きる よう に な り ま す 。 


Mu Chapter 0G の 課題 


同 課 題 〇 一 大 小 比 較 
2 つの 整数 値 の 大 きい ほう を 表示 せよ 。 た だ し 、 整 数 型 変数 は n1=10.n2=30 と する 。 


記 | と n2 の 大 小判 定 に は 比較 演算 子 を 使い ます 。 





TECHNICAL MASTER 157 " 





Chapter 06 条件 分 岐 





還 課 題 ② 一 if 文 に よる 多重 分 岐 
一 else 文 を 使っ て 、 変 数 week が 0 の と き は "日 曜日 !'、1 の と き は "月 曜日 '、2 の と 
き は "火曜 日 !'、3 の と き は 水曜 日 '、4 の と き は "木曜 日 '、5 の と き は "金曜日!'、6 の と き 
は "土曜 日 "と 画面 に 表示 する プロ グラ ム を 作成 せよ 。 


還 課 題 ③ 一 switch 文 に よる 多重 分 岐 
switch 文 を 使っ て 、 変 数 week が 0 の と きけ は | 日 曜日 '、1 の と き は "月 曜日 '、2 の と き 
は "火曜 日 "、3 の と き は 水曜日"、4 の と き は ぴ "木曜 日 '、5 の と き は "金曜 日 '、6 の と き は 
"土曜 日 "と 画面 に 表示 する プロ グラ ム を 作成 せよ 。 


M Chapter 06 の 解答 例 


時 課題 む 一 大 小 比 較 


(区 課題 ① の 解答 例 (kadai1-a.c) 


#inc1ude <stdio.h> 








1nt main (void) 
{ 


1nt n1, n2: 


n1=1.0: 
n2=30: 
if (n1>n2 ) ( 





02 は nm た た ( "大 きじ VO は nH: で す <n) な 、 ーーーーーー ニ ーー テー 7 の 
printf ("結果 [*d]\n",n1) : 

} 

else{ 
printf ( "大 きい の は n2 で す 。 \n" ) : 
printf ( "結果 [*d]\n" ,n2) : 





return 0: 


大 きい の は n2 で す 。 


解説 
①> 演算 子 を 用 いて n1 と n2 の 大 小 を 比較 し ます 。 
(②if 文 に て 比較 結果 を 分 岐 し 、 結 果 を 画面 に 表示 し て いま す 。 


158 は じ め て の C プ ログ ラミ ング 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 


[まとめ と 課題 ] 


Section 06-06 





軒 課 題 ② 一 if 文 に よる 多重 分 岐 


(区 課題 ② の 解答 例 (kadai2-a.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main (void) 
{ 
/* 曜日 用 変数 の 宣言 +/ 


nt week=0: 





1f (week==0) { 
printf ( "日 曜日 \n* ) : 
} 





else if (week==1 ) { 
printf ("月 曜日 n" ) : 
} 





else 1f (week==2 ) { 
printf ( "火曜 日 \n" ) : 

} 

else 1f (week==3 ) { 
printf ( "水曜 日 \n" ) : 

} 

else if (week==4 ) { 
printf ( "木曜 日 n" ) : 

} 

else 1f(week==5) { 
printf ( "金曜 日 \n" ) : 

} 

else if (week==6) { 
printf ( "土曜 日 \n" ) : 


return 0: 


①== 演算 子 を 用 いて 数 値 を 比較 し て いま す 。 
②else if を 用 いて 0 以外 の 判定 を 行っ て いま す 。 


③ さ ら に else if を 用 いて 0.1 以 外 の 判定 を 行っ て いま す 。 以降 同様 で す 。 


Ke 
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時 課題 ? 一 switch 文 に よる 多重 分 岐 


臣 3 課題 ③ の 解答 例 (kadai3-a.c) 


#include <stdio .h> 


int main (Void) 
{ 
1nt week=0: /* 世 日 用 変数 の 宣言 */ 





Switch (week) { 





case 0: 


printf ( "日 曜日 \n" ) : 





Dreak: 





Case 1: 
printf ("月 曜日 \n" ) : 
break: 

Case 2: 
printf ( "火曜 日 \n" ) : 
break: 





CaSe 3: 
printf ( "水曜 日 \n" ) : 
break: 





Case 4: 
printf ("木曜 日 \n" ) : 
break: 

Case 5: 
printf ( "金曜 日 \n" ) : 
break: 

case 6: 
printf ( "土曜 日 \n" ) : 
break: 


return 0: 


解説 

① 式 に 曜日 用 変数 を 指定 し ます 。 

②else if を 用 いて 0 以外 の 判定 を 行っ て いま す 。 

③ 下 の 行 の 実行 文 を 実行 し な いよ うに break を 入れ ます 。 
④ さ ら に case 文 を 記述 し て 他 の 曜日 の 判定 を し て いま す 。 
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クー カル xs だ 


Chapter 


プロ グラ ム を 作成 し て いる と 、 同 じ 処 理 を 一 定 の 回 数 動か し た い 、 
条件 を 満た す あ いた 繰り 返し た い 、 と いう よう な こと あり ます 。 
この 章 で は 、 こ の よう な 処理 を 実現 する 、 繰 り 返 し に つい て 学習 し ます 。 


山 | 
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[繰り 返し と は ] 
Section 


TI 


この セク ショ ン で は 、 あ る 処理 を 何 回 も 動か し た り 、 条 件 を 満た す あ い だ 動 か し た りす る 、 
繰り 返し 処理 に つい て 学習 し ます 。 プ ログ ラミ ング に お ける 繰り 返し 文 の 意味 と 、 繰 り 返 し 
文 の 種類 に つい て 学習 し まし ょ う 。 








この セク ショ ン の ボイン ト > 
同 じ 処 理 を 複数 回 行う に は 、 繰 り 返し 文 を 使う 。 


回 繰り 返し 文 に は “ある 条件 を 満た し て いる 間 " 繰 り 返 す も の と “ある 回 数 "繰り 返す も の が ある 。 
回 C 言 語 に は while 文 、for 文 、do ~ while 文 の 3 種類 の 繰り 返し 文 が ある 。 
















繰り 返し と は ? 
順次 構造 で 1 回 だ け 処理 を する こと に 対し 、 あ る 処理 を 何 回 も 実行 する こと を 繰り 返 
し と いい ます 。 
皿 3 繰り 返し 
上 か ら 下 に 実行 され る 処理 の 流れ を 変え る 
順次 構造 繰り 返し 
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例え ば 、 整 数 の 数 値 を 0 か ら 5 ま で の 数 値 を 画面 に 表示 させ た い 場 合 を 考え て み ま 
し ょ う 。 も っ と も ゃ 単純 な の は 、0 か ら 5 ま で を 1 つ ず つ 表 示さ せる 文 を 書く こと で す が 、 
それ が 100 回 、1.000 回 表示 する よう な ケー ス を 考え る と 、 頭 が 痛く な り ま す 。 こ の よ 
うな 場合 に 、 繰 り 返 し を 使え ば 、 と て も 簡単 な 記述 で 済ま せる こと が で きま す 。 





回 処理 を 繰り 返し 実行 する こと を 、 ル ー プ (loop) と 呼ぶ こと も あり ます 。 ] 





繰り 返し の 種類 に は 、“ あ る 条件 を 満た し て いる 間 " 繰 り 返 す 使 い 方 と 、“ あ る 回 数 " 
繰り 返す 使い 方 が あり 、 そ れ ぞ れ 別 の 構文 が 用 意 き れ て いま す 。 


| 繰り 返し 文 の 種類 


C 言 語 に は 、while 文 と for 文 、do 一 while 文 の 3 種類 の 繰り 返し 文 が あり ます 。 


( 葉 3 杏 り 返し 文 の 種類 





還 平 鶴 





ee 


に 且 」 











次 の セク ショ ン か ら 、 そ れ ぞ れ の 構文 の 使い 方 を 学習 し て いき ます 。 ia 
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et 


C 言 語 で 繰り 返し を 行う 文 は 全部 で 3 種類 あり ます が 、 こ の セク ショ ン で は 、 繰 り 返し 文 の 
基本 で ある while 文 に つい て 学習 し ます 。 
この セク ショ ン の ボイン ト > 


馴 繰 り 返 し 処理 の 基本 は 、while 文 で ある 。while 文 は 、 条 件 が 成立 し て いる 間 の み 処 理 を 行う 。 
回 通常 は 、while 文 の 前 で 必要 な 初期 化 処理 を 行い 、while 文 の 中 で 条件 を 変化 させ る よう な 処理 を 行う 。 
回 while 文 の 実行 文 が 1 行 の み の 場 合 は 、if 文 と 同様 に { } を 省略 する こと が で きる 。 


| while 文 の 形式 


繰り 返し を 行う 文 の 代表 が 、while 文 で す 。 while 文 は 、「 条 件 が 成立 し て いる 間 の み 
処理 を 行う ] と いう 動き を し ます 。while 文 の 形式 は 以下 の と お り で す 。 





臣 3 while 文 の 形式 


whi]e( 条 件 式 ) 











葉 3 while 文 





条件 が 成立 し て いる 間 、 
処理 を 実行 する 。 





| while 文 の 例 


それ で は 、 最 初 に while 文 の 例 と し て 、 変 数 の 値 が 0 一 9 の 間 、 つ まり 10 回 繰り 返し 
を する プロ グラ ム を 見 て み ま し ょ う 。 
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[while 文 ] Section 07-02 





臣 3 while 文 の 例 ①(while-1.c) 


#include <stdio.h> 


int main (void) 
{ 


int i: 


ュ = 0: 
/* whi1e 文 を 使っ て 、+<10 が 成立 し て いる 間 繰 り 返 し を する */ 
while(i < 10){ 

printf ("1 = も dm", 1) 


監 3 実行 結果 (while-1.exe) 


骨 平 究 





ビ 
山 
ら o o コ の の ぬら の Oo ロ O ら 


while 文 の | | 内 を 、10 回 繰り 返す こと が で きま し た 。 i が 10 に な っ た 時 点 で 1<10" が 
成立 し な く な る た め 、while 文 か ら 抜 ける こと に な り ま す 。 
で は 一 歩 進ん で 、1 か ら 10 まで の 和 を 計算 する プロ グラ ム を 考え て み ま し ょ う 。 


監 3 while 文 の 例 ②(while-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


1nt main (Void) 
{ 
/* 結果 用 変数 */ 
1nt resu1: 
/* 結 返 回 数 カウ ント 用 変数 */ 


int count: 
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resu1t = 0: 
count = 1: 
/* whi1e 文 を 使っ て 、 繰 返 回 数 カウ ント 用 変数 の 値 が 10 以下 の 間 、 処 理 を 繰り 返す */ 
whi1e (count<=10 ) { 
reSu]1t = reSu1 上 +COunt : 
printf ( "繰り 返し も d 回 目 resu1t=d\nm" , Count, resu1) : 
/* 繰 返 回 数 カウ ント 用 変数 の 値 を イン クリ メン ト す る */ 
Count++: 
} 
printf ( "結果 : も d\n" , resu1t) : 


return 0: 


匹 う 実行 結果 (while-2.exe) 


繰り 返し 1 回目 resu1t=1 
繰り 返し 2 回 目 resu1t=3 
繰り 返し 3 回 目 resu1t=6 
繰り 返し 4 回 目 resu1t=10 
繰り 返し 5 回 目 resu1t=15 
繰り 返し 6 回目 resu1t=21 
繰り 返し 7 回 目 resu1t=28 
繰り 返し 8 回 目 resu1t=36 
繰り 返し 9 回 目 resu1t=45 
繰り 返し 10 回 目 resu1t=55 
結果 :55 





次 に 、 直文 と 組み 合わ せ た 例 と し て 、1 か ら 1.000 の 男 囲 で 、3 で 割り 切れ る 値 が 何 回 
出現 する か ? を 調べ て み ま す 。 


監 3 while 文 の 例 ③ (while-3.c) 


#inc1ude <stdio .h> 


int main (void) 
{ 
/* 結果 用 変数 */ 
int resu1t: 
/* 線 返 回 数 カウ ント 用 変数 */ 


int count: 


result = Oz 


count = 1: 
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/* whi1e 文 を 使っ て 、1000 回 処理 を 繰り 返す */ 
while (count<=1000) { 
/* if 文 を 使っ て 、 繰 返 回 数 カウ ント 用 変数 が 3 で 割り 切れ る か を 判定 する */ 
1f (Count\*3==0) { 
reSu1++: 
} 


COun キ ++』 


} 
printf ( "結果 : も d 回 \n" , resu1) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (while-3.exe) 
結果 : 333 回 


| while 文 に お ける { の 省略 


正文 と 同様 に 、while 文 で も 実行 文 が 1 行 の み の 場合 は 、 プ ロッ ク で ある | | を 省略 する 
こと が 可能 で す 。 た だ し セク ショ ン 06.02「2 つ の 処理 を 分 ける 革 文 ]](Pp.136) で も 書き 
まし た が 、 プ ログ ラム の 読み や すさ を 考え る と 、| | は 省略 し な い 方 が よい で し ょ う 。 





骨 平 鶴 





監 3 while 文 の ブロ ッ ク を 省略 し た 例 (while-4.c) 
#imclude <stdio.h> 
int main(void) 
{ 


int n=0: 


/* whi1e 文 の {) を 省略 し た 書き 方 */ 


while (n<10) n++: 
printf ( "n は も d で すぎ \n" ,n) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (while-4.exe) 
n は 10 で す 
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NN。 [while 文 の 入れ 子 構造 1 | 文 の 入れ 子 構造 ] 


Section 
繰り 返し を 重ね る 


プロ グラ ム の 中 で 繰り 返し 文 を 使用 し て いる と 、 繰 り 返 し の 中 で さら に 繰り 返し を 行う 必要 


が 出 て くる こと が あり ます 。while 文 で も 、 呈 文 と 同様 に 入れ 子 構造 を 作る こと が 可能 で す 。 
この セク ショ ン で は 、while 文 の 入れ 子 構造 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 
男 while 文 の 処理 の 中 で さら に while 文 を 書い て いく よう な 構造 を 入れ 子 ( ネ スト ) 構 造 と いう 。 


回 入れ 子 は 、 繰 り 返 し 処理 自体 を さら に 繰り 返し た いと いう 場合 に は 、 必 然 的 に 使う こと に な る 。 
回 繰り 返し 処理 の 入れ 子 は 、 表 の よう な デー タ を 扱う と き な ど に 使わ れる 一 般 的 な 処理 で ある 。 





while 文 の 入れ 子 構造 


下 文 の セクション で 分 岐 処理 の 入れ 子 構造 を 学習 し まし た が 、 繰 り 返 し 文 で も 入れ 子 
構造 を 作る こと が で きま す 。 





購 平 窒 


臣 う 3 while 文 の 入れ 子 構造 
whi1e( 休 伯 式 1) 
whi1e( 条 任 式 2) { 





} 





七 3 while 文 の 入れ 子 構造 
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| 入れ 子 構造 の 例 


次 の 例 で は 、while 文 の 入れ 子 構造 を 使い 、1 一 9 まで 繰り 返し を 行い 、 そ の 数 の 回 


数 分 画面 に 表示 を 行っ て いま す 。 


臣 3 while 文 の 例 ③ (whilenest-1.c) 


#include <stdio .h> 


int main (void) 
{ 


dn 間 た 』 


ュ =1 : 
/* whi1e 文 を 使っ て 、9 回 処理 を 繰り 返す */ 
whi1e (1<=9) { 
}=1: 
/* 入れ 子 構造 を 使っ て 、whi1e 文 を ネス ト す る ] <= 1 の 条件 が 成り 立つ 間 、 
処理 を 繰り 返す */ 
while (]<=1 ) { 
Printf ("も d",1) : 
]++: 
} 
printfF("\n"): /* 改行 する */ 


1 す を 7 


return 0: 


監 う 実行 結果 (whilenest-1.exe) 


1 

22 

333 

4444 
55555 
666666 
7777777 
88888888 
999999999 


骨 平 宴 
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Section 


中 - I 吊 カウ ンタ 付き で 繰り 返す 


while 文 は 単純 な 構文 で 利用 範囲 も 広い の で す が 、 カ ウン タ に よる 繰り 返し の 条件 判定 を す 
る 場合 に は 、 さ ら に 便利 な 繰り 返し 構文 で ある for 文 が 使わ れ ま す 。 こ の セク ショ ン で は 、for 
文 の 使い 方 に つい て 学習 し ます 。 


ルン ルン レス ソル 4 チ み 


亜 初期 化 処理 と 繰り 返し 毎 処理 を 条件 判定 と 同時 に 記述 で きる 構文 が for 文 で ある 。 
回 for 文 で は 、 初 期 化 処 理 で 主 に カウ ンタ 変数 を 初期 化し て 、 繰 り 返し 毎 処理 で カウ ンタ 変数 を 増減 する 。 
回 while 文 で 書く と 複雑 に な る よう な 繰り 返し は 、for 文 に 置き 換え る と すっ きり する こと が ある 。 


| for 文 の 形式 


for 文 は while 文 と 同じ く 繰 り 返 し を 行う も の で す が 、while 文 と は 異な り 、「 繰 り 返 
し に 入る 直前 」 と 「 繰 り 返 し 1 回 ご と 」 に 実行 する 文 を 記述 する こと が で きま す 。 for 文 の 
書式 は 以下 の と お り で す 。 





虹 平 鶴 


葉 3 for 文 の 形式 
for (繰り 返し に 入る 直 実行 する 文 , 条件 式 : 繰り 返 ー 実行 す ) ( 
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「 繰 り 返し に 入る 直前 」 に 実行 する 処理 で は 、 カ ウン タ 変 数 の 初期 化 を する ケー ス が 
一 般 的 で す 。 カ ウン タ 変 数 と は その 名 の と お り 、 繰 り 返 し の 回 数 を 数 える た め に 用 意 
する 変数 で す 。 対 し て 、「 繰 り 返し 1 回 毎 ] に 実行 する 処理 で は 、 カ ウン タ 変 数 の 増減 の 
処理 に 使わ れ ま す 。 


Qu for 文 と while 文 の 対比 


ここ まで に 繰り 返し の 構文 で ある 、for 文 と while 文 を 学び まし た 。 そ こ で 、for 文 、 
while 文 そ れ ぞ れ で 同じ 動き を する プロ グラ ム を 作成 し 、 書 き 方 に どの よう な 違い が あ 
る か を 比べ て みる こと に し ます 。 


監 3 for 文 で 繰り 返し を 書い た 例 (for-1.c) 


#include <stdio.h> 


int main (vo1d) 
{ 
/* カウ ンタ 変数 n を 宣言 する */ 


1nt ni 





/* n=0 は 「 繰 り 返し に 入る 直前 ] の 処理 で 、 カ ウン タ 変 数 mn を 0 で 初期 化し て いる 。 
n<10 は 繰り 返し の 条件 式 。 
nm++ は 「 繰 り 返し 1 回 毎 ] に する 処理 で 、 カ ウン タ 変 数 を イン クリ メン ト し て いる 。 */ 


for (n=0:n<10:n++) { 


量 平 鶴 





printf ("も d\n" ,n) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (for-1.exe) 


o ら o コ の の ぬら の らら ロビ oO 
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上 記 の サン プル は 、 変 数 nm を 0 一 10 ま で カウ ント アッ プ さ せな が ら 繰 り 返 し 処理 を 
行い 、 そ の 間 n の 値 を 画面 に 表示 し て いま す 。 こ の よう に 変数 を カウ ント アッ プ し な が 
ら 繰り 返し 処理 を 行う 際 に は 、while 文 で は な く 、for 文 を 用 いる の が 一 般 的 で す 。 

同様 の 処理 を while 文 で 書き ます と 、 下 記 の よう に な り ま す 。 while 文 で は 、 カ ウン 
タ 用 の 変数 n を 処理 の 中 で イン クリ メン ト す る 形 に な り ま す 。 見 た 目 に 複雑 な の で 、 こ 
の よう な 場合 は for 文 を 使う べき で し ょ う 。 


証 3 同様 の 処理 を while 文 で 書い た 例 (for-2.c) 


#include <stdio.h> 


int main (void) 
{ 


1nt nz: 


/* For (n=0:n<10 :n++) の n=0 部 分 に 該当 する */ 
n=0: 
/* for (n=0:n<10 :n++) の n<10 の 部 分 に 該当 する */ 
while(n<10) { 

printf ( "*d\n" ,n) : 

/* for (n=0:n<10:n++) の n++ 部 分 に 該当 する */ 


出 平 鶴 


葉 実行 結果 (for-2.exe) 


o oo コ の の は の の ロロ O ら 


還 for 文中 に カン マ を 用 いる 
for 文 の 「 繰 り 返 し に 入る 直前 ] と 「 繰 り 返 し 1 回 ご と 」 に する 処理 は 、 カ ンマ (.) で 殺 切 
る こと で 、 複 数 の 文 を 記述 する こと が で きま す 。for 文 の 中 で 2 つ 以 上 の 変数 の 初期 化 
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を し た い 場 合 や 、 カ ウン タ の 増減 を 複数 行い た い ケ ー ス で 利用 し ます 。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 繰 り 返 し に 入る 直前 の 処理 で 、 変 数 ij を 初期 化し て 
いま す 。 さ ら に 、「 繰 り 返 し 1 回 ご と 」 に する 処理 で 、 変 数 i を イン クリ メン ト し 、 変 数 
}j に は j*G+1) の 値 を 設定 し て いま す 。 


監 3 for 文 中 に カン マ を 用 いた 例 (for-3.c) 


#include <stdio.h> 


int main (void) 
{ 


int i,/]: 


/* 「 繰 り 返 し に 入る 直前 」 の 処理 で 、1=0 と =1 の 両方 の 処理 を する 

「 繰 り 返し 1 回 毎 」 の 処理 で 、 ふ ++ と ]=]* (1+1 ) の 両方 の 処理 を する */ 
for (=0, =1 : 1<10 : ュ ++, =]* (1 は +1 ) ) ( 

printf ("も d も d\n",i/]) : 


returm 0: 





山 平 鶴 


臣 3 実行 結果 (for-3.exe) 





0 1 
1 2 
2 6 
3 24 

4 120 

5 720 

6 5040 

7 40320 
8 362880 
9 3628800 
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和 和 2 


Section 


中 - 旧 繰り 返し の 楽 件 判定 を 最後 に 行う 


while 文 で は 条件 判定 が 必ず 最初 に 行わ れ ま す が 、 条 件 判定 を 処理 後に 行っ た 方 が 都合 の よ 
い 繰 り 返 し も あり ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 そ の よう な 繰り 返し に 使え る do 一 while 文 に 
つい て 学習 し ます 。 

この セク ショ ン の ボイン ト > 
副 whille 文 で は 条件 の 判定 が 処理 に 先立ち 行わ れる 。 こ れ に 対し て do ~ while 文 は 条件 の 判定 が 処理 
後に 行わ れる 。 


回 必ず 1 回 は 処理 を 行わ せる 場合 な ど は 、while 文 よ り do ~ while 文 を 使う 方 が 合理 的 で ある 。 
回 この よう な 処理 に は 、 と に か く 1 回 は キー 入力 を させ る 場合 な ど が 考え られ る 。 


| do ^ while 文 の 形式 


while 文 と do 一 while 文 で は 、 繰 り 返 し の 条件 を 判定 する タイ ミン グ が 異な り ま す 。 
while 文 は 、 条 件 判断 を し て か ら 繰 り 返 し に 入る の に 対し て 、do~ while 文 で は 、 繰 り 
返し の 中 を 実行 し て か ら 条 件 判断 を し ます 。 こ れ に より 、do 一 while 文 の 場合 は 、 少 
な く と も 1 回 は 繰り 返し の 中 を 実行 され る こと に な り ま す 。 

do 一 while 文 は while 文 、for 文 と 同様 に 繰り 返し 処理 を 行い ます が 、 繰 り 返 し の 条 
件 判定 を 繰り 返し の 最後 で 行い ます の で 、「 繰 り 返 し の 中 身 を と りあ え ず 1 回 は 実行 す 
る ] 場 合 に 使い ます 。 

do 一 while 文 の 形式 は 以下 の と お り で す 。 








監 3 do while 文 の 形式 


do { 





whi1e( 条 件 式 ) : 
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臣 3 do 一 while 文 


| mW | 


ニン 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 繰 り 返 し の 条件 判定 を while(n<10) の 部 分 で 行っ て い 
ます 。 do 一 while 文 は 、1 回 目 の 条件 式 の 判定 を する 前 に do 一 while 内 の 処理 を 実行 
し ます の で 、 最 低 1 回 は 変数 n の 内 容 が 画面 に 表示 され ます 。 


3 do 一 while 文 で 書い た 例 (dowhile-1.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


int main (void) 
{ 


int ni 





漠 平 鶴 


n=0: 
/* do 一 whi1e 文 の do を 記述 する */ 
do{ 
printf ("も d\n" ,n) 
ロキ オキ: 
/* 条件 式 : do 一 whi1e 文 の while を 記述 する */ 
}whi1e (n<10) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (dowhile-1.exe) 


o コ の の ぬら の 5 ロビ ロ ら 
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while 文 と の 違い を 知る た め に 、 同 様 の 処理 を while 文 を 使っ て 書き 直し て み ま し ょ 
う 。 繰り 返し の 終了 条件 を 判定 する た め に 、break_flg と いう 変数 を 用 いて いま す 。 繰 
り 返 し を する 間 は 変数 break flg に 1 を 終了 条件 に 至っ た と き に 0 を 代入 し て いま す 。 
do 一 while 文 と 比較 する と 、 一 見 し て や や こし く な っ て いる の が 、 わ か る と 思い ます 。 


監 3 同様 の 処理 を while 文 で 書い た 例 (dowhile-2.c) 


#1nc1ude <std1o.h> 


int main(void) 
{ 
/* カウ ンタ 変数 n */ 
int n: 
/* 繰り 返し 判定 用 変数 break_f1g */ 
int break_fF1g = 1: 


n=0: 
/* whi1e 文 を 使っ て 、break_E1g が 1 の 間 、 繰 り 返 し を する */ 
while(break_E1g == 1){ 

printf ("も d\n" ,n) : 


骨 平 室 


みす 】 

/* if 文 を 使っ て 、 繰 り 返 し か ら 抜 ける 条件 を 記述 する */ 

if (! (n<10) ) ( 
/* 繰り 返し を 抜け る た め に break_f1g に 0 を セッ ト す る 。 */ 
break_E1g = 0: 


return 0: 


監 う 実行 結果 (dowhile-2.exe) 


o コ の の ぬら の らら ロロ ら 
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回 次 の セク ショ ン で 学習 する break 文 を 使え ば 、 も う 少 し 簡単 に 記述 する こと が で きま す 。 





do 一 while 文 の 場合 は 、while の 後ろ に セミ コロ ン ( : ) を 書く こと を 忘れ な いよ うに し まし ょ う 。 





Q while 文 と do ~ while 文 の 対比 


while 文 (for 文 ) と do 一 while 文 の 違い を 図 に まとめ て お きま し ょ う 。 


監 3 while 文 ・for 文 と do 一 while 文 の 違い 








骨 平 鶴 





while 文 ・for 文 do 一 while 文 


while 文 (for 文 ) と 、do 一 while 文 と で は 、 上 図 に ある と お り 、 条 件 判断 を する 位置 
が 異な り ま す 。while 文 (for 文 ) で は 処理 の 前 で 条件 判断 を し ます が 、do~ while 文 で 
は 処理 の あと で 条件 判断 を し ます 。 そ れ ぞ れ に つい て 動作 の 違い を 理解 し た うえ で 、 使 
い 分 ける よう に し まし ょ う 。 
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和 、 [break 文 ・continue 文 ] 。 。 | 文 ・continue 文 ] 


Section 
FN 


プロ グラ ム を 作成 し て いる と 、 繰 り 返 し の 途中 で 強制 的 に 抜け 出し た く な っ た り 、 繰 り 返 し 
の 先頭 に 強制 的 に 戻り 処理 を や り 直し た く な る こと が あり ます 。 こ の セク ショ ン で は 、for 


文 、while 文 、do 一 while 文 の 繰り 返し を 中 断 する 方 法 と 、 繰 り 返 し の 中 で 強制 的 に 先頭 に 
戻っ て 繰り 返し を 再開 する 方 法 を 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ポイ ント > 
右 break 文 を 使う と 、 繰 り 返 し 処理 を 強制 的 に 中 断 す る こと が で きる 。 
回 break 文 は if 文 と セッ ト で 使い 、 あ る 条件 下 で 繰り 返し を 中 止 する と いう よう な と き に 使う 。 


回 continue 文 を 使う と 、 繰 り 返し 処理 を 強制 的 に 先頭 に 戻す こと が で きる 。 
回 continue 文 は if 文 と セッ ト で 使い 、 あ る 条件 下 で 繰り 返し を 戻す と いう よう な と き に 使う 。 


H | break 文 の 形式 


break 文 は 繰り 返し を 中 断 す る た め に 使い ます 。break 文 を 使え ば 、while 文 、for 
文 、do 一 while 文 の 繰り 返し の 途中 で 、 強 制 的 に 抜け 出す こと が で きま す 。break 文 
は 、 単 独 で も 使用 で きま す が 、 繰 り 返 し の 途中 で 抜け 出し た い 条 件 を 記述 し た 下 文 と 、 
組み 合わ せ て 使用 する の が 一 般 的 で す 。 









監 3 break 文 





繰り 返し を 中 止 する 場合 に 
break 文 で 脱出 する 。 
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| break 文 の 例 


次 の 例 を 見 て 下さ い 。 while 文 の 条件 で 変数 n が 20 に な る まで 繰り 返し を する よう 
に 記述 され て いま す が 、 繰 り 返 し 文 の 内 側 に ある 文 で n が 10 以上 に な っ た ら 繰 り 返 
し か ら 脱 出す る よう に 記述 され て いま す 。 


臣 3 break 文 の 例 (break-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main (void) 
{ 


1nt n: 


n=0: 
while(n<20) ( 
1f (n>=10) { 
/* break 文 を 使っ て 、whi1e 文 に よる 繰り 返し を 抜け る */ 
break: 
} 
Drintf ("dd\n" ,n) 


監 3 実行 結果 (break-1.xe) 


o oo コ つ の の ぬ は の ら の ゆら ロ ら 


break 文 は 下 文 の 中 で 使わ れ て いま す が 、 下 文 か ら 抜け 出す の で は な く 、 そ の 外側 の 
while 文 か ら 抜け 出し ます 。 ま た 、while 文 が 入れ 子 構造 を 作っ て いた と する と 、break 
文 は 最も 内 側 の while 文 か ら 抜け 出し ます 。 


漠 平 鶴 
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次 の サン プル プロ グラ ム で は 、while 文 と for 文 の 入れ 子 構造 の 繰り 返し の 中 か ら 、 
それ ぞ れ break 文 を 使っ て 脱出 させ て いま す 。 


に ニー 


監 3 入れ 子 構造 中 の hreak 文 の 例 (hreak-2.c) 


旧 #include <stdio .h> 


int main (void) 
pa 了 


3n も , エゴ) 


ュ =0: 
whi1e(i<10000) { 
if (>=5) { 
printf ( "外側 の ルー プ か ら break\n" ) : 
5 /* ⑪ 入 れ 子 と な っ て いる whi 1e 文 の 外側 で break 文 を 使う 。※ 1 に 移動 する */ 
break: 
} 
}=0: 
while(]<10000) { 
if (]>=3) { 
printf ( "内 側 の ルー プ か ら break\n" ) 
/* ⑧ 入 れ 子 と な っ て いる whi 1e 文 の 内 側 で break 文 を 使う 。※ 2 に 移動 する */ 
break: 





出 平 鶴 





} 
printf ("確認 1 = も d =*d ま mn" ,1,]) : 
3++: 
} 
/* ※2 (breajk ② で 抜け 出し た 後 の 場 所 ) */ - 革 
胃 printf ( "確認 2 1=*%d =%d\n\n" ,1,]) 


ミキ +: 





} 
1 2 ボ :1.34DceAE も 本 日 山 じ た 條 の 細 所 )28 た ニュ ーー 
printf ("確認 3 1=$%d =$d\n\n",1/]) 





return 0: 


区 う 実行 結果 (break-2.exe) 
確認 1 =0 =0 

確認 ] 1=0 ]=1 

確認 1 =0 ]=2 

HE 内 側 の ルー プ か ら break 

確認 2 1=0 =3 
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確認 | 1=1 ]=0 
確認 1 1=1 =1 
確認 1 1=1 =2 
内 出 の ルー プ か ら break 
確認 2 1=1 =3 


確認 1 1=2 ]=0 
確認 1 1=2 ]=1 
確認 1 1=2 ]=2 
内 側 の ルー プ か ら break 
確認 2 1=2 ]=3 


確認 1 1=3 ]=0 
確認 1 1=3 =1 
確認 1 1=3 j=2 
内 側 の ルー プ か ら break 
確認 2 1=3 =3 


確認 ] 1=4 ]=0 
確認 1 1=4 ]=1 
確認 1 1=4 ]=2 
内 側 の ルー プ か ら jbreak 
確認 2 1=4 ]=3 





豊平 鶴 





外側 の ルー プ か ら break 
確認 3 1=5 }=3 


for 文 や do 一 while 文 が 混在 し て いる 場合 も 考え 方 は 同じ で 、“ 最 も 内 側 の 繰り 返し 
文 " か ら 抜 け 出 す 形 に な り ま す 。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、while 文 と for 文 の 入れ 子 構造 の 繰り 返し の 中 か ら 、 
それ ぞ れ break 文 を 使っ て 脱出 きせ て いま す 。 


監 3 for 文 中 の break 文 の 例 (break-3.c) 


#include <stdio.h> 


int main (Void) 
{ 


dnE: 5 


ュ =0: 
while(i<10000) { 
if (1>=5) ( 
printF ( "外側 の ルー プ か ら jbreak\n" ) : 
/* ①⑪ 入 れ 子 と な っ て いる whi 1e 文 の 外側 で break 文 を 使う 。※ 1 に 移動 する */ 
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break: 1 
} 
for(]=0:]<10000:]++) 【 

if (]>=3) { 


printf ("内側 の ルー プ か ら break\n" ) : 
/* @⑧ 入 れ 子 と な っ て いる for 文 の 内 側 で break 文 を 使う 。※ 2 に 移動 する */ 
break: 





} 
printf ( "確認 1 1=d =$d\n",,]) : 
} 
/* ※2 (break② で 抜け 出し た 後 の 場所 ) */ 
printf ( "確認 2 = = も d\n\n" ,1,]) : 
ュ ++: 
} 
/* ※]1 (break⑪ で 拓 け 出 じ た 後 の 炉 所 ) - さ / ニ キミ ーーー ニーーーーー ニ ニー ニニ ニニ テー テーーーーーーーーー 
printf ( "確認 3 1=*%d = も d\nm\n",1,]) 


return 0: 


区 実行 結果 (break-3.exe) 
確認 1 1=0 }=0 

確認 1 1=0 ]=1 

確認 1 1=0 ]=2 

内 側 の ルー プ か ら break 

確認 2 1=0 ]=3 


骨 平 害 


確認 1 1=1 ]=0 
確認 1 1=1 ]=1 
確認 1 1=1 ]=2 
内 側 の ルー プ か ら break 
確認 2 1=1 ]=3 


確認 1 1=2 ]=0 
確認 ] 1=2 ]=1 
確認 ] 1=2 ]=2 
内 側 の ルー プ か ら break 
確認 2 i=2 ]=3 


確認 1 1=3 =0 
確認 1 1=3 =1 
確認 1 1=3 =2 
内 側 の ルー プ か ら break 
確認 2 1=3 =3 
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確認 1 1=4 ]=0 
確認 ] 1=4 =1 
確認 1 1=4 ]=2 
内 側 の ルー プ か ら pbreak 
確認 。 1=4 ]=3 


外側 の ルー プ か ら break 
確認 3 1=5 ]=3 










break 文 は 、 好 き な 場所 で 即座 に 繰り 返し を 脱出 で きる の で 非常 に 便利 で す 。 し か し 、while 文 、 
for 文 に 記述 する 条件 式 と は 別 の 場所 で 、 繰 り 返 し を 終了 する こと に な る の で 、 処 理 の 流れ の 中 
に 「 抜 け 穴 ] を 作っ て し まう こと に な り ま す 。 break 文 は 、 処 理 の 流れ を きち ん と 整理 し た うえ 
で 、 使 う よ う に し まし ょ う 。 


| continue 文 の 形式 


continue 文 は 、while 文 、for 文 、do 一 while 文 の 繰り 返し の 先頭 に 制御 を 移し ます 。 
通常 、continue 文 は 、break 文 と 同様 に 下 文 の 処理 の 中 で 使わ れ ま す 。break 文 で は 制 
御 を 繰り 返し の 外 に 移し ます が 、continue 文 の 場合 は 繰り 返し の 先頭 に 制御 を 移し ます 。 










出 平 鶴 





監 3 continue 文 





繰り 返し を 継続 する 場合 に 
continue 文 で 繰り 返し の 先頭 
に 復帰 する 。 





| continue 文 の 例 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、for 文 の 中 で continue 文 を 使用 し 、0 一 9 の 間 の 奇数 を 
表示 し て いま す 。 
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奇数 の 判定 で は 、% 演 算 子 で 2 で 割り 切れ る か を 判定 し て いま す 。2 で 割り 切れ た 場合 
に は continue 文 を 使っ て 繰り 返し の 先頭 に 戻り 、 数 値 を 表示 し な いよ うに し て いま す 。 


監 3 continue 文 の 例 (continue-1.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main (vo1d) 
{ 


int i: 


/* ※ 繰り 返し の 先頭 */ 
for (1=0 ji<10: ュ i++) { 
1f (1 も 2==0) { 
/* continue 文 を 使っ て 、 繰 り 返し の 先頭 ※ に 戻る */ 
Continue: 
} 
printf ("も d\n" ,1) 


return 0: 


出 平 鶴 


臣 う 実行 結果 (continue-1.6xe) 


1 
3 
5 
7 
9 








continue 文 で 繰り 返し の 先頭 に 戻っ た と き に も 、 条 件 式 (1<10) と 繰り 返し 1 回 ご と に 実行 する 
文 (++) は 処理 され ます 。 












continue 文 は 、 即座 に 繰り 返し の 先頭 に ジャ ンプ する こと が で きる の で 非常 に 便利 で す 。 し か 
し 、 そ の 反面 、 処 理 の 流れ が 多 方 向 に 分 か れ て し まう た め 、 乱用 する と プロ グラ ム の 見 通し が 
悪く な っ て し まい ます 。 構造 化 プ ログ ラミ ング の 考え 方 を 崩さ な いよ うに 、 本 筋 の 処理 に は 
continue 文 を 使用 する の は 避け 、 エ ラー 処理 や 例外 的 な 処理 の み で 使用 する よう に し まし ょ う 。 
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[まとめ と 課題 ] 


Section 





Qu Chapter 07 の まとめ 


1. 同じ 処理 を 複数 回 実行 する よう な 繰り 返し を 行う 場合 は while 文 を 使用 する 。 繰 
り 返 し の while 文 を 使う と 、 手 で 行う に は 面倒 な 計算 や 暗算 で は 行え な いよ うな 
複雑 な 計算 も 、 簡 単に 行う こと が で きる 。 

2. while 文 の 中 の 処理 は {の 中 に 記述 する 。 

繰り 返し 処理 内 で while 文 を 記述 する こと が で きる (入れ 子 構造 ) 繰り 返し 処理 

内 で 文 を 記述 する こと も で きる 。 

for 文 は カウ ンタ 付き の 繰り 返し 処理 を 行う 。 

繰り 返し 条件 を 後 判 定 す る と き は 、do 一 while 文 を 利用 する 。 

break 文 を 利用 すれ ば 、 繰 り 返し 処理 を 中 断 す る こと が で きる 。. 

繰り 返し 処理 で 途中 の 処理 を スキ ッ プ する 場合 は 、continue 文 を 使用 する 


Hg 


Se 
時 平 鶴 





この 章 で は 、 繰 り 返 し の 構文 と し て 、while 文 、for 文 を 中 心 に 学習 し まし た 。 こ の 章 
の 卒業 する こと で 、 構 造 化 プロ グラ ミン グ に よる 論理 構造 で ある 、 順 次 ・ 分 岐 ・ 反 復 の 
すべ て を マス ター し た こと に な り ま す 。 次 の 章 で は 、C プ ログ ラミ ング の ひと つの 璧 と 
言わ れ て いる 、 配 列 と ポイ ンタ に つい て 学び ます 。 こ の 調子 で 頑張 っ て いき まし ょ う 。 


| Chapter 07 の 課題 


還 課 題 ひ 一 九 九 
九 九 の 表 を 作成 せよ 。 以 下 の よう に 出力 され る よう に 作成 せよ 。 


( 葉 う 実行 結果 
1 x1=1 
1x2=2 
TX おき 二 3 
1x4=4 
1x5=5 
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1X6=6 
1xX7=7 
1X8=8 
1xX9=9 


2X1=2 
2X2=4 
2X3=6 
2X4=8 
2x5=10 
( 牙 ) 
8x5=40 
8x6=48 
8x7=56 
8x8=64 
8X9=72 


9X1=9 

9X2=18 
9X3=27 
9X4=36 
9x5=45 
9X6=54 
9x7=63 
9X8=72 
9X9=81 


豊平 鶴 


園 課 題 ② 一 倍数 の 表示 
1 か ら 1.000 の 間 に 存 在 す る 9 の 倍数 を 画面 に 表示 せよ 。 以 下 の よ うに 出力 され る よ 
うに 作成 せよ 。 


臣 う 実行 結果 
9 は 9 の 倍数 で す 。 
18 は 9 の 倍数 で す 。 
27 は 9 の 倍数 で す 。 
36 は 9 の 倍数 で す 。 
45 は 9 の 倍数 で す 。 
54 は 9 の 倍数 で す 。 
63 は 9 の 倍数 で す 。 
72 は 9 の 倍数 で す 。 
81 は 9 の 倍数 で す 。 
90 は 9 の 倍数 で す 。 
( 牙 ) 
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990 は 9 の 倍数 で す 。 
999 は 9 の 倍数 で す 。 


較 課 題 ⑬ 一 for 文 へ の 書き 換え 
以下 の プロ グラ ム は 1 10 まで の 総和 を while 文 を 使っ た 繰り 返し で 求め て いる 。 こ 
れ を for 文 を 使用 し て 書き 換え よ 。 


臣 う 課題 ③⑬ の 問題 (kadai3-q.c) 


#1nclude <Stdio .h> 


int main (Void) 
{ 
int Va]1: 


int 1: 


Va1=0: 
ュ =1 : 
while (1<=10) { 
Va1+=1 
ュ ++』 
} 
printf ("1 一 10 まで の 和 は *d で す 。" , Va1 ) : 


骨 平 宏 


return 0: 


較 課 題 ④② 一 do ^ while 文 へ の 書き 換え 
以下 の プロ グラ ム は キー ボー ド か ら 人 入力 し た 文字 を 画面 に 表示 し 、 文 字 q ま た は Q 
が 入力 され た ら プ ログ ラム を 終了 し て いる 。 現在 while 文 と 下 文 を 使用 し て いる 個所 
を 、do~ while 文 を 使用 し て 書き 換え よ 。 


監 う 3 課題 ① の 問題 (kadai4-q.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


1nt main (void) 
{ 


char C: 


while(1){ 
c=getchar ( ) : 
printf ("も C" , で ) : 
ifE(c=='g' | |c=='O)( 
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骨 平 鶴 
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break: 





getchar は 、 標 準 入力 (キー ボー ド ) か ら 文 字 を 入力 する 関数 で す 。 セ クシ ョ ン 11-01「 ス トリ ー ム 
入出 力 と は ? [スト リー ム 入 出力 ]」(p p.280) を 参照 し て 下さ い 。 


O 以 明 > hie) と は ? 


while 文 の 判定 条件 に 1 を 書く と 、 終 了 す る こと の な い 繰 り 返し と な り ま す 。 こ れ は 、 無 限 
ルー プ と 呼ば れ ま す 。Chapter 05「 式 と 演算 子 ](p.87) の 、 論 理 演算 子 で 学習 し た よう に 、 C 
言語 で は 「0 以外 の 値 」 を 真 (true) と 扱い ます 。 こ れ に より 、while(1) と 書く と 、 終 了 条 件 が 常に 
「 真 ] と な り 、 繰 り 返 し が 終わ ら な い 「 無 限 ル ー プ ] に な り ま す 。 逆 に 、while(0) と 書く と 、 一 度 
も 実行 され な い 繰 り 返 し 文 と な り ま す が 、 こ れ は 、 使 う 意味 が あり ませ ん 。 

な お 、 無 限 ル ー プ を 抜け 出す た め に は 、break 文 が 使わ れ ま す 。 












Chapter 07 の 解答 例 


還 課 題 )ー 九 九 


監 3 課題 ① の 解答 例 (kadai1-a.c) 


#1nclude <stdio.h> 





int main(Void) 
{ 


int a,b: 





a=1: 
while (a<=9) { 
b=1: Eo 
while(Db<=9) { に 
printf ("dQX*d ニ *%d\n" ,a,D,a*D) : 
b++: 
} 
printf (" ぎ n") : 











@ @ @@ らら 
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return 0: 


解説 

① 繰 り 返し 用 変数 初期 値 1 を セッ ト し ます 。 

② 変 数 4 が 9 と 同じ に な る まで 繰り 返し を 行い ます 。 
③ 繰 り 返 し 用 変数 b 初期 値 1 を セッ ト し ます 。 

④ 変 数 4 が 9 と 同じ に な る まで 繰り 返し を 行い ます 。 
⑤ 結 果 を 画面 表示 し ます 。 


還 課 題 ② 一 倍数 の 表示 
臣 う 課題 ② の 解答 例 (kadai2-a.c) 


#1nclude <stdio.h> 


1nt main (Void) 
{ 


int mul: 


骨 平 害 





mu1=1 : 





whi1e (mu1<=1000) { テー 
1f (mu1$9==0) { 
printf ("dQ は 9 の 倍数 で す 。 \n" ,mu1 ) : 








る ⑤ @ @ ら 





} 


mmU ユ ++ : 


return 0: 


解説 

① 変 数 mul に 初期 値 1 を セッ ト し ます 。 

②1000 まで 繰り 返し を 行い ます 。 

③9 で 割っ た 結果 あま り が 0 の も の が 9 の 倍数 と な り ま す 。 
④ 結 果 を 表示 し ます 。 
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還 課 題 ③⑮ 一 for 文 へ の 書き 換え 


皿 う 課題 ③⑬ の 解答 例 (kadai3-a.c) 


#1nclude <sEdio.h> 


1nt main (Void) 
{ 
int val: 


int ュ : 


Ya1=0: 


for (1=1 : <=10 j++) {( ① 





Va1+=1 : 
} 
printf ("1 一 10 まで の 和 は *d で す 。" , Ya1 ) : 


return 0: 


解説 
①while 文 を for 文 に 置き 換え ます 。 i の 初期 化 と カウ ント アッ プ は for 文 に 記述 し ます 。 


骨 平 鶴 


還 課 題 ⑦② 一 do ^ while 文 へ の 書き 換え 


臣 う 課題 ①② の 解答 例 (kadai4-a.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


1nt main (void) 
( 


char C: 


dot 
c=getchar ( ) : 
printf ("も C" , で て ) : 
)whi1e(c=='q'&gc=='O' ) : 一 = ニー G 





return 0: 


解説 
①f 文 で c=='q llc=='Q' の 条件 に 該当 し た ら break し て いた 部 分 を 、do 一 while 文 の 条件 に 埋め 込み ま 
す 。 条 件 文 が or(ll) か ら and(&&) と な る 点 に 気 を 付け まし ょ う 。 
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シン シッ /// あ ンク シン ン ココ 


Chapter 


clmlm 邊 是 昌 


へ 


配列 と ホイ ンタ 


この 章 で は 、 同 じ 型 の デー タ を まとめ て 表現 する | 配列 」 と 、 


アド レス 操作 を 行う | ポイ ンタ 」 に つい て 学習 し ます 。 

配列 と ポイ ンタ は C 言 語 の 学習 で も 難し いと 言わ れ て いる と ころ で す が 、 

一 度 理 解 し て し まえ ば 簡潔 で 効率 的 な プロ グラ ム が 記述 で きる よう に な り ま す . 
何 度 も 読み 返し て 、 理 解 深 ゆで いき まし ょ う 。 


山 」 


PyK ぐ の 】 り アル ョ レル た ネン ン 必 っ): シン: と きす )-] 
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Section 


則 - 上 同じ 型 の デー タ を 一 度 に 扱う 


同じ 型 の デー タ が た くさ ん ある 場合 、 それ ら を ひと まとめ に し て 扱う と 非常 に 便利 な こと が 
あり ます 。C 言 語 に は その た め の 仕組 み と し て 配列 が 用 意 さ れ て いま す 。 こ の セク ショ ン で 
は 、 配 列 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 
同 一 の デー タ 型 の 変数 を た くさ ん 扱う 場合 の 便利 な 構造 と し て 配列 が ある 。 
回 配列 は 同一 デー タ 型 の 変数 の 集まり で 構成 され る 。 


回 配列 の な か の 1 つ 1 つの 変数 の こと を 配列 の 要素 と 呼ぶ 。 
回 配列 で 宣言 し た 要素 の 数 を 要素 数 と 呼ぶ 。 


(Qu 配列 と は ? 


配列 と は 何で し ょ うか ? 例え ば 、 小 物 の 片づけ を する と きのこ と を 考え て みて 下さ 

い 。 本 な ら 本 棚 へ 、CD な ら CD ケー ス に と 、 同 じ 種 類 の も の は ひと まとめ に し て 片 づ 
け を する か と 思い ます 。 こ れ は 、 同 じ 大 き さ の も の を まとめ る こと に よっ て 収納 の ス 
ペー ス を 節約 で きる し 、 あ と で 使う と き に 種類 ご と に まとめ て お いた ほう が 使い や す 
いか ら で す ね 。C 言語 の プロ グラ ム で も 同じ 考え 方 を する こと が で きま す 。 プ ログ ラム 
の 中 で 使う デー タ を デー タ の 型 ご と に 整理 し て 、 ま と め て 扱う こと が で きま す 。C 言 語 
の プロ グラ ム で は 、 こ れ を 配列 と 呼び ます 。 








骨 田 選 


臣 3 配列 と は ? 





同じ 種類 の も の は 
ひと まとめ に ・…・ 
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Qu C 言語 に お ける 配列 


プロ グラ ミン グ で は 、 手 作業 で する 処理 を 一 度 に 自動 で し た いと 考え る こと が 多い 
と 思い ます が 、 配 列 を 使え ば 連続 し た デー タ を グル ー プ と し て 扱う こと が で きる の で 、 
一 括 し た スム ー ズ な 処理 を する こと が で きま す 。 配列 を 使っ た 場合 は 宣言 が 楽に な る 
だ け で は な く 、 繰 り 返 し 文 と 組み 合わ せる こと に よっ て 、 中 身 の デ ー タ を まとめ て 処 
理 す る こと が で きま す 。 で は 、 ど の よう に 使っ て いく か を 見 て いき まし ょ う 。 


(Qu 配列 デー タ の 扱い 


例え ば 数 値 が 50 個 で ある デー タ を 扱 お うと し た 場合 、 こ れ を 宣言 する た め に 以下 の 
よう に し た の で は 非常 に 大 変 で す 。 


園 配 列 を 使わ な い 場 合 


int n1,n2.,n3,n4, . . .( 途 中 省略 ) . . .n49, ,n50: 


臣 う 配列 を 使わ な か っ た 場合 





油田 包 





実際 の プロ グラ ム で は 、 こ の よう な 使い 方 は し ませ ん 。 
で は 、50 個 の デー タ を 扱い た い 場合 に は どの よう に すれ ば よい の で し ょ うか ? ここ 
で 登場 する の が 配列 で す 。 配 列 を 使い 、 同 じ 型 の デー タ を まとめ て 取り 扱い ます 。 


園 配 列 を 使っ た 場合 


int n[50]: 
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臣 う 配列 を 使っ た 場合 


この よう に 、 連 続 し た デー タ を ひと まとめ に し て 扱う こと が で きる の が 配列 で す 。 


| 要素 と 要素 数 


配列 の 中 の 1 つ 1 つ の 変数 の こと を 、 配 列 の 要素 と 呼び ます 。 
さら に 、 配 列 で 宣言 し た 要素 の 数 を 要素 数 と いい ます 。 
例え ば 、 要 素数 4 の 配列 は 以下 の よう な イメ ー ジ と な り ま す 。 


忠 う 要素 と 要素 数 








豊田 争 
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[配列 の 宣言 と アク セス ] 


Section 


則 - Ip 配列 を 宣言 し 使っ て みる 


配列 も 変数 と 同じ よう に 、 利 用 する 前 に 宣言 を する 必要 が あり ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 
配列 を 宣言 する 方 法 と 宣言 し た 配列 に アク セス する 方 法 に つい て 学習 し ます 。 


ルンルン レス ノル 4 あみ 
表 配 列 の 宣言 は 、 配 列 名 の 後ろ に [] を 付け て 、[] 内 に 要素 数 を 指定 する 。 
回 配 列 の 参照 は 、 配 列 名 の 後ろ に [] を 付け て 、[] 内 に 添え 字 を 指定 する 。 添 え 字 の 範囲 に 注意 する 。 
回 配列 の 初期 化 は 、 代 入 演算 子 の 右 の 1 内 に 定数 を カン マ で 区 切っ て 指定 し て 行う 。 要 素数 は 省略 可能 で 
ある 。 


回 配列 は 、 繰 り 返し 構文 と と も に 使う こと で その 威力 を 発揮 する 。 
国文 字 の 配列 は 、 未 尾 に ヌル 文字 を セッ ト す る こと で 文字 列 に する こと が で きる 。 


| 配列 の 宣言 


配列 の 官 言 は 、 型 名 を 最初 に 書き その 後ろ に 変数 名 を 記述 する と ころ まで は 通常 の 
変数 家 言 と 同じ で す 。 た だ し 、 配 列 の 場合 、 変 数 名 の 後ろ に [] で 要素 数 を 書き ます 。 








山田 居 





監 う 配列 宣言 の 形式 


変数 名 [ 委 素 数 ] 











配列 名 の 規則 に つい て は 、 通 常 の 変数 と 同じ で す 。 要 素数 は 定数 で 記述 し な けれ ば 
な り ま せん 。 
ここ で は 、 要 素数 100 の int 型 配列 table を 宣言 し て いま す 。 


監 3 配列 宣言 の 例 


int table[100]: 


| 配列 要素 へ の アク セス 


すでに 説明 し た と お り 、 配 列 の 中 の 1 つ 1 つ の 変数 の こと を 配列 の 要素 と いい ます 。 
各 配 列 の 要素 の 指定 は 、 先 頭 か ら 何 番目 か ? と いっ た 形 で 行い ます 。 配列 の アク セス 
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に | 


は 、 変 数 名 と 何 番目 の デー タ を 指す か と いう 、 添 え 字 に よっ て 行い ます 。 添 え 字 は 、[] 
で 囲ん で 指定 し ます 。 


想う 配列 アク セス の 形式 

















皿 う 配列 アク セス の 例 
table[0]=100: 配列 の 1 番目 の 要素 に 100 を 代入 する 
tab1e [1]=200: 配列 の 2 番目 の 要素 に 200 を 代入 する 
tab1e [2]=300: 配列 の 3 番目 の 要素 に 300 を 代入 する 
tab1e[3]=400: 配列 の 4 番目 の 要素 に 400 を 代入 する 
table[4]=500: 配列 の 5 番目 の 要素 に 500 を 代入 する 





彫 配 列 要素 へ の アク セス に お ける 注意 点 
配列 を 扱う と き に 注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 配 列 の 要素 の 番号 は 、1 で は な く 、 
0 か ら 始 まる と いう こと で す 。 つ まり table[5] と 宣言 し た 場合 は 、 次 の 図 の よう に 添え 
字 は 0 か ら 4 ま で で アク セス する こと に な り ま す 。 


皿 う 要素 の 添え 字 


配列 
table 





配列 の 未 尾 の 番号 が 配列 の 要素 数 -1 に な る こと に 注意 し て 下さ い 。 





ここ で 、 配 列 を 宣言 し 、 内 容 に アク セス する プロ グラ ム を 見 て み ま す 。 次 の プロ グ 
ラム で は 、int 型 の 配列 を 要素 数 5 で 宣言 し 、 配 列 の 中 に 100 一 500 の 数 値 を 設定 し て 
いま す 。 結果 を 画面 表示 し て 、 正 し く 設 定 さ きれ て いる こと を 確認 し て み ま し ょ う 。 


臣 3 配列 へ の アク セス ①(arrayaces-1.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main (Void) 

{ 
/* int 型 の 配列 table を 要素 数 5 で 宣言 する */ 
int table[5] : 
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table[0]=100: 
table[1]=200: 
table[2]=300: 
table[3]=400: 
table[4]=500: 


printf ( "配列 の 0 番目 の 内 容 は 、 も d で す \n" , table[0] ) : 
printf ( "配列 の 1 番目 の 内 容 は 、 も dQ で す \n" , able [11 ) : 
printf ( "配列 の 2 番目 の 内 容 は 、*d で す \n" , tab1e[ 2] ) : 
printf ( "配列 の 3 番目 の 内 容 は 、 も d で す \n" , table[3] ) 
printf ( "配列 の 4 番目 の 内 容 は 、*d で す \n" , table[4] ) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (arrayaces-1.exe) 


配列 の 0 番目 の 内 容 は 、100 で す 
配列 の 1 番目 の 内 容 は 、 200 で す 
配列 の 2 番目 の 内 容 は 、300 で す 
配列 の 3 番目 の 内 容 は 、400 で す 
配列 の 4 番目 の 内 容 は 、500 で す 





配列 要素 へ の アク セス に は 、 定 数 で は な く 変 数 を 使う こと も で きま す 。 次 の サン プ 
ルプ ログ ラム で は 、 配 列 要 素 へ の アク セス に in 型 の 変数 i を 使用 し て いま す 。 


に に | 





監 3 配列 へ の アク セス (②(arrayaces-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


int main(Void) 

{ 
/* int 型 の 配列 tab1e を 要素 数 5 で 宣言 する */ 
int table[5] : 


int i: 


table [i] =100: 
ュ ォ オ : 
table [1] =200: 
ミオ: 
table [i] =300: 
ミキ オ : 
table [i] =400: 
ュ エキ: 


table [ii] =500: 
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For (1=0:1<5: ュ ++) { 
printf ( "配列 の 番目 の 内 容 は 、$d で すぎ \n" , +1 , tab1e [i] ) : 
} 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (arrayaces-2.exe) 


配列 の 0 番目 の 内 容 は 、100 で す 
配列 の 1 番目 の 内 容 は 、200 で す 
配列 の 2 番目 の 内 容 は 、300 で す 
配列 の 3 番目 の 内 容 は 、400 で す 
配列 の 4 番目 の 内 容 は 、500 で す 


っ タ み mm 
配列 に は 、 添 え 字 が 複数 に な る 多 次 元 配列 と いう も の も あり ます 。 


次 の 例 で は 、 int 型 の 2 次 元 配 列 を 宣言 し て いま す 。 int 型 の 変数 が 配列 と し て 、5 3 要素 分 
が 確保 され ます 。 





臣 3 多 次 元 配列 の 例 


int view[5] [3]: 





M 配列 の 初期 化 


配列 も 通常 の 変数 同様 、 官 言 と 同時 に 初期 化 を 行う こと が で きま す 。 配 列 を 宣言 と 同 
時 に 初期 化す る に は 、 代 入 演 算 子 の 右 に | | を 置き 、 中 に 定数 を 並べ て 記述 し ます 。| | の 
中 身 の 定数 の こと を 初期 化 子 と 呼び ます 。 初 期 化 子 は カン マ (.) で 区 切っ て 記述 し ます 。 





骨 田 希 


監 う 配列 初期 化 の 形式 


紅 恋 数 名 [要素 数 ]=( 定 数, 定数 








次 の 例 で は int 型 の 要素 数 4 の 配列 を 、1. 2. 3. 4 を 初期 値 と し て 伺 言 し て いま す 。 





int i_array[4]=(1,2,3,4): 要素 数 4 の int 型 の 配列 を 初期 化 


char 型 の 配列 も 同様 の 方 法 で 官 言 する こと が で きま す 。 
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char c_array[3]={('a',。!b',!C け : 要素 数 3 の Char 型 の 配列 を 初期 化 


配列 の 宣言 時 に 初期 化 を 行う 場合 に は 、[] の 中 の 配列 の 要素 数 を 省略 する こと が で き 
ます 。 こ の 場合 は 、 初 期 化す る デー タ の 数 が 自動 的 に 配列 の 要素 数 に な り ま す 。 





int i_array[]=(100,200,300}: 要素 数 3 で 配列 が 宣言 され る 


配列 の 要素 数 より も 初期 化 子 が 多い 場合 は 、 コ ン パ イル 時 に エラ ー と な り ま す 。 





int i_array[2]={100,200,300}: 初期 化 子 が 多い 


エラ ー E2225 xxoc.C x: 初期 化 子 が 多 す ぎる (関数 main ) 


配列 の 要素 数 より も 初期 化 子 が 少な いり 場合 、 初 期 化し て いな い 残 り の 要素 は 0 で 初 
期 化 さ れ ま す 。 


int i_array[3]={100,200,0}: 
int i_array[3]=(100,200}: 上 と 同じ 内 容 に な る 








臣 3 配列 初期 化 の 例題 (arrayinit.c) 


#1nclude <stdio.h> 


骨 田 当 


int main(void) 


{ 





/* 要素 数 4 の 1nt 型 の 配列 を 初期 化 */ 

int i_array1 [4]={1,2,3,4): 

/* 要素 数 3 の char 型 の 配列 を 初期 化 */ 

char c_array[3]={'a' DD',!C! け 5 

/* 配列 の 要素 数 を 省略 する 。( 配 列 の 要素 数 は 4 と な る ) */ 
int i_array2[] ={1,2,3,4}: 


/* 配列 の 内 容 を 画面 に 表示 する */ 

printf ("1 _array1[0]=%d\n",1_array1 [0] ) : 
printF("i_array1 [1]=*%d\n" ,1_array1 [1] ) 
prinEtE ("1_array1 [2] = も d\n",1_array1 [2] ) 
printE("1 array1 [3] =*d\n",1_array1 [3] ) : 


printfF("c_array[0] = を c\n",c_array [0] ) : 


printE("C_array[1]=\*c\n",C_array [1] ) : 


printfE("c_array[2]=*c\n",C_array[2] ) : 
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printf ("1 array2[0]=*%d\n" ,1_array2 [0] ) 
printf ("1 array2 [1] = も d\n",1_array2 [1] ) : 
printf ("1 array2 [2]=d\n",1_array2 [2] ) 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (arrayinit.exe) 
i_array1 [0]=1 
1_array1 [1] =2 
1_array1 [2]=3 
1_array1 [3]=4 
c_array [0] =a 
c_array [1]=b 
Cc_array [2] =c 
1_array2 [0] =1 
1i_array2 [1]=2 
1 array2 [2] =3 


| 配列 と 繰り 返し 文 の 連携 


配列 は 、 繰 り 返 し 文 と 組み 合わ せる こと で 、 そ の 威力 を 発揮 し ます 。 そ の 例 と し て 、 
繰り 返し 文 を 使い 、 初 期 化 し た 配列 の 中 身 を 表示 する プロ グラ ム を 作成 し て み ま す 。 次 
の サン プル プロ グラ ム で は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の AZ まで の 26 文字 を char 型 の 配列 と 
し て 宣言 し 、 繰 り 返 し 文 for で 配列 の 中 身 を 順に 表示 し ます 。 繰 り 返し 文 の カウ ンタ 変 
数 i を 配列 の 添え 字 と し て 使用 し て いま す 。 


還 田 史 


臣 う 配列 と 繰り 返し 文 の 連携 プロ グラ ム ①(arrayloop-1.c) 


#include <stdio.h> 


int main (vo1d) 

{ 
/* 配列 array を 宣言 し 、 文 字 定 数 で 初期 化す る */ 
0 0 ん の も 硬 


の 2 


int 1: 
for (=0:1<26:++) { 


/* 配列 の 内 容 を For 文 を 使っ て 、 順 次 画面 に 表示 する */ 
printE ("を C ",array[i] ) : 


200 は じ め て の C プ ログ ラミ ング 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 


[配列 の 宣言 と アク セス ] Section 08-02 





return 0: 


臣 3 実行 結果 (arrayloop-1.exe) 上 
ABCDEFGHTJKLMNOPORSTUVWXY2 


次 に 、 配 列 の 初期 化 と 繰り 返し 処理 を 応用 し た プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 array 引 
と いう int 型 配列 に 整数 の デー タ が あり 、 そ の 中 に -1 の 値 が いく つか 入っ て いま す 。-1 
を 対象 か ら 除外 し て 、5 番 目 の 値 を 出力 し ます 。 


臣 3 配列 と 繰り 返し 文 の 連携 プロ グラ ム ①(arrayloop-2.c) 


#include <stdio.h> 


int main (vod) 
{ 
/* 配列 array を 宣言 し 、 数 値 定数 で 初期 化す る */ 
nt array[】 = {【-1。 1 2。 3。 4。 -1。 5。 -1。 -1。 6, 7。 8。 9}: 
/* 配列 内 を 順に 参照 する た め の カ ウン タ 変 数 */ 
3nt さ 》 
/* 配列 内 の デー タ か ら -1 を 除い た 場所 を 保存 する 変数 */ 
nt pos: 
/* 配列 の 要素 数 を 保存 する た め の 変数 */ 


1nt size: 





に | 





Size=s1zeof (array ) / sizeof (array [0] ) : 
/* sizeof 演算 子 を 利用 し て 配列 の 要素 数 を 調べ る */ 
DoS=0: 


ヨコ 
for (1=0:1<size:i++) { 
/* if 文 を 使い 、-1 は 除外 対象 と する */ 
if (array [1] !=-1) { 
if (pos==5) { 
printf(" 5 番目 の 正 数 の 値 は sd で す \n" ,array [1] ) : 


break: 


DOS++: 


return 0: 
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監 3 実行 結果 (arrayloop-2.exe) 
5 番目 の 正 数 の 値 は 6 で す 





A 
注意 sizeof 演算 子 の 使い 方 に 関し て は 、 セ クシ ョ ン 05-07「 異 な っ た 型 を 扱う と き は 」 の アド バン ス 
(pp.126) を 確認 し て 下さ い 。 








C 言 語 で は 、 実行 時 の 配列 の 範囲 外 ア クセ ス に つい て チェ ッ ク さ れる こと は あり ませ ん 。 配 
列 と し て 確保 し た 要素 数 以上 の 場所 に アク セス し た 場合 は 、 プ ログ ラム が 異常 動作 する か 、 最 
悪 の 場合 不正 終了 し て し まい ます 。 プ ログ ラマ 側 で 責任 を 持っ て 管理 し まし ょ う 


葉 3 異常 終了 する プロ グラ ム (arrayahort.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main (void) 
{ 
int table[32]: 


int i: 


for(i=0:1<1000: ュ i++) { 
/* ュ 1*i が 32 以降 で 配列 の 異常 アク セス に な る */ 


table [1*1] =1*1: 


骨 四 選 


return 0: 


臣 3 異常 終了 し た プロ グラ ム (arrayabort.exe) (Windows Vista の 場合 ) 


本 コマ ンド プロ ンプ ト - arrayabort = 上 ロ | xl 





Ctrl +G を 押し て 、 プ ロン プ ト を 復帰 し て 下さ い 。 | 
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葉 3 異常 終了 し た プロ グラ ム (arrayahort.exe) (Windows XP の 場合 ) 


arrayabt.exe 


問題 が 発生 し た た め 、 arrayabtexe を 終了 し ます 。 ご 不便 を お が けし て 甲 し 訳 あり 
ませ ん 。 


作業 途中 で あっ た 場合 、 そ の 情報 は 失わ れ た 能 性 が あり ます 。 


この 問題 を Microsoft に 報告 し て くだ さい 。 
ラー 報告 が 作成 され まし た 。 軸 社 で は 、 こ の 報告 を 匿名 の 機 
て 扱い ます 。 
エラ ー 報 告 に 含ま れる デー の 参照 : ここ を の リッ ク し て くだ さい 。 


エラ ー 報 告 を き 信 す _ 送信 し な い ⑪) 送信 し な い を 押す 。 




















char 型 の 配列 と 文字 列 


言語 で の 文字 と は 、 文 字 型 char に 入れ る こと の で きる も の で 、 半 角 1 文字 の み を 
指し ます 。char 型 の 変数 で は 、 複 数 の 文字 が 連なっ た 単語 や 全角 の 文字 を 扱う こと は 
で きま せん 。 





想う C 言 語 に お ける 文字 


ノン 坊 


ロー っ ご 


文字 を 表現 する た め の デ ー で scoo ァ ー タ | 








豊田 居 





で は 、 単 語 や 全角 文字 は どの よう に 扱え ば よい の で し ょ うか ? C 言 語 で それ ら の 文 
字 を 扱う に は 文字 列 を 使用 し ます 。 文字 列 と いっ て も 文字 列 型 と いう デー タ 型 が ある 
わけ で は な く 、 単 に char 型 の 配列 の こと を 指し て いま す 。 さ ら に いう と 、char 型 の 配 
列 の 中 で 末尾 に ヌル 文字 '\0' を 入れ た も の を 「 文 字 列 ] と 呼び ます 。 





ヌル 文字 と は ? 
ヌル 文字 は 、 文 字 列 の 終端 で も る こと を 表す 特殊 な 文字 で す 。 \0 と 表記 され ます 。 
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str [1] に は 





gtr[2] に は " 
str[3] に は 
'\ ぎ 0' が 入っ て いる 


豊田 争 


str [4] に は 





str[0] に は 'b 

'o' が 入っ て いる 
o 
k 


例え ば 、book と いう 単語 を 文字 列 で 表す と 、 次 の よう に な り ま す 。 





char str[5] : Char 型 の 配列 を 要素 数 5 で 宣言 する 
str[0]='b* 
str[1]='o' 
str[2]='o' 
Str[3]='k' 





Str[4]=' ま 0': ヌル 文字 


| 文字 列 の 定数 表現 


文字 列 に も 定数 の 表現 が あり ます 。 定 数 と し て 文字 列 を 扱い た いと き は 、 両 端 を ダ 
プル クォーテーション ( ” ) で 囲ん で 表記 し ます 。 こ の と き に 配列 の 最後 尾 に 自動 的 に 
ヌル 文字 が 挿入 きれ ます 。 


char str[]="book" : ーーーーーーーーーーーー char 型 の 配列 を 宣言 し 、 同 時 に 文字 列 定数 "book" で 初期 化し ます 


この と き の 文 字 配 列 str の 内 容 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


' が 入っ て いる 


' が 入っ て いる 
" が 入っ て いる 


ここ で 、 な ぜ 最 後に ヌル 文字 \0' な ど と いう も の を 入れ る 必要 が ある か を 考え て み ま 
し ょ う 。 そ れ は 、 文 字 列 の 最後 が どこ か ? と いう こと を 管理 する た めで す 。 文字 列 は 、 
C 言 語 で は た だ の 文字 型 の 配列 で し か な い の で 、 ど こ が 文 字 列 の 終端 か ? と いう 区 別 
が つか な い の で す 。 ヌ ル 文 字 \0' は 文字 列 の 終わ り を 示す マー ク だ と 考え て 下さ い 。 
Chapter 12 な ど で 取 り 上 げ る 文字 列 を 操作 する 関数 で は 、 こ の ヌル 文字 \0' を 目印 と 
し て 処理 を 行い ます 。 

ここ で は 、 文 字 列 を 扱う た め の char 型 の 配列 で は 、「 実 際 に 必要 と する (半角 文字 の ) 
文字 数 より も 、1 つ 余分 を 見 込ん で 宣言 する 必要 が ある 」 と 覚え て お きま し ょ う 。 半 角 
文字 10 文字 分 を 扱う 場合 は 、 配 列 の 要素 は "10+1" の 11 個 、 全 角 文 字 は 1 文字 で 半角 文 
字 2 文 字 分 の サイ ズ が 必要 に な り ま す の で 、4 文 字 を 扱う 場合 は "(4x2)+1" の 9 個 必 要 と 
いう こと で す 。 





char str1 [11] = "0123456789": 10 文字 + ヌ ル 文 字 で 要素 数 11 の 記 列 と する 
char str2[9] = "全角 文字 "7 ーーーーーーーーーーーー 全角 4 文字 は 半角 8 文字 ヌル 文字 で 要素 数 9 の 配列 て と する 
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| QDvw 記 3 文字 の 定数 表現 と 文字 列 の 定数 表現 の 違い 
文字 の 定数 表現 は 、 両 端 を シン グル クォーテーション (" ) で 囲み 、 文 字 列 の 定数 表現 は 両端 
を ダブ ルク ォ ー テ ーション (" ) で 囲み ます 。 
文字 定数 と 文字 列 定数 の 大 き な 違い は 、 文 字 列 定数 の 場合 は 、 最 後に 必ず 未 尾 に ヌル 文字 
'\0' が 入る こと で す 。 


char c1='A': 


char s1[]="A": 


区 文字 定数 と 文字 列 定数 


文字 定数 | 騰 文字 列 定 数 
char c1 char s1[ ] 





に e 


つま り 文 字 列 で の 表記 で は 、 同 じ 1 文字 を 表現 する 場合 に も 、2 文 字 分 の サイ ズ の 配列 が 必 
要 と な る わけ で す 。 













山田 選 
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IN ンタ ] 


nH 


ポイ ンタ は 変数 の アド レス を 取り 出し た り 、 取 り 出 し た 変数 の アド レス を 用 いて 変数 に アク 
セス し た りす る と き に 使用 し ます 。 ア ドレ ス を 使っ て 変数 の アク セス を 行う と き に は 、 ボ ポイ 
ンタ 変数 を 使用 し ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 ポ イン タ に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 


一 すべ て の 変数 に は 、 そ れ が 置か れる メモ リ 上 の 位置 が ある 。 そ れ を アド レス と 呼ぶ 。 
回 変数 の アド レス を 表す 型 が 、 ボ イン タ で ある 。 
回 変数 に 対し て アン バ サ ン ド (&) を 使う と 、 変 数 の アド レス を 取り 出す こと が で きる 。 


| アド レス に つい て 


ポイ ンタ の こと を 学習 する 前 に 、 コ ンピュータ の 内 部 に つい て も う 少 し 詳し く 勉 強 
し て み ま し ょ う 。 今 ま で 変数 と は デー タ を 格納 する 場所 で ある と 説明 し まし た が 、 こ 
の 箱 が 置か れる と ころ を 、 コ ンピュータ の 中 で は 「 メ モリ 空間 ] と 呼び ます 。 宣言 され 
る 変数 は この メモ リ 空 間 の 中 に 確保 され ます 。 変 数 を 宣言 する と いう こと は 、 コ ン 
ビ ピュー タ 側 か ら 見 る と 変数 用 の メモ リ を 変数 の 型 の サイ ズ 分 の メモ リ 領 域 と し て 確保 
する こと に な る の で す 。 

例え ば 、 次 の プロ グラ ム の 変数 a,.b は 、 図 の よう な イメ ー ジ で メモ リ に 確保 され ます 。 








豊田 史 


監 3 サン プル (pointer-1.c) 
#inc1ude <sEdio.h> 
1nt main (void) 

{ 
1nt a=10: 


int b=20: 


return 0: 


監 実行 結果 (pointer-1.exe) 
(な に も 表示 され ませ ん ) 
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区 変数 と hb の た め の 領 域 を メモ リ に 確保 


#1inc1ude <sEdio . ロ > 下馬 


1nt main (Vo1d) | 請 


生 。 。 10 ( 変 数 8 の た め の メ モリ 撤 域 
nt a=10: 
return 0: | 詞 


int b=20: 20 (変数 pb の た め の メ モリ 領域) 





次 に 、 メ モリ に 確保 きれ た 変数 が どの よう に 使わ れる か を 見 て み ま す 。 次 の プロ グ 
ラム は 、 変 数 a と b の 内 容 の 和 を 変数 < に 入れ る も の で す 。 変数 a と b の 中 に 10. 20 が 
それ ぞ れ 入っ て いて 、 変 数 c に その 中 身 を 足し た 結果 を 入れ ます 。 


臣 3 サン プル (pointer-2.c) 


#include <stdio.h> 


int main (Vo1d) 
{ 
int a=10: 
int b=20: 





BmE'G: 


で =a+ Db: 


に に | 


return 0: 
実行 結果 (pointer-2.exe) 
(な に も 表示 され ませ ん ) 


具体 的 な 処理 と し て 、 変 数 a と b か ら 内 容 を 取り 出し 2 つの 値 を 足し て 、 変 数 c の 中 
に 入れ れ ば よい わけ で す が 、 コ ンピュータ の 中 で は まず 最初 に a. b, c が メモ リ 空 間 の 
どこ の 場所 に ある の か を 知る 必要 が あり ます 。 
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出生 聞 


臣 3 変 数 a.b.c は どこ に ある ? 













#1mc1ude <sdio .h> 


10 (変数 a の た め の メ モリ 領域 ) 
20 (変数 5 の た め の メ モリ 領域) 







1nt main (Vo1d) 
{ 
1nt a=10: 
1nt b=20: 
int ci = て 寺 e 


C=a+ D: 












変数 xy の た め の メ モリ 領域 






return 0: 


/ 





プロ グラ ム が 実行 さき れる と き に 、 変 数 が メモ リ 空 間 の どこ に ある か と いう こと を 示 
す も の を 、 ア ドレ ス と 呼び ます 。 ア ドレ ス と は 、 英 語 で 住所 と いう 意味 が あり ます が 、 
C 言 語 で も 同様 の 意味 で す 。 ア ドレ ス を いう と き は 、「 一 番地 ] と いう よう に 住所 風 に 表 
現し ます 。 


皿 3 変数 a.b.cz に は アド レス が 付い て いる 


10 、XX020 番 地 

20 XX030 番 地 
| 還 

30 XX050 番 地 


c は XX050 番 地 だ ! 













#1nc1ude <sEdio.h> 







1nt main (Vo1d) 
{ 
nt a=10: 
int b=20: 
きま も G ヵ 



















C=a+ D: 





return 0: 


で は 、 実 際 に 割り 当て られ た アド レス を 表示 する プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 C 
言語 で は 、 変 数 の 前 に アン パサ ンド (&) を 付け る こと に より 、 そ の 変数 が メモ リ 上 の ど 
の 位置 に 確保 S ミ れ た か を 知る こと が で きま す 。 

次 の 例 で は 、「 メ モリ 上 に int 型 変数 1 個 分 の メモ リ が 確保 ] し て 、 そ の 中 に 数 値 10 を 
入れ て いま す 。printf 文 で その int 型 変数 が [メモ リ 空 間 の どこ に 確保 ミ れ た か 」 を 表示 
し て いま す 。 
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監 3 変数 の アド レス を 表示 する 例 (amp-1.c) 


#1nclude <stdio .h> 


int main (vo1d) 
{ 


int ni 


n=10: 

printf ( "整数 型 の 変数 n の 値 は も d\n" ,n) : 

/* gn を 使い 、 ア ドレ ス を 表示 する */ 

printf ( "整数 型 の 変数 nm の アド レス は *p\n" , gn) : 


returm 0: 





printf("%p") の %p は 、printf 関数 の 機能 を 使い 、 ポ イン タ 書 式 で 出力 し て いま す 。 ポ イン タ 書 式 
は 16 進数 の 表記 と な っ て いま す 。 詳し く は 、AppendixE の 「 書 式 指定 文字 列 一 覧 表 」(p p.379) を 
参照 し て 下さ い 。 





臣 う 実行 結果 (amp-1.exe) 


整数 型 の 変数 nm の 値 は 10 
整数 型 の 変数 nm の アド レス は 0012EF88 





豊田 史 


上 記 の 例 で す と 、int 型 変数 n は 0012FF88 番地 に 確保 ミ れ た と いう こと に な り ま す 。 








|)/ 凡 =* 16 進 教 に つい て 
コン ピュ ー タ の 世界 で は 、 ア ドレ ス や バイ ト デ ー タ を 表記 する と き に 、0 一 9..AーF の 16 
進 表記 を 使う こと が 多い で す 。16 と いう 数 値 は 、 コ ンピュータ の 得意 な 2 進数 (0 と 1 の 情報 ) 
の 4 乗 で あり 、 扱 いや すい た めで す 。 他 に も 、0 一 7 で 表現 され る 8 進数 な ど が 使わ れる ケー 


ス も あり ます 。 
に ー 





・ 整 数 型 の 変数 n の 値 10 
・ 整 数 型 の 変数 nm の アド レス 0012FF88 





実行 結果 の 例 と 、 皆 さん が 実行 され た 結果 は 整数 型 の 変数 n の アド レス が 異な っ て いる か と 思 
いま す 。 こ れ は 、 変 数 の 確保 され る 位置 は H、 プ ログ ラム が 実行 され る た びに 異な る た めで す 。 
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(M ボイン タ 


言語 の プロ グラ ム で は 、 変 数 の メモ リ に 対し て 変数 名 か ら で は な く 、 ア ドレ ス を 直 
接 指 定 し て その 内 容 を 操作 する こと が で きま す 。 こ れ を ポイ ンタ 操作 と 呼び ます 。 ポ 
イン タ こ そ 、C 言 語 に お ける プロ グラ ミン グ の 最大 の 特徴 と 言え を ます 。 最 初 に 、 ポ イン 
タ の 特徴 に つい て 学習 し ます 。 


監 3 ボイン タ の 特徴 

1. 処理 中 に 割り 当て た メモ リ を 管理 する こと が で きる 。 
2. 関数 に 渡し 、 値 を 変更 する こと が で きる 。 

3. 配列 より も 処理 が 高速 で ある 。 


C 言 語 に は 、 ポ イン タ 操 作 を する た め に 用 意 き され た 変数 が あり ます 。 そ れ を ポイ ンタ 
変数 と 呼び ます 。 次 の セ モク ショ ン で 、 ポ イン タ 変 数 の 具体 的 な 使用 例 を 紹介 し て いき 
ます 。 





豊田 居 
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の 
則 - 由 ドイ ンタ を 使っ て みる 





この セク ショ ン で は 、 ポ インタ 変数 の 宣言 方 法 と 、 宣 言 し た ポイ ンタ 変数 の 利用 方 法 を 学習 
し ます 。 ポ イン タ 変 数 も 通常 の 変数 同様 、 宣 言 を 行っ て か ら 使用 する こと に な り ま す 。 






この セク ショ ン の ボイン ト 2 


玉 ボ イン タ 変 数 の 宣言 は 、 変 数 名 の 前 に アス タリ スク (*) を 置い て 行う 。 掛 け 算 の 演算 子 と は 別 。 

回 ボイン タ 変 数 も 初期 化 が 可能 で ある 。 特 殊 な 初期 値 と し て NULL を 指定 する と 、 ど こも 指 さ な い ボ イ 
ンタ の 意味 に な る 。 

回 & 演 算 子 を 使っ て アド レス を 取り 出し 、* 演算 子 を 使っ て アド レス の 指し 示す 位置 の 内 容 を 取り 出す 。 

回 ボイン タ に 対し て [ ] 演 算 子 を 使う と 、 配 列 と 同様 の アク セス が 可能 に な る 。 

国 ボ イン タ 変 数 へ の ボイン タ と いう 具合 に 、 い くら で も 宣言 で きる 。 ボ イン タ を 配列 と し て 扱う 場合 な ど 

に 有用 。 














Q ボ ポイ ンタ 変 数 の 宣言 


ポイ ンタ 変数 を 宣言 する に は 、 変 数 名 の 前 に アス タリ スク (*) を 付け ます 。* は 数 値 演 
算 の 掛け 算 で も 使用 し ます が 、 こ の 場合 は ポイ ンタ で ある こと の 記号 と な り ま す 。 


豊田 着 








皿 う ポインタ 変数 の 宣言 の 形式 


| 名 * 変 数 名 (=1 ) 











監 3 ポイ ンタ 変数 の 宣言 の 例 

int *npz - Em 9 ーー テー ーー ニー ニー テー Jpk へ の ポイ ツタ ( 
double *dpz 一 アー ミ ーーーーー doub1e へ の ボイン タ 5 
Char *CD: SE ーー ー cbar へ の ポイ ンタ 3 





① 整 数 変数 の アド レス を 値 と し て 持つ こと を 表し 、np は int 型 へ の ポイ ンタ で ある と 
いう 意味 に な り ま す 。 

② 実 数 変数 の アド レス を 値 と し て 持つ こと を 表し 、dp は double 型 へ の ポイ ンタ で あ 
る と いう 意味 に な り ま す 。 

③⑨ 文 字 変 数 の アド レス を 値 と し て 持つ こと を 表し 、cp は char 型 へ の ポイ ンタ で ある 
と いう 意味 に な り ま す 。 
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ポイ ンタ 変数 の 変数 名 は 、 慣 習 的 に ポイ ンタ (pointer) の 頭 文字 で ある p や 省略 形 で ある ptr を 付 
ける こと が 多い よう で す 。 





周 ボ インタ 変数 の 初期 化 と NULL 
ポイ ンタ 型 の 変数 も 、 宣 言 と 同時 に 初期 化 を 行う こと が で きま す 。 


1nt *p=NULL: 
int 型 へ の ポイ ンタ を 定 言 し 、 初 期 値 と し て NULL( ヌ ル ) を 入れ て いま す 。NULL と 


は 、“ ど この アド レス も 指し 示し て いな い "、 と いう 意味 を 持つ 定数 で す 。 ポ イン タ 変 
数 を 使用 する と き は 、 で きる だ け NULL で 初期 化し て お きま し ょ う 。 











ヌル 文字 \0 と NULL に つい て 

Chapter 8「 配 列 と ポイ ンタ ]」( p.191) で 学習 し た ヌル 文字 と 、 こ こ で 学習 する NULL( ヌ ル ) は 、 
言葉 の 罰 き は 似 て いま す が 意 味 や 使い 方 は まっ た く 異 な り ま す 。 ヌ ル 文 字 は 文字 列 の 終端 を 指 
す も の で 、NULL( ヌ ル ) は どの アド レス を 指し 示し て いな いと いう 意味 を 持つ 定数 で す 。 混乱 し 
な いよ うに し まし ょ う 。 


| & 演 算 子 


& 演 算 子 は 、 変 数 の アド レス を 取り 出す 演算 子 ( ア ドレ ス 演 算 子 ) で す 。 








還 田 害 


監 う 8 演算 子 の 形式 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、int 型 変数 n の アド レス を 演算 子 を 使っ て 取り 出し 、 
ポイ ンタ 変数 p に 代入 し た 後 表 示し て いま す ( 表 示さ きれ る アド レス は 実行 の た びに 異な 
り ま す )。 


臣 3 & 演算 子 の 例 (amp-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


1nt main (void) 
{ 
int n=10: 


1nt *p=NULL: 
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/* アド レス 演算 子 を & 使 っ て 、int 型 変数 m の アド レス を 取り 出し 、 
ポイ ンタ 変数 p に 代入 する */ 

p=&n 

printf ("も D\n" ,D) : 


returnm 0: 


監 う 実行 結果 (amp-2.exe) 
0012FF88 





回 この サン プル プロ グラ ム を コン パイ ル す る と 、 次 の ワー ニン グ メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 こ ご 
れ は 、6 行 目 で ポイ ンタ 変数 p を 宣言 し た と き に 、NULL で 初期 化し て いる の で す が 、 す ぐ 下 で 
p に 代入 を し て いる の で 、NULL を 代入 し た 意味 が な いと いう こと で す 。 


「 著 告 W8004 amp-2.c 6: 'p' に 代入 し た 値 は 使わ れ て いな い (関数 main )] 


ポイ ンタ 変数 は 、 で きる だ け NULL で 初期 化す べき と いう の が 、 筆 者 の 考え 方 で す 。 ワ ー ニ ン 
グ メ ッ セ ー ジ は 無視 し て いた だ いて 構い ませ ん 。 











想う アド レス の 取り 出し 


0012FF88 
番地 








ェ 」 











& 演 算 子 を 使っ て 
アド レス を 取り 出 
し 、 ポ イン タ 変 数 






* 演 算 子 


* 演算 子 は 、 ポ イン タ の 指し 示し て いる 内 容 を 操作 する 演算 子 (間接 演算 子 ) で す 。 





想う "演算 子 の 形式 
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次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 int 型 変数 n の アド レス を & 演 算 子 を 使っ て 取り 出し 、 
ポイ ンタ 変数 p に 代入 し て いま す 。 printf 関数 で 、 ポ イン タ 変 数 の 指す アド レス の 中 身 
を * 演 算 子 に よっ て 取り 出し 、 画 面 に 表示 し て いま す 。 


監 3 * 演算 子 の 例 ①(star-1.c) 


#include <stdio.h> 


int main (Void) 

4 
/* 変数 nm を 10 で 初期 化す る */ 
int n=10: 


1nt *p=NULL: 


/* アド レス 演算 子 を & 使 っ て 、int 型 変数 nm の アド レス を 取り 出し 、 
ポイ ンタ 変数 p に 代入 する */ 
D=&n: 
/* 間接 演算 子 を * 使 っ て 、 ポ イン タ 変 数 が 指し 示す 内 容 を 画面 に 表示 する */ 
printf ("*d" ,*D) : 


return 0: 





(区 3 実行 結果 (star-1.xe) 
10 


骨 田 


次 に 、 ポ イン タ 変 数 の 指し 示す アド レス に 値 を 設定 する 例 を 見 て み ま し ょ う 。 こ の 
サン プル プロ グラ ム で は 、 ポ イン タ 変 数 p の 指し 示す アド レス の 中 に 10 を 入れ て いま 
す 。p は int 型 変数 n の アド レス を 指し て いる の で 、printf 関数 で は 、n の 中 身 (=10) を 
画面 に 表示 する こと に な り ま す 。 


臣 3 * 演算 子 の 例 ②(star-2.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main (Void) 

{ 
/* 変数 n を 0 で 初期 化す る */ 
int n=0: 


int *p=NULL : 
D= ニ gn: 


/* ポイ ンタ 変数 p の 指し 示す アド レス に 数 値 の 10 を 代入 する */ 
*p=10: 
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PrintF ("dd",n) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (star-2.exe) 
10 


| ボ ポイ ンタ 変数 を [ ] 演 算 子 を 使っ て アク セス する 


配列 要素 へ の アク セス の と き に 学習 し た [ ] 演 算 子 は 、 ポ イン タ 変 数 の 参照 に も 使用 
する こと が で きま す 。 この 場合 は 、 ポ イン タ 変 数 と し て 指定 され た アド レス +n 番 目 の 
内 容 を 参照 する こと が で きま す 。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、char 型 の ポイ ンタ 変数 と し て 宣言 し た cstr の 内 容 を 
[ | 演算 子 を 使っ て 取り 出し て いま す 。 


臣 3 [演算 子 の 例 (bracket-diff.c) 


#include <stdio.h> 


int main (Vo1d) 


{ 





Char *cstr="aDbc": 


漠 田 多 





printf("*c" , CStr[0] ) : 
printf ("Cc" ,CStr[1] ) : 
printf ("Cc" , CStr[2] ) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (bracketLdiff.exe) 
abc 


これ を 、 ポ イン タ 変 数 を その まま 使用 する 形 で 記述 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 


監 3 "演算 子 の 例 (pointer-diff.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main(void) 
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Char *CSt エ ="abC": 


rintf ( "も Cc" ,*CSt エ ) : 
CSt エ ++: 
printf ("も Cc" ,* ま CSt) : 
CS 上 エ ++: 


printf ( "も C" ,*CSt 了 ) : 


return 0: 





サン プル プロ グラ ム 中 の [cstr++:]」 は ポイ ンタ 変数 に 対す る アド レス 計算 を し て いま す 。 こ の ケー 
ス で は 、 文 字 列 内 の 次 の 文字 の 位置 を 指し 示す よう に 計算 し て いま す 。 詳し く は 、 次 の セク 
ショ ン で 学習 し ます 。 





区 3 実行 結果 (pointer-diff.exe) 
abc 


[ ] 演 算 子 を 使っ て の アク セス は 、 先 頭 か らい くつ め の 要 素 な の か ? と し て 参照 を 行っ 
て いる の に 対し 、 ポ イン タ 変 数 で は 直接 指し 示す アド レス の 内 容 を 表示 する 形 に な っ 
て いる の が 、 お わか り に な る と 思い ます 。 


骨 田 争 
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[ボイン タ と 配列 の 相違 点 ] 


Section 


I - I L ボ ポイ ンタ と 配列 の 違い を 理解 する 


ボイン タ と 配列 は 使い 方 が 似 て いる の で 一 見 同じ も の と 錯覚 し て し まい ます が 、 内 部 的 な 動 
き は まっ た く 異 な っ て いま す 。 こ の セク ショ ン で は 、 デ ー タ の 格納 の し か た 、 参 照 方 法 、 使 
い 方 を 中 心 と し て 、 両 者 の 違い を まとめ ます 。 


この セク ショ ン の ポイ ント >>> に 
古本 列 の アド レス を ボイン タ 変 数 に 代入 する と 、 配 列 要素 を ボイン タ で アク セス で きる 。 
回 ボイン タ を イン クリ メン ト ・ デ クリ メン ト し た 場合 に は 、 ボ イン タ の 型 に よっ て 実際 の アド レス か 増減 


する 。 
右 両 者 を 使う 場合 に は 、 配 列 は デー タ そ の も の 、 ボ イン タ は アド レス で ある こと に 注意 する 必要 が ある 。 


(MM ポインタ と 配列 の 相 倍 点 


配列 の アド レス を ポイ ンタ 変数 に 代入 する こと で 、 配 列 の 各 要 素 に 対し て ポイ ンタ 
を 使っ て アク セ モス する こと が で きま す 。 

次 の サン プル プロ グラ ム は 、 配 列 で 宣言 し た 領域 を ポイ ンタ で アク セス する 例 で す 。 四 
配列 と し て 0012FF80 番地 か ら 順 々 に 確保 され た 領域 に 、[ ] 演 算 子 を 使用 し た アク セス F] 
と 、 ポ イン タ 変 数 を 使用 し て アク セス し た 様子 が 、 実 行 結果 か ら 読 み 取れ ます 。 











葉 3 配列 を ボイン タ で アク セス (array -ptr-1.c) 


#1include <stdio .h> 


int main (void) 
{ 
int *pn=NULL : 
int n[]={100,150,200}: 


printf ( " 和 *d\n" ,n[0]) : 
printf ("も d\n",n[1] ) : 
printf ("も d\n" ,n[2] ) : 


pn=g(n[0] ) : 


printf ("も d (も p)\n" ,*pn, pn) : 


PDn++: - 
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printf ("も d ($*p)\n",*pn,Dpn) : 
JPn++: 
printf("$d ($p)\n",*pn,Dn) : 


pn=g(n[0]): 

printf("$*d ($p)\n",*(pn+0) ,pn) 
printf("*d ( 和 p)\n",*(pn+1 ) , pn) : 
printf("$d (*p)\n",*(pn+2) ,pn) : 


return 0: 


区 実行 結果 (array - ptr-1.6xe) 





次 に 、 ポ イン タ 変 数 と 配列 の メモ リ の 配置 に つい て の サン プル を 見 て み ま し ょ う 。 


監 3 配列 を ポイ ンタ で アク セス (array -ptr-2.c) 
#1nc1ude <stdio.h> 





= int main(void) 

{ 

中 char tstr[]="ABC": 
Char *Cstr="ABC" : 


printf ("配列 [$*p]\n",tStr) : 





1 printE(" 【$p]\n", gstr) : 
printf ("ポイ ンタ [*p] \n" , CStr) : 
printE(* 【 き Wp]\n" , gcst と ) : 

18 
return 0: 

} 

色 
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臣 う 実行 結果 (array - ptr-2.exe) 


配列 [0012FF88] ① 
[0012FF88] り 











@ 


ポイ ンタ [0040A12C] 
[0012FF84] 





の 


臣 う 解説 

①char 型 配列 の アド レス を 表示 。 

②⑦char 型 配列 の アド レス の アド レス を 表示 。 ア ドレ ス は ① と 同じ に な る 
③char 型 の ポイ ンタ 変数 の アド レス を 表示 。 

(④ char 型 の ポイ ンタ 変数 の アド レス の アド レス を 表示 。 ⑬ と 異な る アド レス を 指し 示す 。 


注目 し て いた だ きた い の が 、 配 列 、 ポ イン タ そ れ ぞ れ の アド レス を 表示 し て いる 部 
分 で す 。 配列 の 場合 は 先頭 の アド レス か ら 自 身 か ら 順 々 に アク セス され る の に 対し 、 ポ 
イン タ 変 数 の 場合 は 自身 の アド レス と 指し 示し て いる アド レス が 異な っ て いま す 。 


| ボ ポイ ンタ の アド レス 計算 


ポイ ンタ 変数 に 対し て 、 加 人 算 減 算 の 計算 を する こと が で きま す 。 こ の 場合 、「 ポ イン 
タ に 1 加え る 」 と いう こと は 、 ポ イン タ に 格納 され て いる アド レス + デ ー タ 型 の サイ ズ 
の 計算 を する こと に な り ま す 。 

char 型 、int 型 、double 型 の デー タ 型 の サイ ズ は 、 そ れ ぞ れ 異 な り ま す の で 、 ア ドレ 
ス 計 算 を し た 結果 も 異な る こと に な り ま す 。 具体 的 に は 、 ポ イン タ 変 数 を 1 イン クリ メ 
ント し た 場合 、 





豊田 居 





・char 型 の サイ ズ は 1 バイ ト な の で 1 番地 分 移動 
・int 型 の サイ ズ 4 バ イト な の で 4 番地 分 移動 
・double 型 の サイ ズ 8 バ イト な の で 8 番地 分 移動 ! 


増え る と いう こと で す 。 サ ンプ ルプ ログ ラム で 、 動 作 を 確認 し て み ま し ょ う 。 


由 3 ボイン タ が いく つ 増 える か 確か め る 例 (ptr-inc.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main (void) 
{ 
Char C: 


Char * ま CD=&Cz 
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int ni 

int *np=&n: 
double d: 
double *dp=&d: 


printf ("イン クリ メン ト 前 : も p\n" , CD) 
CDP++: 


printf ("イン クリ メン ト 後 : $D\n\n" , CD) : 


printf ("イン クリ メン ト 前 : も D\n" ,nDp) 
nmD++: 


printf ("イン クリ メン ト 後 :$p\n\n" , np) : 


printf ("イン クリ メン ト 前 : も p\n" , dp) : 
dp++: 
printf ("イン クリ メン ト 後 : も p\n\n" , dp) 


return 0: 


(区 3 実行 結果 (ptr-inc.exe) 


イン クリ メン ト 前 : 0012FF8B 
イン クリ メン ト 後 : 0012FF8C U 





イン クリ メン ト 前 : 0012FFB4 
イン クリ メン ト 後 :0012FF88 ーーー 359 ここ 8 で 223 ニモ ーー ここ 





イン クリ メン ト 前 : 0012FF7C 
イン クリ メン ト 後 :0012FF84 ③ 





①char 型 の ポイ ンタ 変数 の 場合 は 、0012FF8B 用 0012FF8C と 、+1 増加 し た 。 
②int 型 の ポイ ンタ 変数 の 場合 は 、0012FF84 0012FF88 と 、+4 増加 し た 。 
③ double 型 の ポイ ンタ 変数 の 場合 は 、0012FF7C0012FF84 と 、+8 増加 し た 。 


ポイ ンタ 変数 の 型 に よっ て 、 イ ンク リ メ ン ト し た 場合 に 実際 に 増え る 量 が 違っ て く 
る の が わか る と 思い ます 。 
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| 配列 と ポイ ンタ の 比較 て まとめ 


ここ まで で 、 ポ イン タ の 意味 と の 使い 方 、 配 列 と の 差異 に つい て 学習 し まし た 。 ポ 
イン タ と 配列 は 似 た よう な こと が で きま す が 、 そ れ な ら ば どう し て ポイ ンタ と いう も 
の が 存在 する の で し ょ うか ? C 言 語 の プロ グラ ム で 配列 で は な く 、 ポ イン タ を 使わ な 
けれ ば な ら な い ケ ー ス は 、 大 きく 2 つ あ り ま す 。 

1 つめ は 、 関 数 か ら 複数 の 結果 を 得る ケー ス で す 。 関 数 に つい て は 、 次 章 以 降 で 学習 
し ます が 、 関 数 か ら 戻 り 値 と し て 受け 取る こと が で きる デー タ は 1 つ だ け で す 。 し か 
し 、 ポ イン タ 変 数 を 使う こと で 、 関 数 か ら 複数 の 結果 を 得る こと が で きま す 。 

2 つめ は 、 動 的 に 確保 ミ れ る メモ リ の 操作 で す 。 配 列 で は 、 固 定 の 大 きき さき の デー タ を 
使う こと し か で きま せん が 、 ポ イン タ と メモ リ 操 作 の ライ ブラ リ 関 数 と 組み 合わ せる 
こと で 、 プ ログ ラム の 中 で 動 的 な デー タ を 扱う こと が で きま す 。 

上 記 の 二 点 に つい て は 、 本 書 で は 詳し く 取 り 上 げ ま せん が 、 ポ イン タ の 基本 的 な 考 
え 方 を 理解 する こと で 、 今 後 の 学 習 の 足がかり に な る の で は な いか と 思い ます 。 

最後 に 配列 と ポイ ンタ の 違い を まとめ ます 。 


監 3 格納 する の は ? 
ボ ポイ ンタ : デー タ の アド レス 
配列 : デー タ 自 身 





臣 3 参照 方 法 は ? 
ポイ ンタ : 最初 に ボイン タ の 内 容 を 取得 し 、 そ こ か ら 指 し 示す 内 容 が 参照 され る 。 
配列 : 直接 参照 され る 。 


山田 希 





想う と の よう に 使わ れる ? 
ポイ ンタ : メモ リ 操 作 関 数 と と も に 、 動 的 な メモ リ 操 作 を する こと が で きる 。 
配列 : 決め られ た 要素 数 に 対す る デー タ を 扱う 。 メ モリ の 確保 、 解 放 は 自動 的 に 
行わ れる 。 
思 
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Section 


| Chapter 08 の まとめ 









[まとめ と 隊 枯 io 


まとめ と 課題 






1. 配列 と は 同一 の デー タ 型 を 一 度 に 扱う 際 に 利用 する 。 

2. 配列 の 大 き さ を 要素 数 、 配 列 の 個々 の デー タ を 要素 と いう 。 

3. 配列 へ の 参照 は 、 添 え 字 を 使い 、 配 列 の 要素 の 何 番目 か を 指定 する 。 
4. 配列 は 、 繰 り 返し 構文 と と も に 使う こと で その 威力 を 発揮 する . 

5. 変数 が 配置 され る メモ リ 上 の 位置 の こと を アド レス と 呼ぶ 。 

6. 変数 の 指し 示す 内 容 を 操作 する に は ポイ ンタ 変数 を 使用 する 。 

7. ポイ ンタ と 配列 は 異な る も の で ある 。 


この 章 で は 、 配 列 と ポイ ンタ に つい て 学習 し まし た 。 配列 と ポイ ンタ は 、C プロ グラ 
ム の 中 で も 難関 と 言わ れ て いま す 。 理 解 度 に 不安 の ある 方 は 、 焦 ら ず も う 一 度 復習 を 
し て お きま し ょ う 。 次 の 章 で は 、 ユ ー ザ 定義 関数 に つい て 学び ます 。 こ の あたり か ら 
難易 度 が 上 が っ て きま す が 、 ど うか 諦め ず に つい て き て 下さ い 。1 つ 1 つ を 確実 に 学ん 
で いけ ば 、 必 ず マ スタ ー す る こと が で きる で し ょ う 。 


| Chapter 08 の 課題 


還 課 題 ① 一 文字 の 判定 
キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 文字 が 、 指 定 し た 文字 列 内 に 存在 する か どう か を 判断 せよ 。 


監 う 文字 列 の 定義 例 


char str[]="abcde": 


- ライ ブラ リ 関 数 getchar( p.314) を 使用 し ます 。 
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還 課 題 ② 一 配列 内 の 合計 値 の 計算 
int 型 配列 Table (要素 数 10) の 合計 値 を 計算 せよ 。 


臣 う 配列 の 定義 例 


int Table[]={1,2,3,4,77,4,3,2,1,100}: 


Mu Chapter 08 の 解答 例 


還 課 題 ひ 一 文字 の 判定 


区 3 課題 ① の 解答 例 (kadai1-a.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main(Void) 
{ 
Char C: 
char str[]="abcde": 


int i: 


c=getchar ( ) : ニャー 








for (1=0:1<5 j++) { 呈 5 





if(str は ]==c) ( 


printf ("入力 され た 文字 は 文字 型 配列 st に 存在 し ます 。" ) : 
return 0: 





量 田 争 





} 
printf ( "入力 され た 文字 は 文字 型 配列 str に 存在 し ませ ん 。" ) : 


return 0: 


解説 

①1 文 字 入 力 を 行い ます 。 

② 文 字数 分 繰り 返し を 行い ます 。 

③ 文 字 列 str と 入力 され た 文字 が 一 致し た か どう か を チェ ッ ク し ます 。 
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同 課 題 ② 一 配列 内 の 合計 値 の 計算 


( 監 3 課題 ② の 解答 例 (kadai2-a.c) 


#1nc1ude <stdio .h> 
int Table[]={1,2,3,4,77,4,3,2,1,100}: 
int main (vo1d) 
{ 
int i: 


int resu1t: 


reSu]1t=0 : 





for (1=0:1<10: ュ ++) { 


reSu]t+=Table [i] : 





} 
printf ( "も d\n" , resu1t) : 


return 0: 


解説 
① 配 列 の 要素 数 分 ルー プ し ます 。 
② 配 列 の 内 容 を 加算 し ます 。 


由 包 
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テク ニカ ル マス ター 


Chapter 


ここ まで は 、main 関数 の 中 に すべ て の 処理 を 記述 し て きま し た が 、 


複雑 な 処理 が 続い た り 似 た よう な 処理 が いく つも あっ た りす る と 、 

シェ = レル アパ ノル の よる る に 入 外 2 主導 

その よう な 場合 は ユー ザ 側 で 関数 を 作成 し 、 

機能 ご と に 処理 の 分 割 を 行う よう に し ます 。 

この セク ショ ン で は 、 そ の ユー ザ 定 義 関数 の 作り 方 に つい て 学習 し ます 。 


山 」 


3 の 1 り シ 4 ョ レル た タン ルン を 二 多 と る 
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[ユー ザ 定 義 関数 ] 


Section 


I H- 昨 ユー ザ が 関数 を 作る と は 


この セク ショ ン で は 、C 言 語 プ ログ ラミ ング に お ける 関数 の 意味 に つい て 学習 し ます 、 関 数 を 
作成 する た め に 理解 すべ き 用 語 と 、 関 数 を 作る の は どの よう な ケー ス で ある か を 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 5 

切 関 数 と は 、 何 ら か の 情報 を 与え る と 、 そ れ に 伴っ て 結果 を 得る こと の で きる 箱 ( ブ ラッ クボ ックス ) で 
ある 。 

回 ユー ザ 定 義 関数 は 機能 の 分 担 を する た め に 作成 する 。 

回 関数 に 何ら か の 情報 を 与え る 場合 は 引数 を 用 いる 。 

回 関数 か ら 情報 を 取得 する 場合 は 戻り 値 を 使用 する 。 





関数 と は ? 


関数 と は 何で し ょ うか ? Chapter 01「 プ ログ ラミ ング と は ? 」(Pp.1) に て 簡単 に 学習 
し まし た が 、 関 数 と は 「 何 ら か の 機能 を 持っ た 部 品 ] の こと で 、C 言 語 の プロ グラ ム は 関 
数 の 集まり に よっ て で き て いま す 。 小 学校 の 算数 の 時 間 に 習 っ た 「 関 数 ] と 意味 は 同じ 
で 、 何 ら か の 情報 を 与え て 関数 を 呼び 出し 、 そ の 情報 に 合わ せ て 結果 を 入手 し ます 。 関 
数 の 中 で 何 が 行わ れ て いる か 知る 必要 が な い “ プ ラッ クボ ックス "で ある と も 言え ます 。 

C 言 語 で の 関数 は 、 意 味 の あ る 処理 の 集まり を グル ー プ 化し た も の と も いえ ます 。 そ 
の グル ー プ 化し た 処理 に 情報 を 与え て 結果 を 受け 取る 形 と な る わけ で す が 、 関 数 に 与 
える 情報 を 、 関 数 の 引数 と 呼び 、「 引 数 を 渡す ] と いっ た 表現 を し ます 。 関 数 か ら 返 さ 
れる 結果 は 戻り 値 と 呼び 、「 戻 り 値 を 受け 取る 」 と いっ た 表現 を し ます 。 
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皿 う 関数 一 引数 (入力 ) 一 関数 一 戻り 値 ( 出 力 ) 


情報 5 


226 は じ め て の C プ ログ ラミ ング 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 





結果 
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・ 関 数 と は ? 
, 関数 と は 、 意 味 の あ る 処理 の 集まり の こと で す 。 


・ 引 数 と は ? 
P 引数 と は 、 関 数 に 与え る 情報 の こと で す 。 


・ 戻 り 値 と は ? 
b 戻り 値 と は 、 関 数 か ら 受 け 取 る 結果 の こと で す 。 


| ユー ザ 定 義 関数 を 作る の は どの よう な と き ? 


C 言 語 で は 、 さ ま ざ ま な 関数 を 組み 合わ せ て プロ グラ ム を 作成 し て いき ます 。 あ ら か 
じ め 用 意 さ きれ て いる ライ ブフ ラリ 関数 を 使っ た り 、 ま た は 自分 自身 で 関数 を 作成 し た り 
する こと も で きま す 。 で は 、 関 数 は どの よう な と き に 作れ ば よい の で し ょ うか ? 


・ ま っ た く 同 じ 処 理 が 複数 の 場所 に 存在 する 
b 関数 に する こと で 、 同 じ 内 容 の プロ グラ ム を 何 度 も 書か な く て 済み ます 。 


・ プ ログ ラム 固有 の 処理 で は な く 汎 用 的 な 処理 が 存在 する 
P 関数 に する こと で 、 別 の プロ グラ ム を 作る と き に 使え る よう に な り ま す 。 


・ 複 雑 な 処理 で 長い プロ グラ ムコ ー ド が 存在 する 
P 関数 の 単位 で 機能 を 細か く 分 割 を し ます 。 機 能 の 単位 が 小さ く な る こと で 、 プ ロ 
グラ ム の デバ ッ グ が し や すく な り ま す 。 


Q ユー ザ 定 義 関数 と 機能 分 担 : 問 


プロ グラ ム を 作成 する と き に は 、 分 割 し た 小さ な 関数 を 組み 合わ せ て 詳細 を 考え て 
いき ます 。 大き な プロ グラ ム を 作成 する と き に 一 度 に すべ て を 作る の で は な く 、 全 体 
の 機能 を 大 ま か に 分 け そ の 各個 に 対し て 詳細 を 考え な が ら 作 りこ ん で いく の で す 。 関 
数 と は 英訳 する と function、 つ まり 機能 に な り ま す 。 ユ ー ザ 定義 関数 を 作成 する こと 
に よっ て 、"“ 機 能 の 分 担 "が 明確 と な る わけ で す 。 四 
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[関数 定義 ] 


Section 


則 - 旧 関数 を 作っ て みる 


この セク ショ ン で は 、 ユ ー ザ 定義 関数 を 作成 し て み ま す 。 ま ず 、 関 数 の 書式 に つい て 紹介 し 、 
ユー ザ 定 義 の 関数 書式 、 引 数 と 戻り 値 に つい て 学習 し ます 。 そし て 関数 作成 の 手順 と し て 、 
関数 の 機能 一 関数 名 一 引数 一 戻り 値 の 順に 検討 し 、 実 際 に 作成 し て いき ます . 


この セク ショ ン の ボイン ト 2 

斑 関 数 を 定義 する に は 、 機 能 、 名 称 、 引 数 、 戻 り 値 を 決定 する 必要 が ある 。 
回 関数 か ら 値 を 返す に は 、return 文 を 用 いる 。 

回 引数 の な い 関 数 も ある 。 そ の 場合 は 、 括 弧 の 中 を 空 に し て お く 。 


回 ソー スプ ログ ラム に 記述 し た 順序 と 実行 され る 順 は 関連 し な い 。 
団 プ ロト タイ プ 宣 言 は 、 関 数 を 呼び 出す 際 の 戻り 値 や 引数 の 型 を チェ ッ ク す る た め に 記述 する 。 





| 関数 を 作成 し て みる 


最初 に ユー ザ 定 義 関数 が どの よう な も の か を 見 て み ま し ょ う 。 次 の 関数 は 、2 乗 算 を 
計算 する ユー ザ 定 義 関数 で す 。 


1nt mu12(int n) 
{ 
int ret: 
ret = n*n: 


returm ret: 


還 関 数 の 書式 
ユー ザ が 定義 する 関数 の 書式 は 、 以 下 の と お り で す 。 


皿 3 ユー ザ 定 義 関数 の 書式 
実り 値 の 型 関数 名 (引数 の 型 引数 名 ) 
1 





} 
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3 ユー ザ 定 義 関数 の 各 要 素 


inE mu12(int n ) 


in re: 
re 上 = nn: 


て @eEurmn て @: 





・ 戻 り 値 の 弄 
b 戻り 値 の 型 と は 、 関 数 が 返す 値 の デー タ 型 で す 。 


・ 関 数 名 


関数 名 に は 、 作 成す る 関数 の 名 前 を 書き ます 。 名 前 を 付け る と き の 規 則 は 変数 と 
同様 で す 。 


・ 引 数 
P 関数 名 の 後 の ( ) の 中 に は 、 引 数 を 記述 し ます 。 引 数 と は 関数 に 与え る 数 値 や 文字 
で 、 そ れ を 受け る 変数 を 書き ます 。 記 述 方 法 は 普通 に 変数 を 宣言 する と き と 同 様 
に 、「 型 名 変数 名 ] の 形式 と な り ま す 。 こ こ で 書い た 名 前 の 変数 は 、 関 数 の 中 で は 
宜 言 し な いで 使う こと が で きま す 。 





に だ に ン | 








引数 名 と 同じ 名 前 の 変数 を 関数 内 で 宣言 し た 場合 は 、 関 数 の 中 で 宣言 し た 変数 が 優先 され 、 引 
数 と し て 渡さ れ た 値 が 見 えな く な っ て し まい ます 。 引 数 名 と 同じ 名 前 の 変数 を 関数 で 宣言 する 
の は 避け る よう に し まし ょ う 。 





園 仮 引数 と 実 引数 
引数 と いう 呼び 名 に は 、 仮 引数 と 実 引数 の 2 種類 が あり ます 。 上 で 説明 し た 、 関 数 
を 定義 する と き に 使っ た 引数 は 、 仮 引数 と 呼ば れ ま す 。 


int mu12(int n) 
{ 


int ret: 





ret = n*n: 


return ret: 
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も う ひ と つの 引数 で ある 実 引数 は 、 関 数 を 呼び 出す と き に 引き 渡さ れる 引数 の こと 
で す 。 


int main() 
{ 
int n=2: 


1nt resu1t1 , retu1 て 2 : 














reSu]1t1=mu12 (n) = 実 引 数 n 
resu1t1=mu12 (3) : 実 引数 3 
return 0: 
} 
還 | moo し に つい て は 、 当 セク ショ ン の 後半 で 学習 し ます 。 ] 
時 関数 の 先頭 と 末尾 


関数 の 処理 の 先頭 は "|"、 処 理 の 未 尾 は "|" で す 。 


int mu12(int n) 


5 ー 関数 の 処理 の 先頭 
int ret: 





ret = nXn: 
return ret : 








周 関 数 か ら の 値 の 返却 
関数 が 値 を 返す と き に は 、 処 理 内 容 の 中 に return 文 を 以下 の よう に 記述 し ます 。 ま 
た 、return 文 を 呼び 出す こと で 、 そ の 関数 を 抜け て 呼び 出し 元 に 戻り ます 。 


に に | 


想う 関数 が 値 を 返す た め の 書 式 


return 戻り 午 : 








int mu12(int n) 
{ 
nt re: 


ret = nA*n: 





return ret: ェ eturn 文 で ret を 値 を 返し 、 関 数 を 抜け る 
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還 複数 の 引数 を 持つ 関数 の 書式 
引数 が 複数 必要 な 場合 は 、 カ ンマ ( . ) で 区 切っ て 記述 する こと が 可能 で す 。“ 引 数 の 
型 引数 名 "を 、 セ ッ ト で 記述 し ます 





( 正 3 ユー ザ 定 義 関数 の 書式 (複数 の 引数 を 持つ 場合 ) 
値 の 型 関数 名 (引数 の 致 名 , 引 数 の 数 名 ,… 
{ 





戻り 値 の 型 が int で 、 引 数 が 2 つの double 型 数 値 、 関 数 名 が func2 で ある 関数 の 定義 
は 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 


int func2 (double d1,double d2) 
{ 
/* 処理 内 容 */ 


return 0: 


関数 を 呼び 出し て みる 


で は 、 先 ほど 作成 し た ユー ザ 定 義 関数 helloprint を 、main 関数 か ら 呼 び 出 し て み ま 
し まう 。 





出 四 包 


監 3 ユー ザ 定 義 関数 の 呼び 出し 





関数 を 呼ぶ 








nt mu12(int n) 


{ 







nt main (Void) 


{ 






1nt re: 
re = nAn: 


1nt reSu1 : 







reEurn re: 





resu1 = mu12(2): 
printf ("2 の 2 乗算 の 結果 は sq で す ・", resu1t) : 


return 0: 






main 関 数 に 戻る 
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監 3 ユー ザ 定 義 関数 の 呼び 出し ①(call-function-1.c) 


#1nc1ude <stdio .h> 


/* 関数 mu12 の ブ プロトタイプ 直言 */ 


int mu12(int) : 


/* メイ ン 関 数 */ 
int main (void) 
{ 
1nt resu1t: 
/* ユー ザ 定 義 関数 mu12 を 呼び 出す */ 
resu1t = mu12(2): 
printf ( "2 の 2 乗算 の 結果 は dQ です" , resu1t) : 


return 0: 


/* ユー ザ 定 義 関数 mu12 */ 
int mu12(int n) 
{ 

int ret: 

ret = nXn: 


return ret: 


監 3 実行 結果 (call-function-1.exe) 
2 の 2 乗算 の 結果 は 4 で す 








に | 


サン プル プロ グラ ム の 3 行 目 に 書か れ て いる 、「int mul2(int):」 は 関数 の プロ ト タ イ プ 宣 言 で す 。 
プロ ト タ イ プ 宣 言 は 関数 を 呼び 出す 前 に 記述 する 必要 が あり ます 。 詳しく は 、 当 セク ショ ン の 
後半 で 学習 し ます 。 


和 戻り 値 を 持つ 関数 を 作成 し て みる 


次 の 関数 は 、100 以下 の 整数 の 中 か ら 12 で 割り 切れ る も っ と も 大 きい 数 字 を 、 戻 り 
値 と し て 返す 関数 で す 。 





int waru12 () 
{ 
int ュ : 


Eor (=100:i>0: ュー-) { 
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FE(1$*12 == 0){ 
/* 100 以 下 の 整 数 の 中 か ら で 12 で 割り 切れ る も っ と も 大 きい 数 字 を 、 
戻り 値 と し て 返す */ 


returm 1: 


return -1: /* 該当 する 数 値 が 無かっ た 場合 は -1 を 返す */ 


main 関数 か ら 呼 び 出し を 含ん だ 、 プ ログ ラム を 見 て み ま し ょ う 。 


区 戻り 値 を 持つ 関数 


nt main (Vo1d) 
{ 


1int resu1: 


reSu1t = waru12() : 
printf ("結果 は *wq で す 。T1n" , resu1t) : 


return 0: 





結果 を 返す 


監 3 ユー ザ 定 義 関 数 の 呼び 出し ②(call-function-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


/* 関数 waru12 の プロ ト タ イ ブ 看 言 */ 


int waru12 (vo1d) : 


/* メイ ン 関 数 */ 
1nt main (void) 
{ 
int resu]1t: 
resu1t = waru12 () : 
printf ( "結果 は も d です 。 \m" , resu1t) : 





waru12 (Vo1d) 


nt ュ : 
for (1=100:1>0: ュ ミー-) { 
if (1 も 12 == 0){ 
return 1: 


} 


return -1: 





に だ | 
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return 0: 


/* ユー ザ 定 義 関数 waru12 */ 
int waru12 (void) 
{ 

1nt i: 

for (=100:1>0:1--) { 

if (1 も 12 == 0){ 
/* 100 以 下 の 整数 の 中 で 12 で 割り 切れ る 
も っ と も 大 きい 数 字 を 、 戻り 値 と し て 返す */ 


return 1: 


} 
/* 該当 する 数 値 が 無かっ た 場合 は -1 を 返す */ 


returm -1。: 


証 3 実行 結果 (call-function-2.exe) 
結果 は 96 で す 。 


計っ azs 


関数 を 使っ た り 、 作成 し た りす る 上 で 戻り 値 を 返さ な いも の 、 引数 を 用 いな いも の が 出 て くる と 
思い ます 。 その よう な 場合 は void 型 と し て 宣言 を 行い ます 。 void と は 「 空 の ] と いう 意味 で 、 戻り 値 
に 用 いる 場合 は 何 も 返 さ な い 、 引数 と し て 使う 場合 は 引数 が な いと いっ た 意味 で 使い ます 。 





臣 3 戻り 値 ・ 引 数 を と も に 使用 し な い 関 数 の 例 
void he11oprint (void) 
{ 
printf ("こんにちは 。 C 言 語 。" ) : 
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| 引数 を 受け 取る 関数 を 作成 し て みる ① 


臣 3 引数 を 受け 取る 関数 ① 











引数 を 渡し て 関数 を 呼ぶ 








nt main (vo1d) 


{ 






vo1d print_num(in num) 
{ 
1nt num=10: printEf ( "num の 値 は 、*qa で す Tn" , num) : 


Print_num(num) : 


return 0: 


main 関 数 に 戻る 


次 の サン プル プロ グラ ム の 、print_num 関数 は 、 引 数 と し て 渡さ れ た 数 字 を 画面 に 
表示 し ます 。 


臣 3 引数 を 受け 取る 関数 ①(function-has-argument1.c) 


#1nclude <stdio.h> 





/* 関数 print_num の ブ プロトタイプ 弄 言 */ 


vo1d print_num(int num): 


豊田 争 





/* メイ ン 関 数 */ 
int main (Void) 
{ 
int num=10: 
/* 変数 mum を 引数 と し て 、 ユ ー ザ 定義 関数 を 呼び 出す */ 


print_num (num) : 
return 0: 
/* ユー ザ 定 義 関数 print_num */ 
void print_num(int num) 


{ 
printf ( "num の 値 は 、$d で す \n" , num) : 
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臣 3 実行 結果 (function-has-argument1.exe) 
num の 値 は 、10 で す 。 


引数 を 受け 取る 関数 を 作成 し て みる ② 





監 う 引 数 を 受け 取る 関数 ② 


引数 を 2 つ 渡し て 関数 を 呼ぶ 














1nt main (void) 


{ 







void print_char_num(char mo〕i,1nt num) 
{ 

1nt num=10: 

char mo]1='X': 
print_char_numm (mo]1 , num) 


1nt 
for (1=0:1<numz ユ ++) { 
printf ("も C" ,mo]1 ) 









} 





return 0: 


結果 を 返す 


次 の サン プル プロ グラ ム の 、print_char_num 関数 は 、 引 数 と し て 渡さ れ た 文字 を 、 
も う ひ と つの 引数 と し て 渡さ れる 数 値 回 数 分 、 画 面 に 表示 し ます 。 


配 3 引数 を 受け 取る 関数 ②(function-has-argument2.c) 


#1nclude <stdio.h> 


/* 関数 print_char_num の プロ ト タ イ プ 宣 言 */ 


void print_char_num(char ,int ): 


/* メイ ン 関 数 */ 
int main(vo1d) 
{ 
int num=10: 
char mo]1='X': 
/* 変数 mo]3,num を 5 数 と し て 、 ユ ー ザ 定義 関数 を 呼び 出す */ 


print_char_num (mo]1 , num) : 
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return 0: 


/* ユー ザ 定 義 関数 print_char_num */ 
void print_char_num(char mo]1,1nt num) 
{ 

int i: 

For (=0: <num: ュ ++) ( 


printf ("も C" ,mo]1 ) : 


3 実行 結果 (function-has-argument2.exe) 
xxxXxXOoxX 


引数 と 戻り 値 を 持つ 関数 を 作成 し て みる 


監 3 引数 と 戻り 値 を 持つ 関数 


関数 を 呼ぶ 



















nt main (vo1d) 


{ 









int sum(int n1, int n2) 


1nt n: { 
n = sum(3,7): 


printf(" 戻 つて きた 値 = wq" , n): 


return n1 + n2: 


豊田 争 





} 


return 0: 


main 関 数 に 戻る 


次 の サン プル プロ グラ ム の sum 関数 は 、 引 数 と し て 渡 き れ た 2 つの 整数 を 足し た 結 
果 を 、 戻 り 値 と し て 返し て いま す 。 
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監 3 引数 と 戻り 値 を 持つ 関数 ①(function-has-hoth.c) 


#include <stdio .h> 


/* 関数 sum の プロ ト タ イ ブ 下 言 */ 


int sum(int , int ): 


/* メイ ン 関 数 */ 
int main(void) 
{ 
/* 戻り 値 保存 用 変数 n */ 
1nt ni 
/* 数 値 定数 3, 7 を 引数 と し て ユー ザ 定 義 関数 を 呼び 出す */ 
n = sum(3,7): 
printf ( "戻っ て きた 値 = %d" , n): 


return 0: 


/* ユー ザ 定 義 関数 sum */ 
int sum(int n1, int n2) 
{ 


return n1 + n2: 


臣 実行 結果 (function-has-hoth.exe) 
戻っ て きた 値 = 10 





Ei 


プロ グラ ム の 実行 順 と 関数 の 呼び 出し 順 


プロ グラ ム は 通常 、 上 か ら 下 に 実行 きれ ます が 、 こ れ は 関数 の 中 で の 話 で す 。 関 数 
自体 の 実行 は ソー スプ ログ ラム に 記述 し た 順 友 で は な く 、 プ ログ ラム か ら 呼 び 出 きれ 
た 順に 実行 きれ ます 。 次 の 例 で は 、func1 関数 一 func2 関数 一 main 関数 の 順序 で 記述 
きれ て いま す が 、 プ ログ ラム の 実行 時 に は 、“main 関数 一 func2 関数 一 func1 関数 "の 


順序 で 実行 され ます 。 
つま り 、 ソ ー ス プロ グラ ム に 記述 し た 順序 と 実行 きれ る 順序 は 、 ま っ た く 関 連 が あ 
り ま せん 。 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、func1, func2. main 関数 の 順序 で 記述 し て いま す 。 し 
か し 、 実 行き まれ る の は 、main 関数 . func2 関数 . func1 関数 の 順 と な り ま す 。 
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区 関数 の 呼び 出し 順 (function-call-number.c) 
#1nclude <stdio .h> 
/* 関数 func1 の プロ ト タ イ ブ 再 言 */ 
int func1 (void) : 
/* 関数 func2 の プロ ト タ イ ブ 再 言 */ 
int func2 (Void) : = 
int func1 (void) 
{ 


printf ("関数 func1 が 呼び 出さ れ ま し た \n" ) : 


return 0: 


int func2 (void) 


printf(" 関 数 func2 が 呼び 出さ れ ま し た \n" ) : 





func1(): 一 ーー デー = func1 関数 の 呼び 出し 川 1 
return 0: 
} ュ 
int main (Vo1d) ここ か ら 実 行 さ れ ま す 





printf ( "main 関数 が 呼び 出さ れ ま し た \n" ) 
生 ONCGS れ 2 コー ニーーーー func2 関数 の 呼び 出し 








return 0: 


豊田 争 





臣 3 実行 結果 (function-call-nmumber.exe) 11 


main 関 数 が 呼び 出さ れ ま し た 
関数 Eunc2 が 呼び 出さ れ ま し た 
関数 func1 が 呼び 出さ れ ま し た wa 


関数 の プロ ト タ イ ブ プ 宣言 j 


関数 の プロ ト タ イ プ 宣 言 は 、 関 数 を 呼び 出す 際 に 戻り 値 の 型 や 引数 の 型 を チェ ッ ク 議 三 
する た め に 記述 し ます 。 つ まり 、「 こ うい う 関 数 を 使う よ ]、 と いう こと を コン パイ ラ 
に 教え て あげ る た め に 記述 し ます 。 
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出 還 泊 








想う 関数 プロ ト タ イ プ の 書式 


型 名 関数 名 ( 型 名 ( 秋 数 名 ) , 型 名 (変数 名 ) ,…): 





関数 定義 の 書式 と 似 て いま す が 、 型 の チェ ッ ク を 行う た め だ け に 使い ます の で 、 変 
数 名 は 省略 可能 で す 。 記 述 場所 は その 関数 が 呼び 出さ れる 前 な ら ど こ で も よい の で す 
が 、 わ か りや すい よう に ソー ス フ ァ イル の 先頭 の 方 で 定義 むす る よう に し た ほう が よい 
で し ょ う ( ま た は 、 セ クシ ョ ン 10-03「 別 の ファ イル を 取り 込む [#include]」(y p.265) に 
て 解説 を する ヘッ ダフ ァイル に 記述 する と いう 方 法 も あり ます )。 


プロ ト タ イ プ 宣 言 で は 、 文 の 最後 に セミ コロ ン ( : ) が 付き ます 。 


プロ ト タ イ プ 宣 言 は 、 ユ ー ザ 定義 関数 を 呼び 出す ファ イル の 前 に 必ず 必要 に な り ま 
す 。 し か し 、 世 の 中 に 出回っ て いる C 言 語 の プロ グラ ム に は プロ ト タ イ プ 宣 言 し て い 
な いも の も あり ます 。 そ れ は 、 な ぜ で し ょ うか ? 実は 、 プ ロト タイ プ 宣 言 が 必要 か ど 
うか は 、 そ の 記述 順序 に よっ て 変わ っ て きま す 。 

「 プ ロト タイ プ 宣 言 」 が 必要 と な る ケー ス と 省略 可能 と な る ケー ス を それ ぞ れ 比較 し 
て み ま し ょ う 。 


ケー ス 1 : 呼び 出し て いる 関数 を 先 に 記述 し て いる 場合 「 プ ロト タイ ブ 宣 言 」 
が 必要 


main() myfunc 関 数 を 呼び 出し て いる 。 
myfunc() 一 作成 し た ユー ザ 定 義 関数 


ケー ス 2 : 呼び 出さ れ て いる 関数 を 先 に 記述 し て いる 場合 二 プ ロト タイ ブ 宣 言 」 
が 省略 可能 


myfunc() 一 作成 し た ユー ザ 定 義 関数 
main() myfunc 関 数 を 呼び 出し て いる 。 


まず 、 ケ ー ス 1 に つい て 考え て み ま し ょ う 。 こ の 場合 コン パイ ラ は main 関数 を 読み 
取り myfunc 関数 の 呼び 出し を 知り ます が 、main 関数 の 時 点 で は 、myfunc の 存在 を 
知り ませ ん の で 、 そ の 呼び 出し 方 法 が 正しい か どう か の 判断 が で きま せん 。 

対し て ケー ス 2 で は 、 先 に 呼び 出し 先 の myfunc 関数 を 宣言 し て いる の で 、 呼 び 出し 
方 法 が 正しい か どう か の 判定 が で きる の で す 。 

ケー ス 1 の 呼び 出し 順 の 場合 は 、「 プ ロト タイ プ 宣 言 | を すす る こと に よっ て 、 コ ン パ イ 
ラ が プロ グラ ム 中 に ある 新しい 関数 の 「 戻 り 値 の 型 、 引 数 の 型 」 と 「 関 数 名 ] を 教え て あ 
げ る 必要 が ある と いう わけ で す 。 
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| 関数 と ブロ ッ ク 


関数 は 複数 の 文 を まとめ た も の に な り ま す 。Chapter 03 で ブロッ ク の 学習 を し まし た 
が 、 関 数 自身 が 処理 の 集まり で ある プロ ッ ク で ある と も いえ ます 。 


臣 関数 に お ける ブロ ッ ク 


ブロ ッ ク の 開始 








- ブロ ッ ク の 終了 


Qu 関数 と 字 下げ 


関数 の 中 の 処理 は 字 下 げ ( イ ン デ ント ) を し て 、 読 みや すさ を 考慮 し まし ょ う 。 





臣 3 関数 に お ける ブロ ッ ク 
func() 
{ 
/* ここ か ら 字 下げ を する */ 


ま 行 マ * 





に | 
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関数 定義 の いろ いろ な パタ ー ン 


Section 


この セク ショ ン で は 、 い ろ い ろ な ユー ザ 定 義 関数 を 紹介 し ます 。 関数 作成 の 手順 を 復習 し た 
上 で 、 引 数 、 戻 り 値 の 異な っ た いく つか の 関数 を 作成 し て み ま し ょ う . 
この セク ショ ン の ボイン ト >>> 


串 ユー ザ 定 義 関 数 を 作成 する に は まず 関数 の 機能 、 関 数 名 、 引 数 、 戻 り 値 を 決め る 。 
回 引数 と 戻り 値 に は 別 の 型 を 指定 する こと が で きる 。 
回 戻り 値 が 不要 な 場合 、 結 果 の 代入 を 省略 する こと が で きる 。 


Tl 関数 の 定義 例 ① : 3 個 の 数 値 を 加算 する 


ここ で は 、 も う 少 し 複雑 な ユー ザ 定 義 関数 を 作成 し て み ま す 。 関 数 を 作成 する 手順 
を も う 一 度 復 暫 し て み ま す 。 





関数 の 機能 を 決め る 。 
関数 名 を 決め る 。 
引数 を 決め る 。 
戻り 値 を 決め る 。 





Ia 
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3 つの 整数 値 の 和 を 計算 する 関数 を 例 に 挙げ て み ま す 。 


手順 ① 一 関数 の 機能 は ? 
3 個 の 整数 値 の わ 和 を 計算 する 。 


手順 2 一 関数 名 は ? 
3 個 の 整数 値 の 加算 で す の で 、add3 と で も 名 付け まし ょ う 。 


手順 ③④ 一 引数 は ? 
引数 と し て は 、 整 数 値 3 つ を 渡す 必要 が あり そう で すね 。 


手順 ④ 一 戻り 値 は ? 
ここ で は 結果 を int 型 で 返却 する こと に し まし ょ う 。 
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まとめ ます と 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 


int add3(int a,int Db,int C) 
{ 
} 


あと は 実際 の 処理 を 追加 する だ け で す 。 


int add3(int a,int Db,int c) 
{ 
1nt ret: 


エ e 七 =a+D+C: 


return ret: 


還 作 成 し た プロ グラ ム 


監 3 個 の 数 値 を 加算 する 関数 (add3.c) 


#include <stdio.h> 
int add3(int ,int ,int )』 
/* メイ ン 関 数 */ 


int main (Vo1d) 


( 
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1nt a,D,C: 





int ans: 


a=10 : 

D=5: 

で =20: 

/* 変数 a b c を 引数 と し て 、 ユ ー ザ 定義 関数 add3 を 呼び 出す */ 
ans=adQd3 (a, D, で ) : 

printf ( "add3 関数 の 結果 1 : も d\n" , anS) : 


a=20: 

D=-500: 

で =10: 

/* 変数 a b c を 引数 と し て 、 ユ ー ザ 定義 関数 add3 を 呼び 出す */ 


ans=add3 (a,D, で ) : 
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printf ( "add3 関数 の 結果 2 : sd\n" , ans) : 


return 0: 


} 


/* コー ザ 定 義 関数 add3 */ 
int add3(int a,int b,int c) 
{ 


1nt ret: 


/* 細 と し て 渡さ れ た a b c を 合算 する */ 


re 上 =a+D+C: 


returm re: 


(区 う 実行 結果 (add3.exe) 


add3 関数 の 結果 1 : 35 
add3 関数 の 結果 2 : -470 


| 関数 の 定義 例 (② : double 型 を 戻り 値 と する 関数 


次 に 、 平 均 を 求め る 関数 を 作っ て み ま し ょ う 。 





手順 ① 一 関数 の 機能 は ? 
2 個 の 整数 値 の 平均 値 を 求め て 、 実 数 値 を 返却 する 。 


出 四 包 


手順 (2② 一 関数 名 は ? 
平均 値 を 求め る 関数 で す の で avg と 名 付け ます (average の 意 ) 。 


手順 ③ 一 引数 は ? 
整数 値 2 つ を 渡し ます 。 


手順 ④ 一 戻り 値 は ? 
結果 は double 型 を 用 いま す 。 
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財 作成 し た プロ グラ ム 


想う 整数 の 平均 値 を 求め る 関数 (avg.c) 


#1nc1ude<stdio .h> 
double avg(int ,int ): 


/* メイ ン 関 数 */ 
1nt main(voi1d) 
{ 

Float ans: 


/* 定数 10, 5 を 引数 と し て 、 ユ ー ザ 定義 関数 avg を 呼び 出す */ 
ans=avg(10,5) : 


printf ("ans: も g\n" ,anS) 


return 0: 


/* ユー ザ 定 義 関数 avg */ 
double avg(int a,int b) 
{ 

double d: 


/* 引数 と し て 渡さ れ た a, b を 合算 する */ 
d= (double) a+ (double) b: 

/* 合算 後 の 値 を 2 で 割り 、 平 均 値 を 出す */ 
d/=2 .0: 
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return d: 





臣 3 実行 結果 (avg.exe) 


ans:7.5 
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| 関数 の 定義 例 ③ : 戻り 値 を 返さ な い 関 数 


ユー ザ 定 義 関数 で は 、 結 果 を 戻り 値 と し て 返さ な いも の も 作成 可能 で す 。 
| 次 に 作成 する 関数 は 、 引 数 と し て 整数 値 を 渡し 、 画 面 上 に \ 表 示 を 行う も の で す 。 


想う 例 
・ 引 数 int 型 :10000 
・ 結 果 Y10.000 


手順 ① 一 関数 の 機能 は ? 
画面 上 に \ 表 示 を 行う 。 


手順 ②- 一 関数 名 は ? 
\ 表 示 を 行う の で disp_yen と し ます 。 


手順 ③④ 一 引数 は ? 
| 整数 値 1 つ を 渡し ます 。 


手順 ④ 一 戻り 値 は ? 
戻り 値 な し で す の で 、void 型 と し ます 。 


還 作 成 し た プロ グラ ム 





臣 3 整数 の \ 表 示 を 行う 関数 (disp_yen.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


に に | 


#inc1ude <string .h> 
void disp_yen(int ): 


/* メイ ン 関 数 */ 

1nt main (void) 

{ 
/* 定数 50000 を 引数 と し て 、 ユ ー ザ 定義 関数 disp_yen を 呼び 出す */ 
disp_yen(50000) : 


return 0: 


/* ユー ザ 定 義 関数 disp_yen */ 
Yoid disp_yen(int data) 
{ 


] 
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char buf[16]: 


int i,1en: 


if (qata<0 ) { 
return : 
} 
/* 1.sprintf 関数 を 用 いて int->char [ ] 変換 を する */ 
Sprintf (buf , "%d" , data) : 
1en=str1en (buf ) : 
/* 2. 画 面 に '\' を 表示 する */ 
Dutc ( まま "Stdout) : 
for (=0:1<1en: ュ ++) ( 
/* 3. 3 桁 に 1 回 ', ' を 表示 する */ 
if ( (1!=0) gg ( (1en-1 ) も 3==0) ) { 
putc(',', stdout) : 
} 
putc (buf [1i] , stdout) : 
} 
putc ( '\n' , Stdout) : 


匹 う 実行 結果 (disp_yen.exe) 
\50,000 
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生ま と の と し 間 陣 1 ii 


IM 





| Chapter 09 の まとめ 


1. 関数 を 作成 する に は 、 機 能 、 関 数 名 、 引 数 、 戻 り 値 を 決め る 。 

2. 関数 に 値 を 渡す に は 引数 を 用 いる 。 関数 側 で は 、 仮 引数 で それ を 受け 取る . 
3. 関数 が 値 を 返す に は 、return 文 を 使用 する 。 

4. 関数 の 書式 を 呼び 出し 側 に 知ら せる た め に 、 関 数 プロ ト タ イ プ を 宣言 する 。 


この 章 で は 、 ユ ー ザ 定義 関数 の 作り 方 に つい て 学習 し まし た 。 ユ ー ザ 定義 関数 を 適 
切 に 使う こと が 、 構 造 化 プ ログ ラミ ング に よる 機能 分 割 の 第 一 歩 で す 。 し っ か り と 理 
解 で きる まで 繰り 返し 読み 返し て 下さ い 。 次 の 章 で は 、 プ リプ ロ セ ッ サ に つい て 学習 
し ます 。 プ ログ ラム の 1 行 目 に 必ず 出 て くる 、「#include 文 ] な どの 意味 が よう や くわ 
か り ま す の で 、 楽 し みな にし て 下さ い 。 


Chapter 09 の 課題 


還 課 題 ① 一 画面 表示 の 関数 
指定 し た 回 数 「 こ ん に ち は 。C 言 語 。」 と 画面 に 表示 する 関数 を 作成 し な さい 。 指 定 す 
る 回 数 を 整数 型 の 引数 と し て 指定 する こと 。 


剛 画面 に 表示 する 関数 な の で 、 戻 り 値 は 必要 と し ませ ん 。 


還 課 題 ② 一 三角 形 の 面積 を 求め る 関数 
三角 形 の 面積 を 求め る 関数 を 作成 し 、main 関数 か ら この 関数 を 呼び 出し 、 求 め た 面 
積 を 表示 し な さい 。 


剛 底辺 と 高 さ を double 型 の 引数 と し て 関数 に 渡し 、 結 果 を double 型 の 戻り 値 と し て 返し ます 。 
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[まとめ と 課題 ] 


Section 09-04 





#inc1ude <stdio.h> 


doub1e sankaku (doub1e, doub1e) : 


int main (Vo1d) 

{ 

double teihen = 20.0: 
double takasa = 10.0: 


(関数 の 呼び 出し ) 
printf ( " 三角形 の 面積 は る $f で す 。 \n" , kekka) 


return 0: 


doub1e sankaku(double teihen,double takasa) 
{ 
(三角 形 の 面積 求める) 


| Chapter 09 の 解答 例 


還 課 題 ① 一 画面 表示 の 関数 


臣 う 課題 ① の 解答 例 (kadai1-a.c) 


#1mc1ude <stdio .h> 


void print_he11o(int ): 一 








int main(Void) 
{ 
print_he11o(10) : 


| 
骨 田 着 





return 0: 


void print_he11o(int kaisu) 





{ 


1nt 1: 





For (1=0:1<kaisu:i++) { 


printf ( "こん に ち は 。 で 言語 。 \n" ) : 


returT : 
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① ユ ー ザ 定義 関数 print_hellp の プロ ト タ イ プ 宣 言 を し ます 。 
② main 関数 か ら ユ ー ザ 定義 関数 print_hello を 呼び 出し ます 。 


③ ユ ー ザ 定義 関数 と し て 、 関 数 名 print_hello を 宣言 し ます 。 引 数 に は 、 画 面 に 表示 を する 回 数 で あ 


る kaisu を 指定 し ます 。 


④ 結 り 返し 文 の 中 で printf を 呼び 出し 、 引 き 数 と し て 渡さ れ た 回 数 「 こ ん に ち は 。C 言語 。] を 表示 し 


て いま す 。 


還 課題 ② 一 三角 形 の 画 積 を 求め る 関数 


監 3 課題 ② の 解答 例 (kadai2-a.c) 


#include <stdio .h> 


double sankaku(double ,double ): 





int main (void) 

{ 

double teihen = 20.0: 
double takasa = 10.0: 
double kekka: 


kekka = sankaku(teihen, takasa) : 





printf ( "三角形 の 面積 は も f で す 。\n" , kekka) : 


return 0: 








double sankaku (double teihen,double takasa) 
{ 
/* 三角 形 の 面積 は 底辺 x 高 さ / 2 */ 
return teihen * takasa / 2.0: 





解説 
① ユ ー ザ 定義 関数 sankaku の プロ ト タ イ プ 宣 言 を し ます 。 
(②main 関数 か ら ユ ー ザ 定義 関数 sankaku を 呼び 出し ます 。 


③ ユ ー ザ 定義 関数 と し て 、 関 数 名 sankaku を 宣言 し ます 。 引数 に は 、 底 辺 と 高 さ を double 型 と し て 


指定 し ます 。 戻り 値 は 、 三 角形 の 面積 を 返す た め に double 型 を 指定 し て いま す 。 


④ 三 角形 の 面積 を 求め る た め に 、 底 辺 メ 高 さそ 2 を 計算 し ます 。 計 算 結果 を その まま 戻り 値 と し て 


いま す 。 
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応用 編 


プ 婦 プロ セッ サ 


この 章 で は 、 プ リプ ロ セ ッ サ に つい て 学習 し ます 。 

プリ プロ セッ サ を 使え ば 、 コ ン パ イル 時 に 語句 の 置き 換え や 、 
ファ イル の 取り 込み が で きま す 、 

4= レ ルル パク ル キミ ノ ) 14 

作成 後 の メ ン テ ナ ンス を 行う こと を 考え な が ら 、 

ヒュ PrGdA-- を すり の 所 


cd. さり! アル = レル た ネン ン 違 っ 1 に ゴリ: だ シミ を | 
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[プリ プロ セッ サ ] 


Section 


者 - 卓 プリ プロ セッ サ の 働き を 知る 


この セク ショ ン で は 、 プ リプ ロ セ ッ サ の 機能 と プリ プロ セッ サ 制 御 文 に つい て 学習 し ます 。 
プリ プロ セッ サ に よる 置換 処理 と は どの よう か こと か ? を 理解 し まし ょ う 。 


この セク ショ ン の ボイン ト >>> 
頭 プリ プロ セッ サ は 、 コ ン バ イ ラ の 提 能 の 1 つ で 、 ソ ー ス プロ グラ ム に 対し て 記述 内 容 の 置き 換え を 行う 。 


回 プリ プロ セッ サ に 対す る 指示 は プリ プロ セッ サ 制 御 文 で 行う 。 
回 プリ プロ セッ サ 制 御 文 は 行頭 に シャ ー プ (# ) を 記述 する 。 行末 に セミ コロ ン ( : ) を 記述 する 必要 は な い 。 


| プリ プロ セッ サ と は ? 


プリ プロ セッ サ と は 、 名 前 の 通り 、 コ ン パ イル に 先立ち ソー スプ ログ ラム に 対し て 
行わ れる 置き 換え 処理 で す 。 プ リプ ロ セ ッ サ は 、 コ ン パ イラ の 機能 の 1 つと し て 用 意 さ 
れ て お り 、 コ ン パ イラ が 自動 的 に プリ プロ セッ サ を 呼び 出す の で 、 明 示 的 に コマ ンド 
を 呼び 出す 必要 は あり ませ ん 。 プ リプ ロ セ ッ サ で は 、 プ ログ ラム が コン パイ ル さ れる 
前 に 、 語 句 の 置き 換え や 、 別 ファ イル の 取り 込み な どの 処理 を する こと が で きま す 。 使 
いこ な せる よう に な れ ば 、 プ ログ ラム 作成 の 作業 の 簡略 化 や 、 作 成 後 の メ ン テ ナ ンス 
が 楽に で きる よう に な り ま す 。 





想う プリ プロ セッ サ の 働き 










プリ プロ セッ サ 処 理 後 





ソー スプ ログ クラム: 





コン パイ ル 処 理 





#1nc1ude <stdio.h> 













#define HOGE_1 1 実行 形式 の ファ イル 
main() 
main() 
6 







return HOGE: 





return -1: 






} 





文字 列 の 置き 換え 
ファ イル の 取り 込み 


これ まで の サン プル の 中 で まず 最初 に 記述 し て いた 、 下 記 の よう な 文 が あり ます が 、 
この 文 は プリ プロ モッ サ の 機能 を 利用 し て ファ イル の 取り 込み を 行う も の で す 。 
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#1nc1ude <sEdio .h> 


MM プリ プロ セッ サ 制 御 文 


プリ プロ セッ サ に 対す る 指示 は 、 プ リプ ロ セ ッ サ 制御 文 に よっ て 行い ます 。 プ リプ 
ロ セ ッ サ 制御 文 は 、 必 ず 行 頭 に シャ ー プ (# ) を 記述 し ます 。C 言 語 の プロ グラ ム の 文 は 、 
セミ コロ ン ( : ) で 終わ っ て いれ ば 途中 に 改行 が 入っ て も よい と 説明 し まし た (セク ショ 
ン 03-02「C プロ グラ ム の 構成 を 理解 する (1)[ 文 ]](Pp.37) に て ) が 、 プ リプ ロ セ ッ サ 制御 
文 は 基本 的 に 1 行 で 記述 し ます 。 








#1nc1ude <stdio.h> 〇 正しい 書き 方 
#include 
<stdio .h> X 訓 っ た 書き方 


監 3 プリ プロ セッ サ 制 御 文 の 誤っ た 書き 方 (preprocessOr-ng.C) 


#1nc1ude 


<stdio .h> 
int main (Vod) 
{ 


printf ("こん に ち は 、 世 界 \n" ) : 


return 0: 


監 う 3 コン パイ ラ エ ラー の 内 容 
Bor1and C++ 5.5.1 for Win32 Copyright (c) 1993, 2000 Bor1and 


に たい | 


DreprOCeSSo エ -Td .C: 

エラ ー E2046 preprocesSor-nd.C 1: inc1ude 指令 の ファ イル 名 の 書式 が 正しく な い 
エラ ー E2040 preprocesSor-nd .C 2: 宣言 が 正しく 終了 し て いな い 

*** 2 errorS in Comp11e *** 





また 、 プ リプ ロモ セッ サ の 文 に は 、 文 の 終わ り に モミ コロ ン (:) を 付け る 必要 も あり ま 
せん 。 セ ミコ ロン (:) を 付け て も 、 コ ン パ イラ エラ ー に は な り ま せん 。 








#inc1ude <stdio.h> 正しい 書き 方 
#1nc1ude <stdio .hz> : メ 誤 っ た 書き 方 
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定数 に 意味 の ある 名 前 を 付け る 


プリ プロ セッ サ の 機能 で ある マク ロ 定 義 を 使う と 、 単 純 な 文字 列 の 置き 換え や 、 引 数 を 持た 
せ た 形 の マク ロ を プロ グラ ム 中 で 使用 する こと が で きる よう に な り ま す 。 こ の セク ショ ン で 
は 、 プ ログ ラミ ング の 効率 を 高め る マク ロ 定 義 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト >>> 
頭 マ クロ 定義 と は 、 単 純 な 文字 列 を 置換 する 処理 の こと で ある 。 
回 マク ロ 定 義 に は #define を 使う 。 


回 #define で は 、 単 純 な 置き 換え と 、 引 数 を 伴う マク ロ の 到 方 が 定義 で きる 。 
回 #define に より 定義 され た マク ロ を 取り 消す に は 、#undef を 使う 。 


| #define に よる マク ロ 定 義 


#define は 、 マ クロ 定義 を 使い た い 場 合 に 使用 し ます 。 マ クロ 定義 と は 、 単 純 な 文字 
列 の 置換 を 行う 処理 の こと で 、 プ リプ ロ セ ッ サ は 、 コ ン パ イル 処理 が 行わ れる 前 に 文 
字 列 の 置換 処理 を 、 ソ ー ス プロ グラ ム に 対し て 行い ます 。 マ クロ 定義 を する 名 前 に は 
変数 と 同じ 文字 が 使え を ます が 、 通 常 の 変数 と の 違い が 一 目 で わか る よう に 、 英 小文字 
は 使わ ず 、 英 大 文字 と 数 字 で 構成 する の が 一 般 的 で す 。 





臣 3 #define 書式 


| #define 言 深 X 字 置換 後 








山田 居 


監 う プリ プロ セッ サ に よる 置き 換え 
#define BUFF_SIZE 256 
char DuffE[BUFF_STZE] : 


〒 マ 


char Duff[256] : 
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皿 う 整数 型 定数 を マク ロ 定 義 し た 例 (①(define-1.c) 
#imclude <stdio .h> 


/* プリ プロ セッ サ #defFine を 使っ て 、 マ クロ 定義 を し ます */ 
#define BUFF_STZE 256 


int main (Void) 
{ 
char buffF[BUFF_STZE] 


printf ( "buffF の サイ ズ は *d バ イト で す 。 \n" , szeof (buff) ) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (define-1.exe) 
buff の サイ ズ は 256 バ イト で す 。 


上 記 の プロ グラ ム で は 、 プ リプ ロモ セッ サ で BUFF_SIZE を 256 に 置き 換え る 処理 が 
行わ れ て いま す 。 プ リプ ロ セ ッ サ 処理 後 の ソ ー ス プロ グラ ム で は #define の 行 が 消え 
て 、 替 わり に 、 


char buff[256]: 
に 置き 換え られ ます 。 


int main (void) 
{ 
char buff[256] : 


printf ("buff の サイ ズ は dQ バイ ト で す 。 \n" , Ss1zeof (bufFf) ) : 


虹 還 選 





return 0: 
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監 3 マク ロ 定 義 に よる 置き 換え 





#Gefir 


1nt func1 (Vod) 
{ 
Char DuFE[BUF_S ェ 2E] : 


printf ("buEE の サイ ズ は *q バ イト で す 。wn*, sizeof (bufF) ) : 
return 0: 


main () 
{ 
char buff[256] : 


printf( "buff の サイ ズ は *q バ イト で す 。wn* , sizeof (bufF) ) : 
return 0: 





次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 整 数 型 定数 を マク ロ 定 義 し て いま す 。 関 数 の 戻り 値 
と し て の 数 値 に 意味 の ある 名 前 を 持た せ た OK. NG を 返す こと に よっ て 、 関 数 の 処理 
結果 が より 明確 に わか る よう に な り ま す 。 


区 整数 型 定数 を マク ロ 定 義 し た 例 (②(define-2.c) 


#include <stdio.h> 


#define OK 1  /* 1 を OK と し て マク ロ 定 義 す る 。 */ 
#define NG 0  /* 2 を NG と し て マク ロ 定 義 す る 。 */ 


削 田 羽 


int func(int ): 


/* メイ ン 関 数 */ 
int main (Void) 
{ 


int ret: 
ret=func (10) : 


if (ret==OK) { 
printf( "OK で す 。" ) : 
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elset 


printf ( "NG で す 。" ) : 


return 0: 


/* 関数 Func */ 
/* 引数 と し て 渡さ れ た 整数 が 50 以上 の と き は OK (1 ) 、50 未満 の と き に は NG ( 0 ) を 返却 する */ 
int func(int ck) 
{ 

if (ck>50) { 

return OK: /* マク ロ 定 義 し た OK (1) を 返却 する */ 
} 
else( 


return NG: /* マク ロ 定 義 し た NG (0) を 返却 する */ 


匹 う 実行 結果 (define-2.exe) 
NG で す 。 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 文 字 列 定数 を マク ロ で 定義 し て いま す 。 文字 列 定数 
は 、 プ ログ ラム の 結果 メッ セー ジ な ど で 使 われ る こと が 多い の で す が 、 メ ッ セ ー ジ は 
プロ グラ ム の 完成 後 も 修正 され る ケー ス が あり ます 。#define で マク ロ 定 義 を し て お 
き 、 プ ログ ラム の 先頭 に 記述 し て お け ば 、 プ ログ ラム の 変更 を 容易 に する こと が で き 
まま 。 


臣 3 文字 列 定 数 を マク ロ 定 義 し た 例 (define-3.c) 


#include <stdio.h> 


虹 四 凶 





#define TTTLE "ブロ グラ ム 開 始 * 
#define FOOTER "プロ グラ ム 終 了 * 


int main (void) 

{ 
/* 文字 列 定 数 を 定義 し た マク ロ TTTLE を 画面 に 表示 する */ 
printf ("も Ss\n" ,TTTLE) : 


/* 各種 処理 を 行う */ 
printf ( "\ ま nm" ) : 
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/* 文字 列 定 数 を 定義 し た マク ロ FOOTER を 画面 に 表示 する */ 
printf ( "も 5\n" , FOOTER) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (define-3.exe) 
ブロ グラ ム 開 始 


ブロ グラ ム 終 了 


この よう に プロ グラ ム で 扱う 定数 を #define で マク ロ 定 義 す る こと に より 、 意 味 を 明 
確 に する こと が で きま す 。 


| 引数 付き マク ロ の 定義 


マク ロロ 定義 は 、 引 数 付き で 行う こと も で きま す 。 関 数 と 同じ よう な 目的 で 使わ れ ま 
す が 、 マ クロ で 定義 し た 場合 は 、 コ ン パ イル 時 に 置き 換え が 行わ れる と いう 点 で す 。 関 
数 呼び 出し に 伴う 実行 速度 の 低下 を 避け る 目的 で 使わ れる ケー ス が 多い で す ( こ の セク 
ショ ン の アド バン ス 「 関 数 呼び 出し の オー バ ヘ ッ ド ]」(yp.260) を 参照 )。 


臣 3 引数 付き define 文書 式 


#defFine 置換 前 の 文字 








引数 付き マク ロ の 定義 で は 、 引 数 は 任意 の アル ファ ベッ ト で 表し ます 。 
次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 引 数 付き マク ロ と し て MAX を 定義 し て いま す 。 マ 
クロ MAX は 、 引 数 の 大 小 を 判定 し て 、 大 きい 値 を 返し ます 。 


山田 包 


臣 3 引数 付き マク ロ 定 義 の 例 (①(define-4.c) 


#1nc]ude <stdio.h> 
#define MAX(x,y) ((x)>(y) ? (x) : (Y) ) 
1nt main (Vo1d) 
{ 
1nt a,D,max: 
a=100: 


b=200: 
max=MAX (a,D) : 
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printF ( "大 きい 値 は $d で す 。" ,max) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (define-4.exe) 
大 きい 値 は 200 で す 。 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 引 数 付き マク ロ と し て IS_DIGIT を 定義 し て いま す 。 
マク ロ IS_DIGIT は 、 引 数 が 文字 の 0 一 9 の 範囲 内 か どう か を 判定 し て いま す 。 


監 3 引数 付き マク ロ 定 義 の 例 ②(define-5.c) 


#include <stdio.h> 
#Qdefine TS_DTGTT(X) ((((X)>='0') gg((X) <='9') ) ?1:0) 
int main(void) 
{ 
char で : 
で ='0': 


if (TS_DTGTT (c) ) { 
printf ( "変数 c の 内 容 (*c ) は 数 値 文字 で す 。 \n" , c) : 


return 0: 


監 3 実行 結果 (define-5.exe) 
変数 c の 内 容 (0 ) は 数 値 文字 で す 。 


豊田 居 





ちな み に 、 上 記 の マク ロ IS_DIGIT を ユー ザ 定 義 関数 で 記述 する と 次 の よう に な り ま す 。 


監 3 引数 付き マク ロ 定 義 の 例 ② を 関数 に し た 例 (define-6.c) 


#1mclude <stdio .h> 
int is_digit(char ): 
/* メイ ン 関 数 */ 


int main (void) 


{ 
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Char Cz 


C='0": 
ifE(is_digit (c) ) { 
printf ( "変数 と の 内 容 (*c ) は 数 値 文字 で す 。 \n" , で ) : 


return 0: 


/* ユー ザ 定 義 関数 is_dig1t */ 
int is_digit(char x) 
{ 
ifE(((x)>='0') gg((x) <='9!') ) { 
returm 1: 
} 
else( 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (define-6.6xe) 
変数 c の 内 容 ( 0 ) は 数 値 文字 で す 。 


この 場合 は 、 引 数 付き マク ロ で 記述 し た 方 が 、 シ ンプ ル な 記述 と な り ま し た 。 





| DYN 計 関数 呼び 出し の オー バ ヘ ッ ド 


関数 の 呼び 出し に は 時 間 が か か る と 言わ れ て いま す が 、 そ れ は な ぜ で し ょ うか ? 

C 言 語 の プロ グラ ム で は 通常 、 実 行 時 に main 関数 を 実行 する 分 だ け の メモ リ が 確保 され 、 
それ 以外 の 関数 は 呼び 出さ れる た びに 領域 が 確保 され ます 。 関 数 を 呼び 出し た 際 に は 、 関 数 中 
で 使う 変数 や 、 引 数 と し て 渡さ れ た 変数 の コピ ー 等 が 行わ れ 、 さ ら に は 内 部 的 に は 呼び 出し 元 
の 情報 等 の 退避 、 と いっ た こと を 行っ て いま す 。 メ モリ の 確保 、 領 域 の コピ ビー、 メ モリ の 解放 
に は か な り の 手間 を 要する の で 、 関 数 の 呼び 出し に は 時 間 が か か る 、 と いう わけ で す 。 


田 争 
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還 マク ロ 定 義 が 複数 行 に わた る 場合 
長い マク ロ 定 義 を し た い 場 合 は 、、 バ ックス ラッ シュ ( \ ) を 改行 の 前 に 記述 する こと 
に よっ て 、 複 数 行 で 記述 する こと が で きま す 。 
次 の サン プル プロ グラ ム で は 、4 行 に 渡る 長い マク ロ を 定義 し て いま す 。 マ クロ 
DEBUG_PRINT で は 、 引 数 で 渡 き れ た 内 容 と と も に 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 時 刻 と 現在 
行 を 表示 し ます 。 


区 複数 行 マ クロ の 例 (define-7.c) 


#1nclude <stdio .h> 


#define DEBUG_PRTNT (x) printf ( "TTME: も S LTNE:*d も 85",\ 
ー_TTME _ / ぎ 
ー-bTNE_ , ぎ 


X) 
int main(vo1d) 


DEBUG_PRTNT ( "複数 行 マ タロ の サン ブル で す 。" ) 


reEurn 0: 


3 実行 結果 (define-7.exe) 
TTME:22:48:35 LTNE:10 複数 行 マク ロ の サン プル で す 。 





_ TIME__、_ LINE__ は 、 コ ン パ イル 時 の 時 刻 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 現在 行 を 示す 定義 済み マク 
ロロ で す 。 詳 しく は セク ショ ン 10-05「 シ ステ ム で 定義 され て いる マク ロ に つい て 知る 」( p.275) 
を 参照 し て 下さ い 。 





に | 


較 マク ロ の 副作用 

引数 付き #defne に よる マク ロ は 、 関 数 ほど 定義 が 大 げき さき で は な い の で 、 ち ょ っ と 使 
う 分 に は 便利 で す が 、 使 う 際 に 注意 し な けれ ば 副作用 に よっ て 思い も よら な いこ と が 
起き ます 。 

プリ プロ セッ サ は 、#define 文 で 定義 され た も の を 展開 する だ け の 、 た だ の 置き 換え 
処理 で す 。 こ れ を 理解 せ ず 、 引 数 付き の マク ロ を ユー ザ 定 義 関数 と 同じ と 考え て し ま 
うと 、 思 いも よら ぬ 結 果 に な っ て し まう こと が あり ます 。 

で は 、 例 を 用 いて これ を 検討 し て み ま し ょ う 。 
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・2 値 を 合計 する マク ロ ADD 
| 2 値 を 合計 する マク ロ ADD を 、 以 下 の よ うに 作成 し まし た 。 


#define ADD(x, y) x+Y 

これ を 以下 の よう に 使用 する と 結果 は どう な る で し ょ うか ? 
int nz 
n = ADD(1, 2) * 3: 

わか りや すく する た め に マク ロ を 紙面 上 で 展開 し て み ま す 。 


皿 う 展開 され た 結果 


int ni 


1 の 3』 
結果 は 9 で は な く 7 に な っ て し まい ます ね 。 


・ 正 し い マ クロ ADD 
意図 し た 結果 を 求め た い 場 合 は 、ADD マク ロ を 以下 の よう に 変更 し ます 。 


#define ADD(x, y) (x+ ツ ) 


この よう に 計算 式 を カッ コ で 囲ん で お け ば 、 





int ni 
n = ADD(1, 2) * 3: 


骨 田 争 


と いう 呼び 出し で も 、 


int n: 
n = ( 條 + 2) テ 3: 


の よう に 展開 され て 、 め で た く 結 果 が 9 に な り ま す 。 

この よう に 、#define に よる マク ロ 定 義 は あく まで プリ プロ セッ サ に よる 置換 で あ 
る 、 と いう こと を 頭 に 置き な が ら 使っ て いか な けれ ば な り ま せん 。 

複雑 な 処理 は 、 ユ ー ザ 定義 関数 を 用 いる よう に すべ き で し ょ う 。 
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(6 視 =w #define の 引数 の 名 称 


引数 付き の #define に お いて 、 引 数 の 名 前 を 参照 する に は 、# 演 算 子 を 使用 し ます 。 次 の ソー 
スプ ログ ラム で は 、 引 数 名 と その 値 を 出力 し て いま す 。 


#define debug_print_num(X) printf ( "も 5=%d\n" ,#X,X) 
Pe 


Qu #undef に よる マク ロ の 取り 消し 


#undef は 、#define に よっ て 定義 され た マク ロ を 未定 義 に し ます 。#define で 定義 し 
た マク ロ を 、 別 な 値 で 再 定義 し た いと き な ど に 使用 し ます 。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 最 初 に #define で マク ロ BUFF_SIZE を 256 で 定義 
し 、 い っ た ん #undef で 未定 義 に し ます 。 そ の 後 、BUFF_SIZE を 10 で 再 定 義 し て い 
ます 。 





監 3 マク ロ 取 り 消し の 例 (undef-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int func1 (void) : 


int func2 (void) : 


int main (void) 
{ 
func1 () 


func2 ( ) : 





return 0: 


骨 田 害 





#define BUFF_STZE 256 U 





1nt func1 (void) 
{ 
Char DuEE[BUFF_STZE] : 


printf ("Func1 ( ) : buFf の サイ ズ は %d バ イト で す 。 きま n" , sizeof (buff) ) : 


return 0: 
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#undef BUFF_STZE の 





#define BUFF_STZE 10 ③ 





int func2 (void) 
{ 
char buff[BUFF_STZE] : 
printf ( "func2 ( ) : buEEF の サイ ズ は dQ バ イト で す 。 \n" , s1zeof (buff) ) : 


return 0: 


臣 実行 結果 (undef-1.exe) 


func1 ( ) :buff の サイ ズ は 256 バイ ト で す 。 
func2 ( ) : buEf の サイ ズ は 10 バイ ト で す 。 


解説 

(①#define を 使っ て 、BUFF_SIZE と いう 名 前 の マク ロ を 数 値 256 で 定義 し ます 。 

②#undef を 使っ て 、 マ クロ BUFF_SIZE を 取り 消し ます 。 

⑬⑨#define を 使っ て 、 再 度 、BUFF_SIZE と いう 名 前 で マク ロ 定 義 し ます 。 今回 は 、 数 値 
の 10 と し て 定義 し ます 。 





回] プリ プロ セッ ザ サ 制御 文 は 、 関 数 の 呼び 出し と は 関連 せ ず 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 上 か ら 下 に 作用 | 
| は 
) 





に だ た | 
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Section 


昌 - 上 3 別 の ファ イル を 取り 込む 


関数 の プロ ト タ イ プ や マク ロロ 宣言 な ど は 、 複 数 の ソー スプ ログ ラム か ら 参 照 さ れる た め に 、 
一 般 的 に は ヘッ ダフ ァイル の 形 で 独立 し て いま す 。 こ の セク ショ ン で は 、 こ の よう な ヘッ ダ 
ファ イル を 取り 込む た め の プ リプ ロ セ ッ サ 制御 文 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト 2 
右 #include を 使う と 、 外 部 の ファ イル を ソー ス フ ァ イル 中 に 取り 込む こと が で きる 。 


回 ファ イル 名 を 囲む 方 法 に よっ て 、 取 り 込 む フ ァイル の 置き 場所 を 指定 する こと が で きる 。 
回 ヘッ ダフ ァイル で な く と も 、C 言 語 の 構文 上 問題 の な い フ ァイル な ら 取 り 込む こと が 可能 。 


MM #include に よる ファ イル の 取り 込み 


ここ まで の サン プル プロ グラ ム で 、 特 に 説明 の な いま ま に た くさ ん 出 て きま し た が 、 
指定 する ファ イル を 取り 込む た め の 制 御 文 が あり ます 。 そ れ が #jnclude で 、 通 常 、 ヘ ッ 
ダフ ァイル の 取り 込み を 行う の に 使用 し ます 。 

#include の 書式 は 以下 の と お り で す 。 取り込む ファ イル の 置き 場所 で 、2 と お り の 
記述 方 法 が あり ます 。 





葉 3 #include 書式 ① 』 


#1nclude < る > 


叶 
ファ イル 名 を 山 括弧 (< > ) で 囲っ て 記述 し ます 。 こ の 書式 で は 、 ラ イブ ラリ 関数 用 
の ヘッ ダフ ァイル を 置い て ある 場所 か ら フ ァイル を 探し て 、 イ ンク ルー ド し ます 。 
以下 の 書式 も あり ます 。 














困 ライ ブラ リ 関 数 に 関し て は 、Chapter 12「 標 準 ラ イブ ラリ 関数 ](P p.307) に て 学習 し ます 。 








ライ ブラ リ 関 数 用 の ヘッ ダフ ァイル は 、 ソ ー ス プロ グラ ム と は 別 な 場所 に 配置 され る の が 一 般 | 
的 で す 。Borland C++ Compiler 5.5 の 場合 は 、bcc32.cfg 内 に 配置 場所 を 記述 し ます 。 | HB 
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監 3 include 書式 ② 








#1nc1ude "ファ イル 名 " 


ファ イル 名 を 二 重 引用 符 ("" ) で 囲っ て 記述 し ます 。 こ の 書式 で は 、 ソ ー ス ファ イル 
と 同じ 場所 か ら フ ァイル を 探し て イン クル ー ド し ます 。 見 つか ら な か っ た 場合 は 、 ラ 
イプ ラリ 関数 用 の ヘッ ダフ ァイル を 置い て ある 場所 か ら フ ァイル を 探し ます 。 

つま り 、 ラ イブ ラリ 関数 用 の ヘッ ダフ ァイル を 使う 場合 は 、<stdio_h> の よう に 山 括 
弧 (<> ) で 囲み 、 自 作 の ヘッ ダフ ァイル の 場合 は 、 二 重 引用 符 (" " ) で 囲む な わけ で す 。 


皿 #include の 書式 の 使い 分 け 
ライ ブラ リ 関 数 用 の ヘッ ダフ ァイル を 使う 場合 #xnclude< フ ァイル 名 > 
自作 の ヘッ ダフ ァイル を 使う 場合 #include "ファ イル 名 " 


(MM ヘッ ダフ ァイル 


ヘッ ダフ ァイル で は 、 プ ログ ラム で 共通 し て 使用 する 定数 定義 や 、 関 数 の プロ ト タ 
イプ 宣言 な ど を 行い ます 。 ヘ ッ ダ ファ イル に は 、 通 常 stdiojh の よう に 拡張 子 (h) を 使 
いま す 。 


監 3 ヘッ ダフ ァイル 





ee = プロ セッ サ 処 理 後 
ソー スプ ログ ラム 2 






#include <stdio.h> 
#nclude "test.h" 















main() 

( 
char buf[BUF_STZE] 
int data = DATA_STZE: 
















char buf[256] : 
int data = 16: 














/* いろ いろ な 処理 */ 


return 0: 






/* いろ いろ な 処理 ・/ 


return 0: 








ヘッ ダフ ァイル 等 


#deFine BUF_STZE 256 文字 列 の 置き 換え 
#define DATA_STZE 16 ファ イル の 取り 込み 





固 マ クロ 定義 を ヘッ ダフ ァイル で 行う 例 


監 3 message.h フ ァイル (message.h) 


#define TTTLE "プロ グラ ム 開 始 * 
#define FOOTER "ブロ グラ ム 終 了 * 
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[#include] Section 10-03 





監 3 ヘッ ダフ ァイル test.h を 取り 込む 例 (header-1.c) 
#1nclude <stdio .h> 


#include "messaqe .h" 


int main (Vo1d) 

{ 
/* ヘッ ダフ ァイル に 定義 し た 、 マ クロ TTTLE を 画面 に 表示 する */ 
printf ( "も s\n" , TFTTTLE) : 


printf ( "メイン 処理 \n" ) : 


/* ヘッ ダフ ァイル に 定義 し た 、 マ クロ FOOTER を 画面 に 表示 する */ 
printf ( "も Ss\n" , FOOTER) : 


return 0: 


監 3 実行 結果 (header-1.6xe) 
ブログ ラム 開始 
メイ ン 処 理 
ブロ グラ ム 終 了 


マク ロ TITLE. FOOTER を test.h で 定義 し 、 ソ ー ス ファ イル の 方 で は それ を 取り 込 
むだ け に し て いま す 。 複 数 の ソー ス フ ァ イル で プロ グラ ム を 作成 し た 場合 、 ヘ ッ ダ ファ 
イル を 取り 込む ソー ス フ ァ イル が 増え て き て も 、 変 更 時 に は message.h の み を 書き 換 
える だ け で 済み ます 。 





中 ( =* 複数 の ソー ス フ ァ イル で の プロ グラ ミン グ 


ヘッ ダフ ァイル は 、 プ ログ ラム で 共通 し て 使用 する 定数 定義 や 、 関 数 の プロ ト タ イ プ 宣 言 な 
ど を 記述 し ます が 、 こ れ は 複数 の ソー ス フ ァ イル で プロ グラ ミン グ す る と き に 有益 で す 。 複雑 
な プロ グラ ム を 作成 する と き に 複数 の ソー ス フ ァ イル で プロ グラ ミン グ す る ケー ス が あり ます 
が 、 そ の よう な と き に 共通 の 定義 を ヘッ ダフ ァイル に まとめ て お く こ と で 、 フ ァイル の 管理 を 
容易 に する こと が で きま す 。 な お 本 書 で は 入門 書 と いう 位置 付け か ら 、 複 数 の ソー ス フ ァ イル 
を 使っ た プロ グラ ミン グ に つい て は 解説 し て お り ま せん の で 、 興味 の ある 方 は 他 の 書籍 等 で 学 
習 す る こと を お 勧め し ます 。 


豊田 争 
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= 
ection 
明 - 旧 条件 付き コン パイ ル を 行う 





単純 な プロ グラ ム な ら よ い の で す が 、 本 格 的 な プロ グラ ム に な っ て くる と 状況 に 応じ て コン 
パイ ル し た い 箇 所 、 し た く な い 箇 所 を 分 ける 必要 が 出 て きた り し ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 
コン パイ ル 対 象 を コン パイ ラ に 明示 する た め の 方 法 に つい て 学習 し ます 。 








この セク ショ ン の ボイン ト >> 


右 条 件 に よっ て コン バイ ル 対 象 を 変化 させ る こと を 条件 付き コン バイ ル と いう 。 
回 「 マ クロ を 含む 定数 式 の 評価 が 真 か 偽 か ?」 と いっ た 条件 で コン パイ ル す る に は 、#if ー#endif を 使う 。 
回 「 あ る マク ロ が 定義 され て いる か ?」 と いっ た 条件 で コン パイ ル す る に は 、#ifdef ー#endif を 使う 。 







| 条件 付き コン パイ ル と は ? 


条件 付き コン パイ ル を 使う と 、 ソ ー ス プロ グラ ム を コン パイ ル す る と き に 、 コ ン パ 
イル され る 範囲 を 指定 する こと が で きま す 。 

条件 付き コン パイ ル を 使う と き は 、 ソ ー ス プロ グラ ム に プリ プロ セッ サ の 条件 文 で 
ある 、jjf 一 #endif 文 、jfdef 一 #endif 文 を 使い ます 。 プ ログ ラム に 書か れ た プリ プロ 
セッ サ の 条件 文 に より 、 コ ン パ イル の 対象 と な る 範囲 を 決め る こと が で きま す 。 


(区 3 条件 付き コン バイ ル 


#1nc1ude <stdio .h> 


int main (void) 


{ 


#1fdef 条件 か 

















i 
日 
則 
H に 条件 へ の と き コ ン パ イル され る 
日 
日 
日 


#endifE 
#1fdef 条件 B 











条件 B の と き コ ン パ イル され る | 
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#endif 


return 0: 


で は 、 条 件 付き コン パイ ル は どの よう な と き に 使わ れる の で し ょ うか ? 例え ば 、 あ る 
マク ロ が 定義 きれ て いる 場合 に の み コ ン パ イル の 対象 と する と か 、 マ クロ の 値 が 何で 
ある 場合 に の み コ ン パ イル する と か 、 そ の よう な と き に 使い ます 。 条件 付き コン パイ 
ル を 使え ば 、1 つ の ソー スプ ログ ラム か ら 、 異 な る 用 途 の プロ グラ ム を 作り 出せ る の で 、 
ソー スプ ログ ラム に 大 きく 手 を 入れ る こと な く 、 コ ン パ イル の 内 容 を 変化 きせ る こと 
が で きる の で す 。 

条件 付き コン パイ ル で 指定 で きる の は 、 次 の よう な 条件 と な り ま す 。 


・ マ クロ を 含む 定数 式 の 評価 が 真 か 偽 か ? 
・ あ る マク ロ が 定義 され て いる か ? 
・ あ る マク ロ が 定義 され て いな いか ? 


以降 で 、 こ れ ら に つい て 取り 上 げ て いき ます 。 


Q #if と #endif 


「 マ クロ を 含む 定数 式 の 評価 が 真 か 偽 か ? 」 と いっ た 条件 に よっ て コン パイ ル 対 象 を 
変化 させ た い 場 合 に は 、#jf 一 #endif を 使い ます 。 


想う 形式 


#1f 定数 





#endif 


# の 条件 が " 真 "(0 以外) の 場合 に 、 中 の 文 が 有効 に な り ま す 。 

ここ で は 、MODE と いう マク ロ の 値 に よっ て 、 ソ ー ス プロ グラ ム の コン バイ ル 対 象 
が 異な る 例 を 取り 上 げ ま す 。 

最初 の サン プル プロ グラ ム で は 、MODE に 1 が 設定 され て いる の で 、#i[ の 条件 が 真 
と な り 、 中 の 文 が 有効 と な り ま す 。 


山田 居 





皿 3 #if 一 #endif の 例 (①(ifendif-1.c) 


#include <stdio.h> 


#define MODE 1 
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int main (void) 
{ 
#1F MODE==1 
/* MODE 1 と し た と き は 、 こ の 部 分 が コン バイ ル の 対象 と な る */ 
printf ( "#1F 一 endif の 中 の 文 が 有効 に な つて いま す 。 \n" ) : 
#endif 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (ifendif-1.exe) 
# 拉 モーend1f の 中 の 文 が 有効 に な か っ て いま す 。 


次 に 、MODE マ クロ で 設定 する 値 を 0 に 書き 換え て 、 コ ン パ イル 補 実 行 し て み ま 
し ょ う 。 


想う f 一 #endif の 例 ②(ifendif-2.c) 


#inc1ude <stdio.h> 
#define MODE 0 


int main (void) 
{ 
#1F MODE==1 
/* MODE 0 と し た の で 、 こ の 部 分 は コン バイ ル の 対象 と な ら な い */ 
Printf ( "#1F 一 endif の 中 の 文 が 有効 に な つて いま す 。 \n" ) : 
#endiE 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (ifendif-2.exe) 
(な に も 起こ り ませ ん ) 


# 省 は プロ グラ ム の 中 で 、 一 部 を コメ ント アウ ト し た いと き な ど に も 、 よ く 使 われ ます 。 

例え ば 、 次 の プロ グラ ム で は 、int 型 の 配列 の 中 身 を 合算 し て 、 結 果 を 表示 し て いま 
す 。 そ の 途中 経過 を デバ ッ ダ グ 情 報 と し て 画面 に 表示 を する よう に 書か れ て いま す が 、 デ 
バッ グ 情 報 を 表示 する 文 は 、#if0 一 #endif で 囲ま れ て いる の で 、 コ ン パ イル の 対象 と 
は な ら ず 、 結 果 と し て 画面 に は デバ ッ グ 情報 は 表示 され ませ ん 。 
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[ 痢 ・#def] Section 10-04 





想う if 一 #endif の 例 ③(ifendif-3.c) 


#include <stdio.h> 


int main (vod) 


{ 


int ュ : 
int data[]={(10,20,5,30): 


1nt sum=0: 


for (1=0:1<4 j++) { 
#1f 0 
printf ("デバ ッ グ 情報 1=%d data[*d] =*d\n" ,1,1,data[ ュ ] ) : 
#endiE 
Sum+=data [] 
} 
printf ( "結果 = も d\n" , Sum) : 


return 0: 


監 実行 結果 (ifendif-3.exe) 
結果 =65 


# 症 の 条件 が 0 な の で 偽 と 評価 され て 、#endif まで の 間 が コン パイ ル 対 象 と な り ま せん 。 


還 条 件 を 逆 に する に は ? 
中 文 と 同じ で 、 定 数 式 の 前 に 否定 を 表す 論理 演算 子 の ! を 付け ます 。 





較 真 の 場合 と 偽 の 場合 で 処理 を 分 ける に は ? 
文 と 同じ 要領 で す 。#f 一 #else 一 #endif と し て 下さ い 。 


出 田 争 





想う 真 偽 で 処理 を 分 ける 場合 の 形式 
#1f 定数 式 





#e1se 
コン バイ ル 対 象 (人 
#endif 





#else の 側 に さら に 条件 判定 を 続け る に は 、#elif を 使い ます 。 こ れ も 、 下 文 の else 下 と 
同じ 要領 で 使い ます 。 
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弁 還 居 








臣 3 さら に 条件 を 付け る 場合 の 形式 








人 人 
き プリ プロ セッ サ 制 御 文 は 、1 行 に 1 文 の み 記述 可能 で ある 点 に 注意 し て 下さ い 。 
| #ifdef て #endif 


「 マ クロ が 定義 きれ て いる か ? 」 と いっ た 条件 に よっ て コン パイ ル 対 象 を 変化 させ た 
い 場 合 に は 、#ifdef 一 #endif を 使い ます 。#ifdef は 、#define 文 で 識別 子 が 定義 され て 
いる か どう か を 条件 に し て 、 コ ン パ イル 対象 か どう か を 切り 分 け ま す 。 


思う 形式 


#1fdef 蘭 別 子 









対象 





#endif 





#ifdef は 、 複 数 の OS や ハー ドウ ェ ア で 動作 する よう な プロ グラ ム を 作成 する 場合 な 
ど に 用 いら れ ま す 。 


#deFine _LTNUX 
#1Fdef _LTNUX 

/* LTNUX 固 有 の 処理 */ 
#endif 


上 記 の 例 で は 、 プ ログ ラム の 処理 中 に 記述 し て いる 、_LINUX と いう マク ロ 定 義 に 
よっ て 、 コ ン パ イル の 対象 を 切り 替え て いま す 。LINUX と いう OS の 固有 の 関数 を 含 
ん だ 場合 に 、 そ の 部 分 を コン パイ ル 対 象 と する よう に 記述 し て いま す 。 特定 の OS や 
ハー ドウ ェ ア に 依存 し て いる プロ グラ ム で は 、 使 用 する ヘッ ダフ ァイル の ファ イル 名 
や 、 関 数 名 が 違う こと が あり ます 。 こ の よう な 時 に 、#ifdef プリ プロ セッ サ を 利用 する 
と 便利 で し ょ う 。 
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[ 首 ・fdefl Sectinn 10-04 











LINUX( リ ナッ クス ) と は 、1991 年 に フィ ン ラ ンド の ヘル シン キ 大 学 の 大 学院 生 だ っ た Linus 
Torvalds 氏 に よっ て 開発 され た 、UNIX 互換 の 05 の こと で す 。 





還 #ifdef を 用 いた バー ジョ ン 管 理 
#define と #ifdef を 使う と 、 コ ン パ イル 時 の オプ ショ ン と 併用 する こと に より 、 プ ロ 
グラ ム の バー ジョ ン を 管理 する こと が で きま す 。 こ こ で いう バー ジョ ン と は 、 例 えば 、 
プロ グラ ム 作 成 中 の 開発 バー ジョ ン か 、 プ ログ ラム が ある 程度 完成 し た 状態 の テス ト 
バー ジョ ン か 、 プ ログ ラム が 完全 に 完成 し た 正式 バー ジョ ン か 、 と いっ た も の と な り 
まず 。 





bcc32 で は -D オ プシ ョ ン で 、#define と 同様 の 効果 を 持つ マク ロ を コマ ンド ライ ン で 定義 する こ 
と が で きま す 。 次 の よう に コン パイ ル を 実行 する と 、TEST マク ロ が 定義 され ます 。 


C:\tmos>bcc32 -DTEST ifdef-1.c [Enterl 





監 3 コン パイ ル 時 の オプ ショ ン に よっ て バー ジョ ン を 切り 替え る 例 (ifdef-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main (Void) 
{ 
printf ( "ブロ グラ ム 開 始 \n" ) : 
#1fdef TEST 
/* TEST マク ロ を 定義 し た の で 、 こ の 部 分 が 表示 され る */ 
printf ("テス トバ ー ジ ョ ン ぎ mn" ) : 
#endiF 
printf ( "ブロ グラ ム 終了 \n" ) : 


return 0: 


豊田 争 





正実 行 結果 (-DTEST を 付け た 場合 ) (ifdef-1.exe) 
ブロ グラ ム 開 銘 
テス トバ ー ジ ョ ン 
ブロ グラ ム 終 了 


先ほど 定義 し た “TEST" マ クロ を 元 に 戻す と 、「printf" テ スト バー ジョ ン \n'):」 で 画 
面 に 出力 し て いる 箇所 が 実行 され ませ ん 。 
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C: ぎ Emcs>bcc32 -DTEST src.c IEnter 








bcc32 で は 、 以 下 の よ うに コン パイ ル を 実行 すれ ば 、TEST マク ロ は 定義 され ませ ん 。 


C:\Emcs>bcc32 1EdeE-1.c 





監 実行 結果 (-DTEST を 付け な い 場 合 ) (ifdef-1.exe) 


ブロ グラ ム 開 始 
ブロ グラ ム 終了 


較 条 件 を 逆 に する に は ? 
#ifdef の 替わり に 、 抽 fndef を 使い ます 。 こ の 場合 、「 定 義 き れ て いな い 場 合 ] と な り 
ます 。 


較 真 の 場合 と 偽 の 場合 で 処理 を 分 ける に は ? 
#i 省 と 同じ 要領 で す 。#jfdef 一 #else 一 #endif と し て 下さ い 。 た だ し 、#if の #elif に 
相当 する も の は あり ませ ん 。 


皿 う 真 偽 で 処理 を 分 ける 場合 の 形式 
#1fFdef 譲 別 子 





#e1se 


#endifE 








山田 包 
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[定義 済 を マクロ] Section 10-05 









[定義 済み マク ロ ] 


Section 2 
1 上 2 ロ に っ いて 知る 。 


マク ロ は 、#efime に よっ て プロ グラ ム 中 で 定義 され る も の だ け で は あり ませ ん 。 コ ン パ イラ 
に よっ て 最初 か ら 定 義 さ れ て いる マク ロ も 存在 し 、 用 法 に よっ て は デバ ッ グ 等 に 役立て る こ 
と が で きま す 。 こ の セク ショ ン で は 、 定 義 済み マク ロ に つい て 学習 し ます 。 





















この セク ショ ン の ボイン ト >>> 
画 コ ン バ イラ が 最初 か ら 用 意 し て いる マク ロ を 定義 済み マク ロ と いう 。 
回 定義 済み マク ロ で 有用 な の は 、 ほ と ん ど が ソー ス フ ァ イル や 日 時 に 関す る も の で ある 。 


回 定義 済み マク ロ を うま く 利 用 する と 、 開 発 や デパ バッ グ に 有用 な 情報 を 一 時 的 に 出力 させ る こと が で き 
て 便利 で ある 。 








Qu 定義 済み マク ロ 


あら か じ め シ ステ ム で 定義 され て いる マク ロ ( 定 義 済 を マクロ) が あり ます 。 定義 済 


み マ クロ に は 、 フ ァイル 名 、 ソ ー ス ファ イル に 記述 され て いる と き の 行 数 、 コ ン パ イ 
ル 時 点 の 日 時 な ど が あり ます 。 


_ FILE_ ファ イル 名 

_ LINE_ 記述 され た と き の 行 番号 
_ DATE コン パイ ル 時 点 の 日 付 
_TIME _ コン パイ ル 時 点 の 時 刻 


豊田 争 


次 の プロ グラ ム で は 、 定義 済み マク ロ の _FILE_._LINE_._DATE_. TIME_ 
を 使っ て 、 ソ ー ス プロ グラ ム 名 と 、 そ の 行 番号 、 コ ン パ イル を し た 日 付 時刻 を 画面 に 
表示 し て いま す 。 





3 定義 済み マク ロ の 使用 例 (defined-1.c) 


#1nc1ude <stdio .h> 


int main (vo1d) 

{ 
prinCf ("ファ イル 名 : ss 行 数 : $d\n",_ FTLE , LTNE ): 
printf ( "コン バイ ル 時 の 日 付 を s 時 刻 s\n",_ DATE , TTME ): 
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return 0: 


監 コ 実行 結果 (defined-1.exe) 


ファ イル 名 : defined-1 .c 行 数 : 5 
コン バイ ル 時 の 日 付 Sep 17 2007 時 刻 22:48:36 


ソー ス フ ァ イル 名 が 異な る と 、 実 行 結果 も 異な り ま す 。 注意 し て 下さ い 。 も ちろ ん 、 
コン パイ ル の 日 時 は コン パイ ル を いつ 実行 し た か で 決ま っ て し まい ます 。 回 


還 田 争 





因 T プロ グラ ム の テス ト 

作成 し た プロ グラ ム は 、 そ の プロ グラ ム が 正しく 動く こと を 確か め る た め に 、 動 作 確認 
(テスト) を する 必要 が あり ます 。 テ スト の 方 法 に は さま ざま あり ます が 、 こ こ で は 「 ホ 
ワイ ト ボ ックス テス ト 」 と いう も の に 着目 し ます 。 ホ ワイ ト ボ ックス テス ト と は 、 シ ステ 
ム の 内 部 構造 に 着目 し た テス ト の 方 法 で 、 ソ ー ス プロ グラ ム 内 の 条件 分 岐 や 命令 実行 な ど 
が 想定 通り に 動作 する か を 、 ひ と つ ひ と つ 確 認 し ます 。 プ ログ ラム の テス ト を する と き に 、 
正常 な 動作 だ け を チェ ッ ク し て 終わ り と し て し まう こと が あり ます が 、 そ れ で は プロ グラ 
ム が 完成 し た と は 言え な いで し ょ う 。 条件 分 岐 に つい て は 、 条 件 文 の 真 、 偽 の 両方 で 、 繰 
り 返 し に つい て は 、0 回 、 通 常 の 回 数 、 最 大 回 数 で 正しく 動作 する こと を 確認 する よう に 
心がけ まし ょ う 。 
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[まとめ と 課題 ] Section 10-06 





[まとめ と 課題 ] 


Section 





| Chapter 10 の まとめ 


1. 文字 列 置換 、 マ クロ 定義 に は #define を 用 いる 。 

2. #define の マク ロ 定 義 を 取り 消す に は #undef を 用 いる こと が で きる 。 
3. ヘッ ダフ ァイル を プロ グラ ム に 取り 込む 場合 に は #jnclude を 用 いる 。 
4. 条件 付 コ ン パ イル を 行う に は 指 f, 前 fdef を 用 いる 。 

5. _ DATE_ 等 、 シ ステ ム で あら か じ め 定 義 さ れ て いる マク ロ が 存在 する 。 


この 章 で は 、 プ リプ ロ セ モッ サ に つい て 学習 し まし た 。 プ リプ ロ セ ッ サ を 使い こなす 
こと で 、 プ ログ ラミ ング 作業 の 効率 化 を 図る こと が で きる よう に な っ た と 思い ます 。 次 


の 章 で は 、 フ ァイル 入出 力 に つい て 学習 し ます 。 本 書 も 残り 2 章 と な り ま す 。 ラ スト ス 
パー ト を か け て いき まし ょ う ! 


u Chapter 10 の 課題 


還 課 題 ひ 一 円 周 率 マク ロ 
マク ロ 名 を PI と し て 、 値 314 で マク ロ 定 義 を 行え 。 


還 課 題 ② 一 円 の 面積 を 求め る マク ロ 


円 の 面積 を 求め る マク ロ を 作成 せよ 。 マ クロ 名 は CIRCLE_AREA、 引 数 は 半径 を 渡 
す も の と する 。 


Q Chapter 10 の 解答 例 


還 課 題 ひ 一 円 周 率 マク ロ 


の 





#defFine PT (3.14) 
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還 課 題 ② 一 円 の 面積 を 求め る マク ロ 


臣 3 課題 ② の 解答 例 (kadai2-a.c) 


#include <stdio.h> 








#define PT (3.14) ① 
/* 円 の 面積 を 求め る マク ロ */ 
#define CTRCLE_AREA(a) (a*a*PT ) @ 


int main (void) 
{ 
double rad: 


rad=2 . 0 
printf ( "面積 は を sg で す 。" , CTRCLE_AREA (rad) ) : ーー 一 * 





return 0: 


解説 

① 円 周 率 3.14 を Pl と いう 名 前 で マク ロ 定 義 し ます 。 

② マ クロ CIRCLE_AREA を 定義 し ます 。 円 の 面積 は 半径 X 半 径 X 円 周 率 で す の で 、a*a*PI と し て い 
ます 。 

③ マ クロ CIRCLE_AREA を prinf 関数 の 中 で 使用 し て いま す 。 


時 田 争 
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レン ラッシー コ 


活用 | 編 


ファ イル 人 出力 


この 章 で は 、C 言 語 の プロ グラ ム か ら フ ァイル を 操作 する 方 法 に つい て 学習 し ます 。 


ます ず 、C 言 語 プ ログ ラム で の ファ イル 操作 の 概念 に つい て 解説 し 、 

4 ご p ル = レル アシ ル / と 導 オ jl- 廊 導 

続い て 、 フ ァイル か ら の デー タ を 読み 取り 、 

結果 を ファ イル に 格納 する 方 法 を 学習 し て いき ます 。 

プロ グラ ム か ら 、 フ ァイル を 自由 自在 に 操作 で きる よう に な り ま し ょ う 。 


た 3 ッ jr の 1 シル ョ レル た ネン ン 届 1 に だ シド 多 を た] 





Chapter 11 ファ ィ ル 入出 カ 





Section 


中 - 川 スト リー ム 入 出力 と は ? 


言語 に お ける ファ イル 操作 は 、 ス トリ ー ム IO を 経由 し て 行い ます 。 こ の セク ショ ン で は 、 
ファ イル 操作 の 基本 と し て スト リー ム 1IO0 に つい て 学習 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 

副 C 言 語 で は 、 主 に スト リー ム 1IO を 使っ て 、 フ ァイル の 入出 力 を 行う 。 

回 あら か じ め 標 準 ス トリ ー ム が 用 意 さ れ て いる 。 標準 入 力 (stdin) 、 標 準 出力 (stdout) 、 標 準 エ ラー 出 
カ (stderr) の 3 つ 。 


回 標準 入力 か ら 読 み 込み を 行う 関数 に は 、getchar 関数 と gets 関数 な ど が ある 。 
回 標準 出力 へ 書き 込み を 行う 関数 に は 、putchar 関数 、puts 関数 な ど が ある 。 


KM スト リー ム IO と は ? 


スト リー ム と は 、 コ ンピュータ 本 体 と 結び つい て いる 外部 媒体 、 例 えば キー ボー ド 
や ディ スプ レイ 、 ハ ー ド ディ スク な ど と の デー タ の 流れ の こと で す 。 ス トリ ー ム 1O の 
IO と は 、1 が INPUT (入力 )、O が OUTPUT (出力 ) の こと を 示し て お り 、 通 常 、 入 力 
は キー ボー ド 、 出 力 は ディ スプ レイ や ハー ド デ ィ スク と いう こと に な っ て いま す 。 





想う スト リー ム 





ディ スク 装置 


ディ スプ レイ 








出鼻 忠 


C 言 語 で は これ ら の スト リー ム を 、「 フ ァイル 入出 力 関数 ] に よっ て 扱い ます 。 
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[スト リー ム I|0] Section 11-01 





| 標準 スト リー ム 


言語 の プロ グラ ム で 使わ れる 入出 力 と し て 、 標 準 入力 、 標 準 出力 、 標 準 エラ ー 出 
力 の 3 種類 が 存在 し ます 。 標準 入力 は 、 一 般 的 に キー ボー ド か ら の 入力 を 指し 、 標 準 
出力 、 標 準 エラ ー 出 力 は ディ スプ レイ や ハー ド デ ィ スク へ の 出力 を 代表 と し ます 。 こ 
れ ら は 、 特 に 標準 入出 力 と 呼ば れ ま す 。 これら の 入出 力 を プロ グラ ム か ら 利 用 する と 
き に は 、 あ ら か じ め 定 義 き され て いる 標準 スト リー ム を 使い ます 。 


想う 標準 スト リー ム 


し 3 リピ に ゴ パ 名 前 通常 の 入出 力 先 
標準 入力 stdin キー ボー ド 
標準 出力 stdout ディ スプ レイ 


標準 エラ ー 出 力 stderr ディ スプ レイ 








四 ] 巻頭 か ら た び た で 登場 し て いる printf と いう 関数 は 、 標 準 出力 に デー タ を 出力 する 関数 で す 。 」 








中 (|(( 刻 =* 標準 出力 と 標準 エラ ー 出 力 

標準 出力 と 標準 エラ ー 出 力 は 、 ど ちら も 通常 の 出力 先 が デ ィ ス プレ イ と な っ て いま す が 、 ど 
うし て 同じ 出力 先 の も の が ふた つ 用 意 さ れ て いる の で し ょ うか ? それ は 、 そ れ ぞ れ 用 途 が 異な 
る た めで す 。 標準 出力 は プロ グラ ム が 通常 の 結果 を 出力 する た め に 用 意 さ れ た も の で す 。 対し 
て 、 標 準 エラ ー 出 力 の ほう は 、 プ ログ ラム か ら エ ラー の 情報 を 出力 する た め に 用 意 を され て い 
ます 。 

プロ グラ ム の 起動 方 法 を 変え る こと に より 、 標準 出力 と 標準 エラ ー 出 力 の 出力 先 を ディ スプ 
レイ 以外 に 変更 する こと が で きま す 。 こ れ に より 、「 エ ラー の 情報 の み を 別 の 出力 先 に 出力 す 
る 」 と いう こと も 可能 と な る の で す 。 





ここ で 、 標 準 入出 力 、 標 準 エラ ー 出 力 を 使っ た プロ グラ ム を 見 て み ま し ょ う 。 


還 忠 


由 3 標準 スト リー ム を 使う 例 (stream-1.c) 


#inc1ude <stdio.h> 
#define BUFF_STZE 256 
1nt main (void) 


{ 
char bufF[BUFF_STZE] : 
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fgets (buff, sizeof (Duff ) , stdin) : 





fprintf (stdout, "標準 出力 へ : を s" , Duff) : 








fprintf (stderr, "標準 エラ ー 出 力 へ : $s" , Duff) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (stream-1.exe) 


ーー や 52 ピー ェ ー バ ミキ 


標準 出力 へ : ABCDE 
標準 エラ ー 出 力 へ : ABCDE 


思う 解説 
(①fgets 関数 を 利用 し 、 標 準 入力 (stdin) か ら 1 行 読み 込む 


(②fprintf 関数 を 利用 し 、 標 準 出力 (stdout) に デー タ を 出力 する 
③fprinf 関数 を 利用 し 、 標 準 エ ラー 出力 (stderr) に デー タ を 出力 する 


キー ボー ド か ら 入力 し ます 


fgets 関数 は 、 指 定 さ れ た スト リー ム か ら 1 行 読み 込み を 行い ます 。fprintf 関数 は 
prinf 関数 と 似 て いま す が 、 出 力 ス トリ ー ム を 指定 する こと が で きま す 。 引 数 と し て 読 
み 込 む 最大 の バイ ト 数 を 指定 し ます 。 詳 しく は 、 下 の アド バン ス を 参照 し て 下さ い 。 





還 fets 関数 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 11-04「 行 単位 の 入出 力 を 行う [ファ イル 入出 力 ラ イブ ラリ ②]」 


(Pp.299) を 参照 し て 下さ い 。 








いい (( 層 = fprintf 関数 


出力 書式 文字 列 の 制御 の も と に 続く 引数 を 変換 し 、 ス トリ ー ム に 出力 し ます 。printf 関数 の 





スト リー ム 指 定 出力 版 で す 。 


臣 fprintf 関数 の 例 (fnrintf-1.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 


骨 田 忠 


int main (vo1d) 
{ 
1nt n=1: 


Char C='A': 


fprintf (stdout , "数 字 を d を 標準 出力 に 出力 し ます \ ぎ nm" ,n) : 
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fprintfF (stderr, "文字 も c を 標準 エラ ー 出 力 に 出力 し ます \n" , で ) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (fprint-1.exe) 
数 字 1 を 標準 出力 に 出力 し ます 
文字 A を 標準 エラ ー 出 力 に 出力 し ます 
2 行 と も 画面 に 表示 され ます 





fprinf 関数 の 書式 指定 文字 列 に つい て は 、Appendix E の 「 書 式 変換 関数 ](P p.379) を 参照 し て 下 | 
さい 。 | 








| 標準 入力 か ら 読み 取り を 行う 関数 
eee vvv0v〈v〈v〈' 


getchar 1 文字 入力 と エコ ー バ ッ ク 


臣 う 構文 


int getchar (vo1d) : 


監 3 説明 

getchar 関数 は 、 標 準 入 力 ス トリ ー ム か ら 1 文 字 分 読み 込み を 行い ます 。 標 準 入 カス トリ ー ム が キー 
ボー ド な ど な ら ば 、 画 面 に その 文字 を 表示 し ます (エコ ー バ ッ ク )。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、dqetchar 関数 を 使い キー ボー ド か ら 文 字 を 入力 し ます 。 入 力 さ れ た 文 
字 が 、Y.y の 場合 は 「 は い 。」 を 画面 に 表示 し 、N,n の 場合 は 「 い いえ 。] を 画面 に 表示 し ます 。 q が 入力 
され た ら プ ログ ラム を 終了 し ます 。 





監 3 getchar 関 数 の 例 (getchar-1.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


量 田 忠 





int main (Void) 
{ 


int oz 
printf( "Y y N n q の いずれ か が を 入力 し て くだ さい 。 > " ): 


while(1) { 
/* getchar 関 数 を 使っ て 、 標 準 入力 か ら 1 文字 読み 込む */ 
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c=getchar ( ) : 
1iE(c=='Y' | c=='y')【 

printf ( "は い 。 \n" ) : 

printFf( "Y yY N n q の いずれ か を 入力 し て くだ さい 。 > " ): 
} 
iE(c=='N' || c=='m り t 

printf ("いい え 。 \n" ) : 

printF( "Y y N n q の いずれ か を 入力 し て くだ さい 。 > " ): 
} 
1f(c=='q') ( 

printf ( "ブロ グラ ム を 終了 し ます 。 \n" ) : 


break: 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (getchar-1.6xe) 














Y y Ni n q の いずれ か を 入力 し て くだ さい 。 > Y 
は い 。 

Y y N n q の いずれ か を 入力 し て くだ さい 。 > y [Enterl 
は U。 

Y y N n q の いずれ か を 入力 し て くだ さい 。 > N [Enterl 
いい え 。 

Y y N n q の いずれ か を 入力 し て くだ さい 。 > n [Enterl 
いい え 。 

に 

ブロ グラ ム を 終了 し ます 。 


Q 標準 出力 に 書き 込み を 行う 関数 


いい っ: に ャ コ 標準 出力 へ の 1 文字 書き 出し 


区 3 構文 


1nt putchar(int C): | 




















思う 説明 
中 putchar 関 数 は 、 標 準 出力 スト リー ム に 1 文字 分 書き 込み を 行い ます 。 戻り と し て 、 書き 込み に 成功 
し た 場合 は 書き 込ま れ た 文字 を 、 エ ラー が 発生 し た 場合 は EOF を 返し ます 。 
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第 1 引数 書き 込む 文字 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、char 型 の 配列 の 内 容 を putchar 関数 を 使用 し て 画面 
に 出力 し ます 。 


臣 3 putchar 関数 の 例 (putchar-1.c) 


#include <stdio.h> 


1nt main (void) 
{ 
1nt i: 


char message[] ="PROGRAM" : 
for(1=0:1<message [1] !="\0!: ュ ォ +) ( 


/* putchar 関数 を 使い 、 標 準 出力 に 配列 の 中 身 を 1 文字 ずつ 出力 する */ 


putchar (message [1] ) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (putchar-1.exe) 


PROGRAM 


gets 1 行 入力 と エコ ー バ ッ ク 


思う 構文 


char #*gets (char *8) : | 

















臣 う 説明 
9ets 関数 は 、 標 準 入 カス トリ ー ム か ら 1 行 読み 込み ます 。 フ ァイル の 終わ りや 改行 文字 は ヌル 文字 
に 置き 換え られ ます 。 





第 1 引数 読み 込ん だ 文字 列 を 格納 する 配列 へ の ボ ポイ ンタ 


gets 関数 は 、 標 準 和 カス トリ ー ム が キー ボー ド な ど で あ れ ば 、 画 面 に その 文字 を 表 
示し ます 。 
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骨 還 


286 








9ets 関数 で は 、 文 字 列 s の 中 に 改行 文字 が 入り ませ ん 。 


次 の プロ グラ ム で は 、gets 関数 を 使っ て 、 キ ー ボ ー ド か ら 文 を 読み 取り 、 読 み 取 っ 


た 文 を 画面 に 表示 し ます 。 文 を 入力 せ ず に 改行 の み を 入力 する と プロ グラ ム が 終了 し 
ます 。 


監 3 gets 関数 の 例 (gets-1.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 
#define BUFF_STZE 256 


int main (void) 
{ 
char buff[BUFF_STZE] : 


whi1e(1) { 
printf ( " 文 を 入力 し て くだ さい > 『"): 
/* gets 関数 を 使い 、 標 準 入 力 か ら 1 行 読み 込む */ 
gets (buff) : 
1f (buff[0]=='\0') { 


/* 何 も 入力 され な か っ た 場合 は whi1e 文 を break し 、 プ ログ ラム を 終了 する */ 
break: 


} 
printf(" (*s)\n",Duff) : 


returmn 0: 


監 う 実行 結果 (gets-1.exe) 

文 を 入力 し て くだ さい > abc 
(abc) 

文 を 入力 し て くだ さい > test 
(test) 

文 を 入力 し て くだ さい > [Enter] 
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いい っ gets 関数 の 意 点 


gets 関数 は 読み 込む 文字 数 を 指定 する こと が で き な い た め 、 用 意 し た 配列 の サイ ズ 以 上 に 入力 
が 行わ れ た 場合 は 、 バ ッ フ ァ ( 確 保 し た メモ リ の こと ) あふ れ を 起 し プロ グラ ム が 異常 動作 し ます 。 
1 行 読み 込む 処理 を プロ グラ ム に 記述 する と き は 、 gets 関数 で は な く 、 fqets 関数 を 使用 する よう 
に し まし ょ う 。 fgets 関数 を 使っ た 場合 は 、 次 の サン プル プロ グラ ム の よう に な り ま す 。 


監 3 gets 関数 の 替わり に fgets 関数 を 使っ た 例 (fqets-1.c) 


#inc1ude <stdio.h> 
#define BUFF_STZE 256 


1nt main (void) 

{ 
/* 256 バ イト の メモ リ を 確保 */ 
char buff[BUFF_STZE] 


while(1){ 
printf ( " 文 を 入力 し て くだ さい > *"*): 
/* 確保 し た メモ リ の サイ ズ 分 だ け 読み 込み を する */ 
fgets (buff, sizeof (buff ) , stdin) : 
1f (buff[0]=='\n') ( 
break: 
} 
printf("$*s" ,Duff) : 


return 0: 








いり] 標準 出力 へ の 1 行 出力 


区 3 構文 


1nt puts(char *S) : | 


に E 














皿 う 説明 
Duts 関数 は 、 標 準 出力 スト リー ム に 文字 列 s と 改行 を 書き 込み ます 。 戻り と し て 、 書き 込み に 成功 
し た 場合 は 0 以上 の 値 を 、 エ ラー が 発生 し た 場合 は EOF を 返し ます 。 
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臣 3 puts 関数 の 例 (puts-1.c) 


#include <stdio.h> 


int main (vo1d) 

{ 
puts ( "puts 関数 の テス ト 1 " ) : 
puts ( "puts 関 数 の テス ト 2 " ) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (puts-1.exe) 


puts 関数 の テス ト 1 
puts 関数 の テス ト 2 





削 田 時 
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第 1 引数 書き 込む 文字 列 へ の ポイ ンタ 


次 の プロ グラ ム で は 、puts 関数 を 使っ て 、 文 字 列 定数 を 画面 に 出力 し て いま す 。 改 
行 \n を プロ グラ ム か ら 出 力 し な く て も 、 自 動 的 に 改行 され る こと に 注目 し て 下さ い 。 


[ファ イル 操作 の 手順 ] Section 11-02 





[ファ イル 操作 の 手順 ] 


Section 


中 - I F ファ イル の 読み 書き を 行っ て みる 


ファ イル 処理 の 基本 的 な 手順 は 、 フ ァイル オー プン 、 フ ァイル 入力 また は ファ イル 出力 、 フ ァ 
イル クロ ー ズ と な り ま す 。 こ の セク ショ ン で は 、 実 際 に ファ イル の 読み 書き を 行い 、 こ の 流 
れ を 理解 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 


玉 ス トリ ー ム 1O は 、FILE 構造 体 へ の ボイン タ を 使っ て 行う 。 

玉 フ ァイル 操作 の 基本 は 、 オ ー プ ブン 、 読 み 書き 、 ク ロー ズ と な っ て いる 。 

回 ファ イル を 開く の は fopen 関数 、 閉 じ る の は fclose 関数 で ある 。fopen 関数 に は 読み 書き の モー ド 
を 与え る 。 


KM FILE 構造 体 と ファ イル ボイン タ に つい て 


ファ イル 操作 ライ ブラ リ 関 数 に は 、FILE 構造 体 と いう も の を 使用 する も の が あり ま 
す 。FILE 構造 体 い ヘッ ダフ ァイル stdio.h の 中 で 定義 きれ て お り 、 入 出力 の 現在 位置 
ファ イル の 終端 に 達し た か の 情報 、 エ ラー 情報 、 読 み 書き を する 情報 を 一 時 的 に 保存 
する バッ ファ へ の ポイ ンタ な どの 情報 が 定義 され て いま す が 、 普 通 に 使用 する 限り は 
特に 意識 する 必要 は あり ませ ん 。 FILE 構造 体 の 中 で 重要 な の が 、 入 出力 の 現在 位置 を 
指し 示し た も の で 、 こ れ を ファ イル ポイ ンタ と 呼び ます 。 








構造 体 と は 、Int 型 や char 型 と 同じ く 変 数 の 型 の こと で す 。 普通 の 型 と は 違い 複数 の 変数 を ま と | 
め て 一 括 し て 扱う こと が で きま す 。 | 
な お 、 構 造 体 その も の の 使用 方 法 に つい て は 、 本 書 で は 取り 上 げ ま せん 。 








豊国 臣 


区 う 宣言 例 


FILE *fD: 


| ファ イル オー プン 


ファ イル の オー プン に は 、fopen 関数 を 使用 し ます 。 オ ー プ ン と は 、 実 際 の ファ イル 
と 宣言 し た FILE 構 造 体 結び つけ る よう な イメ ー ジ で す 。 オ ー プ ン す る 際 は 、 読 み 込 
み 、 書 き 込 みな ど 開 く 形 式 ( モ ー ド ) を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 
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に だ: 





三 > 
- プロ グラ ム 中 に 出 て くる fclose 関数 に つい て は 、 本 セク ショ ン 後 半 で 説明 し ます 。 


想う 理 


FTLE *fopen (char * 了 j7ename, Char *ode) 


妃 ename で 指定 され た ファ イル を 、7noge で 指定 され た 読み 書き モー ド に て 開き ま 
す 。 戻り 値 と し て FILE 構造 体 の ポイ ンタ が 返さ れ ま す が 、 フ ァイル の オー プン に 成功 
し た 場合 は 、 実 際 の ファ イル と 結び 付け られ た 内 容 が 返さ れ 、 フ ァイル の オー プン に 
失敗 し た 場合 は 、NULL が 返さ れ ま す 。 


第 1 引数 開く ファ イル 名 文字 列 へ の ボイン タ 
第 2 引数 開く と き の モ ー ド 文字 列 へ の ポイ ンタ 


監 3 fopen 関数 の モー ド 


に 読み 込み 
"w' 書き 込み 


"a" 追記 書き 込み 





で は 、 さ っ そく fopen 関数 の テス ト を し て み ま し ょ う 。 





に ーー 








次 の サン プル プロ グラ ム で は 、file.txt と いう 名 前 の ファ イル を 読み 込み モー ド で オー 
プン し ます 。 フ ァイル が 正しく オー プン で きた 場合 は 、 成 功 し た こと を 画面 に 表示 し 、 
ファ イル の オー プン に 失敗 し た 場合 は 、 そ の 財 を 画面 に 表示 し 、 プ ログ ラム を 終了 し 
て いま す 。 プ ログ ラム を 実行 し た フォ ル ダ と 同じ 場所 に 、file.txt と いう 名 前 の ファ イ 
ル が 存在 する か どう か で 、 実 行 結果 が 異な り ま す 。 


臣 3 fopen 関数 の 例 (fopen-1.c) 


#include <sEdio .h> 


/* ファ イル 名 を マク ロ 定 義 す る */ 
#defime FTLE NAME "file.txt" 


int main(Vvoid) 

{ 
/* ファ イル 構造 体 を 宣言 する */ 
FTLE *fp: 
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/* fopen 関数 を 使っ て 、 フ ァイル を オー プン する */ 
fp=fopen (FTLE_NAME," エ *) : 
1f (fp==NULL ) { 
printf ( "ファ イル が オー プン で きま せん で し た 。 ( $*s ) \n" ,FTLE_NAME) : 
} 
else{ 
printf ("ファ イル の オー ブン に 成功 し まし た 。 (も s ) \n" ,FTLE_NAME) : 
fc1ose(fFp) : 


returm 0: 


臣 う 実行 結果 (fopen-1.exe) 


ファ イル が オー プン で きま せん で し た 。( fi1e .txt ) (実行 ファ イル と 同じ フォ ル ダ に 11e .txt が な か っ た 場合 ) 
ファ イル の オー ブン に 成功 し まし た 。(fi1e.txt) ーーーーー (実行 ファ イル と 同じ フォ ル ダ に 11e . も xxt が あっ た 場合 ) 





上 記 の 例 で モー ド を "a"( 追 記 書 き 込 み ) に 変え た 場合 、 フ ァイル が 存在 し な く て も 
fopen 関数 の 呼び 出し は 成功 し ます 。 フ ァイル が 存在 する 場合 は 、 追 記 書 き 込 み と し て 
オー プン し 、 フ ァイル が 存在 し な い 場 合 は 、 新 規 に file.txt が 作成 され る の で す 。 


監 3 モー ド を "a" に 変え た fapen 関数 の 例 (fopen-2.c) 


#1nclude <stdio.h> 
#define FTLE NAME "file.txt" 


int main (Void) 
{ 
FILE *fp: 


/* fopen 関 数 を "追記 書き 込み "モー ド で 呼び 出す */ 
fp=fEopen (FILE_NAME,"a"): 
if (Ep==NULL) { 
printf ( "ファ イル が オー ブン で きま せん で し た 。 ( *s ) \n" ,FTLE_NAME) : 





豊国 中 


} 

else{ 
printf ("ファ イル の オー ブン に 成功 し まし た 。 (も s) \n" ,FTLE_NAME) 
fc1ose(fFDp) : 





return 0: 
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臣 う 実行 結果 (fopen-2.exe) 
ファ イル の オー ブン に 成功 し まし た 。( Ei1e . txt) 


モー ド を "w" に し た 書き 込み で は 、 す で に ファ イル が 存在 し た 場合 も 新規 に 空 の ファ 
イル が 作成 され ます (も と の 内 容 は 失わ れ ま す )。 


臣 3 モー ド を "w" に 変え た fapnen 関数 の 例 (fonen-3.c) 


#inc1ude <stdio.h> 
#define FTLE_NAME "file.txt" 


int main(Vo1d) 
{ 
FILE *fp: 


/* fopen 関 数 を "書き 込み "モー ド で 呼び 出す */ 
fp=fopen (FILE_NAME, "w" ) 
if (fp==NULL) { 
printf ("ファ イル が オー ブン で きま せん で し た 。 (*s ) \n" ,FTLE_NAME) : 
} 
elset 
printf ("ファ イル の オー ブン に 成功 し まし た 。 ( も s ) \n " ,FTLE_NAME) : 
fc1ose(fD) : 


returm 0: 


(区 実行 結果 (fopen-3.exe) 
ファ イル の オー ブン に 成功 し まし た 。(Ei1e .Ext) 





Ta w の それ ぞ れ に つい て 、fopen 関数 の サン プル プロ グラ ム を 実行 し た 後 の 
ファ イル の 内 容 を 確認 し て みて 下さ い 。 


| ファ イル クロ ー ズ 


使用 し た ファ イル は 、 処 理 後に 必ず クロ ー ズ し な けれ ば な り ま せん 。 フ ァイル の ク 
ロー ズ に は 、fclose 関数 を 用 いま す 。 


EE 


思う 書式 


| 1nt fc1ose(FTLE *fp) : 
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第 1 引数 閉じ る スト リー ム 





プロ グラ ム 中 に 出 て くる fputs 関数 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 11-04「 行 単位 の 入出 力 を 行う [ファ 
イル 入出 力 ラ イブ ラリ ②]」(P p.299) で 説明 し ます 。 





次 の プロ グラ ム で は 、fopen 関数 を 使い 、"sample_out.txt' と いう 名 前 の ファ イル を 
書き 込み モー ド で オー プン し ます 。 そ し て 「 書 き 込 み の テ スト 」 と いう 文字 列 を ファ イル 
に 書き 込み 、 フ ァイル を クロ ー ズ し ます 。 プ ログ ラム を 実行 する と 、sample_out.txt と 
いう ファ イル が で き て いる は ず で す 。 メ モ 帳 等 で 開い て 、 内 容 を 確認 し て み ま し ょ う 。 


臣 3 fclose 関数 の 例 (fclose-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 
#define FTLE_NAME "sample_out .Ext" 


int main (void) 
{ 
FTLE *fDpz 


fp=Fopen (FILE_NAME, "w" ) : 
1f (fp==NULL) { 

Printf ("ファ イル が オー ブン で きま せん で し た 。 ( *s ) \n" , FTLE_NAME) : 
} 
else{ 

/* fputSs 関 数 使っ て 、「 フ ァイル 書き 込み の テス ト 」 と いう 

文字 列 を ファ イル に 書き 込む */ 

Fputs ( "書き 込み の テス ト \n" , fp) : 

/* fc1ose 関 数 を 使っ て 、 フ ァイル を 閉じ る */ 

fc1ose(fp) : 





return 0: 


虹 還 時 





臣 コ 実行 結果 (fclose-1.exe) 
(な に も 表示 され ませ ん ) 


証 3 sample_out.txt の 内 容 


書き 込み の テス ト 
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財田 窟 
















和 。 [ファ イル 入出 カラ イブ ラリ ①] ァイル 入出 力 ラ イブ ラリ ①] 
Section 


ECOC 


この セク ショ ン で は 、 フ ァイル 入出 力 の 例 と し て 、fputc 関数 , fgetc 関数 な ど 文 字 単 位 で 入出 
力 操作 を する ライ ブラ リ 関 数 を 使い ます 。 文字 単位 で の 入出 力 操作 か ら 、 フ ァイル の 読み 書 
き の 基 本 を 学習 し まし ょ う 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 、 
一 1 文字 入力 を 行う の は 、fgetc 関数 で ある 。 


回 1 文字 出力 を 行う の は 、fputc 関数 で ある 。 
回 fgetc 関数 で は 、 フ ァイル の 終端 に 達し た 場合 に は 定数 EOF が 返さ れる 。 










| 1 文字 出力 


1 文字 を スト リー ム に 出力 する 関数 を 紹介 し ます 。putchar 関数 に つい て は すでに 紹 
介し まし た の で 、 こ こ で は 残る 2 関数 に つい て 取り 上 げ ま す 。 


想う 理 式 


1nt putc(int C,FTLE *sCream) : | 








int fputc(int C,FTLE *sCream) : 








四 う 説明 
putc 関数 、fputc 関数 は 、 ス トリ ー ム scream の 位置 に 文字 c を 書き 込み ます 。 戻り と し て 、 書 き 
込み に 成功 し た 場合 は 書き 込ま れ た 文字 を 、 エ ラー が 発生 し た 場合 は EOF を 返し ます 。 


第 1 引数 書き 込む 文字 
第 2 引数 スト リー ム 


書き 込め た 場合 は 書き 込ん だ 分 ファ イル ポイ ンタ を 進め ます 。fputc は 関数 、putc は 
マク ロ と し て 定義 きれ て いま す 。 
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中 ( 久 =w fputc と putc の 違い 


fputc と putc で は 、 そ の 定義 方 法 が 異な り ま す 。fputc は 関数 と putc は マク ロ で 定義 を され 
て いま す 。 な ぜ 、 別 の 方 法 で 定義 され て いる か と いう と 、 マ クロ で 定義 され た 場合 、 関 数 で 定 
義 し た も の より 高速 で 処理 で きま す が 、 マ クロ の 副作用 と いう デメ リッ ト が あり ます 。 逆 に 関 
数 で 定義 され た 場合 は 、 実行 速度 は マク ロ に は 及ば な いも の の 、 安全 に 呼び 出す こと が で きま 
す 。 プ ログ ラム の 中 で 使う と き に は 、 そ の 用 途 に よっ て 使い 分 け を し まし ょ う 。 同 様 の 例 と し 


て は 、fgetc は 関数 、getc は マク ロ で 定義 され て いま す 。 
人 SE まい 





次 の サン プル プロ グラ ム で は 、char 型 の 配列 の 内 容 を 、fputc 関数 を 使っ て 1 文字 ず 
つ 標 準 出力 (stdout) に 出力 し ます 。 結果 は 画面 に 表示 され ます 。 


監 3 fputc 関数 の 例 (fputc-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 


int main(Vod) 
{ 
char buff[]=*12345": 


1nt i: 


for (1=0:1<buff [1] !=!\0! ミ ォ +) { 
/* Eputc 関 数 を 使っ て 、1 文字 ずつ スト リー ム (stdout ) に 書き 込む */ 
fputc (buff [i] , stdout) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (fputc-1.exe) 
12345 


| 1 文字 入力 


皿 う 理 式 


nt getc(FTLE *sCrea) : 
1nt fgetc(FTLE *sErear) : 





骨 田 時 
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四 う 説明 
getc 関数 、fgetc 関数 は 、 ス トリ ー ム s と rea の 位置 か ら 1 文字 分 の 入力 を 行い ます 。 読み込め た 
場合 は 、 読 み 込 ん だ 分 ファ イル ポイ ンタ を 進み ます 。 


第 1 引数 スト リー ム 


戻り 値 と し て 、 読 み 込 ん だ 文字 を 返し ます 。 フ ァイル 読み 込み エラ ー や 、 読 み 込 み 
が ファ イル の 終端 に 達し た と き に は 、EOF を 返し ます 。fgetc は 関数 、getc は マク ロ 
と し て 定義 され て いま す 。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、fgetc 関数 を 使っ て 標準 入力 か ら 1 文字 ずつ 文字 を 読 
み 取 り 、 そ の まま 画面 に 表示 し て いま す 。 


臣 3 fgetc 関数 の 例 (fgetc-1.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


int main (Void) 
{ 


Char C: 


whi1e(1) { 
/* fgetc 関 数 を 使っ て 、 フ ァイル か ら 一 文字 ずつ スト リー ム (stdin ) か ら 読み 込む */ 
c=fgetc (stdin) : 
/* ファ イル の 終端 か どう か を EOF で 鑑定 する する */ 
1f (c==EOF) { 
break: 
} 


printf ("も c" , で ) : 


return 0: 





臣 う 実行 結果 (fgetc-1.exe) 
aaa 
8a 
bbb 
bbb 
abc [Enter] 
abc 
Az: キー ボー ド か ら [Ctrl] キー と |Z] キ ー を 同時 に 押す 


骨 田 忠 
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最後 に 出 て くる AZ は 、[Ctrl] キー と [Z] キー を 同時 に 押す こと で 表示 され ます 。AZ は 
入力 の 終了 を 示し 、fgetc 関数 は EOF を 返却 し ます 。 





(6 選 = EOF と は ? 


EOF と は End Of File の 略 で 、 フ ァイル の 終端 を 示す 記号 定数 で す 。 fgetc 関数 で は ファ イル の 


終端 まで 読み 込ん だ と き に 、 戻 り 値 と し て 返さ れ ま す 。 
KK デーー 、 1 


1 文字 入出 力 の 例 


ここ で 、1 文字 入出 力 の まとめ と し て 、 フ ァイル を コピ ー す る プロ グラ ム を 作成 し て 
み ま す 。"moto.txt' と いう ファ イル を 、"sakiltxt" と いう 名 前 の ファ イル に コピ ー す る プ 
ログ ラム を みて み ま し ょ う 。 moto.txt と いう 名 前 で テキ スト ファ イル を 作成 し 、 適 当 
な 内 容 を 書き 込ん だ 後 、 下 記 の プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う 。 





葉 3 1 文字 入出 力 の 例 (getput-1.c) 
#1nclude <stdio.h> 


#1nmc]ude <std1ib.h> 


#define TNPUT_FTLE_NAME "moto.txt" 
#define OUTPUT_FTLE_NAME "saki .Etxt" 


1nt main (Void) 
{ 
FTLE *rFD: 
FTLE *wfp: 


char Ci 


ェ rfFp=Fopen (TNPUT_FTLE_NAME, "て ") : ーーー⑪ 
1f (rfp==NULL ) { 
printf ( "ファ イル の オー ブン に 失敗 し まし た 。 [*s] \n" , ITNPUT_FTLE NAME) : 
exit (0) : 
} 
wfp=fopen (OUTPUT_FTLE_NAME, "w" ) : 一 ⑧@ 
if (wEp==NULL ) { 
printf ("ファ イル の オー ブン に 失敗 し まし た 。 [も s]\n" , OUTPUT_FTLE NAME) : 
exit (0): 
} 
while(1){ 3 








ee 
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c=fgetc (rfFD) : 














③ー1 
1f (c==EOF ) { 
break: 
} 
fputc (c,wfp) : ⑧③- 2 
} 
fc1ose (rfD) : ④) 
fc1ose (wFD) : @ 
return 0: 
} 
プロ グラ ム の 流れ を 確認 し ます 。 


①moto.tkt ファ イル を 読み 込み モー ド で オー プン し ます 。 
②saki.ttt ファ イル を 書き 込み モー ド で オー プン し ます .。 
ファ イル の 終端 まで 繰り 返し ます 。 

③-1 moto.txt か ら 1 文 字 読み 込み ます 。 

③-2 saki.txt へ 1 文字 書き 込み ます 。 
④⑭④moto.txtt ファ イル を クロ ー ズ し ます 。 
saki.tktt フ ァイル を クロ ー ズ し ます 。 


監 う 実行 結果 (getput-1.exe) 
(な に も 表示 され ませ ん ) 


プロ グラ ム を 実行 する と 、saki.txt と いう 名 前 の ファ イル が 作成 され ます 。saki.txt 
に moto.txt の 中 身 が コピ ー さ れる こと を 確認 し まし ょ う 。 





サン プル プロ グラ ム に 出 て くる 、exit() は 、「 プ ログ ラム を 終了 する 」 関 数 で す 。 セ クシ ョ ン 12- 
02「 ラ イブ ラリ 関数 の 種類 を 知る 」( p.315) で 紹介 し て いま す 。 stdlib.h は exit 関数 を 使う た め に 
イン クル ー ド し て いま す 。 








勝田 店 一 


298 は じ め て の C プ ログ ラミ ング 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 





[ファ イル 入出 力 ラ イブ ラリ ②] Section 11-04 





[ファ イル 入出 カラ イブ ラリ ⑦④] 


Section 


中 I 吊 行 単位 の 入出 力 を 行う 


この セク ショ ン で は 、 フ ァイル 入出 力 の 例 と し て 、fputs 関数 , fgets 関数 と いっ た 行 単位 で 入 
出力 を 行う ライ ブラ リ 関 数 を 使っ て ファ イル の 読み 書き を 行っ て み ま す 。 


この セク ショ ン の ボイン ト >>> 
回 1 行 入力 を 行う の は 、fgets 関数 で ある 。 


回 1 行 出力 を 行う の は 、fputs 関数 で ある 。 
回 fgets 関数 で は 、 フ ァイル の 終端 に 達し た 場合 に は 定数 NULL が 返さ れる 。 


Qu 1 行 入力 


皿 う 理 


| char *fgets(char *S,int n,FTLE *S た zeam) | 











臣 う 説明 
fgets 関数 は 、 ス トリ ー ム scream か ら 配 列 s に 最大 で ヵ -1 文字 読み 込み ます 。 読 み 込ん だ 最後 の 
文字 の 後ろ に ヌル 文字 が 追加 され ます 。 


第 1 引数 読み 込ん だ 文字 列 を 格納 する 配列 へ の ポイ ンタ 
第 2 引数 読み 込む 文字 数 
第 3 引数 スト リー ム 





豊国 富 





fgets 関数 の 戻り 値 は 、 読 み 込ん だ 文字 列 へ の ポイ ンタ で す 。1 文字 も 読み 取れ ず に 
ファ イル の 終端 に 達し た 場合 と 、 エ ラー の と き に は NULL を 返し ます 。 

次 の サン プル プロ グラ ム は 、src.c と いう ファ イル を 読み 込み 、 そ の 中 に 'int' と いう 
文字 列 が 入っ て いる か どう か を 調べ ます 。 


監 3 fgets 関数 の 例 (fgets-2.c) 


#1nmc1ude <sEdio .h> 
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#1nclude <std11iD.h> 


#inc1ude <string .h> 


#define TNPUT_FTLE_NAME "src.C" 
#define BUFF_STZE 1024 
#define SEARCH_STR "int" 


int main (void) 
{ 
FITLE *fFD: 
char buff[BUFF_STZE] : 


fp=fopen (INPUT_FTLE_NAME, "て" ) : 
1 (fp==NOLr) 
printf ("ファ イル の オー ブン に 失敗 し まし た 。[*s]\n" , TNPUT_FTLE_NAME) : 
exit (0): 
} 
while(1){ 
/* fgets 関数 を 使っ て 、 フ ァイル か ら 1 行 読み 込む */ 
if (fgets (buff, sizeof (buff) , Ep) ==NULL) { 
break: 
} 
/* strstr 関 数 を 使っ て 、 読 み 込ん だ 文字 列 の 中 に " int "が 入っ て いる か どう か を 
調べ る */ 
1E(strstr(buff, SEARCH_STR) !=NULL) { 
printf ( "も s が 見 つか り ま し た 。\n" , SEARCH_STR) : 
fc1ose(Fp) : 


return 0: 


} 
printf ( "も s は 見 つか り ま せん で し た 。 \n" , SEARCH_STR) : 
fc1ose(fp) : 





return 0: 


に 


臣 3 実行 結果 (ファ イル の 中 に "int" と いう 文字 列 が 入っ て いた 場合 ) (fgets-2.xe) 
nt が 見 つか り まし た 。 


臣 3 実行 結果 (ファ イル の 中 に "int" と いう 文字 列 が 入っ て いな か っ た 場合 ) (fgets-2.exe) 
nt は 見 つか り ませ ん で し た 。 
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サン プル プロ グラ ム に 出 て くる 、strstr は 、「 文 字 列 の 位置 を 返す 関数 で す 。 セ クシ ョ ン 12-02 
「 ラ イブ ラリ 関数 の 種類 を 知る ](P p.315) で 紹介 し て いま す 。 string.h は strstr 関数 を 使う た め に 
イン クル ー ド し て いま す 。 


| ファ イル ポイ ンタ と ファ イル 内 の アク セス 位置 


この セク ショ ン の は じ め で 、 フ ァイル ポイ ンタ と は 、 入 出力 の 現在 位置 を 指し 示し 
た も の で ある と 説明 し まし た 。 フ ァイル を 入出 力 する 関数 で は 、 こ の ファ イル ポイ ン 
タ の 位置 を 自動 的 に 更新 し ます 。 フ ァイル ポイ ンタ は 、 通 常 の ポイ ンタ の よう に プロ 
グラ ム 上 で 更新 する 必要 は あり ませ ん が 、 逆 に 自動 的 に 更新 きれ て いる と いう こと を 
意識 し て お く 必 要 が あり ます 。 例 えば fgets 関数 を 用 いて 1 行 フ ァイル か ら 読 み 込み 処 
理 を 行っ た 場合 は 、 フ ァイル ポイ ンタ の 位置 が 自動 的 に 1 行先 に 進み ます 。 





監 う 3 ファ イル ポイ ンタ 


本 日 は 晴れ で す 。 


今日 も 一 日 頑張 り ま し ょ う 。 





ファ イル ポイ ンタ の 位置 


C 言 語 の 勉強 は 面白 いで す 。 


ファ イル ポイ ンタ の 示 
す 位置 が 自動 的 に 1 行 
下 に 移動 し て いる 。 








豊田 中 
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Qu 1 行 出力 


区 3 書式 


int fputs(const char *s,FTLE *sCzear) : | 











臣 う 説明 
fputs 関数 は 、 ス トリ ー ム scream へ 配列 s の 文字 列 を 書き 込み ます 。 戻り と し て 、 書 き 込 み に 成 
功 し た 場合 は 0 以上 の 値 を 、 エ ラー が 発生 し た 場合 は EOF を 返し ます 。 


第 1 引数 書き 込む 文字 列 へ の ポイ ンタ 
第 2 引数 スト リー ム 


次 の プロ グラ ム は 、moto.txt と いう ファ イル を saki.txt と いう ファ イル に コピ ー し ま 
す 。1 文字 入出 力 と き に 同じ 機能 の プロ グラ ム を 作り まし た が 、 こ こ で は fgets 関数 を 
使っ て 、 行 単位 で ファ イル を 読み 込ん で いま す 。 


想う fputs 関数 の 例 (fputs-1.c) 


#include <stdio.h> 


#inc1ude <std1ib.h> 
#define BUFF_STZE 1024 


#define TNPUT_FTLE NAME "moto.txt" 
#define OUTPUT_FITLE NAME "saki.txt" 


int main(Vo1d) 
{ 
FTLE *rfFD: 
FTLE *wED: 
char buff[BUFF_STZE] : 


/* [moto . txt] と いう 名 前 の ファ イル を 読み 込み モー ド で オー プン する */ 

rfp=fopen ( TNPUT_FTLE NAME, " エ ") : 

if (rfp==NULL) { 
printf ("ファ イル の オー ブン に 失敗 し まし た 。 [も s]\n" , TNPUT_FTLE_NAME) : 
exit(0): 

} 

/* 「saki . txt」 と いう 名 前 の ファ イル を 書き 込み モー ド で オー プン する */ 
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wfp=fFopen (OUTPUT_FTLE_NAME,"w" ) : 

1f (wFp==NULL) { 
PrintFf ("ファ イル の オー プン に 失敗 し まし た 。 [も s]\n" , OUTPUT_FTLE NAME) : 
ex1 て (0) : 

} 

while(1) ( 
if (fgets (buff, sizeof (Duff ) , rfp) ==NULL) { 

break: 

} 
/* fputs 関 数 を 使っ て 、1 行 分 の デー タ を 出力 する */ 
fputs (buff,wfp) : 

} 

fc1ose (rfp) : 

fc1ose (wEp) : 


return 0: 
(区 実行 結果 (fputs-1.exe) 
(な に も 表示 され ませ ん ) 


プロ グラ ム を 実行 する と 、sakitxt と いう 名 前 の ファ イル が 作成 され 、moto.txt の 中 
身 が コピ ー さ れ ま す 。 
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[まとめ と 課題 ] 


Section 





| Chapter 1 1 の まとめ 


1. ファ イル 操作 は スト リー ム IO を 使っ て 行う 。 

2. 標準 スト リー ム と し て 入力 に stdin、 出 力 に stdout, stderr が 用 意 さ れ て いる . 

3. ファ イル 操作 は 、 オ ー プ ン (fopen) 一 入力 また は 出力 ー ク ロー ズ (fclose) の 手順 で 
行う 。 

4. ファ イル 入出 力 ラ イブ ラリ 関数 に は 、 文 字 単 位 で 操作 する {一 c() 系 と 、 行 単位 で 
操作 する f 一 s() 系 が 存在 する 。 


この 章 で は 、 フ ァイル 人 入 出力 に つい て 学習 し まし た 。 プ ログ ラム に 対し て 、 キ ー ボ ー 
ド か ら 入 力 を し た り 、 フ ァイル に 結果 を 出力 し た り と 、 動 き の あ る プロ グラ ム を 作る 
こと が で きた の で 、 楽 し みな が ら 学 習 で きた の で は な いで し ょ うか ? 最後 の 章 で は 、 
ライ ブラ リ 関 数 に つい て 学び ます 。 あ と 一 息 で 卒業 で す の で 、 頑 張っ て いき まし ょ う 。 


Chapter 1 1 の 課題 


還 課題 一 ファ イル 読み 込み 
テキ スト ファ イル の 内 容 を プロ グラ ム で 読み 込み 、 画 面 に 表示 せよ 。 





条件 読み 込み ソー ス フ ァ イル 名 は moto.txt と する 。 


に を 3 


・ 問 1 fgetc 関数 を 用 いて ファ イル を 読み 込み 、 フ ァイル の 内 容 を 画面 に 表 
示せ よ 。 


・ 問 2 fgets 関数 を 用 いて ファ イル を 読み 込み 、 フ ァイル の 内 容 を 画面 に 表 
示せ よ 。 
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Mu Chapter 1 1 の 解答 例 


周 課 題 - フ ァイル 読み 込み 


監 う 課題 一 問 1 の 解答 例 (kadai1-a.c) 


#include <stdio.h> 
#inc1ude <std1ib.h> 


#define FTLE NAME "moto.txt" 


1nt main (void) 
{ 
FTLE *rfp: 


char C: 


rfp=fopen (FILE_NAME,"r") : ーー 一 ーー ーー ニーー ca ーー 
if (rfp==NULL) { 
printf ("ファ イル の オー ブン に 和 失敗 し まし た 。[*s] \n" ,FTLE_NAME) : 








exit (0) : 
} 
while(1) { 
c=fgetc (rfD) : ーー ー ーー ニニ ーー 
if (c==EOF) { 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー ーー ペー ーー 
break: 
} 
pr3nEE(*%c",c) : ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー テ ーーーーーーーーーーーーーーー ーー 伯 
} 
fc1ose(rfp) : 一 一 ー ーーー 一 es ーー 
return 0: 





解説 

①fopen 関数 を 使っ て 、 フ ァイル を オー プン し ます 。 
(②fgetc 関数 を 使っ て 、 フ ァイル か ら 1 文字 読 み 込 み ま す 。 
③ フ ァイル の 終端 に 達し た ら 、 繰 り 返 し を 抜け ます 。 
(④prinf 関数 を 使っ て 、 画面 に 1 文字 表示 し ます 。 
⑤fclose 関数 を 使っ て 、 フ ァイル を クロ ー ズ し ます 。 
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3 課題 一 問 2 の 解答 例 (kadai2-a.c) 
#1nc1ude <stdio.h> 


#inc1ude <std1ib.h> 


#defime FTLE NAME "moto.txt" 
#define BUFF_STZE 256 


1nt main (vo1d) 
{ 
FTLE *rfp: 
char buff[BUFF_STZE] : 





rfp=fopen (FILE_NAME, "て " ) : ① 
if (rfp==NULL ) { 
printf ("ファ イル の オー ブン に 失敗 し まし た 。[$s]\n" ,FTLE_NAME) : 











exit (0): 
} 
while(1) { 

if(Fgets(buff, sizeof (buff) , rfp) ==NULL ) { け 

break: 

} 

printf ("*s" ,buff) : ③⑧ 
} 
fc1ose (rfp) : $ 
return 0: 


解説 

①fopen 関数 を 使っ て 、 フ ァイル を オー プン し ます 。 

(②fgets 関数 を 使っ て 、 フ ァイル か ら 1 行 読み 込み ます 。 読 み 込み に 失敗 し た 場合 (ファ イル の 終端 
に 達し た と き ) は 繰り 返し を 抜け ます 。 

③prinf 関数 を 使っ て 、 画 面 に 1 行 表示 し ます 。 

④fclose 関数 を 使っ て 、 フ ァイル を クロ ー ズ し ます 。 
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-: 記 > 本 一 
ーー ヨ ムコ 
みみ 9 


この 章 で は 、 本 書 の 締め くく り と し て 、 

ライ ブラ リ 関 数 の 使い 方 を 学習 し ます 。 

C 言語 に は 、 文 字 列 処理 や 数 学 処理 、 入 出力 処理 な ど 
プロ グラ ム を 作成 する と き に 便利 な 

ライ ブラ リ 関 数 が た くさ ん 用 意 さ れ て いま す 。 

ライ ブラ リ 関 数 を 自由 自在 に 使い こなせ る よう に な れ ば 、 
レル ュ レ ルプ パロ : 江 ゴリ パッ ル とか イ ゴ / 放 な を 抽 記 


山 」 
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[標準 ライ ブラ リ 関 数 ] 


Section 


1E- 旧 ライ ブラ リ 関 数 を 使う に は 


プロ グラ ム を 作成 する 上 で よく 使う 機能 は 、 標 準 ラ イブ ラリ 関数 と し て 用 意 さ れ て いま す 。 
この セク ショ ン で は 、 標 準 ラ イブ ラリ 関数 と は な に か と いう こと を 学習 し 、 標 準 ラ イブ ラリ 
関数 を 使い こなせ る よう に な り ま し ょ う 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 馬 
プ ログ ラム を 作成 する 上 で よく 使う 機能 は 、 標 準 ラ イブ ラリ 関数 と し て 準備 され て いる 。 


回 標準 ライ ブラ リ 関 数 に は 、 文 字 変 換 処理 、 文 字 列 処理 、 数 学 処理 、 入 出力 処理 な ど が ある 。 
回 関数 を 使用 する た め に は 、 利 用 する 関数 に 対応 する ヘッ ダフ ァイル を 取り 込む 必要 が ある 。 


| 標準 ライ ブラ リ 関 数 と は ? 


C 言 語 の プロ グラ ム は 、 関 数 の 集まり で す 。 関 数 を 組み 上 げ て ひと つの プロ グラ ム と 
し て いく わけ で す が 、 す べ て の 機能 を 一 か ら 作 り 上 げ る 必要 は あり ませ ん 。 なぜなら 
ば 、 プ ログ ラム を 作成 する 上 で よく 使う 関数 は 、C 言語 の コン パイ ラ 、 開 発 環 境 に 用 意 
され て いる か ら で す 。 文字 変換 処理 や 文字 列 処理 、 数 学 処理 、 そ れ に 、Chapter 11 
「 フ ァイル 入出 力 」( p.279) で 学習 し た 入出 力 処 理 な ど で す 。 そ れ ら は 、 標準 ライ ブラ 
リ 関 数 と 呼ば れん 、 す ぐに 利用 する こと が で きま す (以降 、 標 準 ラ イブ ラリ 関数 の こと を 
ライ プラ リ 関 数 と 略し ます )。 





皿 う 標準 ライ ブラ リ 関 数 


の @ 
ゅ @・ 


* ま すぐ に 利用 する こと が で きる 





文 


導 


骨 田 臣 


数 


本 
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C 言 語 は 関数 の 集まり で で き て いま す 。 関 数 に つい て は 、Chapter 10「 ユ ー ザ 定義 関 
数 ](p.251) で 、 自 分 で 関数 を 作成 する 方 法 を 学習 し まし た 。 こ れ に 加え て 、 こ の 章 で 明 
学習 する ライ ブラ リ 関 数 を 使い こなせ ば 、 よ り 高 度 な プロ グラ ム を 作る こと が で きま 
す 。 逆 に 言う と 、 本 格 的 な プロ グラ ム を 作り あげ る た め に は 、「 自 分 で 関数 を 作成 する 
こと 」 と 、「 あ ら か じ め 用 意 さ きれ て いる さま ざま な 関数 を 組み 合わ せ て 使う こと 」 の 2 つ 
を 理解 し 、 実 践 し て いく 必要 が ある の で す 。 


想う プロ グラ ム を 作り 上 げ る に は 





| ライ ブラ リ 関 数 を 使い こなす た め に 理解 する こと 軸 


ライ プラ リ 関 数 を 使う 上 で 、 理 解 し て お く こ と が あり ます 。 そ れ は 関数 仕様 と いう _ 
も の で す 。 


臣 う 関数 仕様 と は ? 

1. 関数 に 渡す 引数 の 確認 

2. 関数 か ら の 戻り 値 の 確認 

3. 取り 込む ヘッ ダフ ァイル の 確認 


田 密 


1. 関数 に 渡す 引数 の 確認 

ライ ブラ リ 関 数 に 渡す 引数 を 確認 し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 で は 、 呼 び 出 す た め に 必 ー 
要 な 引数 の 数 と 型 が 決め られ て いま す 。 ラ イブ ラリ 関数 に よっ て は 、 引 数 が な いも の 
も の あり ます 。 
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2. 戻り 値 の 確認 
ライ プラ リ 関 数 か ら の 戻り 値 を 確認 し ます 。 ラ イプ ブラリ 関数 で は 、 戻 り 値 の 型 が 決 
め ら れ て いま す 。 ラ イブ ラリ 関数 に よっ て は 、 戻 り 値 が な いも の も あり ます 。 


3. 取り 込む ヘッ ダフ ァイル の 確認 
関数 を 使う た め に は 、 利 用 する 関数 に 対応 する ヘッ ダフ ァイル を イン クル ー ド 
(#include 文 で 取り 込む ) す る 必要 が あり ます 。 


決め られ て いる 関数 仕様 を 守ら ず に 関数 を 呼び 出 そ う と し て も 、 た いて い の 場 合 は 
うま くい きま せん 。 最悪 の 場合 は プロ グラ ム が 停止 し た り 異 常 終了 し た り し て し まい 
ます 。 関 数 仕様 を 守っ て 正しい 手順 で 呼び 出し まし ょ う 。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 ラ イブ ラリ 関数 の printf 関数 を 呼び 出し て いま す 。 


監 3 ライ ブラ リ 関 数 呼び 出し の 例 (①(lihrary-1.c) 


/* printF 関 数 を 使用 する の で stdio .h を イン クル ー ド する */ 
#inc1ude <stdio.h> 


int main (void) 


{ 
printf ( "printf 関数 を 使い ます 。" ) : 


return 0: 


匹 う 実行 結果 (library-1.exe) 
printf 関数 を 使い ます 。 


この サン プル プロ グラ ム で は 、 ラ イブ ラリ 関数 の printf を 使う の で 、stdio.h と いう 
ヘッ ダフ ァイル を イン クル ー ド し まし た 。 こ の よう に ライ ブラ リ 関 数 を 使う た め に は 、 
それ に 対応 する ヘッ ダフ ァイル を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 

次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 ラ イブ ラリ 関数 の isdigit を 呼び 出し て いま す 。 ポイ 
ント と し て は 、isdigit 関数 を 使う と き に は 、 ヘ ッ ダ ファ イル の ctypeh フ ァイル を イン 
クル ー ド する 必要 が ある と いう こと で す 。 


監 3 ライ ブラ リ 関 数 呼び 出し の 例 ②(lihrary-2.c) 
#inc1ude <stdio .h> 


/* isdigi て 関数 を 使用 する の で ctype .h を イン クル ー ド する */ 
#inc1ude <ctype .h> 
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int main (void) 
{ 


1nt resu1t: 
resu1t=isdigit('9') : /* isdigit 関 数 を 呼び 出す */ 


printf ( "isdigit 関 数 の 結果 : も d\n " , resu1) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (lihrary-2.exe) 
1sdigit 関 数 の 結果 : 4 





し て 下さ い 。 


| ライ ブラ リ 関 数 の 利用 方 法 


ここ で は 、 プ ログ ラム の 中 か ら 、 ラ イブ ラリ 関数 を 呼び 出す 方 法 を 学習 し ます 。 
ライ プラ リ 関 数 の 呼び 出し は 、 ユ ー ザ 定義 関数 の 呼び 出し 方 と 同様 で す 。 ラ イブ ラ 
リ 関 数 の 使い 方 を 学ぶ 前 に 、 復 習 を し て お きま し ょ う 。 


"| 痢 nclude 文 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 10-03「 別 の ファ イル を 取り 込む [ 独 nclude]」(P p.265) を 参照 








シン プル な ライ ブラ リ 関 数 の 呼び 出し 





監 3 ライ ィ ブ ラリ 関数 を 呼び 出す 書式 
値 = 関数 名 (引数 1 , 引 数 2,…) : 





次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 文字 が 数 値 文字 か どう か を 判断 する ライ ブラ リ 関 数 
isdigit を 引数 9 で 呼び 出し 、 文 字 が 数 値 文字 か どう か を 判定 し て いま す 。 判定 結果 は 変 
数 result に 入れ て いま す 。 


監 3 ライ ィ ブ ラリ 関数 呼び 出し の 例 ③(library-3.c) 
#1nclude <stdio.h> 
/* isdigit 関 数 を 使用 する の で ctype .h を イン クル ー ド する */ 
#inc1ude <ctype .h> 


骨 田 中 





int main (Void) 


{ 
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1nt resu1t: 


/* isdigit 関 数 を 使っ て 、 文 字 が 数 値 文字 か どう か を 判断 する */ 
resu1t=isdigit('9'): 
if(resu1t != 0){ 
printf ( "isdigit で 調べ た 文字 は 数 値 で す 。 \n" ) : 
} 
else{ 
printf ("sdig1t で 調べ た 文字 は 数 値 で は あり ませ ん 。 ま n" ) : 


return 0: 


区 実行 結果 (librar-3.exe) 
1sdigit で 調べ た 文字 は 数 値 で す 。 





isdigit 関数 に つい て は 、 次 の セク ショ ン 12-03「 字 種 判 定 ・ 字 種 変換 を し て みる (pp.324) を 参照 | 
し て 下さ い 。 | 





園 ラ イブ ラリ 関数 の 仕様 で 戻り 値 が な い 場 合 、 あ る い は 受け 取ら な い 場 合 
次 の よう に 、*=" か ら 前 を 書く 必要 が あり ませ ん 。 





監 3 ライ ブラ リ 関 数 を 呼び 出す 書式 (戻り 値 が な い 場 合 ) 


| mw 数 1, 引 数 2,…) : 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、 ラ イブ ラリ 関数 printf を 呼び 出し 、 画 面 に 文字 列 を 表 
示し て いま す 。 





監 う ライ ブラ リ 関 数 呼び 出し の 例 ④(librar-4.c) 


#1nclude <stdio .h> 


1nt main (Vo1d) 

{ 
/* printf 関 数 を 戻り 値 な し で 呼び 出す 。 */ 
printf ( "printF の 呼び 出し \n" ) 


骨 田 忠 


return 0: 
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3 実行 結果 (lihrary-4.exe) 
printf の 呼び 出し 川 





これ まで に 、 サ ンプ ブル プロ グラ ム 中 に 半 度 と な く 出 て きた printf と いう の は 、 文 字 列 を 出力 す 上 
る ライ ブラ リ 関 数 の ひと つ で す 。 prinf 関 数 は 出力 し た 文字 数 を 戻り 値 と し て 返し ます が 、 こ の 
サン プル プロ グラ ム で は 文字 数 を 知る 必要 は な い の で 受け 取っ て いま せん 。 





昌 

大 引 数 が 複数 ある ライ ブラ リ 関 数 を 呼び 出す 場合 
カン マ ( , ) で 区 切り ます 。 

中 

還 3 ライ ブラ リ 関 数 を 呼び 出す 書式 (結果 を 受け 取ら な 場合) 


関数 名 ( 引 数 1, 引 数 2,…) : 








ーー 
1 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、 文 字 列 を コピ ー す る ライ プ ブラリ 関 数 を 呼び 出す 例 と な っ 
て いま す 。 strcpy 関数 は 文字 列 を コピ ー す る 関数 で 、 コ ピー 先 文字 列 、 コ ピー 元 文字 
列 の 2 つ を 引数 と し ます 。 


申 


監 3 う ライ ブラ リ 関 数 呼び 出し の 例 ⑤(lihrary-5.c) 
#inc1ude <stdio.h> 


/* 文字 列 操作 関数 を 使用 する の で string .h を イン クル ー ド する */ 
#include <string.h> 


int main (void) 
{ 
/* 空 の 文字 配列 を 宣言 する */ 明 
char str[256] : 


/* 文字 配列 str に 「strcpy 関数 の テス ト で す 」 と いう 文字 列 を コピ ー す る */ 
Strcpy (str, " strcpy 関数 の テス ト で す " ) : 


Printf ( "も s\n" , St) : 


return 0: 中 





区 実行 結果 (lihrary-5.exe) 
strcpy 関数 の テス ト を し ます 。 
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骨 田 臣 


314 





園 引数 が 1 つも な い ラ イブ ラリ 関数 を 呼び 出す 場合 
次 の よう な 形式 で 空 の カッ コ を 書き ます 。 


監 3 ライ ブラ リ 関 数 を 呼び 出す 書式 (引数 が な い 場 合 ) 


| 戻り 値 = 関 数 名 ( ) : 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、 キ ー ボ ー ド か ら 1 文字 入力 を 行う ライ ブラ リ 関 数 getchar 
を 呼び 出し 、 結 果 を 戻り 値 と し て 変数 cx に 入れ て いま す 。 getchar 関数 は 引数 を 1 つも 
持た な い の で 、getchar() と いう 呼び 出し 方 に な り ま す 。 








想う ライ ブラ リ 関 数 呼び 出し の 例 ⑥(librar-6.c) 


#inc1ude <stdio .h> 


int main (void) 
{ 
char oz 


/* getchar 関数 を 呼び 出す 。 引数 は な し 。 */ 
c=getchar ( ) : 


printf ( "getchar の 結果 : $c\n" , で ) : 


return 0: 


匹 う 実行 結果 (library-6.exe) 


由 
getchar の 結果 :A 
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[ライ ブラ リ 関 数 の 種類 ] 


Section 


1E- Il ライ ブラ リ 関 数 の 種類 を 知る 


(言語 に は さま ざま な 機能 を 持つ ライ ブラ リ 関 数 が 存在 し ます 。 この セク ショ ン で は 、 そ れ 
ら の ライ ブラ リ 関 数 を その 種類 ご と に 分 類 分 け を し て 紹介 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 


太 C 言 語 に は 様々 な 機能 を 持つ ライ ブラ リ 関 数 が 用 意 さ れ て いる 。 
回 プロ グラ ム を 作る 過程 で 必要 な 機能 は 、 先 に ライ ブラ リ 関 数 と し て 用 意 さ れ て いな いか を 確認 する 。 
回 ライ ブラ リ 関 数 を 使う た め に は 、 イ ンク ルー ド す べき ヘッ ダフ ァイル を 知っ て お く 必 要 が ある 。 


Q ライ ブラ リ 関 数 の 種類 


C 言 語 に は 、 様 々 な 機能 を 持つ ライ ブラ リ 関 数 が 用 意 き さき れ て いま す 。 プ ログ ラム を 
作り 上 げ る と き に 、 あ る 機能 が 必要 に な っ た と き に は 、 い き な り 自分 で 関数 を 作成 す 
る の で は な く 、 ま ず は ライ ブラ リ 関 数 と し て 用 意 さ れ て いな いか を 確認 し まし ょ う 。 こ 
こ で は 、C 言 語 の 一 般 的 な ライ ブラ リ 関 数 を 10 種類 に 分 類 し て 紹介 し ます 。 





監 3 ライ ブラ リ 関 数 の 種類 
文字 種 判定 関数 
文字 種 変 換 関数 
文字 列 操作 関数 
文字 列 数 値 変換 関数 

数 学 関数 

数 値 変換 関数 

ファ イル 操作 関数 

書式 変換 関数 

. メモ リ 操 作 ラ イブ ラリ 関数 
10. その 他 の ライ ブラ リ 関 数 


に 





出生 時 





順に 、 ラ イブ ラリ 関数 を 使用 する 上 で 必要 な 、 イ ンク ルー ド す る 必要 の ある ヘッ ダ 
ファ イル 名 、 ラ イブ ラリ の 関数 名 、 関 数 の 機能 を 紹介 し ます 。 
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骨 田 窟 








文字 種 判 定 関数 


文字 の 種類 を 判定 する 関数 は 、 関 数 の 名 前 が is 一 で 始ま り ま す 。 調 べた い 1 文 字 を 
引数 と し て 渡し 、 結 果 と し て 返さ れる 値 で 判定 し ます 。 





回 ヘッ ダフ ァイル "ctype.h" を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 





isalnum : 文字 が 英 数 字 (A 一 Z、a 一 z、0 一 9) か どう か を 調べ る 。 


int isal1num (int で ): 


isalpha : 文字 が 英文 字 (A 一 7、a 一 z) か どう か を 調べ る 。 


int isalpha (int c): 


iscntrl : 文字 が 制御 文字 (Ox00 一 Ox1f、0x71) か どう か を 調べ る 。 


int iscntr] (int c) : 


isdigit : 文字 が 数 字 (0 一 9) か どう か を 調べ る 。 


int isdigit (int C): 


isgraph : 文字 が 空白 を 除く 印字 可能 文字 (0x21 一 0x76) か どう か を 調べ る 。 


int isgraph (int c): 


islower : 文字 が 英 小文字 (a 一 7) か どう か を 調べ る 。 


int is1ower (3nt で c): 


isprint : 文字 が 印字 可能 文字 (0x20 一 OxX76) か どう か を 調べ る 。 


int isprint (int で c): 


ispunct : 文字 が 区 切り 文字 (Ox21 一 0x2f、0x3a 一 Ox40、0x5b … Ox60、0x7D 一 
0x76) か どう か を 調べ る 。 


int ispunct (inmt c): 


isspace : 文字 が 空白 、 タ ブ 、 復 帰 、 改 行 、 垂 直 タ ブ 、 改 頁 (0x09 一 Ox0d、0x20) 
か どう か を 調べ る 。 


int isspace (int c): 
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isupper : 文字 が 英 大 文字 (A 一 Z7) か どう か を 調べ る 。 


1nt isupper (int Cc): 


isxdigit : 文字 が 16 進 表示 文字 (0 一 9、A 一 F、a 一 f) か どう か を 調べ る 。 


int isxdigit (int C): 


| 文字 種 変換 関数 


文字 の 種類 を 変換 する 関数 は 、 関 数 の 名 前 が to 一 で 始ま り ま す 。 調 べた い 1 文字 を 
引数 と し て 渡し 、 戻 り 値 と し て 変換 され た 結果 の 1 文字 を 返し ます 。 





回 ] ヘッ ダフ ァイル "ctype.h" を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 | 





tolower : 大 文字 を 小文字 に 変換 する 。 


int to1ower (int c): 


toupper : 小文字 を 大 文字 に 変換 する 。 


int toupper (int Cc): 


Qu 文字 列 操作 関数 


文字 列 を 操作 する 関数 は 関数 の 名 前 が str 一 、mem 一 で 始ま り ま す 。 調 べた い 文 字 
列 を 引数 と し て 渡し 、 結 果 を 受け 取る も の と 、 調 べた い 文字 列 の ポイ ンタ と 結果 を 格 
納 す る 文字 列 の ポイ ンタ を 引数 する も の が あり ます 。 





回 ] ヘッ ダフ ァイル "string.h" を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 





strcat : 2 つの 文字 列 を 連結 する 。 


Char *stroat (char *dest, Const char *SrC) : 


strhr : 文字 列 中 の 文字 の 位置 を 示す 。 


char *strchr(const char *S, int で C): 


LE 





strcmp : 2 つの 文字 列 を 較べ る 。 


int strocmp(const char *s1, const char *82) : 
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strcpy : 文字 列 を コピ ー す る 。 


Char *strcpy(char *dest, Cons Char *SrC) : 


strlen : 文字 列 の 長 さ を 計算 する 。 


Size_t str]len(const char *S) : 


strncat : 文字 数 を 指定 し て 、2 つ の 文字 列 を 連結 する 。 


char *strncat(char *dest, const char *src, Size_ ヒ n): 


strncmp : 文字 数 を 指定 し て 、2 つの 文字 列 を 較べ る 。 


int strncmp(const char *s1, const char *s2, size_t n): 


strncpy : 文字 数 を 指定 し て 、 文 字 列 を コピ ー す る 。 


char *strncpy(char *dest, Const char *src, Size_ n): 


strstr : 部 分 文字 列 の 位置 を 示す 。 


char *strstr(const char *haystack, cons char *need1e) : 


memcpy : メモ リ 領 域 を コピ ー す る 。 


void *memcpy (void *dest, const vo1d *src, Size_ 1h): 


memset : ある 一 定 の バイ ト で メモ リ 領 域 を 埋め る . 


void *memset (Vo1d *s, int C, size_ n): 


| 文字 列 数 値 変換 関数 


文字 列 を 数 値 に 変換 する 関数 は 、 関 数 の 名 前 が strto 一 で 始ま り ま す 。 変 換 を する 文 
字 列 と 変換 する た め の 情 報 を 引数 と し て 、 結 果 を 数 値 型 で 返し ます 。 





回 ヘッ ダフ ァイル "stdlib.h" を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 | 





strtod : 文字 列 を double 値 に 変換 する 。 


double strtod (const char *string,Char ** 上 ai11Dpt) : 


骨 還 窟 


strtal : 文字 列 を n 進 数 の 文字 列 と し て long 型 の 数 値 に 変換 する 。 


1ong strto1 (const char *Sptr, Char **ai1pt エ , in base) : 
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strtoul : 文字 列 を n 進 数 の 文字 列 と し て unsigned Iong 型 の 数 値 に 変換 する 。 


unsigned 1ong int strtou1 (const char *sptr,cChar **tai]ptr, in base) : 


| 数 学 関数 


数 学 関数 で は 数 値 を 引数 と し て 渡し 、 そ れ ぞ れ の 関数 に 対応 し た 計算 結果 を 返し ます 。 





回 ヘッ ダフ ァイル "math.h" を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 | 





ceil : 繰り 上 げ し た 数 を 返却 する 。 


doubl1e cei1 (double x) : 


c0S : (ラジ アン ) の コサイン 値 を 返却 する 。 


double cos (double x): 


fahs : douhle 型 デ ー タ の 絶対 値 を double 型 で 返却 する 。 


double fabs (double x): 


floor : x を 越え な い 最 大 の 整数 値 (切り 捨て ) を 返却 する 。 


doubl1e fl1oor (double xX) : 


sin : (ラジ アン ) の サイ ン 値 を 返却 する 。 


double sin(double x) : 


sqrt : 平方 根 を 返却 する 。 


double sqrt(doub1e X): 


tan : (ラジ アン ) の タン ジェ ント 値 を 返却 する 。 


doub1e tan (double x) : 


| 数 値 変換 関数 


数 値 変換 関数 で は 、 数 値 や 数 値 に 変換 で きる 形 の 文字 列 の ポイ ンタ を 引数 と し て 渡 
し 、 結 果 を 数 値 と し て 返し ます 。 


虹 四 時 
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回 ヘッ ダフ ァイル "stdlib.h"” を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 





abs : 整数 の 絶対 値 を 計算 する 。 


int abs(int ]): 


atof : 文字 列 を double 型 の 数 値 に 変換 する 。 


double atof (const char *nDpt エ ) : 


atoi : 文字 列 を int 型 に 変換 する 。 


int atoi (const char *nDtr) : 


atol : 文字 列 を long 型 に 変換 する 。 


1ong ato1 (const char *nptr) : 


| ファ イル 操作 関数 


ファ イル 操作 を する 関数 に は 、 関 数 の 名 前 が f 一 で 始ま る も の と 、f 一 が 省略 され た 
標準 スト リー ム を 専用 に 扱う も の が あり ます 。 一 部 に つい て は 、Chapter 11「 フ ァイル 
入出 力 」(Pp.279) で 学習 し まし た 。 





回] ヘッ ダフ ァイル : stdioh を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 ] 





fclose : ファ イル スト リー ム を 閉じ る 。 


int fclose (FILE *stream) : 


feof : スト リー ム ス テ ー タ ス を チェ ッ ク す る 。 


1nt feof (FTLE *sEtream) 


fqetc : 標準 入力 スト リー ム か ら 文 字 を 入力 する 。 


int fgetc(FTLE *stream) : 


骨 田 忠 


fgets : スト リー ム か ら 文 字 列 を 入力 する 。 


char *fFgets (char *s, int size, FTLE *stream) : 


fopen : ファ イル スト リー ム を 開く 。 


FILE *fopen (const char *path, const char *mode) : 
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fputc : スト リー ム に 文字 を 出力 する 。 


int fputc(int c, FILE *stream) : 


fputs : 文字 列 を 出力 する 。 


1nt fputs (const char *s, FTLE *stream) : 


fread : バイ ナリ スト リー ム を 入力 する 。 


size t fread( void *ptr, size_t size, Size 上 nmemb, FTLE *stream) 


fseek : スト リー ム の 位置 を 変更 する 。 


int fseek (FTLE *stream, 1ong offset, int whence) : 


ftell : スト リー ム の 位置 を 調査 する 。 


1ong fte11 (FILE *stream) : 


fwrite : バイ ナリ スト リー ム へ 出力 する 。 


Size 上 fwrite( const void *ptr, size_t size, size 上 nmemb, FTLE *stream) 


getc : スト リー ム か ら 文 字 を 入力 する 。 


int getc(FTLE *stream) : 


getchar : 標準 入力 スト リー ム か ら 文 字 を 入力 する 。 


int getchar (void) : 


gets : 標準 入 ス トリ ー ム か ら 文 字 列 を 入力 する 。 


char *gqets(char #*S) : 


putc : スト リー ム へ 文字 を 出力 する 。 


int putc(int Cc, FILE *stream) : 


putchar : 標準 出力 スト リー ム 人 へ 文字 を 出力 する 。 


int putchar(int で c): 


弁 田 中 


puts : 標準 出力 スト リー ム へ へ 文字 列 を 出力 する 。 


1nt puts(const char *S) : 
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弁 還 時 





| 書式 変換 関数 


書式 変換 関数 は 、 関 数 の 名 前 が 一 printf と いう 出力 系 の も の と 、 一 scanf と いう 入力 
系 の も の の 2 種類 が あり ます 。 引 数 と し て 変換 書式 を 渡し 、 結 果 を 出力 、 入 力 し ます 。 





回 ] ヘッ ダフ ァイル “'stdio.h" を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 





fprintf : 整形 され た 書式 へ 変換 し 、 ス トリ ー ム へ 出力 する 。 


int fprintf(FTLE *stream, Const char *format, ...): 


fsScanf : スト リー ム か ら 、 書 式 付き 入力 変換 を 行う 。 


int fscanf (FTLE *stream, const char *fFormat, ...): 


printf : 整形 され た 書式 へ 変換 し 、 標 準 出 力 ス トリ ー ム へ 出力 する 。 


int printf(const char *format, ..-): 


scanf : 標準 入力 スト リー ム か ら 、 書 式 付き 入力 変換 を 行う 


int scanf(const char *fFormat, ...): 


Sprintf : 整形 され た 書式 へ 変換 し 、 文 字 列 に 書き 込む 。 


int sprintf (char *str, const char *Eormat, ...): 


sscanf : 文字 列 か ら 、 書 式 付き 入力 変換 を 行う 。 


int sscanf (const char *str, Const char *fFormat, ...): 


| メモ リ 操 作 関 数 ー 


メモ リ 操 作 関数 は 、 関 数 の 名 前 が 一 alloc の メモ リ を 確保 する 関数 、 メ モリ を 解放 す 


る free 関数 が あり ます 。 





回 ヘッ ダフ ァイル “'stdlib.h” を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 


や お 





calloc : 動 的 な メモ リ の 割り 当て を 行う 。 


Yoid *ca11oc(s1ze_t nmemb, Size_ size) : 
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free : 動 的 な メモ リ の 解放 を 行う 。 


void free (Void *ptr) : 


malloc : 動 的 な メモ リ の 割り 当て を 行う 。 


void *ma11oc(s1ze_t size) 


realloc : 動 的 な メモ リ の 割り 当て を 行う 。 


Yoid *rea]11oc (void *ptr, size_ size) : 


| その 他 の ライ ブラ リ 関 数 


その 他 の 関数 で す 。 並 び 替 え 、 検 索 を する 関数 や プロ グラ ム を 終了 する 関数 な ど で す 。 





固 ] ヘッ ダフ ァイル "stdlib.h" を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 | 





qsort : 配列 を リー ト す る 。 


Yoid qsort (Void *array,S1ze_ 上 number,Size_ 上 size,1int (*comparison ) 


(const void *,const void *) ) : 


psearch : 配列 内 を バイ ナリ サー チ す る 。 


void *bsearch (const void *1tem, ConSt void *array,S1ze 上 number,Size_t size, 


int (*comparison) (const void *,const void *) ) : 


exit : プロ グラ ム を 終了 する 。 上 


void exit(int statuS) : 


に 3 
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[iS*** 系 ・to*** 系 関数 ] 


Section 


[ ] 1 - | ] | 種 の 判定 と 変換 を し て みる 


この セク ショ ン で は 、 ラ イブ ラリ 関数 を 実際 に 利用 し て みる 例 と し て 、 文 字 種 判定 の ライ ブ 
ラリ 関数 を 使っ て み ま す 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 


台 文 字 種 判 定 ラ イブ ラリ 関数 を 使う と 、 文 字 種 の 判定 を 行う 機能 を すぐ に 利用 する こと が で きる 。 

回 文字 種 判定 ライ ブラ リ 関 数 を 使う に は 、 ヘ ッ ダ ファ イル ctype.h を イン クル ー ド する 必要 が ある 。 

回 isdigit は 数 字 判 定 、islower は 英 小文字 判定 、isupper は 英 大 文字 判定 を 行う ほか 、 い ろ い ろ な 関 
数 が ある 。 


Q 文字 種 判定 関数 


文字 種 判定 を 行う ライ ブラ リ 関 数 を 使用 し て み ま し ょ う 。 文字 種 の 判定 に は 、is で 
始ま る 関数 を 使用 し ます 。 is 一 関数 を 使う に は 、 ヘ ッ ダ ファ イル ctype.h を イン クル ー 
ド す る 必要 が あり ます 。 





#1nc1ude <ctype .h> 


ここ で は 、 代 表 的 な 文字 種 判定 関数 と その 使用 例 に つい て 紹介 し ます 。 


ト -・ ト < トコ 数 字 で ある か 判定 


3 書 


1nt isdigit(char C): 


区 3 説明 
文字 c が 数 字 (0 一 9) な ら 真 (0 以外 の 数 ) を 返し ます 。 文字 c が 数 字 以外 な ら 、 偽 (0) を 返し ます 。 











に 3 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、 文 字 配 列 の 内 容 を 1 文字 ずつ isdigit 関数 で 調べ ます 。 文 
字 が 数 字 か どう か を 判定 し 画面 に 表示 し ます 。 
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想 う 文字 種 判 定 ラ イブ ラリ 関数 呼び 出し の 例 ①(isdigit.c) 
#inc1ude <stdio.h> 


#1inc1ude <ctype .h> 1 





1nt main (void) 
{ 
int ij: 


char str[]="1234567890ABCDE" : 





for (1=0: str [1] !=! ま 0「 ミオ +) { 一 3 





if (isdigit (str[i] ) !=0) { 3 
Printf ("も c は 数 字 で す 。 \n" , str [ ュ ] ) : 

} 

else( 


printf ( "を c は 数 字 以 外 で す 。 \n" , str [ ュ ] ) : 


return 0: 


臣 コ 実行 結果 (isdigit.exe) 
1 は 数 字 で す 。 
2 は 数 字 で す 。 
3 は 数 字 で す 。 
4 は 数 字 で す 。 
5 は 数 字 で す 。 
6 は 数 字 で す 。 
7 は 数 字 で す 。 
8 は 数 字 で す 。 
9 は 数 字 で す 。 
0 は 数 字 で す 。 
A は 数 字 以 外 で す 。 
B は 数 字 以 外 で す 。 
C は 数 字 以 外 で す 。 
D は 数 字 以 外 で す 。 
は 数 字 以 外 で す 。 


削 田 臣 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

(①ctype.h を イン クル ー ド し ます 。 文字 種 判定 ライ ブラ リ 関 数 isdigit を 使う た め に 必要 で す 。 
② 文 字 列 の 終端 まで ルー プ し ます 。 

③ 文 字 列 の 中 の 各 文字 が 数 字 か それ 以外 の 文字 か を 、isdiait 関数 を 利用 し て 調べ ます 。 
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1s1ower 英子 文字 で ある か 判定 


思う 書式 


int is1ower(char C): 














区 3 説明 
文字 c が 英 小文字 (4 7) な ら 真 (0 以外 の 数 ) を 返し ます 。 文字 c が 英 小 文字 以外 な ら 偽 (0) を 返し ます 。 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、 文 字 配列 の 内 容 を 1 文字 ずつ islower 関数 で 調べ ます 。 
文字 が 英 小 文字 か どう か を 判定 し 画面 に 表示 し ます 。 


想う 文字 種 判定 ライ ブラ リ 関 数 呼び 出し の 例 ②(islower.c) 


#1nclude <stdio.h> 


GAUOG に GEVIDS う DO ニラ ーー ーー や ペー ニー ピー ニー 8 = 細 





1nt main (vo1d) 
{ 
char str[]="AbCdEEG012345" : 


1nt ij 


for(1=07str[ は ]!=' き 0 i++) ( ーー 





if (is1ower(str[i] ) !=0) { ーーーー 一 PC ⑳ 
Printf ( "も c は 英 小文字 で す 。 \n" , Str [1 ) : 

} 

else{ 
printf ("も c は 英 小文字 以外 で す 。 \n" , str [1] ) : 


return 0: 


葉 う 実行 結果 (islower.exe) 


A は 英 小文字 以外 で す 。 
は 英 小文字 で す 。 
C は 英 小文字 以外 で す 。 
d は 英 小文字 で す 。 
E は 英 小 文字 以外 で す 。 
は 英 小文字 で す 。 
G は 英 小文字 以外 で す 。 
0 は 英 小文字 以外 で す 。 


骨 田 中 
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1 は 英 小文字 以外 で す 。 
2 は 英 小文字 以外 で す 。 
3 は 英 小 文字 以外 で す 。 
4 は 英 小 文字 以外 で す 。 
5 は 英 小 文字 以外 で す 。 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

①ctype.h を イン クル ー ド し ます 。 文字 種 判 定 ライ ブラ リ 関 数 islower を 使う た め に 必要 で す 。 
② 文 字 列 の 終端 まで ルー プ し ます 。 

③ 文 字 列 の 中 の 各 文 字 が 英 小文字 か それ 以外 の 文字 か を 、islower 関数 を 利用 し て 調べ ます 。 


まい の いっ 英 大 文字 で ある か 判定 


皿 う 理 


| int isupper(char で C): | 











想う 説明 
文字 c が 英 大 文字 (A 一 Z) な ら 真 (0 以外 の 数 ) を 返し ます 。 文字 c が 英 大 文字 以外 な ら 偽 (0) を 返し ます 。 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、 文 字 配 列 の 内 容 を 1 文字 ずつ isupper 関数 で 調べ ます 。 
文字 が 英 大 文字 か どう か を 判定 し 画面 に 表示 し ます 。 ひ と つ 前 の islower 関数 で 取り 上 
げた サン プル プロ グラ ム と 似 て いま す が 、 呼 び 出 す 関数 を isupper に 変え る こと で 、 実 
行 結果 が 異な る こと に 着目 し まし ょ う 。 


臣 3 文字 種 判 定 ラ イブ ラリ 関数 呼び 出し の 例 ③(isupper.c) 


#1nclude <stdio.h> 


#1inc1ude <ctype .h> ニテ ーー = 1 





int main (Void) 
{ 
char str[]="AbCdEEGO12345": 








int i: 
for (=0: str [1] !="\0「: ュ ォ +) ( EK る 
if (isupper (str[i] ) !=0) { 一 一 に は ーー 3 
printf ( "も c は 英 大 文字 で す 。\n" , Str [1 ュ ] ) 入 
} 
else( 


printf ( "も c は 英 大 文字 以外 で す 。 \n" , Str [1] ) : 
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return 0: 


監 う 実行 結果 (isupper.exe) 

A は 英 大 文字 で す 。 

b は 英 大 文字 以外 で す 。 
C は 英 大 文字 で す 。 

d は 英 大 文字 以外 で す 。 
は 英 大 文字 で す 。 

f は 英 大 文字 以外 で す 。 
G は 英 大 文字 で す 。 

0 は 英 大 文字 以外 で す 。 
1 は 英 大 文字 以外 で す 。 
2 は 英 大 文字 以外 で す 。 
3 は 英 大 文字 以外 で す 。 
4 は 英 大 文字 以外 で す 。 
5 は 英 大 文字 以外 で す 。 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

(①ctype.h を イン クル ー ド し ます 。 文字 種 判 定 ラ イブ ラリ 関数 isupper を 使う た め に 必要 で す 。 
② 文 字 列 の 終端 まで ルー プ し ます 。 

③ 文 字 列 の 中 の 各 文 字 が 英 大 文字 か それ 以外 の 文字 か を 、isupper 関数 を 利用 し て 調べ ます 。 


還 ラ イブ ラリ 関 数 を 使わ な いと どう な る か ? 
プロ グラ ム の 中 で 、「 文 字 が 数 値 文字 列 か どう か を 判定 する 処理 ] が 必要 に な っ た と 
し ます 。 そ の と き に 、isdigit 関数 の 存在 を 知ら な か っ た り 、 使 い 方 が わか ら な か っ た 
りす る 場合 は 、 自 分 で isdigtt 関数 と 同じ 動き を する 処理 を 記述 し な けれ ば な り ませ ん 。 
isdigit 関数 の 機能 を 自分 で 一 か ら 作 成す る と 、 次 の よう な 処理 に な る か と 思い ます 。 


iE(c == "0 り ){ 
printf ( "数 字 で す \n" ) : 
else iE(c == "1!){ 
printf ( "数 字 で す \n" ) : 
else if(c == "2'){ 
printf ( "数 字 で す \n" ) 
else if(c == "3"){ 
printf ( "数 字 で す \m" ) : 
else iE(c == "4'){ 


printf ( "数 字 で す \n" ) : 


削 田 臣 
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else iE(c == "5'){ 
printf ( "数 字 で す \n" ) : 
else iE(c == '6'){ 
printf ( "数 字 で す \n" ) : 
else iE(c == "7'){ 
printf ( "数 字 で す \n" ) : 
else if(c == "8'){ 
printf ( "数 字 で す \n" ) : 
else if(c == '9'){ 


printf ( "数 字 で す \n" ) : 


この よう に 、c は 0 と 同一 か ? 、1 は ?、2 は ?.. の よう に 、1 文字 ずつ 文 を 使っ て 
判定 を し な けれ ば な り ま せん 。 文字 コー ド に つい て 理解 され て いる 方 は 、 次 の よう に 
書け る か も し れ ま せん が 、 ど ちら に せよ 冗長 な 記述 に な っ て し まい ます 。 


if(c >='0' gg c <= "9"){ 
printf ( "数 字 で す \n" ) : 


プロ グラ ム を 記述 する 量 が 増え る の は 、 キ ー ボ ー ド を 打つ の も 大 変 で すし 、 バ グ が 
潜む 可能 性 が 増加 し ます 。C 言 語 に は 便利 な ライ プラ リ 関 数 が 数 多く 用 意 さ きれ て いま 
す の で 、 内 容 を 理解 し た うえ で 積極 的 に 利用 し て いき まし ょ う 。 


Qu 入力 文字 種 を 変換 する プロ グラ ム 


ここ で 、 キ ー ボ ー ド か ら 文 字 を 入力 し 、 文 字 変 換 関数 を 使っ て 変換 し て み ま し ょ う 。 
キー ボー ド 入 力 の 取得 に getchar 関数 、 文字 の 変換 に to 一 関数 を 使い ます 。 





一 文字 入力 関数 
臣 3 文字 入力 関数 
sy : 
キー ボー ド 
プロ グラ ム 


getchar 関 数 キー ボー ド よ り 1 文 字 入力 。 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 さ れ た 文字 を 受け 取る 。 
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園 文字 種 変換 関数 


監 う 文字 種 変換 関数 


②*ー ァ 9 
②"= ァ @ 


tolower 関数 b 英 大 文字 を 英 小文字 に 変換 する 。 
toupper 関数 英 小文字 を 英 大 文字 に 変換 する 。 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、 キ ー ボ ー ド か ら 読 み 込ん だ 文字 が 英 小文字 な ら 英 大 文 
字 に 変換 、 英 小文字 な ら 英 大 文字 に 変換 し て 画面 に 表示 し ます 。 


候 う 文字 種 変換 プロ グラ ム (charconv.c) 


#inc1ude <stdio .h> 





#include <ctype .h> ー- ーー = ① 
int main(void) 
{ 


Char C: 


printf ( "文字 を 入力 し て 下さ い >") : 











c=getchar ( ) : 一 ⑧ 
if(is1ower (c) !=0) { ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 3 
C=toupper (C) : ーー ニー ーー -③ 


printf ( "も C" , で ) : 
} 
else if(isupper (c) !=0) { コ 5 





で =tol1ower (Cc) : 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 
printf ( " 移 C" , で ) : 

} 

elset 
printf ( "英字 で は あり ませ ん 。" ) : 


に 


return 0: 
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葉 3 プロ グラ ム の 説明 

①ctype.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 islower, isupper, toupper, tolower を 使う た め に 必 
要 で す 。 

②getchar 関数 で 、 キ ー ボ ー ド か ら 文 字 を 入力 し ます 。 

(③islower 関数 で 、 英 小文字 か どう か を 判断 し ます 。islower 関数 は 、 引 数 と し て 与え られ た 文字 が 
英 小文字 の 場合 は 、 戻 り 値 と し て 0 以外 を 返却 し ます 。 

(④oupper 関 数 で 、 英 小文字 か ら 英 大 文字 に 変換 し ます 。 

⑤isupper 関数 で 、 英 大 文字 か どう か を 判断 し て いま す 。isupper 関 数 は 、 引 数 と し て 与え られ た 文 
字 が 英 大 文字 の 場合 は 、 戻 り 値 と し て 0 以外 を 返却 し ます 。 

⑥olower 関数 で 、 英 大 文字 か ら 英 小文字 に 変換 し ます 。 


それ で は 、 プ ログ ラム を 実行 し た 結果 を 見 て み ま し ょ う 。 英 小文字 を 入力 する と 英 
大 文字 に 変換 され ます 。 


監 う 実行 結果 ①(charconv.exe) 


文字 を 入力 し て 下さ い >a 一 一 キー ボー ド か ら a を 入力 
A 





次 に 、 英 小文字 を 入力 し て み ま す 。 今度 は 、 英 大 文字 に 変換 され まし た 。 


臣 う 実行 結果 ② 


文字 を 入力 し て 下さ い >A キー ボー ド か ら ぇ を 入力 
a 





3 
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Section 


1E- I 中 文字 列 を 操作 し て みる (1) 


文字 列 に つい て は 、char 型 の 配列 で 少し 触れ まし た が 、 こ の セク ショ ン で は 文字 列 操作 を 始 
め る に あたっ て 、 改 め て お さら いし て お きま し ょ う 。 


この セク ショ ン の ポイ ント >>> 革 。 
訓 文字 列 と は 、 文 字 (char) 型 の 配列 で あり 、 そ の うち 最後 に ヌル 文字 が 入っ て いる も の を いう 。 
回 C 言 語 で は 、 文 字 列 と し て 扱う 場合 に は 、 文 字 列 の 終端 を 示す も る の と し て ヌル 文字 が 必要 で ある 。 


回 ヌル 文字 の キャ ラク タコ ー ド は Ox00 で あり 、 文 字 列 の 内 容 を 16 進数 で 表示 させ る と この と お り に 
表示 され る 。 


| 文字 列 の 考え 方 


文字 列 に つい て は 、Chapter 8「 配 列 と ポイ ンタ 」(Pp.191) で 解説 し まし た が 、 文 字 
列 を 操作 する ライ ブラ リ 関 数 を 使う 前 に 復習 し て お きま す 。 文字 列 と は 、 文 字 型 char 
の 配列 で 、 最 後に ヌル 文字 (\0) が 入っ て いる も の で す 。 





char str[16]="ABC" : 


ABCY0( ヌ ル 文 字 )? 2 2 2 2 92929? 9? 9 


ト 記 の よう に 、 文 字 列 の 終端 に は 必ず ヌル 文字 が 入り ます 。 


「 文 字 列 型 ] と いう デー タ 型 が ある わけ で は な く 、 文 字 型 変数 の 配列 で ある と いう こと に 気 を 


付け まし ょ う 。 





サン プル プロ グラ ム か ら 、 文 字 列 の 終端 に は ヌル 文字 が 入っ て いる と いう こと を 理 
解 し まし ょ う 。 次 の サン プル プロ グラ ム は 、 文 字 配列 の 内 容 を 1 文字 ずつ 、fputc 関数 
を 使っ て 画面 に 出力 し ます 。 文字 配列 に は 「ABC」 と いう 文字 列 が 入っ て いま す 。 文字 
列 の 終端 に は ヌル 文字 が 入っ て いる の で 、for 文 の 繰り 返し の 条件 文 は 、「 ヌ ル 文 字 以 
外 の と き 」 と し て いま す 。 


骨 田 中 
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3 文字 列 の 内 容 を 1 文字 ずつ 表示 する 例 (string-1.c) 


#1nc1ude <stdio.h> 
1nt main(void) 
{ 
char Str[]="ABC" : 
int i: 
/* ヌル 文字 が くる まで 繰り 返す */ 


for (1=0 : Str [1] !="\ ま 0「: ュ ォ +) ( 


fputc (str [1] , stdout) : 


return 0: 


臣 う 実行 結果 (sring-1.xe) 
ABC 


較 ヌル 文字 と 文字 列 長 


char str[8]: 


この よう に 宣言 し た 場合 は 、8 文字 分 の 領域 を 確保 し た よう に 思い が ち で す が 、 最 後 
の 1 文字 は ヌル 文字 の た め に 使用 し ます の で 、 文字 を 入れ る た め に 使え る の は 8 一 1 の 
7 文字 分 と いう こと に な り ま す 。 


ABCDEFGY0 


ここ で 、 プ ログ ラム の 中 か ら 文 字 列 の 中 身 を 詳細 に 参照 し て み ま し ょ う 。 次 の サン プ 
ルプ ログ ラム は 、 文 字 列 の 内 容 を 1 文字 ずつ 、16 進数 の 文字 コー ド で 表示 し て いま す 。 





罰 文字 コー ド に つい て は 、Appendix D「ASCII 文字 コー ド 表 ](P p.377) を ご 覧 下さ い 。 





に っ 


監 3 文字 列 の 内 容 を 文字 コー ド で 表示 する 例 (string-2.c) 


#include <stdio.h> 





int main (void) 
{ 
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Char str[]="ABCDEFG" : 


int i: 


for (1i=0:1<sizeof (st と ) : ュ ++) { 
printf (" [も 02X] ( き c)\m" , Str[ ュ 1] , Str[i] ) : 
} 


return 0: 


監 う 実行 結果 (string-2.exe) 
[41] ( ぬ ) 
[42] (B) 
[43] (C) 
[44] (D) 
[45] (E) 
[46] (F) 
[47] (@) 
[00]( ) 


ヌル 文字 は 文字 コー ド 00 が 割り 振ら れ て いま す の で 、 最 後に 00 が 表示 され て いま 
す 。 ま た 、 ヌ ル 文 字 自 体 は 空白 の よう に 表示 され ます が 、 実 際 に は キャ ラク タコ ー ド 
0x00 の 文字 が 表示 され て いる 点 に 注意 し て 下さ い 。 


| 文字 列 操作 関数 と ヌル 文字 ('\0') の 関連 


これ か ら 説 明 す る 文字 列 操作 関数 は 、 文 字 の 終端 を ヌル 文字 に よっ て 判別 し ます 。 文 
字 列 操作 関数 か ら 文字 列 を 扱う と き に は 、 そ の 文字 列 の 終端 に スル 文字 を 入れ る よう 
に し な けれ ば な り ま せん 。 


| 文字 列 の ボイン タ と は ? 


文字 列 操作 を する ライ ブラ リ 関 数 で は 、 文 字 列 の ポイ ンタ と 呼ば れる も の を 使い ま 
す 。 文字 列 の ポイ ンタ と は 、 文 字 列 の アド レス を 保存 する ポイ ンタ で 、 表 記 方 法 は 文 
字 型 の ポイ ンタ (char *) と な り ま す 。 


骨 田 窟 


Char *8t エ : 


ここ で 、 文 字 列 を 宣言 し 、 初 期 化 する 例 を 見 て み ま し ょ う 。 上 の 行 の str1 が 配列 と 
し て 初期 化す る 方 法 で す 。 配 列 と 同時 に 初期 化 を する 時 に は 、] の 中 の 配列 の 大 きき さ を 
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省略 する こと が で きる と いう こと は 、Chapter 8「 配 列 と ポイ ンタ (yp.191) で 学習 し 
ま 4U27Es 
下 の 行 の str2 が ポイ ンタ 変数 と し て 初期 化す る 方 法 で す 。 


char str1 [] ="MOJT" : 
Cgar *Str2="MOJT" : 


配列 で 文字 列 を 宣言 する の と 、 ポ ボイン タ 変 数 し て 文字 列 を 宜 言 す る の で は 、prin 関 
数 で 出力 する と 同じ 結果 に な り ま す が 、 メ モリ 上 の 配置 は まっ た く 異 な っ て いま す 。 


臣 う 文字 列 の 配列 宣言 と ポイ ンタ 宣言 (string-3.c) 


#inmclude <stdio .h> 


int main(Void) 

{ 
char str1 [] ="MOJT" : 
char *str2="MOJT" : 


printF ( "配列 で 文字 列 を 初期 化す る : s\n" , str1 ) 
printf ( "文字 列 ポイ ンタ で 初期 化す る : $s\n" , str2) : 


return 0: 


配 3 実行 結果 (string-3.xe) 


配列 で 文字 列 を 初期 化す る : MOJ エ 
文字 列 ポイ ンタ で 初期 化す る :MOJ エ 


str1 は 配列 で 定義 きれ て いま す の で 、 以 下 の よ うに な り ま す ( ア ドレ ス は 仮 で す )。 


コ st 

アド レス 内 容 アク セス 方 法 

10000 M str1[O] 

10001 o str1] 

10002 J str1[2] 「 
10003 1 str1[31] 当 
10004 YO str1[4] 者 





str2 の 方 は ポイ ンタ で の 宣言 に な り ま す の で 、 以 下 の よ うに な り ま す ( ア ドレ ス は 仮 
で す )。 
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区 3str2 
遇 シコ コン レシ < 内 容 アク セス 方 法 
10000 20000( ア ドレ ス ) str2 





区 3 str2 の 指す 、 と こ か に 確保 され た 文字 列 


アド レス 内容 アク セス 方 法 
20000 M *(sW2+0) 

トド 20001 o *(st2+1) 
20002 J *(sU2+2) 
20009 | *(sW2+3) 

上 20004 YO *(str2+4) 





li) | 文字 列 の コピ ー に つい て 


文字 列 の コビー を 行う 際 に 注意 し な けれ ば な ら な い の が 、 文 字 列 は char 型 の 配列 、 
中 また は char 型 の ポイ ンタ で ある と いう こと で す 。 つ まり 、 以 下 の よ うな こと は で きま 
せん 。 


MT char str1[256] : 
Str1="MOJT" : で き な い 





次 の 記述 は 可能 で す が 、 こ の 書き 方 で は 、 あ くま で "MOJI" と し て 宣言 きれ た 文字 列 
定数 の ポイ ンタ を str2 に 代入 し た だ け で す の で 、4 文 字 キ ヌル 文字 以上 の 文字 列 操作 を 
行う こと は で きま せん 。 


char *str2: 
Str2="MOJT" : この 記述 は 問題 な い 











Strcat (str2 , "XXXXXX" ) : デー で き な い 





文字 列 の コピー に は 、 次 の セク ショ ン 12-05「 文 字 列 を 操作 し て みる (2) [str*** 系 関数 ]」 で 紹介 
する strcpy 関数 を 利用 し ます 。 





革 田 臣 
目 
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[str*** 系 関数 ] 


Section 


1E- I ロ 文字 列 を 操作 し て みる (2) 


C 言語 に は 、 ラ イブ ラリ 関数 と し て 文字 列 を 操作 する 関数 が た くさ ん 用 意 さ れ て いま す 。 こ 
れ ら を 使い こなせ れ ば 、 文 字 列 の 扱い が 非常 に 楽に な り ま す 。 こ の セク ショ ン で は 、 そ の う 
ち 代 表 的 な も の を 取り 上 け ま す 。 
この セク ショ ン の ボイン ト >>> 
斑 文 字 列 操作 ライ ブラ リ 関 数 を 使う と 、 文 字 列 に 対す る 操作 の ほとん ど を 行う こと が で きる 。 
回 文字 列 操作 ライ ブラ リ 関 数 を 使う に は 、 ヘ ッ ダ ファ イル string.h が 必要 で ある 。 
目 strlen 関数 は 、 文 字 列 の 長 さ を 求め る 。 
右 strcpy 関数 は 、 文 字 列 の コビー を 行う 。 
国 strcmp 関数 は 、 文 字 列 の 比較 を 行う 。 
回 strcat 関 数 は 、 文 字 列 の 連結 を 行う 。 


strchr 関数 は 、 文 字 列 か ら 指定 文字 の 検索 を 行う 。 
目 strstr 関数 は 、 文 字 列 か ら 指定 文字 列 の 検索 を 行う 。 


Qu 文字 列 操作 関数 を 使う 


ここ で は 文字 列 操作 ライ ブラ リ 関 数 の うち 、 文 字 列 長 の 操作 、 コ ピー、 検 索 な どの 
代表 的 な も の の 使用 例 を 紹介 し ます 。 








回 - 文字 列 操作 を 行う 関数 は 、 関 数 名 が str 一 で 始ま り ます 。 文字 列 操作 ライ ブラ リ 関 数 を 使う に | 
| は 、 ヘ ッ ダ ファ イル string.h を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 


Qu 文字 列 操作 関数 


に ュ ユ オア 【 つ 1 文字 列 長調 査 


思う 書式 


| 革 str1en (const char *S) 





剖 
E:] 
] 
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山田 中 
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想う 説明 
strlen 関数 を 使う と 、 文 字 列 の 長 さ を 求め る こと が で きま す 。 文字 列 の 長 さと は 、 文 字 配 列 の 先頭 
か ら ヌ ル 文 字 (Y0') が 見 つか る まで の 文字 数 で す 。 結果 は 戻り 値 と し て 返さ れ ま す 。 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、strlen 関数 を 使っ て 、 文 字 配 列 str の 長き を 調 べ て い 
ます 。 


臣 strlen 関数 の 例 (strlen-1.c) 


#include <stdio.h> 





#inc1ude <string .h> ⑪ 


1nt main(vo1d) 
{ 
int 1en: 
char str[]="abc": 


eg も ESECBEE) テ ーー ニニ ーー ニー ニー ニー デーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー キー ニー 
printf ( "文字 列 s の 長 さ は $d で す 。\n" , str, 1en) : 


return 0: 


区 実行 結果 (strlen-1.6xe) 
文字 列 abc の 長 さ は 3 です 。 


監 3 プロ グラ ム の 説明 
①string.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 strlen を 使う た め に 必要 で す 。 
② ラ イブ ラリ 関数 の strlen を 呼び 出し 、 文 字 列 の 長 さ を 調べ ます 。 


gtropY 文字 列 の コピ ー 


四 う 理 


char *strcpy (char *s7,cConst char *S2) : | 














区 3 説明 
strcpy 関数 は 、 文 字 列 の コピ ー を 行い ます 。 コ ピー 先 の 文字 列 は s1、 コ ピー 元 の 文字 列 は s2 で す 。 
コピ ビー 先 の 文字 列 へ の ポイ ンタ が 、 戻 り 値 と し て 返さ れ ま す 。 
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次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 ラ イブ ラリ 関数 strcpy を 使っ て 、 文 字 列 の コピ ー を 
確認 し て いま す 。 文字 配列 と し て 宣言 し た str1 に 文字 列 定数 'abc'" を コピ ー し て いま す 。 


臣 3 strcpy 関数 の 例 (strcpy-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 





#1include <string .h> U 


1nt main(void) 


{ 





char str1 [256] : ー ー ー ⑱ 





strcpy (str1, "abc" ) : 一 一 一 一 ーー ー $ 
printf ("文字 列 str1 の 内 容 は *s で す 。", str1) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (strcpy-1.xe) 
文字 列 str1 の 内 容 は abc で す 。 


想う プロ グラ ム の 説明 

①string.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 strcpy を 使う た め に 必要 で す 。 
(②)strcpy 関数 で 文字 列 を コピ ー す る 先 の 変数 と し て 、 文 字 配 列 str1 を 宣言 し ます 。 

③ ラ イブ ラリ 関数 の strcpy を 呼び 出し 、 文 字 列 定数 'abc" を 文字 配列 str1 に コピ ー し ます 。 


ヒエ Cmp 文字 列 の 比較 


皿 う 構文 


int strcmp(const char *s7,const char *82) : 


区 3 説明 
strcmp 関数 は 、 文 字 列 が 完全 に 一 致し て いる か を 調べ ます 。 結果 は 戻り 値 と し て 返さ れ 、 一 致し て 
いる 場合 は 0 を 、 一 致し て いな い 場 合 は 2 つの 文字 列 の 大 小関 係 を 表す 数 値 を 正負 で 返し ます 。 





監 3 strcmp の 返す 値 
4 3 戻り 値 
str1 > str2 正 
str1 = str2 0 
str1 < str2 負 


に 3 
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弁 国 完 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 ラ イプ ラリ 関数 strcmp を 使っ て 、str1 と str2 に 入っ 
て いる 文字 列 の 内 容 を 比較 し て いま す 。str1 は 英 小文字 の "abc"、str2 は 英 大 文字 の 
"ABC" で す の で 、strcmp 関数 の 戻り 値 は 0 以外 と な り ま す 。 


監 3 strcmp 関数 の 例 ①(strcmp-1.c) 


#include <stdio.h> 


#include <string.h> ①⑪ 





1nt main (Void) 

【 
char str1[]="abc" : 
char str2[]="ABC": 





if (strcmp (str1 , str2 ) ==0 ) ( コ ② 
printf ("文字 列 比較 $s と を も s は 一 致し て いま す 。\n" , Str1 , Str2.) : 
}else{ 


printf ("文字 列 比較 s と も Ss は 一 致し て いま せん 。\n" , Sr1 , str2.) : 


return 0: 


う 実行 結果 (strcemp-1.xe) 
文字 列 比 較 abc と ABC は 一 致し て いま せん 。 


監 3 プロ グラ ム の 説明 
①stringo.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 strcmp を 使う た め に 必要 で す 。 
②strcmp 関数 を 使っ て 、 文 字 配 列 の 内 容 が 一 致し て いる か を 調べ ます 。 


次 の サン プル プロ グラ ム で も 、 ラ イブ ラリ 関数 strcmp を 使っ て 、 文 字 列 の 内 容 を 比 
較 し て いま す 。 今度 の プロ グラ ム で は 、 文 字 配列 str1 と 文字 列 定 数 の 内 容 が "abc" で 同 
一 で す の で 、strcmp 関数 は 戻り 値 0 を 返し ます 。 


想 3 strcmp 関数 の 例 ②(strcmp-2.c) 


#include <stdio.h> 


#inc1ude <string .h> ① 





int main (vo1d) 
{ 
char str1[]="abc" : 
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ュ f (strcmp (str1 , "abc" ) ==0) { ここ と 5 
printf ( "文字 列 比較 を s と *s は 一 致し て いま す 。 \n" , str1 , "abC" ) : 

})elset 
printf ("文字 列 比較 を s と も s は 一 致し て いま せん 。\n" , str1 , "abC" ) : 


return 0: 


監 実行 結果 (strcemp-2.xe) 
文字 列 比 較 abc と abc は 一 致し て いま す 。 


想う プロ グラ ム の 説明 
①string.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 strcmp を 使う た め に 必要 で す 。 
②strcmp 関数 を 使っ て 、 文 字 配列 の 内 容 が 一 致し て いる か を 調べ ます 。 


ヒエ で a セ 文字 列 の 連結 


葉書 


char *strcat(char *s7,const char *S2) : | 


想う 説明 

strcat 関 数 は 、2 つの 文字 列 を 繋ぎ 合わ せま す ( 連 結 )。 実際 に は 、 連 結 先 の 文字 列 ($1) の ヌル 文字 以 
降 に 、 連 結 元 の 文字 列 (S2) が コピ ー さ れ ま す 。 よ っ て 連結 先 の 文字 列 に は 、 連 結 元 の 文字 列 を 足し 
て も 大 丈夫 な よう に 、 十 分 な 領域 が 確保 され て いな く て は な り ま せん 。 

連結 先 文字 列 へ の ポイ ンタ が 、 戻 り 値 と し て 返さ れ ま す 。 








監 う strcat 関数 の 例 (strcat-1.c) 


#1nc1ude <sEdio.h> 





#inc1ude <string .h> - ① 


int main (vod) 
{ 
char str1 [256] : 








問 
刀 
に ] 
Strcpy (str1 , "abc" ) : @ 
printf ( "文字 列 str1 は も s で す 。\n" , str1) : 
stroat (str1 , "deF" ) : ③ 


printf ( "文字 列 str1 は も S で す 。\m",Str1) : 
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strcat (str1 , "gh " ) : 0 
printf ("文字 列 str1 は $Ss で す 。 mn" , Str1) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (strca-1.exe) 


文字 列 str1 は abc で す 。 
文字 列 str1 は abcdeE で す 。 
文字 別 str1 は abcdefghi で す 。 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

(①⑪stringh を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 strcmp, strcpy を 使う た め に 必要 で す 。 

②strcpy 関数 を 使っ て 、 文 字 配列 str1 に 文字 定数 'abC' を コピ ー し ます 。 こ の 時 点 で 、str1 に は 終端 
文字 (ヌル 文字 ) が 付加 され ます 。 

③strcat 関数 を 使っ て 、 文 字 配列 str1 に 文字 定数 'def' を 連結 し ます 。 str1 に は "abc" が 入っ て いま し た 
の で 、 連 結 す る と "abcdef と な り ま す 。 

(④strcat 関数 を 使っ て 、 文 字 配 列 str1 に 文字 定数 'hi" を 連結 し ます 。str1 に は "abcdef が 入っ て いま 
し た の で 、 連 結 す る と "abcdefghi' と な り ま す 。 


想う 理 式 


| char *strchr(const char *S,int で C): 











臣 う 説明 
strchr 関 数 は 、 文 字 列 ($) の 先頭 か ら 文字 (c) を 検索 し ます 。 検 索 結果 は 発見 し た 文字 へ の ポイ ンタ 
と し て 返さ れ ま す 。 文字 が 見 つか ら な か っ た と き は NULL が 返さ れ ます 。 


次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 ラ イブ ラリ 関数 strchr を 使っ て 、 文 字 列 の 中 に 指定 
の 文字 C が 存在 する か を 検索 し て いま す 。 


監 3 strchr 関数 の 例 (strchr-1.c) 


#inc1ude <stdio.h> 





#include <string.h> ーーーー 一 1 


int main (void) 


{ 





char str1 [] ="ABCDEFGHT" : @ 
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Char *resSu1 : 3 
resu1t=sErchr (str1 , 'C') : ー ーー ニー ニー 
3f (resu1t ! =NULL) { 一 に ーー ー ー 5 





printf ( "文字 C が 見 つか り ま し た 。 \ ま nm" ) : 
printf ( "先頭 位置 は も s で す 。 \n" , resu1 て ) : 


return 0: 


区 実行 結果 (strchr-1.xe) 


文字 C が 見 つか り ま し た 。 
先頭 位置 は CDEFGHT で す 。 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

①string.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 strchr を 使う た め に 必要 で す 。 

② 検 索 対象 文字 列 を 宣言 し ます 。 

③char 型 の ポイ ンタ 変数 result を 宣言 し ます 。strchr 関数 の 戻り 値 の 判定 に 使い ます 。 
《④ ラ イブ ラリ 関数 strchr を 使っ て 、 文 字 列 str1 に 文字 'C' が 存在 する か を 検索 し ます 。 

⑤)strchr 関数 の 戻り 値 が NULL( 見 つか ら な い ) 以 外 か を 文 を 使っ て 判定 し て いま す 。 


ビュ よ ッ ュ オ ッ 文字 列 検索 


臣 3 書式 


char *strStr(Const char *57,const char *S2) : 


想う 説明 

strstr 関 数 は 、 文 字 列 内 で 一 致す る 文字 列 を 調べ ます 。 検索 され る 文字 列 が s1、 検 索 する 文字 列 が 
s2 で す 。 検索 結果 は 、 発 見 し た 文字 列 の 先頭 ボイン タ と し て 返さ れ ます 。 一 致し た 文字 列 が 見 つか 
ら な か っ た と き は 、NULL が 返さ れ ます 。 





次 の サン プル プロ グラ ム で は 、 ラ イブ ラリ 関数 strstr を 使っ て 、 文 字 列 の 中 に 指定 
の 文字 列 'CDE" が 存在 する か を 検索 し て いま す 。 


3 


3 strstr 関数 の 例 (strstr-1.c) 


#include <sEdio.h> 





#1nc1ude <string .h> い ) 
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1nt main (vo1d) 


{ 





char sEr1 [] ="ABCDEFGHT" : 





Char *resSu1z 


resu] 上 =strstr ( str1 , "CDE" ) : 

if (resu1t ! =NULL ) { 
printf ("文字 別 CDE が 見 つか り ま し た 。 \n" ) : 
printf ( "先頭 位置 は も 5 で す 。\n" , resu1) : 


return 0: 


臣 3 実行 結果 (strstr-1.6xe) 


文字 別 CDE が 見 つか り ま し た 。 
先頭 位置 は CDEFGHT で す 。 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

①string.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 strstr を 使う た め に 必要 で す 。 

(② 検 索 対象 文字 列 を 宣言 し ます 。 

③char 型 の ポイ ンタ 変数 result を 宣言 し ます 。strstr 関数 の 戻り 値 の 判定 に 使い ます 。 
④ ラ イブ ラリ 関数 strchr を 使っ て 、 文 字 列 str1 に 文字 列 'CDE' が 存在 する か を 検索 し ます 。 
⑤ strstr 関数 の 戻り 値 が NULL( 見 つか ら な い ) 以外 か を 文 を 使っ て 判定 し て いま す 。 


骨 田 中 
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[sprintf 関数 ] 


Section 


18 上 [ 1 7 


書式 付き 出力 関数 の sprintf 関数 を 応用 する こと で 、 楽 に 文字 列 編集 を する こと で きま す 。 


sprintf 関数 は 、 本 来 文字 列 編集 の た め の 関 数 で は な いで す が 、 こ の セク ショ ン で は 便利 な 使 
い 方 の 例 と し て 簡単 に 紹介 し ます 。 


この セク ショ ン の ボイン ト > 攻 
頭 sprintf 関数 は 、 結 果 を 文字 列 に 出力 する 。 


丹 sprintf 関数 を 使え ば 、 文 字 列 の 編集 や フォ ー マ ッ ト の 変換 を 簡単 に ひる こと が で きる 。 
回 Sprintf 関数 は 、 文 字 列 以 外 の 型 を 書式 変換 する こと が で きる 。 


| 書式 付き 出力 を 使っ た 文字 列 の コピ ー と 連結 


sprintf 関数 は 、printf 関数 と 似 て いま す が 、 結 果 を 標準 出力 で は な く 文 字 列 に 出力 
し ます 。 結 果 を 文字 列 に 出力 し ます の で 、 使 い 方 を 工夫 すれ ば 、 文 字 列 の 編集 や フォ ー 
マッ ト 変 換 を 楽に する こと が で きま す 。 例 えば 、2 つ の 文字 列 を 連結 し て 、 他 の 文字 列 
に 結果 を コピ ー す る プロ グラ ム を 作る と し ます 。 strcat 関数 と strcpy 関数 を 使っ た 場 
合 は 、 次 の よう な プロ グラ ム に な り ま す 。 





臣 3 strcat 関数 十 strcpy 関数 の 例 (format-1.c) 


#include <stdio.h> 





#1nclude <string .h> ー ーーーーーーーーーー- 人 


int main (Void) 

{ 
char str1[]="abc": 
char str2[]="def": 
char str3[256] : 








/* str1 と str2 を 連結 */ に 
Strcpy ( str3 , Str1 ) : - ニ ー の 「] 
Strcat (str3 , Str2 ) : ーー ーー の ーー 、 





printf ( "文字 列 str3 は も s\n" , St エ 3) : 


return 0: 
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証 3 実行 結果 (format-1.exe) 
文字 列 str3 は abcdeE 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

(①string.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 strcat, strcpy を 使う た め に 必要 で す 。 

(②strcpy 関数 を 使っ て 、 文 字 配列 str3 に str1 の 内 容 を コピ ー し ます 。 こ の 時 点 で 、str3 に は 、'"abc' 
が 入り ます 。 

(3③strcat 関数 を 使っ て 、 文 字 配列 str3 に str2 の 内 容 を 連結 し ます 。str3 に は "abc'、str2 に は "def' が 
入っ て いま す の で 、 結 果 と し て は 、str3 に は 、"abcdef が 入り ます 。 


同様 の プロ グラ ム を 、sprintf 関数 を 使っ て 記述 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 strcpy 
関数 と strcat 関数 を 使っ た 例 と 比較 する と 、 処 理 する 文 も 1 行 で 済み ます し 、 見 た 目 か 
ら も 2 つの 文字 列 を つなげ て いる イメ ー ジ が わか りや すい の で は な いか と 思い ます 。 


臣 3 sprintf 関数 の 例 (format-2.c) 


#1nclude <sEdio.h> 





#1inc1ude <string .h> 1 


int main (void) 

{ 
char str1[]="abc": 
char str2[]="def": 
char str3[256]: 


/* str1 と str2 を 連結 */ 
Sprintf (str3, "も Ss" , Str1 , str2) : ーー 人 細 
printf ("文字 別 str3 は *s\n" , Str3) : 


return 0: 





臣 3 実行 結果 (format-2.6xe) 
文字 列 str3 は abcdef 


監 3 プロ グラ ム の 説明 
①string.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 sprintf を 使う た め に 必要 で す 。 
(②sprint' 関数 の 書式 変換 機能 を 使っ て 、str1, str2 を フォ ー マ ッ ト し 、str3 に 結果 を 入れ ます 。 
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Qu 書式 付き 出力 を 使っ た 文字 列 と 数 値 の 連結 


sprint 関数 を 使う こと で 最も 強力 な の は 、 文 字 列 以外 の 型 に つい て 書式 変換 が で き 
る と いう こと で す 。 文 字 列 と 数 値 を 連結 きせ た い 場 合 は 、 作 業 用 の 文字 列 を 用 意 し 、 数 
値 を 作業 用 文字 列 に 変換 後 、 改 め て 文字 列 と 連結 と いっ た 過程 に な り ま す 。 こ れ を 、 
sprintf 関 数 を 使う こと で 、 単 純 に 書く こと が 可能 と な り ま す 。 


想う 文字 列 と 数 値 の 連結 (format-3.c) 


#inc1ude <stdio.h> 





#inc1ude <string .h> に ーー ここ ーー 計 . 


int main(Void) 

{ 
char str1[]="abc": 
char str2[256]: 


int n1: 


n1=123: 





Sprintf (str2 , "も d*s" ,n1 , str1 ) : @ 
printf ( "文字 列 str2 は も s\n",Str2) : 


return 0: 


監 う 実行 結果 (format-3.exe) 
文字 列 str2 は 123abc 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

①string.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 sprintf を 使う た め に 必要 で す 。 

(②sprintf 関数 の 書式 変換 機能 を 使っ て 、n1, str1 を フォ ー マ ッ ト し 、str3 に 結果 を 入れ ます 。 sprintf 
で 数 値 を 書式 変換 する の は 、%d を 使い ます 。 





困 -] sprintf 関数 の 書式 変換 機能 に つい て は 、 AppendixE の 「 書 式 変換 関数 ]( p.379) を 参照 し て 下さ い 。 | 








= 休み ら 文字 列 へ の 妥 換 


文字 列 か ら 数 値 へ の 変換 は 、atoi 関 数 を 使い ます が 、 数 値 か ら 文字 列 に 変換 を する 関数 は 、 
ANSI C に は 存在 し ませ ん 。 一 般 的 に 代替 手段 と し て sprintf 関数 を 利用 し ます 。 


EE コ 3 
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ii 


Ir 


この セク ショ ン で は 、 数 学 の 計算 処理 を 行う ライ ブラ リ 関 数 に つい て 学習 し ます 。 三 角 関 数 
や 平方 根 の 計算 を 通し て 、 数 学 ラ イブ ラリ 関数 の 使い 方 を 覚え まし ょ う 。. 


この セク ショ ン の ボイン ト > 


頭数 学 ラ イブ ラリ 関数 を 使う に は 、 ヘ ッ ダ ファ イル math.h を イン クル ー ド する 必要 が ある 。 
回 三角 関数 の 計算 に は 、sin,cos,tan と いっ た 数 学 ライ ブラ リ 関 数 を 用 いる 。 
回 数 学 ラ イブ ラリ 関数 を 使え ば 平方 根 の 計算 、 絶 対 値 の 取得 を する こと が で きる 。 


M 数 学 関数 を 使う 


数 学 関数 を 使う に は 、 ヘ ッ ダ ファ イル mathh を イン クル ー ド する 必要 が あり ます 。 





#1include <math.h> 


ここ で は 、 代 表 的 な 数 学 関数 と その 使用 例 を 紹介 し ます 。 


較 三 角 関数 の 計算 (sin・cos・tan) 


81n 正弦 値 の 計算 


皿 う 理 式 


| double sin(double 9) : 








想う 説明 
sin 値 (サイ ン 、 正 弦 値 ) を 求め ます 。 


骨 田 忠 


で og AII の 月 


四 う 書式 


| double cos(double ): 
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想う 説明 
cos 値 ( コ サイ ン 、 余 弦 値 ) を 求め ます 。 


も an 正 接 値 の 計算 


四 3 書 


double tan(double 9): | 


想う 説明 
tan 値 (タン ジェ ント 、 正 接 値 ) を 求め ます 。 














sin, c0S, tan 関数 を 使う 際 に 引数 と し て 渡す 値 は 、 ラ ジア ン 値 で す 。 ラ ジア ン 値 と は 、360 度 を 
2 ァ と する 角度 の 単位 で す 。 


皿 3 10 度 の ラジ アン 値 
10*(2*3.14/360) 





次 の サン プル プロ グラ ム は 、 角 度 0 度 一 180 度 の 間 の sin, cos. tan の 値 を 画面 に 出力 
し て いま す 。 


監 3 数 学 関数 呼び 出し の 例 ①(math-1.c) 


#1nclude <stdio.h> 





#1nc1ude <math.h> 一 っ ュー ーー U 


1nt main (void) 
{ 
doub1e rad: 
doub1e d: 


dE 3) 


for (=0: <180 : ュ ++) { 

















rad = (3.14/180.0)*i: SS ーー 全 

d=cos (rad) : 一 = ココ Bo 8 
printf ( "も d 度 の cos 値 : も gd ",1,d) : 

d=sin (rad) 「 ツー デュ キン っ で こと で $ 部 
printf ("$d 度 の sin 値 :*g ",1,d) : に 
d=tan (rad) : ここ ここ -⑤ 

printf ( "%d 度 の tan 値 : も g\n" ,1,d) 

) ME 
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return 0: 


監 う 実行 結果 (math-1.exe) 
0 度 の cos 値 :1 0 度 の sin 値 :0 0 度 の tan 値 :0 
1 度 の cos 値 : 0 .999848 1 度 の sin 値 :0.0174436 1 度 の tan 値 :0.0174462 
2 度 の cos 値 :0 .999391 2 度 の sin 値 :0.0348818 2 度 の tan 値 :0.0349031 
3 度 の cos 値 : 0 .998631 3 度 の sin 値 :0.0523094 3 度 の tan 値 :0.0523812 
( 牙 ) 
177 度 の cos 値 :-0 .998546 177 度 の sin 値 :0.0538999 177 度 の tan 値 :-0.0539783 
178 度 の cos 値 :-0 .999335 178 度 の sin 値 :0.0364735 178 度 の tan 値 :-0.0364977 
179 度 の cos 値 :-0 .999819 179 度 の sin 値 :0 .0190359 179 度 の tan 値 :-0.0190394 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

①mathh を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 cos, sin, tan を 使う た め に 必要 で す 。 
② 角 度 を ラジ アン 値 に 変換 し ます 。 ラ ジア ン 値 は 、「 ァ (3.14)X180* 角度 ] で す 。 
③)cos 関数 を 使っ て 、 余 弦 値 を 求め ます 。 

(④sin 関数 を 使っ て 、 正 弦 値 を 求め ます 。 

⑤tan 関数 を 使っ て 、 正 接 値 を 求め ます 。 


画 絶対 値 の 計算 (fabs) 
皿 う 書式 





| double fabs (double dj) : | 





説明 
d の 浮動 小数 点 値 の 絶対 値 を 求め ます 。 


次 の サン プル プロ グラ ム は 、-10 一 0 一 10 の 間 の 数 値 の 絶対 値 を 求め て 画面 に 表示 し 
て いま す 。 


3 数 学 関数 呼び 出し の 例 ②(math-2.c) 


#inc1ude <stdio .h> 





骨 還 穴 


#inc1ude <math.h> と ーーー 1 
int main (void) 


( 


int i: 
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doubl1e d: 


for (1=-10: ュ <=10: i++) ( 
d=fabs ( (doub1e) 1 ) : @ 
printf ( "の 絶対 価 は 、*g で す 。 \n" , 1,d) : 





return 0: 


臣 3 実行 結果 (math-2.exe) 


-1.0 の 絶対 値 は 、10 で す 。 
-9 の 絶対 値 は 、9 で す 。 
-8 の 絶対 値 は 、8 で す 。 
-7 の 絶対 仁 は 、7 で す 。 
ー-6 の 絶対 値 は 、6 で す 。 
-5 の 絶対 値 は 、5 で す 。 
-4 の 絶対 箱 は 、4 で す 。 
-3 の 絶対 値 は 、3 で す 。 
-2 の 絶対 値 は 、2 で す 。 
-1 の 絶対 値 は 、1 で す 。 
0 の 絶対 値 は 、0 で す 。 
1 の 絶対 値 は 、1 で す 。 
2 の 絶対 値 は 、2 で す 。 
3 の 絶対 価 は 、3 で す 。 
4 の 絶対 価 は 、4 で す 。 
5 の 絶対 値 は 、5 で す 。 
6 の 絶対 値 は 、6 で す 。 
7 の 絶対 徒 は 、7 で す 。 
8 の 絶対 徒 は 、8 で す 。 
9 の 絶対 値 は 、9 で す 。 
10 の 絶対 値 は 、10 で す 。 


想う プロ グラ ム の 説明 

(①math.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 fabs を 使う た め に 必要 で す 。 

(② 絶 対人 徒 を 求め る た め に 、 ラ イブ ラリ 関数 fabs を 呼び 出し ます 。 fabs 関数 の 引数 は double 型 で す の 
で 、 ル ー プ カウ ンタ の i を double 型 に キャ スト し て か ら 、 関 数 に 引き 渡し て いま す 。 


に 
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周平 方 根 の 計算 (sqrt) 


思う 理 


| double sqrt(double g): 


思う 説明 
9 の 平方 根 を 求め ます 。 








次 の サン プル プロ グラ ム は 、 ラ イブ ラリ 関数 sqrt を 使っ て 、16 と 256 の 平方 根 を 求 
め ま す 。 ラ イプ ブラ リ 関 数 の 引数 は 、double 型 で す の で 引数 と し て 実数 定数 の 16.0.256.0 
を 指定 し て いま す 。 


皿 3 数 学 関数 呼び 出し の 例 ②(math-3.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


#1nc1ude <math.h> 一 一 ーー 1 





int main (Void) 
{ 
double d: 


d=sqrt(16.0): 

printf ("16 の 平方 根 は q で す 。 \n" , d) : ーー テー ニー ョ @ 
d=sqrt (256.0) : 

print 人 ( *256 の 平方 根 は sg で す 。 \n" , d) : 一 一 ーーーーーーーーー ー 9 








return 0: 


監 う 実行 結果 (math-3.xe) 


16 の 平方 根 は 4 で す 。 
256 の 平方 根 は 16 で す 。 


監 3 プロ グラ ム の 説明 

①math.h を イン クル ー ド し ます 。 ラ イブ ラリ 関数 sqrt を 使う た め に 必要 で す 。 

② 平 方 根 を 求め る た め に 、 ラ イブ ラリ 関数 sqrt を 呼び 出し ます 。 引 数 は 、 実 数 定数 16.0 で す 。 
③ 平 方 根 を 求め る た め に 、 ラ イブ ラリ 関数 sqrt を 呼び 出し ます 。 引 数 は 、 実 数 定数 256.0 で す 。 


出 田 時 


352 は じ め て の C プ ログ ラミ ング 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 








[まとめ と 課題 ] Section 12-08 


[まとめ と 課題] 


Section 





Qu Chapter 12 の まとめ 


1. 
の 


ライ ブラ リ 関 数 を 用 いる と 決め られ た 機能 を 利用 する こと が で きる 。 

関数 に は 引き 数 と 戻り 値 が あり 、 入 力 値 の 受け 渡し と 結果 の 受け 取り を 行う こと 
が で きる 。 

ライ ブラ リ 関 数 を 利用 する た め に は 、 対 応 す る ヘッ ダフ ァイル を イン クル ー ド す 
る 必要 が ある 。 

文字 種 の 判定 に は is 一 関数 、 文 字 変 換 に は to 一 関数 、 キ ー ボ ー ド か ら の 文字 入力 
の 取得 に は getchar 関数 を 使用 する 。 


5. 文字 列 と は 文字 型 char の 配列 で 、 最 後に ヌル 文字 が 入っ て いる も の で ある 。. 


ヌル 文字 と は 、 文 字 列 の 終端 を 意味 する 文字 で ある 。 

文字 列 操作 を 、 ラ イブ ラリ 関数 を 使っ て 行う 場合 は 、str 一 関数 を 利用 する 。str 
関数 を 使う と き に は 、 ヘ ッ ダ ファ イル string.h を イン クル ー ド する 。 

数 学 の 計算 処理 を 行う 関数 に は 、 三 角 関 数 sin, cos, tan、 絶 対 値 fahs、 平 方 根 sqrt 
な ど が ある . 


この 章 で は 、 ラ イブ ラリ 関数 の 使い 方 に つい て 学 応 と と も に 、 プ ログ ラム を 作り 上 


げ る うえ で よく 使う ライ ブラ リ 関 数 を 紹介 し まし た 。 ラ イブ ラリ 関数 を 使い こなす こ 
と が で きれ ば 、 よ り 本 格 的 な プロ グラ ム を 組む こと が で きま す 。 こ の 章 で 、C 言 語 プロ 
グラ ミン グ の 基本 編 は 終了 で す 。 し か し な が ら 、C 言 語 の 世界 は 奥 が 深い の で 、 ま だ ま 
だ 学習 し な けれ ば な ら な いこ と が あり ます 。 本 書か ら 基礎 と な る 知識 を 身 に 着け て い 
た だ き 、 読 者 の 皆様 が さら な る ステ ッ プ アッ プ を し て いく こと を 期待 し て お り ま す 。 


| Chapter 12 の 課題 


還 課 題 ① 一 文字 判定 


入力 され た 文字 が 英 大 文字 、 英 小文字 、 数 字 、 そ れ 以 外 か の 判定 を 行う プロ グラ ム 


を 作り な さい 。 判 定 に は is 一 関数 を 用 いる こと 。 





1 
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剛 文字 入力 に は getchar 関数 を 使い ます 。 ] 


還 課 題 ② 一 移動 距離 の 算出 
距離 10、 角 度 60 度 で 斜め に 移動 し た 際 の 、x 方 向 、y 方 向 の 移動 距離 を 求め よ 。 








sin, cos 関数 を 利用 し ます 。 





Chapter 12 の 解答 例 


時 課 題 ① 一 文字 判定 


] 中 う 課題 ① の 解答 例 (kadai1-a.c) 


#1nc]ude <stdio.h> 





#include <ctype.h> 一 一 一 ーー ① 


int main (void) 
{ 


char C: 


printf ( " 文字 を 入力 し て くだ さい >" ) : 
c=getchar ( ) : - こと と あー g 








if (isupper (c) !=0) { 当 3 
printf ( " 英 大 文字 で す 。" ) : 





} 
else if(is1ower (Cc) !=0) { ーーーーーーー ーー 


printf ( " 英 小文字 で す 。" ) 





} 
e1se if(isdigit(c) !=0) { $ 
printf ( "数 字 で す 。" ) : 





} 
else{ 

printf ( "それ 以外 で す 。" ) : 
} 


return 0: 


骨 国 臣 
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解説 昌 
① キ ー ボ ー ド か ら の 文字 入力 を 行い ます 。 | 
② キ ー ボ ー ド か ら の 文字 入力 を 行い ます 。 
③ 英 大 文字 か どう か を 判定 し ます 。 
④ 英 小文字 か どう か を 判定 し ます 。 
@⑤ 散 字 文字 か どう か を 判定 し ます 。 


還 課 題 ② 一 移動 距離 の 算出 


皿 3 課題 ② の 解答 例 (kadai2-a.c) 


#1nclude <stdio .h> 骨 





トニ 】 


#1nc1ude <math.h> 


1nt main (Vo1d) 

{ 
double dx,dy: 
doub1e dist: 
doub1e rad: 由 





dist=20.0: 
rad = (3.141592/180.0)*60.0: 
dx=dist*cos (rad) : 
dy=dist*sim (rad) 
printf ( "x=* y=*g\n" ,dx,dy) : 
return 0: 











選 @@ ら @@ 





昌 


解説 

①math.h を イン クル ー ド し ます 。 
② 移 動 距 離 20 を 指定 し ます 。 

③ 角 度 60 度 を ラジ アン 値 に 変換 し ます 。 - 
④cos の 値 を 計算 し ます 。 
⑤sin の 値 を 計算 し ます 。 
⑥ 結 果 を 表示 し ます 。 


弁 還 中 
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K&R と ANSI の 違い 
2 別 現在 の C 言 語 は 、ANSI に よっ て 標準 化 が され て いま す が 、 そ れ 以 前 は C 言 語 の 生み の 親 で 
上 ある B.W. カ ー ニ ハン 博士 と D.M. リ ッ チ ー 博 士 に よっ て 書か れ た 「The C Programming 
」 Language」 に 父 う の が スタ ンダ ー ド で し た 。 こ の と き の 書 き 方 は 、「K&R スタ イル ] と いわ れ 
ーーーー る も の で 、 い わ ゆ る ANSI の (言語 と は 多少 異な る 書き 方 が され て いま し た 。 異な る 点 で 代 
表 的 な も の は 、 関 数 宣言 の 書き 方 で す 。 


監 3 K&R スタ イル の 関数 宣言 


臣 う 3 ANSIC の 関数 宣言 





弁 田 忠 


この よう に 、K&R ス タイ ル で は 関数 の 仮 引数 を 別 行 で 定義 し ます 。 古 い 書 籍 で は 、K&R ス 
怒 タイ ル で 書か れ て いる も の が あり ます し 、 一 応 ANSI C で も 非 推奨 な が ら 認め られ て いる 書 
き 方 で す の で 、 覚 えて お く と よい で し ょ う 。 
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ガリ /// ガ リ 衣 // だ ガリ 4 


テク ニカ ル マス ター 


/ TS 人 Q F る 目 | < 
グー も NN プ NN グ WEBEWAMIN 


た 3 の 】 り シル ョ レル た ネン ン っ: を ん 多 を と 





ADDendiX 付録 





0 
H 学習 環境 を 作る 


ここ で は 、C 言 語 の プロ グラ ム を 作成 する た め に 必要 と な る コン パイ ラ の イン スト ー ル 方 法 
を 解説 し ます 。 


| C 言語 の 開発 環境 


C 言 語 の プロ グラ ム を 作成 する に は 、C 言語 の プロ グラ ム を 開発 する た め の 環 境 を 構 
築 する 必要 が あり ます 。 こ こ で は 、Windows 上 で 無償 で 使用 する こと で きる 開発 環境 
と し て 、Borland C++ Compiler 55 コン パイ ラ を イン スト ー ル する 方 法 を 説明 し ます 。 

言語 の 開発 環境 を 構築 する た め の 手 順 は 、 次 の と お り で す 。 





1 コン パイ ラ の イン スト ー ル 
2. コン パイ ラ を 使う た め の 環 境 設定 


| Borland C+ 十 Compiler 5.5 の イン スト ー ル 


コン パイ ラ は 、 ボ ー ラ ンド 株 式 会 社 か ら 無 償 で 提供 きれ て いる Borland C++ Compiler 
5.5 (以降 Borland C++ Compiler) を 使用 し ます 。Borland C++ Compiler は 本 書付 属 の 
CD-ROM か ら イ ンス トー ル を 行い ます 。 コ ン パ イラ の イン スト ー ル 方 法 に つい て 順 を 
追っ て 説明 し て いき まし ょ う 。 


操作 手順 (Windows X ロ PF 
本 書付 属 CD-ROM を コン ビ ピュー タ の CD-ROM ドラ イブ に セッ ト し て 下さ い 。 








回] CD-ROM の ドラ イブ は お 持ち の パソ コン に よっ て 異な り ま す 。 ] 











@\Software\Bcc55 フォ ル ダ に ある freecommandlinetools2.exe を ダブ ルク 
リッ ク し ます と 、Borland C+ 十 Compiler の イン スト ー ラ が 起動 し ます 。 
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Windows Vista の 場合 は 、【 ユ ー ザ アカ ウン ト 制 御 】 の 画面 が 表示 され る こと が あり ます 。 こ の 画 
面 が 出 た 場合 は 、【 許 可 】 を 押し て 下さ い 。 


ュー テア moorme 
人 rm で em プ ロン と ここ コ ンピュータ ヘタ アク で スレ て いま す 





上 ーー この = で ee で こ o プ コ ク 





人 D-\Software\Bcc55 





プア イル) 編集 (表示) お 気に入り D(⑳ ツー ル ① ヘル プ ⑪⑬ F』 
戻る ・⑨ - 座 の 検 索 | ウ カルタ | 国 

アド レス ①) | つ DSoftwarewBcc55 ン | E4 
フォ ル ダ X 現在 CD に ある ファ イル 
層 デス 9 トブ 


軸 we 品 カ ル ディ スク (⑥) 
ョ 9 TM C3.CBM D) 
中 1 コ Samples 
ココ Software 


避 Bccss 
お ( コ Ediors 宰 ShoOSDuPy3D 
お (PrereqsJP 
つ TutocPPEp デニ 
ま 叶 エ トロ ー ル パネ ル ink32cfe 1 
で ビ コ 共有 ドキ ュ メ ント | 還 TKB 
還 ココ Administrator の ドキ ュ メ ント 
お ( つ シス テム 管理 者 の ドキ ュ メ ント 


回 マイ ドキ ュ メ ント ] bcc32cfe 
許 マイ エビ ュー タ 日 ー 





@ 使用 承諾 契約 を 最後 まで 読み 、[ 同 意 する ] ボ タン を 押し ます "。 












Borland C++ Compiler 5.5 
イン プラ イズ の ナン セン ス で な い ラ イセ ゼン ス 下 約 





回 ま 用 許 庄 邊 約 お よび 限定 保証 
邊 約 お よび 限定 保証 ( 届 下 、 ラ イセ ンス 香 
約 ) は 、 お 客 様 (個人 また は 団体 ) と Iprise 
ICorporation〈 以 下 、 イ ンプ ブラ イズ ) と の 間 の 本 ソフ トウ ェ ア 
製品 以下 、 本 ソフ トウ ェ ア ) に 関す る 邊 約 で す 。 本 ソフ ト 
ウェ ア 製 5 と は 、 すべ て の ソフ トウ ェ ア , メデ ィ ア , お よび そ 
れ に 付随 する オン ライ ン 文 書 ま た は E 刷 物 を 含み ます 。 








| 本 リフ トウ ェ ア を イン スト ー ル , コピ ー, また は その 他 の 方 法 
で 使用 する こと は , ライ セン ス 梨 約 の すべ て の 規定 に 従う 
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ADDendIX 付録 


@ [完了 ] ボ タン を 押し ます "。 
以下 の 画面 で は 、「C:\borland\bcc55」 フ ォ ル ダ に イン スト ー ル し て いま す 。 も し イ 
ンス トー ル 先 を 変更 し た い 場 合 は 、【 イ ンス トー ル 先 の フォ ル ダ 】 欄 に フォ ル ダ 名 を 入 
力 する か ?、【 参 照 】 ボ タン を 押し て お 好き な フォ ル ダ を 選択 し て で 下さい"。 


1Z3 ュ ZiLELTIIT3KTUEE アア ミミ ゴリ ドコ 







天 し た ファ イル を コビー する フォ ル 分 を 指定 し て 
くだ さい 。 指定 し た フォ ル ダ が 存在 し な い 場 人 











② フ ォ ル ダ 名 を 
入力 する か 、 






③ 参 照 を 押し て 
フォ ル ダ を 選択 。 





① 完 了 を 押す 。 





⑨ [は い ] ボ タン を 押し ます "。 


PackageForTheWeb 


指定 し た アウ トブ プット フォ ル 区 は 存在 し ませ ん A。 作成 し ます が か? 








① は い を 押す 。 

















指定 し た フォ ル ダ が すでに 存在 し て いる 場合 は 、 こ の 過程 は 表示 され ませ ん 。 


解凍 中 で ある 旨 を 示す ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 [キャンセ ル ) ボ タン を 押す と イン ス 
トー ル を 中 止 する こと が で きま す "。 







1 お 3 け JFLITT3ITU は コー 1 の GA 上 を 所 
バッ ケー ジ を 読み 込ん で いま す 。 
全 mmmmmmmmmmm 











や イン スト ー ル を 中 止 で きる 。 
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@ イン スト ー ル 完了 で す 。[OK] ボ タン を 押し まし ょ う "。 


LETd そ 1 コミ 181 う コロ 区 | 


パッ ケー ジ の 転送 に 成功 し まし た 。 








①OK を 押し て イン スト ー ル を 完了 。 














これ で Borland C++ Compiler の イン スト ー ル は 完了 で す 。 









以降 の 説明 は 、 イ ンス トー ル 先 を C:\BorlandyBcc55 フォ ル ダ に し た 場合 の も の で す 。 イ ンス トー 
ル 先 を 変更 し た 場合 は 、PATH の 指定 を “イン スト ー ル 先 フ ォ ル タダ Ybin" に 読み 替え て 下さ い 。 


コン バイ ラ を 使う た め の 環 境 変数 設定 | 


Borland C++ Compiler の イン スト ー ル が 済ん だ ら 、 環 境 変 数 PATH に Borland 
C++ Compiler の コン パイ ラ 本 体 の ある C:\Borland\Bcc55\bin を 追加 し ます 。 | 





較 Windows Vista の 場合 





》 操作 手順 (Windows Vista Home 旧 agie 


⑯ スタ ー ト の メニ ュー か ら [ コ ント ロー ル パ バネ ル ] を 選び "、 コ ント ロー ル パ ネ ル の ウイ ンド 
ウ を 呼び 出し ます 。 


イン ター ネッ ト 








① コ ント ロー ル パ ネ ル を 選ぶ 。 
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@ ここ で 【 シ ステ ム と メン テ ナ ン ス ] を 押し て 下さ い "。 

















I ⑥「 シ ステ ム と メン テ ナ ン ス 」 の 画面 が 表示 され ます の で 、[ シ ステ ム 】 を 押し て 下さ い "。 





『 ウェ ルカ ム セン ター 
Windows の 統 始 使用 中 の Wingows の バー ジョ ン の 機 


バッ クア ッ プ と 覆 元 セン ター 
バッ クア ッ プ の 人 f バッ クア ッ プ か ら の ファ イル の 垢 


① シ ステ ム を 選ぶ 。 


プシ ョ ン 
プ 葉 中 維 の パパス ワー ド の 要 末 電 層 ポッ ン の 抽 の 頒 要 
ー タ を スリ ー プ 状 到 に する 夫 租 の 変 要 








計 。 穫 天 筐 の 欄 給 法 の 選択 、 関 針 の 経 妥 の 表 二 
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@ 次 の 画面 で 、 左 側 に ある タス ク の 一 覧 か ら 【[ シ ステ ム の 詳細 設定 ] を 選択 し ます "。 





コン ピュ ー タ の 基本 約 な 情 等 の 


Windows Editon 


Windows Vista" Home Basc 
Copyright の 2006 Mirosoft Corporobon. Anights reserver 


1 ① シ ステ ム の 詳細 設定 を 選ぶ 。 
存 


シス テム 
人 人 oo キン ッ 
プロ セッ サ : AMD Ahion(tm) 64 Processor 3000+ 1.80 GHz 
メモ リ (RAM) 1 MB 
シス テム の 聖和 32 ビッ ト オペ レー ティ ング シス テム 
コン ピュ ー タ 名 、 ド メイ ン お よび フー ク グル ー プ の 絵 定 
コン ピュ ー タ 各 Tc3 
フル コン ピュ ー タ 名 :  TM で っ 3 
コン ピュ ー タ の 避 
フー ク グ ルー プ WORkCROUp 











【 継 続 ] ボ タン を 押し て 


下さ い "。 







あな た が 開始 し た 描 企 で ある 坦 合 は 。 妹 三 し て くだ さい 。 





ユー ザー アカ ウン ト 仙 本 は 、 あ な た の 可 な く コ ンピュータ に 委 要 が 軍用 
で れる の を 的 ぎ きま す 。 





ハー ウェ 7 | 03 定 | シス テム の 人 | リモ ー ト 
Admmivtr と し て ログ ォ ン し な い 場合 は 、 こ れ ら の ほとん どの 到 更 は で きま せん 。 
パフ ォ ー マ ンス 

六条 、 プ ロサ の 2 クジ ュ ー ル メモ) 使 用 お よび 人 寺 * モ リ 


ュー ザー ブロ ファ イル 
0 ヴォン に 関連 し た テス クト ッ プ 計 定 


起 軌 WW 
シス テム 記 動 、 シス テム 暗 害 、 お より テバ ッ グ 情 報 








ー ① 環 境 変数 を 押す 。 
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@ 「 環 境 変数 ]」 ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます の で 、 上 に ある 【 新 規 ] ボ タン を 押し て 下 
さい "。 











ComSpec 

FPNO HOSTCHE_ NO 
NUMBER OF_PROC_ 1 
員 wwes Nr 





| 生 間 0- | 引数 0- 


し 計 )Lswzew 








① 新 規 を 押す 。 











⑥「 新 し い ユ ー ザ ー 変 数 」 ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。【[ 変 数 名 ] 欄 と 【 変 数 値 ] 欄 を 


以下 の よう に 入力 し て "、[OK】 ボ タン を 押し て 下さ い “。 





F 
| シス テム の プロ リバティ 本 


エセ ュ - ち る | ハー トウェア 計 細 訟 定 シス テム 78 紅 | リモ ー ト | 
| | 








① 変 数 名 と 変数 値 を 入力 する 。 





シス テム 理夫 天宮 














天 円 ロ | 
ee 
間 間 間 還 - ーー ーー ーー 朋 
| gk wc セル 
較 Windows 2000/XP の 場合 


》 操作 手順 (Windows XP Professiomai 





| ②OK を 押す 。 


⑯ 【 マ イコ ンピュータ 】 ア イコ ン の プロ パテ ィ を 開く と 、【 シ ステ ム の プロ パテ ィ 】 ダ イア ログ 
ボッ クス が 表示 され ます 。 こ こ で 、【 詳 細 設定 ] タ ブ を 選択 し て ”、[ 環 境 変数 ] ボ タン を 押 


し て 下さ い “* 
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付録 
ッ ス テム の ブロ パテ ィ 
全 投 | ンピュータ | ハー ド の ウェア] 詳細 =: テ 人 元吉 和 要 新 さ サ モート ーー ① 詳 細 設定 を 選択 。 
Admmistrator と し て ログ オン し な い 場 合 は 、 これ ら の ほとん どの 変更 は で きま せん 。 
バ パフォー マン ス 
軸 幼 果 、 ブロ セッ サ の スケ ジュ ー ル 、 メモ リ 使用 、 お よび 仮 好 メモリ 
ユー ザー ブロ ファ イル 
ログ オン に 関連 し た デス クト ッ プ 談 定 
起動 に 回 必 
ジス テム 起動 、 シス テム 障 午 、 お より デバ ッ グ 情報 
② 環 境 変数 を 押す 。 

















takashi の ユー ザー 環境 誠二 (U) 


変数 侍 
C\WDocumants ard Settmes\takashiWLocal Se- 


TEMP 
TMP C\Documents and Settines\takashiWLocal Se- 
① 新 規 を 押す 。 

















fAG7 」 


ソス テム 環境 実数 ⑤ 
実数 値 
0 03D fslse 
NUMBER.OF_PROC_ 1 
0S Wndows_NT 
CWCBuilderXWbmvC\PerlWbimWC\WINDOWSWs 
COM FXF_RATCMD VES VREF_.S RFWSF_ 議 
柱 業 0 || 前 除 ① | 





Pah 
PATHFXT 





男 ZE い 2 





⑥ 「 新 し い ユ ー ザ ー 変 数 」 ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 [変数 名 ] 欄 と [変数 値 】 欄 を 
以下 の よう に 入力 し て " 、[OK】 ボ タン を 押し て 下さ い “。 





1PA か た コミ:】 
- ① 変 数 名 と 変数 値 を 入力 する 。 


PATH 














ICWBorlandWBcc56b 


②OK を 押す 。 
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固 Windows Me の 場合 


》 操作 手順 (Windows Millenium EGRIG 還 | 


⑯ C:\AUTOEXEC.BAT ファ イル を メモ 帳 等 の テキ スト エディ タ で 開き ます 。 
@ 以下 の 行 を 最終 行 に 追加 し て 下さ い 。 


臣 3 C:YAUTOEXEC.BAT フ ァイル に 追加 する 内 容 


PATH=C :\Bor1and\Bcc55\Din : も PATH も 


ファ イル を 保存 し ます 。 


⑥⑩ Windows を 再起 動 し て 下さ い 。 





Windows Me で は 、AUTOEXEC.BAT ファ イル を 直接 編集 する 替わり に 、【 ス ター ト 】 一 【 プ ログ ラ 
ム 】 一 【 ア クセ サリ 】 一 【 シ ステ ムツ ー ル 】 一 【 シ ステ ム 情 報 】 と し て 「 シ ステ ム 情 報 」 ユ ー テ ィ リ ティ 
を 起動 し 、 さ ら に 【 ツ ー ル 】 一 【 シ ステ ム 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ 】 と し て 「 シ ステ ム 設 定 ユ ー テ ィ リ 
ティ ]」 を 起動 し 、【 環 境 】 タ ブ か ら 環 境 変数 の 設定 を 行う こと が で きま す 。 





Windows を 再起 動 す る と 、 環 境 変数 が 有効 に な り ま す 。 


| コン パ バイ ラ を 使う た め の フ ァイル 設定 


次 に 、 コ ン パ イラ や リン カ に 与え る オプ ショ ン を あら か じ め オ プシ ョ ン フ ァイル に 
書き 込ん で お きま す 。 オ プシ ョ ン フ ァイル を 作成 し て お く こ と で 、 コ ン パ イラ を 起動 
する 際 に 必要 な オプ ショ ン 指 定 を 省略 で きま す 。 フ ァイル 作成 に は 、 メ モ 帳 な どの テ 
キス ト エ ディ タ を 使い ます 。 


固 コンパイラ オプ ショ ン フ ァイル 
メモ 帳 な どの テキ スト エディ タ を 使い 、 コ ン パ イラ オプ ショ ン フ ァイル を 作成 し ま 
す 。 下 記 の 内 容 で bcc32.cfg ファ イル を 作成 し 、C:\Borland\Bcc55\bin フォ ル ダ に 保 
存 し ます 。 











メモ 帳 で 「bcc32.cfg] フ ァイル を 作成 する と き は 、【 名 前 を 付け て 保存 】 す る と き の フ ァイル の 種 
類 で 「 す べ て の ファ イル ]」 を 選択 し て 下さ い 。 こ こ が 「 テ キス ト 文 章 ] の まま で す と 、 フ ァイル 名 
に txt ファ イル の 拡張 子 (.txt) を 追加 し て 「bcc32.cfg.tt」 や 「ilink32.cfg.tkt] と いう 名 前 で ファ イル が 
作成 され て いま うこ と が あり ます 。 
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本 書付 属 の CD-ROM に 、bcc32.cfd ファ イル の サン プル を 用 意 し まし た (YSoftwareyBcc55 フォ ル 
ダ ) 。 サ ンプ ル の bcc32.cfg ファ イル は 、C:\BorlandYBcc55 フォ ル ダ に イン スト ー ル し た 場合 の 
も の で す 。 イ ンス トー ル 先 を 変更 し た 場合 は 、、 フ ァイル 中 の “C:\Borland\Bcc55" の 部 分 を 、 指 
定 し た イン スト ー ル 先 に 変更 し て 使用 し て 下さ い 。 





監 う コン パイ ラオ プシ ョ ン フ ァイル の 例 
ーT "C:\ ま Bor1and\Bcc55\1nc1ude" 
-L"C:\Bor1and\ ぎ Bcc55\11b" 


還 リン カオ プシ ョ ン フ ァイル 
リン カオ プシ ョ ン フ ァイル を 作成 し ます 。 下記 の 内 容 で ink32.cfg ファ イル を 作成 
し 、C:\Borland\Bcc55\bin フォ ル ダ に 保存 し ます 。 











本 書付 属 の CD-ROM に ilink32.cfd ファ イル の サン プル を 用 意 し まし た (YSoftwareyBcc55 フォ ル 
ダ ) 。 サ ンプ ル の ilink32.cfgd ファ イル は 、Borland C++ Compiler を 「C:\BorlandYBcc55] フ ォ ル ダ に 
イン スト ー ル し た 場合 の も の で す 。Borland C++ Compiler を イン スト ー ル し た と き に 、 イ ンス 
トー ル 先 を 変更 し た 方 は 、 フ ァイル 中 の "C:\Borland\Bcc55" の 部 分 を 変更 し て 下さ い 。 





監 う リン カオ プシ ョ ン フ ァイル の 例 


ー-L"C:\ ま Bor1and\Bcc55\11b" 


Mu C 言語 の プロ グラ ム の 作成 


ここ まで で 、 コ ン パ イラ を 使用 する 準備 が 整い まし た 。 正しく 、 コ ン パ イラ が イン 
スト ー ル され た か を テス ト し て まし ょ う 。 
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固 ソ ー ス プロ グラ ム を 保存 する フォ ル ダ を 決め る 
ソー スプ ログ ラム を 保存 する フォ ル ダ を 決め て お きま し ょ う 。 ソ ー ス プロ グラ ム を 
保存 する フォ ル ダ は 、 ど こ で も 構わ な い の で す が 、 本 書 で は 、「C:\tmcs」 フ ォ ル ダ に 保 
存する こと に し まし た 。 エ クス プロ ー ラ か ら C:\tmcs フォ ル ダ を 作成 し まし ょ う 。 


較 C 言語 プロ グラ ム の ソー スプ ログ ラム を 作成 
メモ 帳 や 、Appendix B で 紹介 する テキ スト エディ タ で 、C 言 語 プ ログ ラム の ソー ス 
プロ グラ ム を 記述 し ます 。 こ こ で は 、sample.c と いう 名 前 で 作成 し まし ょ う 。 


臣 3 コン バイ ラ 確 認 用 の プロ グラ ム (YSamplesYAppendixAYsample.c) 


#inc1ude <stdio.h> 


int main(Vo1d) 
{ 
printf ("こんにちは 、C 言 語 \n" ) : 


return 0: 





C 言 語 の ソー スプ ログ ラム の ファ イル に は 、 拡 張子 と し て “".c" を 付け る こと に な っ て いま す 。 





ソー スプ ログ ラム を コン バイ ル 
以下 の 手順 で 、 コ マン ド プ ロン プ ト を 開き 、 コ ン パ イラ を 起動 し ます 。 


コマ ンド プロ ンプ ト を 開く 

Windows Vista で は 、【 ス ター ト 】 一 【 す べ て の プロ グラ ム 】 一 【 ア クセ サリ 】 一 【 コ マン 
ド プ ロン プ ト 】 と 、 順 に メニ ュー を 選択 し ます 。 

Windows 2000. Windows XP で は 、【 ス ター ト 】 一 【 プ ログ ラム 】 一 【 ア クセ サリ 】 一 【 コ 
マン ド プ ロン プ ト 】 と 、 順 に メニ ュー を 選択 し ます 。 

Windows 95/98/Me で は 、【 ス ター ト 】 一 【 プ ログ ラム 】 一 【 ア クセ サリ 】ー【DOS プロ 
ンプ ト 】 と 、 順 に メニ ュー を 選択 し ます 。 


ソー スプ ログ ラム の ファ イル を 保存 し た フォ ル タ ダ に 移動 する 

ソー スプ ログ ラム を 保存 し た フォ ル ダ に 移動 し ます 。 コ マン ド プ ロン プ ト で 、 フ ォ 
ル ダ を 移動 する の は 、「cd]」 コ マン ド を 使い ます 。 本 書 で は 、C:\tmcs に sample.c を 保 
存 し た の で 、 次 の コマ ンド を 打ち 込み まし た 。 








C:\>cd c:\tmcs [Enterl 
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コン パイ ラ を 起動 する 
Borland C++ Compiler の コン パイ ラ を 起動 し ます 。Borland C++ Compiler の コン 
パイ ラ の 実行 ファ イル は 「bcc32] で す の で 、 次 の よう に コマ ンド を 打ち 込み ます 。 


C: ぎ Emcs>DCc32 samp1e. で 
コン パイ ル が うま くい っ た 場合 は 、 以 下 の よ うに 表示 され ます 。 


監 3 コン パイ ル 成 功 時 の 表示 


C: ま Emcs>Dcc32 sample. で 

Bor1and C++ 5.5.1 For Win32 Copyright (c) 1993, 2000 Bor1and 
Sample.C: 

Turbo Tncrementa] Link 5.00 Copyright (c) 1997, 2000 Bor1and 


コン パイ ル が うま くい か な い 場 合 ① 

も し 、 以 下 の よ うに 表示 され て し まっ た 場合 は 、 コ ン パ イラ の セッ ト ア ッ プ が うま 
くい っ て いま せん 。「Borland C++ Compiler 55 の イン スト ー ル [コン パイ ラ を 使う た 
め の 環 境 変数 設定 ] を 読み 返し て 、 手 順 を 確認 し て 下さ い 。 


皿 3 コン バイ ラ が 見 つか ら な い 場 合 の エラ ー 表 示 
*bcc32' は 、 内 部 コマ ンド また は 外部 コマ ンド 、 
操作 可能 な プロ グラ ム ま た は バッ チ ファ イル と し て 廊 識 され て いま せん 。 


コン パイ ル が うま くい か な い 場 合 2 

も し 、 以 下 の よ うに 表示 され て し まっ た 場合 は 、 コ ン パ イラ オプ ショ ン フ ァイル 、 リ 
ンカ オプ ショ ン フ ァイル の 設定 が うま くい っ て いま せん 。bcc32.cfg, ilink32.cfg を 見 直 
も ま も ま う 。 


監 3 コン パイ ラオ プシ ョ ン フ ァイル の 設定 が 誤っ て いる 場合 の エラ ー 表 示 


エラ ー E2209 samp1e.c 1: イン クル ー ド ファ イル stdio .h' を オー ブン で き な い 
警告 W8065 samp1e.cC 5: ブロ ト タ イ ブ 宣 言 の な い 関 数 "printF' の 呼び 出し (関数 main) 
*** 1 errorS 1n Compi]le *** 


コン パイ ル が 成功 する と 、 コ ン パ イラ に よっ て 、 ソ ー ス プロ グラ ム が オブ ジェ クト 
ファ イル と 呼ば れる 中 間 形 式 に 翻訳 され 、 最 終 的 に 実行 形式 ファ イル へ と 変換 され ます 。 

本 当 に 実行 形式 の ファ イル が 作成 され て いる か どう か 、dir コマ ンド で 確認 し て み ま 
し ょ う ( 日 時 や サイ ズ の 数 値 は 異な り ま す )。 
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監 3 ファ イル の 確認 
て : 導 Emcs>dir sample.exe [Enterl 
2007/09/10 01:29 52 , 224 sample .exe 
1 個 の ファ イル 52.224 バイ ト 


0 個 の ディ レク トリ 7,492,091,904 バイ ト の 空き 領域 


C:\ ま EmCS> 


上 記 の よう に sample.exe が 作成 され て いた ら 、 コ ン パ イル は 成功 で す 。 
次 に の よう に 表示 され た と き は 、 コ ン パ イル が うま くい っ て いま せん の で 、 コ ン パ 
イラ の 設定 を 再度 見 直し て 下さ きい 。 


C:\ ま tmcs>dir sample.exe [Enter] 
ファ イル が 見 つか り ま せん 
C:\ ま tmCS> 


較 プ ログ ラム の 実行 
正常 に コン パイ ル さ れ た ら プ ログ ラム を 実行 し ます 。 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 


sample.exe を 入力 し ます 。 


C:\Emcs>Samp1e.exe [Enter 


これ で 、C 言語 の コン パイ ラ の イン スト ー ル と 確認 は 終了 で す 。 回 
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H テキ スト エディ タ の 紹介 


ここ で は 、C 言 語 の プロ グラ ム を 書く の に 便利 な 機能 を 持っ た テキ スト エディ タ を いく つか 
紹介 し ます 。 


| テキ スト エディ タ の スス メ 


テキ スト エディ タ は プロ グラ ム を 作る た め の 大 事 な 道 具 で す 。Windows の 場合 は 標 
準 で 「 メ モ 帳 」 が 付属 し て いま す が 、 プ ログ ラム の 作成 に は 決し て 向い て いる と は 言え 
ませ ん 。 フ リー ソフ トウ ェ ア / シ ェ ア ソ フト ウェ ア と し て 公開 され て いる テキ スト エ 
ディ タ に は 、 プ ログ ラム を 作り 上 げ て いく うえ で 、 便 利 な 機能 が 付い て いま す 。 自 分 
に 好み の テキ スト エディ タ を 選ん で 使い まし ょ う 。 





園 ソ ワー スプ ログ ラム 作成 を 手助け する 便利 な 機能 
・ 予 約 語 や コメ ント の 色 表 示 ……… 久 nclude や main 等 C 言語 で 予約 語 と し て 設定 され 
て いる 単語 を 色 替 え し て 表示 する こと に より 、 ス 
ペル ミス を 防ぐ こと が で きる 。 
・ 単 語 の 検索 機能 ……… ソー スプ ログ ラム 内 か ら 条 件 付き の 検索 が で きる 。 
・ 単 語 の 置換 機能 ………* ソー スプ ログ ラム 内 で 、 置 換 ( 文 字 の 置き 換え )、 一 括 置 換 が 
で きる 。 
・ 自 動 イ ン デ ント ……… ソー スプ ログ ラム を 見 や すく する た め の 字 下げ 処理 を 自動 で 
行っ て くれ る 。 


テキ スト エディ タ は プロ グラ ミン グ を する うえ で 、 も っ と ゃ も 重要 な 道具 で す 。 使う 
テキ スト エディ タ に よっ て 、 作 業 の 効率 が 大 きく 変わ っ て きま す 。 自 分 に 合っ た テキ 
スト エディ タ を 選ん で 使う よう に し て 下さ い 。 テ キス ト エ ディ タ は 、 イ ンタ ーネット 
の 検索 サイ ト な どか ら 探 すこ と が で きま す が 、 こ こ で は 筆者 お 勧め の テキ スト エディ 
タ を いく つか 紹介 し ます 。 編 集中 の 画面 も 小さ いで す が 付け て お きま す の で 、 雰 囲 気 
を 見 る 参考 に し て 下さ い 。 

な お 、 こ れ ら は 本 書付 属 CD-ROM に 収録 し て いま す 。 収録 し て いる も の に つい て は 、 
巻頭 [本書 に つい て 」 を ご 覧 下さ い 。 
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| フリ ー ソ フト ウェ ア の テキ スト エディ タ 


固 さ くら エディ タ 
監 3 さく ら エ ディ タ 


| アイ ro 要 失 (C) 杜 双 (S) ツー ル (T) 設定 (O) ウィ ンド ウ (W) ヘル プ (H) 


ロラ gg ロ lo っ olew el の る る 名 あ <9YI 届 届 当 | 婁 - 











http://Sakura-edit0r.SOurceforge.ne/ 


還 TeraPad 


監 う TeraPaq 





Winciuk <stdio. い 231 
int main(void) 
+ 


printf(" こ ん に ち は 、( 言 語 ^ 
um 0:」 


本 ] 




















NM ://Www5f. lee ne. SU html 
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2| ゅ 

3| int main(void) ぁ 

4 し _ 

5 printf(~ こ ん に ち は 、( 言 語 “): 
6 retum 0 

7 

8 








11707 01:38 


http://Www.jsdlah.c0.jp/-kamei/ 


| シェ アソ フト ウェ ア の テキ スト エディ タ 


還 秀 丸 エ ディ タ (\4,200( 税 込 ) ) 
本 秀丸 エディ タ 





ファ イル (F) 症 集 (E) 表示 (V) 検索 (S) ウィ ンド ウ (W) マク ロ (M) その 他 (O) 
ョ ウリ マ <m つく >: ミ 3 < コ 円 愉 
p TTPWWW TYPYWW' 7 放 





nt main(void) ょ 
printf(" こ ん に ち は 、C 言 語 : 
return 0: 








http://hide.maruo.c0.jp/software/hidemaru.html 
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還 ViVi(\3,000( 税 込 )) 


個 7 折 (E) 析 人 O) 表示 2CT'XW) と MOD 2 め ア NOO 全 G) その 他 O) 
: 十 還 つ ニッ テ 失 人 人 際 引 民 ヲ ピル や っ マ 作 介 の 





int main(void) 


printf(" こ ん に ち は 、C 言 語 "): 
return 0i 











http://vivi.dVndns.org/ 





シェ アウ ェ ア で ある 「 秀 丸 エディ タ 」 と 「ViVIJ」 の ライ セン ス 料 金 は 、 本 書 の 発刊 時 点 に お ける も 
の で す 。 
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優先 順位 演算 記号 補足 ロ 


1 ( ) 
[ 1 
ー> 


+ 十 


sizeof 


& 


* 


演算 子 優先 順位 表 


演算 子 に は 、 演 算 時 に お ける 優先 順位 が あり ます 。 優 先 順 位 を 取り 違え て いる と 、 計 算 結果 
が 意図 し て いな いも の に な る な ど ト ラブ ル の 元 に な り ま す 。 こ の 表 で 、 優 先 順 位 を 確認 し な 
が ら プ ログ ラム し まし ょ う 。 


関数 呼び 出し 演算 子 
添字 演算 子 (配列 ) 
ドッ ト 演 算 子 (構造 体 ア クセ ス ) 
アロ ー 演 算 子 (構造 体 ポイ ンタ ) 
後 置 イ ンク リ メ ン ト 演 算 子 (n++) 
後 置 デ ィ ク リ メ ン ト 演 算 子 (n--) 
前 置 イ ンク リ メ ン ト 演 算 子 (++n) 
前 置 デ ィ ク リ メ ン ト 演 算 子 (--n) 
sizeof 演算 子 
単項 アド レス 演算 子 
単項 間接 演算 子 
単項 十 演算 子 
単項 一 演算 子 
補 数 演算 子 
論理 否定 演算 子 (条件 文 ) 
キャ スト 演算 子 
乗算 演算 子 
除算 演算 子 
剰余 算 演算 子 
加算 演算 子 
減算 演算 子 
左 シ フト 演算 子 
右 シ フト 演算 子 


付録 Appendix 








癌 
政 
ド 』 
本 


すす すす すす すす 人 人 人 人 人 信人 信人 入信 す すす すす すす 
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優先 順位 演 算 記号 . コ 
7 < く 演 算 子 (条件 文 ) 
<= く 王 演算 子 ( 条 件 文 ) 
> > 演算 子 (条件 文 ) 
>= > 三 演算 子 (条件 文 ) 
8 ニニ ーー 演算 子 (条件 文 ) 
に ! 一 演 算 子 (条件 文 ) 
9 & ビッ ト の 論理 積 演算 子 
10 和 ビッ ト の 排他 的 論理 和 演 算 子 
11 | ビッ ト の 論理 和 演 算 子 
12 && 論理 積 (AND) 演 算 子 
13 11 論理 和 (OR) 演 算 子 
14 2 条件 付き 演算 子 
I5 15 三 代入 演算 子 
十 ニ 複合 代入 演算 子 
事 = 
ノニ = 
%= 
に ーー 
>> ニ 
& 三 
| 三 
16 6 コン マ 演 算 子 
]] 





376 は じ め て の C プ ログ ラミ ング 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 





人 人 人 人 すす すす すす すす すま すま に 


ド 』 
可 


付録 ADDendiX 








ADDendiX 


H ASCII 文字 コー ド 表 


ここ で は 、ASCII 文 字 、 制 御 文字 の コー ド 表 を まとめ て お きま す 。 文字 を 16 進数 で プロ グラ 
ム に 記述 する 場合 、 表 示さ れ た 16 進数 と 文字 と の 対応 を 見 る 場合 、 改 行 な ど を 直接 プロ グ 
ラム に 書く 場合 に 利用 し て 下さ い 。 








想う ASCIl コ ー ド 表 









3 内 朋 
彫 NUL puE spP o @ P 
症 so poi ! 1 A Q 
装 srx Dc2 。 " 2 B R 
3 ETX Dc3 3 C S 
4 EOT DC4 4 D T 
ENQ _。 NAC  % 5 E U 
Ack SsYN  & 6 F V 
BEL ETB 7 G w 
了 間 Bs cAN 。 ( 8 H X 
人 mm EM ) 9 i Y y 
『 全 LFNL suB ・ J Z ] z 
E 罰 ESC  + K [ k f 
半 FF FS 」 L ヽ 1 」 
店 ch GS M ] m ) 
本 料 so RS . N ^ n - 
F 議 国 US / Oo o DEL 
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監 3 制御 文字 一 覧 
川 16 進 ビ に に 解説 
ーー 00 NUL ヌル ( 空 文字 NULL) 
ー o1 SOH ヘディング 開始 
昌 02 STX テキ スト 開始 
03 ETX テキ スト 終了 
04 EOT 伝送 終了 
明 05 ENQ 問い 合わ せ 
06 ACK 育 定 応答 
07 BEL ベル 
中 | 08 BS バッ クス ペー ス 
09 HT 水平 タブ 
0A LF/NL 復帰 , 改 行 
品 0B VT 垂直 タブ 
0C FF 改 ペ ー ジ 
ーー oD cR 復帰 
中 OE SO シフ ト ア ウト 
0F SI シフ トイ ン 
10 DLE 伝送 制御 拡張 
I 11 DC1 制御 装置 1 
12 DC2 制御 装置 2 
13 DC3 制御 装置 3 
明 14 DC4 制御 装置 4 
15 NAC 否定 応答 
| 16 SYN 同期 文字 
則 | 17 ETB 伝送 ブロ ッ ク 終 了 
ーー 18 CAN 取消 
19 EM 媒体 終端 
則 1A SUB 置換 キャ ラク タ 
1B ESC 拡張 
ー 1C FS ファ イル 分 離 キ ャ ラク タタ 
1 1D GS グル ー プ 分 離 キ ャ ラク タ 
ー 1E RS レコ ー ド 分 離 キ ャ ラク タ 
1F US ユニ ッ ト 分 離 キ ャ ラク タ 
8 20 SP スペ ー ス 
7F DEL 削除 
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F 書式 指定 文字 列 一 覧 表 


ここ で は 、printf/frintf/sprintf/scanf/fScanf/Sscanf 関数 で 使用 する フォ ー マ ッ ト 文 字 列 に つい て 
まとめ て お きま す 。 





監 3 フォ ー マ ッ ト 文 字 列 の パタ ー ン 


[フラグ] [ 幅 ] [ 型 | 














監 3〔 型 ] 
d 10 進数 が 書き 込ま れ ま す 。 - 
x 16 進数 (小文字 ) が 書き 込ま れ ま す 。 
X 16 進数 (大 文字 ) が 書き 込ま れ ま す 。 
f 浮動 小数 点 が 丸め られ て [-]ddd.ddd の 形 の 10 進 表現 に 変換 され ます 。 
dg 浮動 小数 点 引 数 が f ま た は e(G 変 換 の 場合 に は E) の 形式 に 変換 され ます 。 精 度 は 表 
示す る 桁 数 を 指定 し ます 。 精 度 が 指定 され な い 場 合 に は 、6 桁 が 与え られ ます 。 後 を 
埋め る ゼロ は 、 変 換 され た 結果 の 小数 部 分 の 最後 か ら 除 か れ ま す 。 す な わ ち 、 小 数 点 
は 少な く と も 1 つの ゼロ で は な い 数 字 が 続く 場合 に の み 現れ ます 。 
c 文字 が 書き 込ま れ ま す 。 
Ss 配列 か ら の 文字 は 終端 文字 ヌル 文字 まで (終端 文字 は 含ま れず に ) 出 力 さ れ ま す 。 
PD ポイ ンタ で ある 引数 が (9%%#x また は % 紳 x の よう な ) 16 進数 で 出力 され ます 。 
監 3[ フ ラグ] 
文字 に た む 
左 詰め で 出力 し ます 。 
+ 正 の 数 値 に + を 出力 し ます 。 
スペ ー ス 正 の 数 の 場合 、+ の 代わ り に スペ ー ス を 出力 し ます 。 
0 ゼロ を 埋め て 出力 し ます 。 n を 除く すべ て の 変換 で 、 変 換 し た 値 の 左側 に 空白 文字 の 
代わ り に ゼロ を 埋め ます 。 
# 数 値 が " 別 の 形式 "に 変換 され る こと を 指定 し ます 。 詳 細 は 省略 (「 ステ ッ プ アッ プ 編 ] 
を 参照 )。 





[ 幅 に 0 一 9 の 数 字 を 指定 する と 、 数 値 を 出力 する 際 の 桁 数 と な り ま す 。 
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#ifdef 
#ifdef 一 #endif 
#iimdef …… 

#include…・ 
#undef … 
# 演 算 子 ・ 


















ASCTI 文字 コー ド 
AT&T ベル 研究 所 
atoi PPPPCPEPPCPETCTTTETYTP 
AUTOEXECJBAT … 














Borland C++ Compiler SD 19.358 
Borland 社 PPEPPPPEEPPEPCPPPOPPPCECCPLCCTKPPCCLCCOCUCLLL い 9 
break “148.178 





は じ め て の C プロ グラ ミン グ 改訂 第 三 版 基本 マス ター 編 


索 引 Index 


























continue … 
coS … 
Ctrl+C 
ctype.h 
CUI 


C 言 語 ・ OCTTYYTTYTTI 





do 一 While・ 


do ii 55 
















fgets … 
FILE 構 造 体 





isdigit 
isdisit 
islower 
1SuUDDer ・ 


還 」 


Java 
JavaScript … 



























MacOS 
main 関数 … 
MASM 









Microsoft Visual C++ 
Microsoft 社 PCCCCPCPPCECYPNTPPCEPLYPPPPYPPPPPPCLCLLPPETKKCTETYP い 9 
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本 書 は 、 実 際 に 企業 が シス テム 開発 を する 
際 に 必要 と し て いる C 言 語 の ノウ ハウ を 、 
100 の 例題 で 学ぶ こと が で きる 実践 的 な C 
言語 解説 書 で す 。C 言 語 を 学ぶ 場 は 、 学 校 ・ 
入社 前 の 通信 教育 ・ 新 人 研修 、 配 属 先 で の 
研修 な を ど さ ま ざま で す が 、 そ の 多く は 実践 
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内 容 で 、 開 発 の 現場 で 必要 な スキ ル は な か 
な か 身 に つき ませ ん 。 そ こ で 本 書 は 、 実 践 
的 ・ 実 用 的 な プロ グラ ミン グ を 行なう た め 
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は ? 」 と いっ た と ころ も 視覚 的 に 理解 で き 
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